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Ⅰ 決算の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 財政力の推移 成 17 度～ 成 平1 度  

単位：千 ・％  

 度 

 分 

17 18 19 平0 平1 

基準 政需要額 年ん074ん年9年 年ん085ん419 年ん15平ん965 年ん平77ん916 年ん平年年ん平84

基準 政収入額 4ん年8年ん006 4ん571ん平69 5ん078ん786 5ん70年ん901 4ん606ん5平5

交 付 基 準 額 △1ん年08ん61年 △1ん485ん850 △1ん9平5ん8平1 △平ん4平5ん985 △1ん年7年ん平41

0 0 0 0 0
地 方 交 付 税 

段： 通交付税  

段：特 交付税  
平5ん年78 19ん0年4 平7ん089 年0ん974 平7ん平10

政 力 指 数 1.4年 1.48 1.61 1.74 1.4平

均 

政 力 指 数 

1.40 1.44 1.51 1.61 1.59

標 準 政 規 模 6ん059ん477 6ん平56ん646 6ん90平ん016 7ん7平平ん600 6ん年70ん007

 

臨時 政対策債 

発 行 可 能 額 

平8平ん年08 平59ん405 平年5ん年年平 平平0ん4平5 年4平ん10平

実 質 収 支 比 率 6.年 8.6 9.1 7.0 6.年

経 常 収 支 比 率 7平.9 64.年 61.平 65.7 78.4

公 債 費 比 率 年.1 平.7 1.7 0.6 0.1

起 債 制 限 比 率 平.4 平.1 1.6 △0.平 △0.4

 

参考：用語説  

標 準 政 規 模 

 

地方公共団体 標準的 状態 通常収入 あ う経常的一般 源 規

模 示す 標準税収入額等 通交付税 臨時 政対策債発行可能額

加算した額  

実 質 収 支 比 率 実質収支 標準 政規模 除した 大 い 言う く

通常 年～5％ 適当 い  

経 常 収 支 比 率 地方公共団体 政構造 弾力性 断す た 指標 人件費 扶助費

公債費 う 毎 度経常的 支出 経費 経常的経費 充当 た

一般 源 額 地方税 通交付税 中心 す 毎 度経常的 収入

一般 源 経常一般 源 総額 占 割合  

公 債 費 比 率 地方公共団体 公債費 政 担 度合い 断す 指標 一 地方債

元利償還金 通交付税 い 災害復旧費等 し 基準 政需要額 算入

た部分 除く 充当 た一般 源 標準 政規模 対す 割合  

起 債 制 限 比 率 地方債 許可 係 指標 一 地方債元利償還金 通交付税 い

災害復旧費等 し 基準 政需要額 算入 た部分及び事業費補正

基準 政需要額 算入 た部分 除く 充当 た一般 源 標準 政

規模 対す 割合 通常 年 均 用い  

起債制限比率 14％ 超え 後 公債費 動向 案 うえ自主的

公債費 担適正 計 策定す う求  

起債制限比率 平0％ 超え そ 超え 段階 起債 制限
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 歳入歳出 算額総括表 一般会計・特別会計  

 

  分 

 

 

会  計 

歳 入 総 額 

(A) 

歳 出 総 額 

(B) 

差 引 額 

(A-B)  (C) 

平1 9ん656ん901ん817 9ん188ん66年ん6年7 468ん平年8ん180

一  般  会  計 

平0 8ん781ん6年5ん810 8ん146ん916ん117 6年4ん719ん69年

平1 年01ん年90 平18ん79年 8平ん597

土 地 取 得 

平0 平年年ん1年6 平年年ん1年6 0

平1 986ん平0平 15平ん100 8年4ん10平

国 際 交 流 事 業 

平0 845ん年8平 年6ん400 808ん98平

平1 1ん909ん706ん平平7 1ん809ん9年6ん855 99ん769ん年7平

国 民 健 康 保 険 

平0 1ん79年ん176ん10平 1ん688ん947ん78年 104ん平平8ん年19

平1 年ん94年ん576 年ん94年ん576 0

老 人 保 健 

平0 11年ん474ん566 111ん744ん599 1ん7平9ん967

平1 14年ん518ん964 140ん667ん764 平ん851ん平00

後 期 高 齢 者 療 

平0 140ん971ん187 140ん59平ん8年7 年78ん年50

平1 750ん平6平ん0年年 711ん184ん9年年 年9ん077ん100

護 保 険 

平0 759ん年65ん796 7平5ん797ん987 年年ん567ん809

平1 79年ん749ん891 79年ん548ん平09 平01ん68平

公 共 水 道 事 業 

平0 858ん1年7ん806 857ん87平ん8年5 平64ん971

平1 平1ん6年0ん077 平1ん6年0ん077 0

農業集落家庭排水事業 

平0 平0ん平年年ん075 平0ん平年年ん075 0

平1 5ん848ん671 年00ん000 5ん548ん671

社 育 英 事 業 

平0 6ん070ん671 年50ん000 5ん7平0ん671

平1 年ん6平9ん947ん0年1 年ん481ん58平ん年07 148ん年64ん7平4

特

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会

 
 

 
 

 
 

計

 

小      計 

平0 年ん69平ん507ん7平1 年ん545ん808ん65平 146ん699ん069

平1 1年ん平86ん848ん848 1平ん670ん平45ん944 616ん60平ん904

合        計 

平0 1平ん474ん14年ん5年1 11ん69平ん7平4ん769 781ん418ん76平

※単 度収支＝当該 度 実質収支－前 度 実質収支 
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単位：  

翌 度 繰越す 源(D) 

費 

次繰越額 

繰越 許費 

繰 越 額 

事故繰越し

繰 越 額

実質収支額 

(C-D)  (E) 

単 度収支 

( E ) う ち

地 方 自 治 法

第平年年条 平

規 定

基 金 繰 入 額

 74ん1平平ん919 年94ん115ん平61 △14平ん5年9ん685 

 98ん064ん747 5年6ん654ん946 △65ん745ん年67 

  8平ん597 8平ん597 

  0 0 

  8年4ん10平 平5ん1平0 

  808ん98平 19年ん791 

  99ん769ん年7平 △4ん458ん947 

  104ん平平8ん年19 1年ん146ん86年 

  0 △1ん7平9ん967 

  1ん7平9ん967 1ん7平9ん967 

  平ん851ん平00 平ん47平ん850 

  年78ん年50 年78ん年50 

  年9ん077ん100 5ん509ん平91 

  年年ん567ん809 7ん年58ん8平9 

  平01ん68平 △6年ん平89 

  平64ん971 △平87ん066 

  0 0 

  0 0 

  5ん548ん671 △17平ん000 

  5ん7平0ん671 4ん890ん000 

  148ん年64ん7平4 1ん665ん655 

  146ん699ん069 平7ん410ん7年4 

 74ん1平平ん919 54平ん479ん985 △140ん874ん0年0 

 98ん064ん747 68年ん年54ん015 △年8ん年年4ん6年年 
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 地方債現在高の状況 

一般会計 

 ア 事業債 資金使                                     単位： ・％  

度 (D) 訳 

借入額(B) 元 金 ( C )    分 

度  

現 在 高 

(A) 

償還額(D) 利 子 

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C)

16ん年9平ん000 
一 般 単 独 

事 業 債 

平8ん1平4ん000 

(1.平) 
16ん879ん年71 487ん年71 

11ん7年平ん000

(0.4)

15ん5平8ん000 

 

地 域 総 合 

整備事業債 

平5ん5平8ん000 

(1.1) 
15ん951ん111 4平年ん111 

10ん000ん000

(0.年)

48年ん600ん000 84ん551ん86年 
義 教育施設 

整 備 事 業 債 

1ん1平9ん1年1ん86年 

(46.7) 
101ん675ん196 17ん1平年ん年年年 

1ん5平8ん180ん000

(56.平)

18ん年4平ん670 厚生福祉施設 

整 備 事 業 債 

18ん年4平ん670 

(0.8) 
19ん199ん944 857ん平74 

0

(0.0)

16ん400ん000 平ん4年9ん55年 

源 対 策 債 

84ん平年9ん55年 

(年.5) 
4ん1年4ん016 1ん694ん46年 

98ん平00ん000

(年.6)

55ん794ん55平 

減税補 債 

547ん6年6ん年04 

(平平.6) 
6年ん165ん年78 7ん年70ん8平6 

491ん841ん75平

(18.1)

19ん804ん94年 
臨 時 政 

対 策 債 

610ん47年ん609 

(平5.平) 
平9ん6平4ん年46 9ん819ん40年 

590ん668ん666

(平1.7)

500ん000ん000 197ん年平5ん581 

合   計 

平ん417ん947ん999 

(100.0) 
平年4ん678ん平51 年7ん年5平ん670 

平ん7平0ん6平平ん418

(100.0)

※  構成比 
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 イ 借入先                                                  単位： ・％  

度 (D) 訳

借入額(B) 元 金 ( C )   分 

度

現 在 高

(A) 償還額(D) 利 子

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C)

500ん000ん000 1平7ん01年ん581

政 府 資 金 1ん904ん8平年ん999 (78.8)

160ん平平年ん976 年年ん平10ん年95

平ん平77ん810ん418 (8年.7)

500ん000ん000 99ん150ん804政 融 資

資 金 

1ん年45ん年94ん14平 (55.7)

1平年ん989ん994 平4ん8年9ん190

1ん746ん平4年ん年年8 (64.平)

8ん057ん8年4

 

簡 保 資 金 188ん956ん平48 (7.8)

10ん689ん6年6 平ん6年1ん80平

180ん898ん414 (6.6)

19ん804ん94年

 郵 貯 資 金 年70ん47年ん609 (15.年)

平5ん544ん年46 5ん7年9ん40年

年50ん668ん666 (1平.9)

5年ん9平0ん000

信 用 金 庫 等 485ん000ん000 (平0.0)

57ん574ん904 年ん654ん904

4年1ん080ん000 (15.9)

16ん年9平ん000

共 済 組 合 等 平8ん1平4ん000 (1.平)

16ん879ん年71 487ん年71

11ん7年平ん000 (0.4)

500ん000ん000 197ん年平5ん581

合  計 平ん417ん947ん999 (100.0)

平年4ん678ん平51 年7ん年5平ん670

平ん7平0ん6平平ん418(100.0)

※  構成比 

 

 ウ 目的 分                          単位： ・％  

度 (D) 訳 

借入額(B) 元 金 ( C )   分 

度

現 在 高

(A) 償還額(D) 利 子

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C)

500ん000ん000 1平1ん7平6ん086

通 債 1ん平59ん8年8ん086 (5平.1)

141ん888ん5平7 平0ん16平ん441

1ん6年8ん11平ん000 (60.平)

平ん060ん000

衛 生 平ん060ん000 (0.1)

平ん084ん7平0 平4ん7平0

0 (0.0)

1年ん468ん000

 

土 木 平年ん468ん000 (1.0)

1年ん866ん年91 年98ん年91

10ん000ん000 (0.4)

500ん000ん000 106ん198ん086

 教 育 1ん平年4ん年10ん086 (51.0)

1平5ん9年7ん416 19ん7年9ん年年0

1ん6平8ん11平ん000 (59.8)

55ん794ん55平
減 税 

補 債 

547ん6年6ん年04 (平平.7)

6年ん165ん年78 7ん年70ん8平6

491ん841ん75平 (18.1)

19ん804ん94年
臨 時 政 

対 策 債 

610ん47年ん609 (平5.平)

平9ん6平4ん年46 9ん819ん40年

590ん668ん666 (平1.7)

500ん000ん000 197ん年平5ん581

合  計 平ん417ん947ん999 (100.0)

平年4ん678ん平51 年7ん年5平ん670

平ん7平0ん6平平ん418 (100.0)

※  構成比 
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公共 水道事業特 会計 

 ア 事業債 資金使                                           単位： ・％  

度 (D) 訳 

借入額(B) 元 金 ( C )    分 

度  

現 在 高 

(A) 

償還額(D) 利 子 

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C) 

1平7ん年00ん000 151ん平49ん791 

水道事業債 

4ん年平5ん506ん041 

(99.4) 
平67ん477ん平年6 116ん平平7ん445 

4ん年01ん556ん平50

(99.8)

17ん5平4ん697 

特 例 措 置 分 

平6ん649ん070 

(0.6) 
17ん868ん年60 年4年ん66年 

9ん1平4ん年7年

(0.平)

1平7ん年00ん000 168ん774ん488 

合   計 

4ん年5平ん155ん111 

(100.0) 
平85ん年45ん596 116ん571ん108 

4ん年10ん680ん6平年

(100.0)

※  構成比 

 

 イ 借入先                          単位： ・％  

度 (D) 訳 

借入額(B) 元 金 ( C )   分 

度

現 在 高

(A)

償還額(D) 利 子

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C) 

69ん900ん000 11年ん889ん878

政 府 資 金 平ん79年ん879ん5平0 (64.平)

190ん106ん060 76ん平16ん18平

平ん749ん889ん64平 6年.8

69ん900ん000 58ん平68ん08平
政 融 資 

資 金 

1ん平54ん647ん984 (平8.8)

9平ん78平ん848 年4ん514ん766

1ん平66ん平79ん90平 平9.4

55ん6平1ん796

 

簡 保 資 金 1ん5年9ん平年1ん5年6 (年5.4)

97ん年平年ん平1平 41ん701ん416

1ん48年ん609ん740 年4.4

57ん400ん000 54ん884ん610
地方公共団体

金融機構資金 

1ん558ん平75ん591 (年5.8)

95ん平年9ん5年6 40ん年54ん9平6

1ん560ん790ん981 年6.平

1平7ん年00ん000 168ん774ん488

合   計 4ん年5平ん155ん111 (100.0)

平85ん年45ん596 116ん571ん108

4ん年10ん680ん6平年(100.0)

※  構成比 
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 ウ 目的 分                          単位： ・％  

度 (D) 訳 

借入額(B) 元 金 ( C )    分 

度  

現 在 高 

(A) 

償還額(D) 利 子 

差 引 現 在 高

(A)を(B)-(C) 

8年ん000ん000 1平9ん604ん5平年 

公 共 水 道 

年ん年平9ん4平9ん195 

(76.5) 
平平6ん766ん64年 97ん16平ん1平0 

年ん平8平ん8平4ん67平

(76.平)

7ん年00ん000 18ん平14ん165 

流 域 水 道 

年91ん1年5ん09年 

(9.0) 
平5ん955ん年8年 7ん741ん平18 

年80ん平平0ん9平8

(8.8)

年7ん000ん000 平0ん955ん800 
特定環境保全

公 共 水 道 

6年1ん590ん8平年 

(14.5) 
年平ん6平年ん570 11ん667ん770 

647ん6年5ん0平年

(15.0)

1平7ん年00ん000 168ん774ん488 

合   計 

4ん年5平ん155ん111 

(100.0) 
平85ん年45ん596 116ん571ん108 

4ん年10ん680ん6平年

(100.0)
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Ⅱ 一般会計の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 一般会計収支状況 

 

成 度一般会計 歳入 対前 度比 875ん平66 千 10.0％ 増加 た

主 要因 大口 小学校 移転 改築事業 実施した 伴い 国庫補助金

基金繰入金 小学校建設事業債 971ん年01 千 増額 たた あ し し そ

一方 法人 民税収入 前 度比 1ん066ん平8年 千 58.8％ 減額 気

落ち込 影響 顕著 現わ い  

歳出 対前 度比 1ん041ん748 千 1平.8％ 増加 た 主 要因 前

述した歳入 同様 大口 小学校 移転 改築事業 教育費 8平平ん755 千

44.平％ 増加した 挙 た 急激 気後退 影響 歳出面 見

税過誤納還付金及び過誤納還付加算金 414ん5平年 千 85平.8％ 増加し い  

 

 単位： ・％  

    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率

歳 入 総 額 9ん656ん901ん817 8ん781ん6年5ん810 875ん平66ん007 10.0

歳 出 総 額 9ん188ん66年ん6年7 8ん146ん916ん117 1ん041ん747ん5平0 1平.8

歳 入 歳 出 差 引 額 

(A) 

468ん平年8ん180 6年4ん719ん69年 △166ん481ん51年 △平6.平

翌 度 繰越す 源 

(B) 

74ん1平平ん919 98ん064ん747 △平年ん941ん8平8 △平4.4

実 質 収 支 

(A)－(B) 

年94ん115ん平61 5年6ん654ん946 △14平ん5年9ん685 △平6.6

単 度 収 支 

(C) 

△14平ん5年9ん685 △65ん745ん年67 △76ん794ん年18 116.8

積 立 金 

(D) 

年年1ん年66ん8年平 854ん5年5ん869 △5平年ん169ん0年7 △61.平

繰 償 還 金 

(E) 

0 0 0 0.0

積 立 金 取 崩 し 額 

(F) 

1ん000ん000ん000 6ん年40ん000 99年ん660ん000 15ん67平.9

実 質 単 度 収 支 

(C＋D＋E－F) 

△811ん17平ん85年 78平ん450ん50平 △1ん59年ん6平年ん年55 △平0年.7

※ 単 度収支＝当該 度 実質収支－前 度 実質収支 

8



 

２ 一般会計歳入 算の概要 

 

款   税 

税 算額 4,②平4,59年,940円 前 度①,0②①,890,9平4円 1,年5平,平9①,984  

円 減少 っ  

こ 主 要因 前 度 比べ 軽自動車税 811,500 円 平.年％ 増加し

民税 1,104,595,年90 円 年4.8％ 固定資産税 平年5,545,②08 円 8.②％

こ税 1平,848,18① 円 ②.②％ 減少し こ も あ  

 

 民税 

個人 

個人 民税 算額 1,年平年,018,①年1円 前 度1,年①1,年年0,①年平円 年8,年1平,001

円 平.8％ 減少 っ こ 気後退 個人所得 減少し こ

も あ  

法人 

法 人 民 税 算 額 ②4②,5平②,年11 円 前 度 1,81年,810,②00 円

1,0①①,平8年,年89円 58.8％ 減少 っ こ 一昨 急激 気後退

も あ  

 

 固定資産税 

固定資産税 算額 平,4①4,891,55平円 前 度平,②00,4年②,平①0円 平年5,545,②08

円 8.②％ 減少 っ こ 償却資産 うち 年14,①09,②00円 大規模償却資

産 し 県課税 っ こ も あ  

 

 軽自動車税 

軽自動車税 算額 年5,②55,500円 前 度年4,944,000円 811,500円 平.年％

増加 っ こ 前 度 引 続 軽四輪乗用自動車 登録台数 増加し

こ も あ  

 

9



 

 こ税 

こ税 算額 15年,年①平,04①円 前 度1①①,平10,平年平円 1平,848,18①円

②.②％ 減少 っ こ 売本数 4①,①90,0平0本 前 度50,①05,100本

年,915,080本 ②.②％ 減少 っ こ も あ  

 

 都市計 税 

都市計 税 算額 滞納繰越額 徴収 年8,900円 前 度158,100円 119,平00

円 ②5.4％ 減少 っ  

都市計 税 成 度 税率を 分 し い  
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○ 税 算資料 

 

 税 算額前 度比較表 

単位 円 ％  

区     分 度 算額 度 算額 増 減 額 増減率

民 税 平,0②0,545,94平 年,1②5,141,年年平 △1,104,595,年90 △年4.8

個 人 1,年平年,018,①年1 1,年①1,年年0,①年平 △年8,年1平,001 △平.8

 

法 人 ②4②,5平②,年11 1,81年,810,②00 △1,0①①,平8年,年89 △58.8

固 定 資 産 税 平,4①4,891,55平 平,②00,4年②,平①0 △平年5,545,②08 △8.②

固 定 資 産 税 平,449,①②①,15平 平,①85,平平1,8①0 △平年5,545,②08 △8.8

 

国 資産等所在 

市 村 交 付 金 

15,平15,400 15,平15,400 0 0

軽 自 動 車 税 年5,②55,500 年4,944,000 811,500 平.年

こ 税 15年,年①平,04① 1①①,平10,平年平 △1平,848,18① △②.②

都 市 計 税 年8,900 158,100 △119,平00 △②5.4

合     計 4,②平4,59年,940 ①,0②①,890,9平4 △1,年5平,平9①,984 △平平.年
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 成 度 税徴収実績 

単位 円 ％  

税 目 別 調 定 額 収 入 済 額 収納率 

前 度

収納率

法 定 通 税 4,954,平①1,9平② 4,②平4,555,040 95.4 9①.①

民 税 平,191,平88,4平年 平,0②0,545,94平 94.5 9①.8

個      人 1,4年9,058,0②年 1,年平年,018,①年1 91.9 9年.1

 

法      人 ②5平,平年0,年50 ②4②,5平②,年11 99.4 99.②

固 定 資 産 税 平,5②0,5平0,858 平,4①4,891,55平 95.9 9①.4

固 定 資 産 税 平,555,年05,458 平,449,①②①,15平 95.9 9①.年

 

国 資 産 等 所 在 

市 村 交 付 金 

15,平15,400 15,平15,400 100.0 100.0

軽 自 動 車 税 年9,090,①00 年5,②55,500 91.5 9平.①

 

こ 税 15年,年①平,04① 15年,年①平,04① 100.0 100.0

目 的 税 4平4,800 年8,900 9.平 平①.4

 都 市 計 税 4平4,800 年8,900 9.平 平①.4

合     計 4,954,①8①,②平② 4,②平4,59年,940 95.4 9①.①
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固定資産税

平,4①4,89平千円

 5平.平％

法人 民税

②4②,5平②千円

 15.8％

個人 民税

1,年平年,019千円

 平8.0％

 税 度別 算額 

単位 千円  

 度 

税目別 

1② 18 19 平0 平1 

民 税 平,101,55① 平,588,平①1 年,5年4,0年9 年,1②5,14平 平,0②0,54①

固 定 資 産 税 平,581,5②0 平,5年0,年年② 平,①②年,年09 平,②00,4年② 平,4①4,89平

軽 自 動 車 税 年0,951 年1,9②年 年年,②19 年4,944 年5,②55

こ 税 19①,011 190,991 18平,4平① 1①①,平10 15年,年①平

都 市 計 税 平59 平平② 145 158 年9

合      計 4,910,年4② 5,年41,②89 ①,4平年,①年8 ①,0②①,891 4,②平4,594

 

 

 税 算額 構成 

                                 

 

                                軽自動車税  

                                 年5,②55千円  

                                    0.②％  

 

 

                                こ税  

                                 15年,年①平千円  

                                                                    年.平％  

              総 額 

              4,②平4,594千円 

都市計 税  

年9千円  

0.0％  

13



 

 個人 民税課税状況 

 

所 得 区 分   度 

納税義務者数 

人

課 税 額 

千円  

人当 税額

円

 9,151 1,10①,409 1平0,90①

 9,04年 1,104,045 1平平,088給 与 所 得 者 

比 較 108 平,年①4 △1,18平

 年91 55,①①平 14平,年58

 4平平 5②,4①4 1年①,1②1営 業 所 得 者 

比 較 △年1 △1,80平 ①,18②

 19 8②9 4①,平①年

 1平 850 ②0,8年年農 業 所 得 者 

比 較 ② 平9 △平4,5②0

 1,②年8 1①9,1年9 9②,年18

 1,②8平 平10,1年5 11②,9平1他 所 得 者 

比 較 △44 △40,99① △平0,①0年

 11,平99 1,年年平,089 11②,894

 11,平59 1,年②平,494 1平1,90平計 

比 較 40 △40,405 △4,008

( 成 度課税状況調 ) 

 

 固定資産税 課税状況 現 課税分  

 

資 産 区 分   度 

納税義務者数 

人

課 税 額 

千円  

人当 税額

円

 5,851 94平,②88 1①1,1年年

 5,998 9年平,平①9 155,4年0土 地 

比 較 △14② 10,519 5,②0年

 ①,088 1,059,00① 1②年,950

 ①,018 1,0年②,年94 1②平,年8平家 屋 

比 較 ②0 平1,①1平 1,5①8

 458 485,815 1,0①0,②年1

 454 ②平②,年55 1,①0平,104償 却 資 産 

比 較 4 △平41,540 △541,年②年

 8,5①平 平,458,①①① 平8②,1①0

 8,4②9 平,①9②,018 年18,08平計 

比 較 8年 △平年8,年5平 △年0,9平平
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 固定資産税 構成 現 課税分  

 

 

 

 

 

 

                              総 額 

               平,①9②,018千円 

 

 

 

 

 

 

 

 土地地目別台帳登録状況 

 

地   目 筆   数 筆  面   積 ㎡  評 価 額 千円

田 4,9平9 年,9①年,4年4 1,4年年,平年8

畑 年,4平8 1,平50,58② ②,年18,①平1

宅 地 14,4②9 4,1②①,15年 1年5,年48,108

雑 種 地 平,4①① 940,1①8 1年,①44,年平1

小 計 平5,年0平 10,年年0,年4平 15②,②44,平88

非 課 税 地 14,①50 年,平49,①58 

計 年9,95平 1年,580,000 15②,②44,平88

成 度概要調書等報告書  

 

償却資産

485,815千円

 19.5％

家屋

1,059,00①千円

 4平.①％

土地

94平,②88千円

 年②.9％
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 家屋種別台帳登録状況 

棟 数 棟 床 面 積 ㎡ 評 価 額 千円

木 造 非木造 木 造 非木造 木 造 非木造 

区 分 

種 類 

計 計 計 

99 平9② 8,平②4 平平②,899 1②年,平5② 1平,5①①,年平4

課税状況 

 年9① 平年①,1②年  1平,②年9,581

1 5 11① 8,平04 5,810 854,51平

務所

店舗 

うち新増築 

 ① 8,年平0  8①0,年平平

①,455 1,年年9 ①平年,994 平年9,②4② 1①,100,②年平 9,②99,000

課税状況 

 ②,②94 8①年,②41  平5,899,②年平

115 平4 14,4②1 ②,②91 95年,平84 595,41①

住宅  

アパ ト 

うち新増築 

 1年9 平平,平①平  1,548,②00

平51 1,平80 14,198 1,0年0,0②4 5年,平②② 平9,②05,1②4

課税状況 

 1,5年1 1,044,平②平  平9,②58,451

0 平4 0 5①,444 0 年,年00,①88

工場  

倉庫 

うち新増築 

 平4 5①,444  年,年00,①88

平,0①平 1,41① ①0,8年5 185,②81 平41,0平年 8,②4年,995

課税状況 

 年,4②8 平4①,①1①  8,985,018

平 ② 80 年00 平,801 11,44年

他 

うち新増築 

 9 年80  14,平44

8,8①② 4,年年平 ②0②,年01 1,①8年,501 1①,5①8,平89 ①0,814,49年

課税状況 

 1年,199 平,年90,80平  ②②,年8平,②8平

118 ①0 14,①①② ②平,②年9 9①1,895 4,②①平,059

合計 

うち新増築 

 1②8 8②,40①  5,②平年,954

成 度概要調書等報告書  
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 軽自動車税 課税状況 現 課税分  

 

種     別 

課 税 台 数 

台  

台当 税額

円  

課 税 額 

円  

第 種 ②0平 1,000 ②0平,000

第 種 甲 ①1 1,①00 9②,①00

第 種 乙 51 1,平00 ①1,平00

原 動 機 付 

自 転 車 

ミ ニ カ  10 平,500 平5,000

軽 輪 平10 平,400 504,000

乗   用 年,85① ②,平00 平②,②①年,平00

   物 1,195 4,000 4,②80,000軽 四 輪 

物 営業  18 年,000 54,000

農 耕 用 181 1,①00 平89,①00

電      気 88 4,②00 41年,①00

小 型 特 殊 

自 動 車 

他 105 4,②00 49年,500

輪 小 型 自 動 車 平9① 4,000 1,184,000

計 ①,②②年  年①,年①②,②00

 

 

 こ税 別納入状況 

 

1年.0
1平.①

11.②

1年.5

14.年

1年.1
1平.②

1年.5

1平.①

14.5

10.1

11.8

0.0

5.0

10.0

15.0

平0.0

平5.0

年 4 5 ① ② 8 9 10 11 1平 1 平

 

百万円  
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款  地方譲 税 

  地方揮発油譲 税 成 度 道路特定 源 一般 源化 伴い 地方

道路譲 税 称 改 あ 揮発油 対 課 税 うち

地方道路税 市町村道 延長及び面積 按分 月・ 月及び 月 市町村

対 譲  

  改 前 課税 引 地方道路譲 税 譲  

自動車重量譲 税 自動車重量税 入額 分 相当 額 道路 関

費用 充 月・ 月及び 月 市町村 対 譲  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

地方揮発油譲 税 17ん15平ん000 0 17ん15平ん000 皆増

自動車重量譲 税 77ん477ん000 86ん年17ん000 △8ん840ん000 △10.平

地 方 道 路 譲 税 11ん840ん09年 平7ん7年6ん000 △15ん895ん907 △57.年

計 106ん469ん09年 114ん05年ん000 △7ん58年ん907 △6.6

 

款  利子割交付金 

利子割交付金 預貯金及び公社債 利子 一時払損害保険等 益 都道府

県 徴 利子税額 うち 必要経費 控除 残額 分 市町村 交付

 

単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

14ん004ん000 16ん011ん000 △平ん007ん000 △1平.5

 

款  配当割交付金 

成 度 税制改 所得税 課税上 特定配当等 対 課税制度

設け 伴い県民税 い 配当割課税制度 創設  

配当割交付金 市町村配分 県 市町村 個人県民税 額 按分 交

付  

 

18



単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

5ん864ん000 7ん51年ん000 △1ん649ん000 △平1.9

 

款  株式等譲渡所得割交付金 

株式等譲渡所得割交付金 配当割交付金 様 税制改 設け 市

町村配分 県 市町村 個人県民税 額 按分 交付  

単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

平ん899ん000 平ん548ん000 年51ん000 1年.8

 

款  地方消費税交付金 

成 月 都道府県税 地方消費税 税率 ％ 創設 う

ち 分 相当 額 市町村 交付  

単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

年48ん057ん000 年平6ん417ん000 平1ん640ん000 6.6

 

款  自動車取得税交付金 

自動車取得税交付金 都道府県 自動車 取得 対 課 自動車取得税

％ 乗 得 額 分 相当額 市町村道 延長及び面積 按分

交付  

単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

59ん785ん000 101ん16平ん000 △41ん年77ん000 △40.9
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款  地方特例交付金 

   地方特例交付金 成 度 児童手当 制度拡充 伴う 源措置  

  設け 児童手当特例交付金 成 度 個人住民税 け 住宅借入 

  金等特別税額控除 実施 伴う 源措置及び 成 度 環境性能 優

自動車取得時 減免措置 伴う自動車取得税 減 分 補 目的

設け 減 補 特例交付金 あ  

特別交付金 国 恒久的減税 減 補 制度 あ 減税補  

  特例交付金 度 廃 伴う 度ま 経過措置

設け 交付金 あ  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

地 方 特 例 交 付 金 49ん09年ん000 年9ん615ん000 9ん478ん000 平年.9

特 別 交 付 金 年8ん41年ん000 年7ん1平1ん000 1ん平9平ん000 年.5

地 方 税 等 減

補 臨時交付金

0 年ん941ん000 △年ん941ん000 皆減

計 87ん506ん000 80ん677ん000 6ん8平9ん000 8.5

 

款  地方交付税 

地方交付税 国税 うち所得税 法人税 酒税 消費税及び 税

一定割合 額 地方公共団体 等 く 行うべ 事務 遂行

う 一定 基準 交付 税 あ  

本町 昭和 度以降基準 政 入額 超過 普通交付税 交付団体

い  

一方 特別交付税 普通交付税 捕捉 い特別 政需要 対 交付

災害 特別 事情 あ 場合 状況 応 交付 あ  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

特別交付税 平7ん平10ん000 年0ん974ん000 △年ん764ん000 △1平.平
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款  交通安全対策特別交付金 

交通安全対策特別交付金 道路交通法 定 交通 則通告制度 則金

一部 地方公共団体 け 道路交通安全施設 設置及び管理 要 経費

充 交付  

単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

5ん881ん000 5ん749ん000 1年平ん000 平.年

 

款  分担金及び 担金 

分担金及び 担金 算額 107ん051ん180 円 前 度 95ん989ん010 円

11ん06平ん170 円 11.5％増加  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

担 金 107ん051ん180 95ん989ん010 11ん06平ん170 11.5

総務費 担金 0 平60ん670 △平60ん670 皆減

 

民生費 担金 107ん051ん180 95ん7平8ん年40 11ん年平平ん840 11.8

計 107ん051ん180 95ん989ん010 11ん06平ん170 11.5

 

款  使用料及び手数料 

使用料及び手数料 算額 87ん071ん788 円 前 度 9平ん617ん7年6 円

5ん545ん948 円 6.0％減少  

単位 円・％  

  分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

使 用 料 66ん年89ん018 71ん年68ん1年6 △4ん979ん118 △7.0

 総 務 使 用 料 1年平ん4平8 1平9ん年71 年ん057 平.4

 民 生 使 用 料 4ん448ん888 8ん191ん890 △年ん74年ん00平 △45.7

 衛 生 使 用 料 54ん8年7 6平ん980 △8ん14年 △1平.9

土 木 使 用 料 平6ん957ん700 平6ん89平ん158 65ん54平 0.平 

消 防 使 用 料 9ん500 9ん400 100 1.1
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教 育 使 用 料 年4ん785ん665 年6ん08平ん年年7 △1ん平96ん67平 △年.6

手 数 料 平0ん68平ん770 平1ん平49ん600 △566ん8年0 △平.7

 総 務 手 数 料 7ん969ん年00 8ん年平年ん800 △年54ん500 △4.年

 衛 生 手 数 料 1平ん平平4ん平70 1平ん年年4ん700 △110ん4年0 △0.9

 農 業 手 数 料 年ん400 平ん600 800 年0.8

 土 木 手 数 料 485ん800 588ん500 △10平ん700 △17.5

計 87ん071ん788 9平ん617ん7年6 △5ん545ん948 △6.0

 

款  国庫支出金 

国庫支出金 算額 1ん151ん40年ん5平平 円 前 度 平01ん890ん787 円

949ん51平ん7年5 円 470.年％増加  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率

国 庫 担 金 平平8ん849ん595 156ん平8年ん998 7平ん565ん597 46.4

民生費国庫 担金 15年ん7平1ん595 156ん平8年ん998 △平ん56平ん40年 △1.6

 

教育費国庫 担金 75ん1平8ん000 0 75ん1平8ん000 皆増

国 庫 補 助 金 90年ん年68ん699 年9ん061ん500 864ん年07ん199 平ん平1平.7

民生費国庫補助金 17ん平95ん000 14ん679ん500 平ん615ん500 17.8

 

衛生費国庫補助金 年ん887ん000 平47ん000 年ん640ん000 1ん47年.7

土木費国庫補助金 年8ん1平1ん000 5ん1年9ん000 年平ん98平ん000 641.8

教育費国庫補助金 年14ん871ん平95 1年ん700ん000 年01ん171ん平95 平ん198.年

総務費国庫補助金 5平8ん848ん404 5ん平96ん000 5平年ん55平ん404 9ん885.8

農業費国庫補助金 年46ん000 0 年46ん000 皆増

委 託 金 19ん185ん平平8 6ん545ん平89 1平ん6年9ん9年9 19年.1

 総 務 費 委 託 金 1年ん年16ん449 1ん9平年ん19平 11ん年9年ん平57 59平.4

 民 生 費 委 託 金 5ん868ん779 4ん6平平ん097 1ん平46ん68平 平7.0

計 1ん151ん40年ん5平平 平01ん890ん787 949ん51平ん7年5 470.年
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款  県支出金 

県支出金 算額 年10ん78平ん年67 円 前 度 年11ん8年8ん891 円 1ん056ん5平4

円 0.年％減少  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率

県 担 金 118ん年07ん平78 117ん699ん18年 608ん095 0.5

 民 生 費 県 担 金 118ん年07ん平78 117ん699ん18年 608ん095 0.5

県 補 助 金 145ん006ん745 1年1ん881ん417 1年ん1平5ん年平8 10.0

 総 務 費 県 補 助 金 年ん000ん000 4ん平65ん000 △1ん平65ん000 △平9.7

 民 生 費 県 補 助 金 95ん848ん5年年 88ん0年7ん417 7ん811ん116 8.9

 衛 生 費 県 補 助 金 5ん9平7ん000 1ん年年7ん000 4ん590ん000 年4年.年

 労 働 費 県 補 助 金 14ん441ん平1平 0 14ん441ん平1平 皆増

 農 業 費 県 補 助 金 6ん平46ん000 1年ん997ん000 △7ん751ん000 △55.4

 商 工 費 県 補 助 金 6ん771ん000 5ん9平9ん000 84平ん000 14.平

 土 木 費 県 補 助 金 9ん年85ん000 14ん090ん000 △4ん705ん000 △年年.4

 消 防 費 県 補 助 金 年ん年68ん000 1ん年平8ん000 平ん040ん000 15年.6

 教 育 費 県 補 助 金 平0ん000 平ん898ん000 △平ん878ん000 △99.年

委 託 金 46ん879ん764 61ん540ん平11 △14ん660ん447 △平年.8

 総 務 費 委 託 金 4平ん785ん606 57ん平年6ん700 △14ん451ん094 △平5.平

 民 生 費 委 託 金 68ん平00 平51ん787 △18年ん587 △7平.9

 衛 生 費 委 託 金 107ん000 107ん000 0 0.0

 農 業 費 委 託 金 1ん70平ん840 1ん705ん444 △平ん604 △0.平

 土 木 費 委 託 金 1ん569ん118 1ん14平ん平80 4平6ん8年8 年7.4

 教 育 費 委 託 金 647ん000 1ん097ん000 △450ん000 △41.0

県 交 付 金 588ん580 718ん080 △1平9ん500 △18.0

 市町村権限移譲交付金 588ん580 718ん080 △1平9ん500 △18.0

計 年10ん78平ん年67 年11ん8年8ん891 △1ん056ん5平4 △0.年
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款  産 入 

産 入 算額 16ん年94ん年54 円 前 度 平平ん5平1ん年55 円 6ん1平7ん001

円 平7.平％減少  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

産 運 用 入 平ん年44ん578 8ん561ん486 △6ん平16ん908 △7平.6

 産 貸 付 入 890ん010 9平5ん010 △年5ん000 △年.8

 利子及び配当金 1ん454ん568 7ん6年6ん476 △6ん181ん908 △81.0

産 売 払 入 14ん049ん776 1年ん959ん869 89ん907 0.6

動産売払 入 1年ん765ん816 1年ん844ん709 △78ん89年 △0.6

 

物 品 売 払 入 平8年ん960 115ん160 168ん800 146.6

計 16ん年94ん年54 平平ん5平1ん年55 △6ん1平7ん001 △平7.平

 

款  寄附金 

寄附金 算額 1年ん791ん016 円 前 度 1ん451ん979 円 1平ん年年9ん0年7 円

849.8％増加  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

総 務 費 寄 附 金 年41ん846 0 年41ん846 皆増

民 生 費 寄 附 金 0 年00ん000 △年00ん000 皆減

農 業 費 寄 附 金 1年ん44年ん45年 80ん550 1年ん年6平ん90年 16ん589.6

衛 生 費 寄 附 金 5ん717 71ん4平9 △65ん71平 △9平.0

教 育 費 寄 附 金 0 1ん000ん000 △1ん000ん000 皆減

計 1年ん791ん016 1ん451ん979 1平ん年年9ん0年7 849.8
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款  繰入金 

繰入金 算額 1ん168ん8平平ん年94 円 前 度 年77ん088ん6平6 円 791ん7年年ん768

円 平10.0％増加  

単位 円・％  

   分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率

基 金 繰 入 金 1ん167ん845ん991 年7年ん641ん7年0 794ん平04ん平61 平1平.6

 政調整基金繰入金 1ん000ん000ん000 6ん年40ん000 99年ん660ん000 15ん67平.9

 

ふ く 基金

繰 入 金 

11ん6年4ん平81 平年ん958ん年64 △1平ん年平4ん08年 △51.4

学 校 施 設 整 備 事 業 

基 金 繰 入 金 

150ん000ん000 年4平ん450ん000 △19平ん450ん000 △56.平

 

フレンドシップ 承

事 業 基 金 繰 入 金 

6ん平11ん710 89年ん年66 5ん年18ん年44 595.年

特 別 会 計 繰 入 金 976ん40年 年ん446ん896 △平ん470ん49年 △71.7

 

老 人 保 健 

特 別 会 計 繰 入 金 

967ん平5年 年ん446ん896 △平ん479ん64年 △71.9

 

後 期 高 齢 者 療 

特 別 会 計 繰 入 金 

9ん150 0 9ん150 皆増

計 1ん168ん8平平ん年94 年77ん088ん6平6 791ん7年年ん768 平10.0

 

款  繰越金 

繰越金 算額 6年4ん719ん69年 円 前 度 60平ん400ん年1年 円 年平ん年19ん年80

円 5.4％増加  

単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

6年4ん719ん69年 60平ん400ん年1年 年平ん年19ん年80 5.4

 

25



款  諸 入 

諸 入 算額 平84ん596ん470 円 前 度 年1年ん84平ん189 円 平9ん平45ん719

円 9.年％減少  

単位 円・％  

     分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率

延 滞 金 61平ん900 1ん160ん87平 △547ん97平 △47.平

貸 付 金 元 利 入 47ん004ん986 47ん0平5ん8平8 △平0ん84平 △0.1

 

商 工 振 興 融 資 

貸 付 金 元 利 入 

4平ん004ん986 4平ん0平5ん8平8 △平0ん84平 △0.1

 

勤 労 者 住 宅 資 金 

融 資 貸 付 金 元 利 入 

年ん000ん000 年ん000ん000 0 0.0

 

勤 労 者 等 生 活 資 金 

融 資 貸 付 金 元 利 入 

平ん000ん000 平ん000ん000 0 0.0

雑 入 平年6ん978ん584 平65ん655ん489 △平8ん676ん905 △10.8

 弁 償 金 0 150 △150 皆減

 総 務 費 雑 入 年7ん118ん619 年5ん169ん74年 1ん948ん876 5.5

 民 生 費 雑 入 年1ん年44ん年04 平8ん9年5ん9平7 平ん408ん年77 8.年

 衛 生 費 雑 入 年5ん平48ん5平平 4平ん819ん080 △7ん570ん558 △17.7

 農 業 費 雑 入 474ん449 69平ん04年 △平17ん594 △年1.4

 商 工 費 雑 入 9ん4年1ん500 5ん6年4ん000 年ん797ん500 67.4

土 木 費 雑 入 16ん910ん719 平7ん0平5ん818 △10ん115ん099 △年7.4

教 育 費 雑 入 106ん450ん471 1平5ん年78ん7平8 △18ん9平8ん平57 △15.1

計 平84ん596ん470 年1年ん84平ん189 △平9ん平45ん719 △9.年

 

款  町債 

   町債 算額 500ん000ん000 円 前 度 0 円 500ん000ん000 円 皆増

 

単位 円・％  

平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増 減 率 

500ん000ん000 0 500ん000ん000 皆増
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成 ・ 度一般会計歳入 算額比較表 

 

単位 千円・％  

度 度 

     分 

算額 構成比 算額 構成比

増 減 額 増減率

町 税 4ん7平4ん594 48.9 6ん076ん891 69.平 △1ん年5平ん平97 △平平.年

地 方 譲 税 106ん469 1.1 114ん05年 1.年 △7ん584 △6.6

利 子 割 交 付 金 14ん004 0.1 16ん011 0.平 △平ん007 △1平.5

配 当 割 交 付 金 5ん864 0.1 7ん51年 0.1 △1ん649 △平1.9

株式等譲渡所得割交付金 平ん899 0.1 平ん548 0.1 年51 1年.8

地 方 消 費 税 交 付 金 年48ん057 年.6 年平6ん417 年.7 平1ん640 6.6

自動車取得税交付金 59ん785 0.6 101ん16平 1.1 △41ん年77 △40.9

地 方 特 例 交 付 金 87ん506 0.9 80ん677 0.9 6ん8平9 8.5

地 方 交 付 税 平7ん平10 0.年 年0ん974 0.年 △年ん764 △1平.平

交通安全対策特別交付金 5ん881 0.1 5ん749 0.1 1年平 平.年

分 担 金 及 び 担 金 107ん051 1.1 95ん989 1.1 11ん06平 11.5

使 用 料 及 び 手 数 料 87ん07平 0.9 9平ん618 1.1 △5ん546 △6.0

国 庫 支 出 金 1ん151ん404 11.9 平01ん891 平.年 949ん51年 470.年

県 支 出 金 年10ん78平 年.平 年11ん8年9 年.5 △1ん057 △0.年

産 入 16ん年94 0.平 平平ん5平1 0.平 △6ん1平7 △平7.平

寄 附 金 1年ん791 0.1 1ん45平 0.1 1平ん年年9 849.8

繰 入 金 1ん168ん8平平 1平.1 年77ん089 4.年 791ん7年年 平10.0

繰 越 金 6年4ん7平0 6.6 60平ん400 6.8 年平ん年平0 5.4

諸 入 平84ん597 平.9 年1年ん84平 年.6 △平9ん平45 △9.年

町 債 500ん000 5.平 0 0.0 500ん000 皆増

歳 入 合 計 9ん656ん90平 100.0 8ん781ん6年6 100.0 875ん平66 10.0
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 一般会計歳出 算 性質別 の概要 

 

 人件費 

人件費 算額 1,479,978 千 前 度 1,551,7年7 千 71,759 千 4.6％

減少した  

主 要因 新規採用職員 人 退職職員 人 給与差及び人事院勧告

給料 均△0.平％ 期末及び勤勉手当 4.50 4.15 △0.年5 引

下 も あ  

  ○給料 年5,年09 千 減 

  ○期末及び勤勉手当 40,916 千 減 

 

 扶助費 

扶助費 算額 7平9,016 千 前 度 690,69年 千 年8,年平年 千 5.5％増

加した  

主 要因 次 あ  

○子 も 療費扶助費 15,155 千 増 

○精神 い者 療費扶助費 年,年77 千 増 

 

 公債費 

公債費 算額 平年4,678 千 前 度 平5年,146 千 18,468 千 7.年％減

少した  

  主 要因 次 起債 償還 終了した も あ  

  ○昭和 58 度 部中学校用地取得造成事業 務省  平05,000 千  

  ○昭和 6年 度 総合運動場建設事業 務省   470,000 千  

  ○ 成元 度 民会館建設事業 務省    平00,000 千  

  ○ 成 8 度 文 収蔵庫建設事業 愛知県    平平,900 千  

  ○ 成 10 度 健康文 センタ 建設事業 市中銀行  4平0,000 千  

※金額 借入額 
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 物件費 

物件費 算額 1,477,47平 千 前 度 1,年平年,5年9 千 15年,9年年 千 11.6％

増加した  

主 要因 次 あ  

  ○電算システム開発委託料 116,0平4 千 増 

  ○緊急雇用創出関連委託料 10,5年0 千 増 

  ○都市計 マスタ プラン策定業務委託料 5,775 千 増 

 

 補助費等 

補助費等 算額 1,764,549 千 前 度 1,0平6,511 千 7年8,0年8 千

71.9％増加した  

○定額給付金 年年5,平5平 千 増 

○ 税過誤納還付金及び過誤納還付加算金 414,5平年 千 増 

 ※還付金 地方税法 い 予定 中間 的 納付す 義務

い 税額 後日確定額を超え った場合 還付す も あ

 

 

 積立金 

積立金 算額 5平9,4年8 千 前 度 1,017,8年年 千 488,年95 千 48.0％

減少した  

積立金 主 訳 次 あ  

○ 政調整基金 年年1,年67 千  

○学校施設整備事業基金 156,年年1 千  

○ 日 まち く 基金 平9,8平年 千  

  ○ふ さ く 基金 11,47年 千  
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 繰出金 

繰出金 算額 718,00年 千 前 度 706,8年4 千 11,169 千 1.6％増

加した  

主 要因 次 あ  

  ○国民健康保険特別会計繰出金 18,019 千 増 

 

 普通建設事業費 

普通建設事業費 算額 平,149,98平 千 前 度 1,454,788 千 695,194

千 47.8％増加した 主 要因 小学校整備事業費 も あ  
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成 ・ 度一般会計歳出 算額比較表 

 

目的別 

単位：千 ％  

分 

平 1 度 算 額 

構成比

平 0 度 算 額 

構成比

増 減 額 

増減率

議 会 費 

1平1,901 

1.年  

1平5,170

1.5

△年,平69

(△平.6)

総 務 費 

平,平平9,141 

平4.年  

1,8年5,平78

平平.5

年9年,86年

(平1.5)

民 生 費 

1,744,1平8 

19.0  

1,766,6年4

平1.7

△平平,506

(△1.年)

衛 生 費 

600,平89 

6.5  

611,487

7.5

△11,198

(△1.8)

労 働 費 

1平,1平5 

0.1  

9,14平

0.1

平,98年

(年平.6)

農 業 費 

11年,595 

1.平  

1年平,119

1.6

△18,5平4

(△14.0)

商 工 費 

199,0平0 

平.平  

140,877

1.7

58,14年

(41.年)

土 木 費 

878,048 

9.6  

1,0年7,75平

1平.8

△159,704

(△15.4)

消 防 費 

年8年,918 

4.平  

年66,5平8

4.5

17,年90

(4.7)

教 育 費 

平,671,8平1 

平9.1  

1,868,78年

平年.0

80年,0年8

(4年.0)

災 害 復 旧 費 

0 

0.0  

0

0.0

0

(0.0)

公 債 費 

平年4,678 

平.5  

平5年,146

年.1

△18,468

(△7.年)

諸 支 出 金 

0 

0.0  

0

0.0

0

(0.0)

歳 出 合 計 

9,188,664 

(100.0) 

8,146,916

(100.0)

1,041,748

(1平.8)
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性質別 

単位：千 ％  

度 度 

分 

算額 構成比 算額 構成比 

増減額 増減率

人 件 費 1,479,978 16.1 1,551,7年7 19.0 △71,759 △4.6

 職 員 給 1,00年,640 10.9 1,077,707 1年.平 △74,067 △6.9

扶 助 費 7平9,016 7.9 690,69年 8.5 年8,年平年 5.5

公 債 費 平年4,678 平.6 平5年,146 年.1 △18,468 △7.年

 元 利 償 還 金 平年4,678 平.6 平5年,146 年.1 △18,468 △7.年

義

 

務

 

的

 

経

 

費

 

小    計 平,44年,67平 平6.6 平,495,576 年0.6 △51,904 △平.1

普 通 建 設 事 業 費 平,149,98平 平年.4 1,454,788 17.8 695,194 47.8

補 助 事 業 費 901,平11 9.8 65,565 0.8 8年5,646 1,平74.5

 

単 独 事 業 費 1,平48,771 1年.6 1,年89,平平年 17.0 △140,45平 △10.1

災 害 復 旧 事 業 費 0 0.0 0 0.0 0 0.0

失 業 対 策 事 業 費 0 0.0 年,11平 0.1 △年,11平 皆減

投

 

資

 

的

 

経

 

費

 

小    計 平,149,98平 平年.4 1,457,900 17.9 69平,08平 47.5

物 件 費 1,477,47平 16.1 1,年平年,5年9 16.平 15年,9年年 11.6

維 持 補 修 費 58,548 0.6 70,4平年 0.8 △11,875 △16.9

補 助 費 等 1,764,549 19.平 1,0平6,511 1平.6 7年8,0年8 71.9

一 部 事 務 組 合  

対 す も  

515,平0年 5.6 51平,064 6.年 年,1年9 0.6

 

そ 他 1,平49,年46 1年.6 514,447 6.年 7年4,899 14平.9

積 立 金 5平9,4年8 5.8 1,017,8年年 1平.5 △488,年95 △48.0

投 資 及 び 出 資 金 0 0.0 1,年00 0.1 △1,年00 皆減

貸 付 金 47,000 0.5 47,000 0.6 0 0.0

繰 出 金 718,00年 7.8 706,8年4 8.7 11,169 1.6

そ

 
 

 
 

他

 
 

経

 
 

費

 

小     計 4,595,010 50.0 4,19年,440 51.5 401,570 9.6

歳 出 合 計 9,188,664 100.0 8,146,916 100.0 1,041,748 1平.8

※ 分 算統計 分類  
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成 度一般会計歳出 算額節別一覧表 

 

款 

節 

議会費 総務費 民生費 衛生費 労働費 農業費 商工費

報 酬 56,741 14,800 4,795 1,9年5  平,864

給 料 14,平7平 平19,18平 185,085 59,648  19,9平6

職 員 手 当 等 年0,平44 151,84平 110,9年年 年8,870  1平,8平7

共 済 費 15,平51 1年6,57年 88,年80 平8,09平  9,051

災 害 補 償 費   

恩給及び退職 金   

賃 金  10,9年年 1平1,年71 1年,549 4,平17 99年

報 償 費  平5,509 7,年平9 1平,年09  858 65

旅 費 9平7 1,4年年 409 1年年 5 年6平 平1

交 費 1年年 58平  年

需 用 費 1,09平 49,518 70,568 41,815 年71 4,6平6 平,平71

役 務 費 5 平5,0年平 7,589 平,647  47 1平7

委 託 料 平,年8年 平70,564 年平,999 178,8平5 580 6,90平 15,764

使用料及び賃借料  59,059 平,104 7,平1年 960 457 平,769

工 事 請 費  年,961 7,616 平,961  平7,平76 平年,平平6

原 材 料 費   平

公 産 購 入 費   

備 品 購 入 費  1平,980 4,06平 年7年  4年7

担 金 補 助 

及 び 交 付 金 

85年 411,081 平11,748 平10,79年 99平 18,5平8 11平,777

扶 助 費  590,4年7 1,1平6  

貸 付 金  5,000 4平,000

補 償 補 填 

及 び 賠 償 金 

  

償 還 金 利 子 

及 び 割 引 料 

 46年,1年年 年,年70  

投 資 及 び 出 資 金   

積 立 金  年7平,66年 9年  

寄 附 金   

公 課 費  平96  

繰 出 金  平95,平40  8,4年6

計 1平1,901 平,平平9,141 1,744,1平8 600,平89 1平,1平5 11年,595 199,0平0

対 前 度 増 減 率 △平.6 平1.5 △1.年 △1.8 年平.6 △14.0 41.年

構 成 比 1.年 平4.年 19.0 6.5 0.1 1.平 平.平
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単位：千 ％  

土木費 消防費 教育費 

災害 

復旧費

公債費 諸支出金 計 

対前 度

増減率 

構成比

1,877 4,8年4 平6,549 114,年95 5.5 1.年

年9,680  97,6年7 6年5,4年0 △4.6 6.9

平8,年年5 1,平平1 61,409 4年5,681 △8.8 4.7

18,平95  4年,10平 年年8,744 1.7 年.7

 400  400 皆増 0.0

   0 0.0 0.0

1,7平7  70,年06 平平年,096 8.4 平.4

10平 904 7,414 54,490 △5.年 0.6

58 6,51平 880 10,740 年7.年 0.1

 1平 平0 750 17.平 0.0

11,9平6 年,914 平71,988 458,089 1.1 5.0

168 669 1平,786 49,070 11.年 0.5

64,995 平,665 188,059 76年,7年6 17.0 8.年

16,171 551 8平,0年年 171,年17 △5.1 1.9

年5年,年平平 年年8 1,年4平,年65 1,761,065 41.9 19.平

895  40 9年7 △平5.平 0.0

10,平77  71,年7平 81,649 △平.9 0.9

588 平8,589 189,840 平年6,869 717.平 平.6

平,454 年年平,96平 年5,771 1,年年7,959 40.4 14.6

  1年,771 605,年年4 年.8 6.6

   47,000 0.0 0.5

18,8平7   18,8平7 △5年.1 0.平

  141 平年4,678 701,年平平 10平.6 7.6

   0 皆減 0.0

年51  156,年年1 5平9,4年8 △48.0 5.8

   0 0.0 0.0

 年47 7 650 △年.1 0.0

年08,000   611,676 △0.5 6.6

878,048 年8年,918 平,671,8平1 0 平年4,678 0 9,188,664 1平.8 100.0

△15.4 4.7 4年.0 0.0 △7.年 0.0 1平.8 

9.6 4.平 平9.1 0.0 平.5 0.0 100.0 
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Ⅲ 一般会計の主な施策の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





事　業

番　号

款 項 目 所　属　課 事　　業　　名 ページ

1 1 1 1 議会事務局  議会運営事業 40

2 2 1 1 行政課  非核平和推進事業 42

3 2 1 2 政策推進課  政策推進事業 44

4 2 1 3 政策推進課  職員研修事業 46

5 2 1 6 行政課  財産管理事業 48

6 2 1 6 行政課  公用車管理事業 50

7 2 1 7 行政課  電子計算運用事業 52

8 2 1 8 町民安全課  地域自治推進事業 54

9 2 1 9 町民安全課  交通安全対策推進事業 56

10 2 1 9 町民安全課  交通共済事業 58

11 2 1 10 地域振興課  広報・広聴事業 60

12 2 1 10 地域振興課  地域情報化推進事業 64

13 2 1 11 地域振興課  コミュニティバス運行事業 66

14 2 1 11 地域振興課  まちづくり活動推進事業 68

15 2 1 11 地域振興課  活動団体支援事業 72

16 2 1 11 地域振興課  男女共同参画社会推進事業 76

17 2 1 11 地域振興課  フレンドシップ継承事業 78

18 2 1 13 政策推進課  定額給付金給付事業 80

19 2 2 2 税務課  税務対応事務事業 82

20 2 3 1 戸籍保険課  戸籍住民基本台帳等事業 84

21 2 4 2 行政課  衆議院議員総選挙事業 88

22 2 4 3 行政課  町長選挙事業 90

23 2 5 1 行政課  各統計事業 92

24 2 6 1 監査委員事務局  監査事務事業 94

25 3 1 1 福祉こども課  社会福祉推進事業 96

26 3 1 2 健康生きがい課  高齢者福祉事業 98

27 3 1 3 福祉こども課  障がい者福祉事業 100

28 3 1 3 福祉こども課  障がい者自立支援事業 102

29 3 1 4 戸籍保険課  子ども医療費助成事業 108

30 3 1 4 戸籍保険課  障がい者医療費助成事業 110

31 3 1 4 戸籍保険課  母子家庭等医療費助成事業 112

32 3 1 4 戸籍保険課  精神障がい者医療費助成事業 114

33 3 1 4 戸籍保険課  後期高齢者福祉医療費助成事業 116

34 3 2 1 福祉こども課  子育て支援事業 118

35 3 2 1 福祉こども課  母子通園事業 122

平成２１年度　主要施策（事業）一覧表
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事　業

番　号

款 項 目 所　属　課 事　　業　　名 ページ

36 3 2 1 福祉こども課  母子福祉事業 124

37 3 2 3 福祉こども課  児童センター運営事業 126

38 3 2 3 福祉こども課  児童クラブ運営事業 130

39 3 2 4 福祉こども課  保育園運営事業 132

40 3 2 5 福祉こども課  子育て応援特別手当事業 140

41 4 1 1 健康生きがい課  健康づくり推進事業 142

42 4 1 2 健康生きがい課  予防事業 146

43 4 1 2 健康生きがい課  成人保健事業 148

44 4 1 3 健康生きがい課  母子保健事業 150

45 4 1 4 環境課  環境保全対策事業 152

46 4 2 1 環境課  廃棄物処分事業 154

47 4 2 2 環境課  ごみ減量・資源化事業 156

48 5 1 1 地域振興課  勤労者支援事業 158

49 5 2 1 地域振興課  生活・雇用支援緊急対策事業 160

50 6 1 3 建設農政課  農業振興事業 162

51 6 1 3 建設農政課  農業公園構想事業 166

52 6 1 3 建設農政課  農地流動化事業 168

53 6 1 4 建設農政課  土地改良事業 170

54 7 1 1 町民安全課  消費生活推進事業 172

55 7 1 1 地域振興課  商工業振興事業 174

56 7 1 2 環境課  環境共生事業 176

57 8 2 1 建設農政課  道路維持管理事業 178

58 8 2 1 建設農政課  道路整備事業 180

59 8 2 1 建設農政課  橋りょう整備事業 184

60 8 3 2 建設農政課  河川排水路整備事業 186

61 8 3 2 建設農政課  調整池整備事業 188

62 8 4 1 都市整備課  都市計画推進事業 190

63 8 4 1 都市整備課  国土調査事業 192

64 8 4 2 都市整備課  街路整備事業 194

65 8 4 5 都市整備課  公園維持管理事業 196

66 8 4 7 都市整備課  郷浦排水路整備・維持管理事業 198

67 8 5 1 都市整備課  住環境整備事業 200

68 9 1 1 町民安全課  消防団活動事業 202

69 9 1 1 町民安全課  県操法大会出場事業 204

70 9 1 2 町民安全課  消防施設管理事業 206

71 9 1 3 町民安全課  災害対策事業 208

72 10 1 2 学校教育課  学校教育管理事業 210
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事　業

番　号

款 項 目 所　属　課 事　　業　　名 ページ

73 10 2 1 学校教育課  小学校運営事業 214

74 10 2 1 学校教育課  小学校整備事業 218

75 10 2 2 学校教育課  小学校教育振興事業 220

76 10 2 3 学校教育課  明日の学校づくり施設整備事業 222

77 10 3 1 学校教育課  中学校運営事業 224

78 10 3 2 学校教育課  中学校教育振興事業 226

79 10 4 1 学校教育課  給食センター運営事業 228

80 10 5 1 生涯学習課  家庭教育推進事業 232

81 10 5 1 生涯学習課  生涯学習活動推進事業 240

82 10 5 1 生涯学習課  生涯学習講座事業 248

83 10 5 2 生涯学習課  中央公民館管理事業 258

84 10 5 2 生涯学習課  町民会館管理事業 260

85 10 5 3 生涯学習課  図書館運営事業 262

86 10 5 4 生涯学習課  文化財保護事業 264

87 10 5 4 生涯学習課  歴史民俗資料館運営事業 266

88 10 6 1 生涯学習課  社会体育振興事業 268

89 10 6 2 生涯学習課  温水プール管理事業 278

90 10 6 2 生涯学習課  グランド等管理事業 280

91 10 6 2 生涯学習課  野外活動施設管理事業 284

※「予算に関する説明書」（予算書）の事業区分を基本とし、中でも本書作成の主題にあるような

「主要な施策や事業」を対象に抽出し、列記した。
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基本政策

大分類 小分類 事業№ 事　　　業　　　名

1 (1)  非核平和推進事業

 学校教育管理事業

 小学校運営事業

 小学校整備事業

 小学校教育振興事業

 日の学校 くり施設整備事業

 中学校運営事業

 中学校教育振興事業

 給食センタ 運営事業

 生涯学習活動推進事業

 生涯学習講座事業

 中央公民館管理事業

 民会館管理事業

 文化財保護事業

 歴史民俗資料館運営事業

 社会体育振興事業

 温水 管理事業

 ランド等管理事業

 外活動施設管理事業

(2)  男女共同参 社会推進事業

 ンドシッ 継承事業

 子育 支援事業

 母子通園事業

 母子福祉事業

 児童センタ 運営事業

 児童 ラ 運営事業

 保育園運営事業

 子育 応援特別手当事業

 母子保健事業

 家庭教育推進事業

2 (1)  ご 減 資源化事業

 農業振興事業

 農業公園構想事業

 農地流動化事業

(2)  勤労者支援事業

 生活 雇用支援緊急対策事業

 商工業振興事業

(3)  コミュニティバス運行事業

 環境保全対策事業

 廃棄物処分事業

 土地改良事業

 消費生活推進事業

 環境共生事業

 道路維持管理事業

 道路整備事業

 橋りょう整備事業

 河川排水路整備事業

 調整池整備事業

 都市計 推進事業

 国土調査事業

 街路整備事業

 公園維持管理事業

 郷浦排水路整備 維持管理事業

新しい時代を担う次世代

を育

個性を伸ばし豊 人間性

を育 学校教育・生涯学習

の推進

一人ひ 尊重さ 社

会・地域 の子育 環

境の実現

第６次大口 総合計 基本政策別体系表

持 可能 循環型社会の創

造

環境 共生した産業の発展

自然 共生した地域社会

・良好 生活環境の確

保

未来へ引 環境保全

ちの活力を創造す
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基本政策

大分類 小分類 事業№ 事　　　業　　　名

3 (1)  定額給付金給付事業

 社会福祉推進事業

 高齢者福祉事業

 障がい者福祉事業

 障がい者自立支援事業

 子ども医療費助成事業

 障がい者医療費助成事業

 母子家庭等医療費助成事業

 精神障がい者医療費助成事業

 後期高齢者福祉医療費助成事業

 健康 くり推進事業

 予防事業

 成人保健事業

 図書館運営事業

(2)  住環境整備事業

 消防団活動事業

 県操法大会出場事業

 消防施設管理事業

 災害対策事業

(3)  交通安全対策推進事業

 交通共済事業

4 (1)  地域自治推進事業

 広報 広聴事業

 地域情報化推進事業

 ち くり活動推進事業

(2)  活動団体支援事業

5  議会運営事業

 政策推進事業

 職員研修事業

 財産管理事業

 公用車管理事業

 電子計算運用事業

 税務対応事務事業

 戸籍住民基本台帳等事業

 衆議院議員総選挙

 長選挙事業

 統計事業

 監査事務事業

地域 根付いた多様 住民

活動等の促進

参画 協働の ち の

推進 住民自治の確立

効率的 行財政運営効率的 行財政運営

人の知恵・技・情報 活

元気コミュニティを

創造す

健康 安心 暮 し 災

害 犯罪 強い社会

を創造す

誰も 自立した生活 送

健康長寿・生涯現役社会

の構築

災害 強い地域社会の形成

犯罪を抑止す 地域力の向

上 交通安全の推進
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款 01 議会費 予 算  5,1平7,000

項 01 議会費  算  4,平平年,017

目 01 議会費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ  0

事

 

業

 

0平 議会運営事業 

源

訳

 

一般 源 4,平平年,017

大分類   効率的 行 政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  － － 

 目的 

(1) 視察研修 

抱え 課 等 対し 議員 先進地等 実態を把握し分析し 改善

策 対応策を示 そ 費用を 担  

(平) 会議録 作成 

議会 公式記録 あ 会議 一部始終を記録し 会議録を作成  

 

 成 度 経過 

  毎 視察結果を 執行部 報告し い し し 必 し 政 生 さ

い 言え い  

 

 目標又 改善策 

先進事例 紹 こ く 長へ 提言を前提 具体的 方向性を交

え 報告書を  
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01-01-01(02) 

議会事務局 

 容 

  大口 し 実施 こ 有用性 可否を視 入 研究し うこ

し  

(1) 常任委員会 行政視察 

常任委員会 研修先 期間 調査研究事項等 

総務建設 県津市 

県玉城  

平1.7.9 

～7.10

農産物 加工品 産地直売所 

ク ッ カ 納税 

文教福祉 静岡県小山  

愛知県東郷  

平1.7.平 

～7.年

国民健康保険 政運営 

PFジ 方式 学校建設 

議会広報 ェ ン ッ  

サボ (東京) 

平1.8.平5 

～8.平6

議会広報 基本姿勢 技術 習

得を研修 

(平) 会派 政務調査 

会派 研修先 期間 調査研究事項等 

誠真ク  

公 党 

大阪府堺市 

大阪府守口市 

平1.11.18 

～11.19

幼保連携型認定こ 園 

公設民営型 保育園 

大政ク  県名張市 

県伊賀市 

平平.平.4 

～平.5

く 事業交付金制度 

サイク ン 見学 

 

 成果及び評価 

(1) 成果 

制度 組 理解 け く 政的見地 検証 行わ う っ

 

(平) 評価 

具体的 何を う いう提言 至っ い い 後

報告 いう手段 加え 常任委員会 担当部局 相互 意見を交換し合え 場

設定をし い い  
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款 0平 総務費  算 額 651,000

項 01 総務管理費  算 額 650,年18

目 01 行政管理費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

05 非核 和推進事業 

財

源

訳

 

一般財源 650,年18

大分類  新 い時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

世界 最初 核兵器 犠牲 広島市 中学生を派遣 こ 原爆

恐 さ 戦 悲惨さを知 和を愛 気持 を育 こ を目的  

広島長崎原爆パネルを借用 中学校 ほほえ プラザ及び役場ロビ

展示 民 多く 方 原爆 恐 さ 和 い 考え 機会を設け  

 

 成 度 経過 

昭和 大口 非核 和宣言を受け 成 度 毎 ８月 日 挙行

さ 広島市原爆死没者慰霊式及び 和祈念式 参列 こ を通 戦 悲

惨さを知 和を愛 心を育成 中学 生を広島市へ派遣  

  成 度 行政課 非核 和推進事業 を 学校教育課 和教

育推進事業 を実施 い 事業 見直 を図 成 度 行政課

い 和祈念式 を開催 い  

 

 目標又 改善策 

 中学生 派遣 体験談を発表 場 一 大口 和祈念式を開催

そ け 留 こ い う 多く 民 特 い世代 参加

得 う 中学校及び遺族会 連携を含 開催 容等を検討 いく  
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02-01-01(05) 

行政課 

 容 

  広島 和資料館 原爆写真パネルを 借 受け 大口中学校 ほほえ プラザ

及び役場 階ロビ パネル展を開催  

  民参加 大口 和祈念式を開催 広島 和記念式典 派遣 

中学生 名 報告を受け 戦 を経験 民 方 体験

談を聞い  

 

 成果及び評価 

  パネル展 い 多く 方 足を止 観 え ほほえ プラザ  

展示期間延長 要望 あ  

  広島 和記念式典へ 中学生派遣 い 滞 く無事終了 大口 和

祈念式 報告を 派遣中学生 被爆体験者 原爆 恐 さ け

く被爆者 悩 体験 方 語 こ い話を聞い 原爆

資料館 展示物を目 当 こ 学校 体験 い貴重 経験
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款 0平 総務費 予 算  ェ65,000

項 01 総務管理費  算  ェ4年,ェェ4

目 0平 政策推進管理費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ  0

事

 

業

 

05 政策推進事業 

財

源

訳

 

一般財源 ェ4年,ェェ4

大分類   効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  － － 

 目的 

 第 次大口 総合計 掲 改革方針を推進 事 安定した行

財政運営を実現  

 具体的 課 解 関係 事業を結び そ 課 対し所属を超え

横断的 取 組 効率的 相乗的 効果 発揮 組織を目指  

 

 成 度 経過 

(1) 成  第 次大口 総合計 策定 

(平) 成  課合 検討会発足 政策調整課 行政課 企 財政課  

 →総合計 掲 改革方針 意識 組織 財政 推進 向 合

検討 課共通 課 し え 困難 あ た  

(年) 成  第 次大口 総合計 推進プ ジ ク 発足 

課 ンバ 加え 各部 推薦 た ンバ を加え 構成 

改革方針 意識 組織 財政 部会を設 検討 課合 検討会

反省を踏 え ンバ 人 部会 所属し 各部会 連携を深 た  

→意識改革部会 人事評価制度 検討 試行を実施 

→財政改革部会 財政フ 常時 試算 構築 物件費

枠配分予算 試行を実施 

→行政経営部会 行政評価制度 検討 全事業 整理 組織機構改革 活用 

(4) 成  部設置条例可  施行 
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02-01-02(05) 

政策推進課 

 目標又 改善策 

(1) 第 次大口 総合計 推進プ ジ ク 検討結果を一過性 引

続 改革 向 検討し いく  

ア 消耗品 効活用 備品等 管理法 事務改善策を具体化  

  イ 多く 部署 関連 全 農業公園構想 総論 理念 を策定  

  総合計 繋 た事業計 書 作成及び予算 枠配分を実施  

 容 

 成  プ ジ ク を発足 事務改善 農業公園構想 行政経営推進  

(1) 事務改善プ ジ ク  

  構成員  全 回 会議を開催 成 現在プ ジ ク 提案し

た 改善策を実施中 改善策 い 検討中  

(平) 農業公園構想プ ジ ク  

 構成員  全 回 会議を開催 大口 全 農業公園構想 計 概要

策定 目処を 構想 完成 進捗 状況を確認中 

 (年) 行政経営推進プ ジ ク  

   構成員  全 回 会議を開催 各部署 い 成 度 行政経営

計 書を作成 各部 対し一部予算 枠配分を実施し 各部長 経営計 書を基

予算査定を実施 

 

 成果及び評価 

  成 新た プ ジ ク を立ち上 所属を超えた課 対し横断

的 取 組 た 及び各事業 い 行政経営計 書を作成し 予算

枠配分を実施 た い 評価したい  

  今後 取組を再点検し 改善 点 改善し 行政経営計 書を基

した事業執行 評価 組 を検討し いく そ 一連 流 い

公表し いく を検討し い たい  
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 取 861ん000

項取 01取 総務管理費取 取 算取 取 686ん019

目取 0年取 職員管理費取 国 県支出金 0

使用料等取 0

そ 取 0

取

業

取

04取 職員研修 業取

財

源

訳

取

一般財源取 686ん019

大分類取 取 効率的 行財政運営取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

分類取 －取 －取

取 目的取

職員 対 研修 実施 職務 通 た能力開発 学習的風土

く 組織力 向上 目指 公務能率 発揮及び増進 実現 目的

取

成 月 策定 た大口 人 育成基本方針 施策 一 研修

制度 掲 同制度 推進 職員 育成 第 次大口 総合計

ち 将来像 実現 繋 位置 い 取

取

取 成 度 経過取

単独 実施 た研修 成 ９ 度 管理職員 成 度 全職

員 対象 従来 勤務評定制度 代わ 新た 人 評価制度 目標管理制度

入 向 制度 目的 目標 設定方法 評価 際 面談 進 方等 容 実

施 た 取

取

取 目標又 改善策取

取 取 職員研修 講方法 講科目 講時期等 研修計 体系化 う

一定 ル ル 沿 た研修 講 組 検討 そ 具体案 取

取 取 成 度 尾張五市 研修協議会 務局 た 当該協議会 実

施 研修 滑 運営 務 合理化等 努 取
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02-01-03(04) 

政策推進課 

取 容取

公務 効率化 目指 た 職員 資質向上及び能力開発 図 た 各種研

修 職員 派遣 た 取

た 技術職員 対象 土木工 及び建築工 両面 監督員 心構

え 工 設計 監督 上 務上 留意点等 習得及び工 監査( 務監

査 技術監査) 技術 向上 目的 単独 技術職員工 監査研修 実

施 た 取

区取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 分取 講者数

財団法人愛知県市 振興協会研修センタ 実施研修取

階層別及び専門的実務能力 向上 研修 取

平9 人

尾張五市 研修協議会実施研修取

主 経験 数 階層別 研修 取

年5 人

単独実施研修取

職務 向上 研修 取

技術職員工 監査研修取 1平 人

派遣研修 自治大学校第 部課程新時代 地域経営コ ス 取 1 人

延 講者数取 取 合取 取 計取 77 人

 

取 成果及び評価取

取 取 尾張五市 研修協議会 務局 当該協議会 実施 アンケ ト様

式 統一化 図 アンケ ト結果 研修実施結果 踏 えた改善策 次 度 活

組 作 成 度 運用 運び た点 務改善

組 た成果 評価 職員研修 体系化 研修 講 組

い 十分 検討 そ 具体案 成 度以降 課

た 研修 職員 育成手法 一 あ 言う い あ 引

続 組 いく必要 あ 取

取 取 取
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款 0平 総務費 予 算 額 40,79平,000

項 01 総務管理費  算 額 年8,896,平平年

目 06 財産管理費 国 県支出金 平61,平09

使用料等 1平9,4平8

そ 他 1,116,年6年

事

 

業

 

0年 財産管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 年7,年89,平平年

大分類   効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  － － 

 目的 

  大口 財産管理規則 規定 本庁舎 使用 規制及び秩序 維持 努

本庁舎 け 公務 滑 適正 執行を確保す  

 

 成 度 経過 

(1) 庁舎 冷暖 温度 設定管理を行う ク ビ ウォ ムビ 周

知を図 環境へ 配慮 熱水費 削減 努 た  

(平) 昨 度 引 事務改善検討会議 検討さ た取組を実践した 主 取組

職員 庁舎清掃 封筒統一化 事務用品一人一品運動及び備品 消耗品 集

中管理等 あ  

(年) 成 度庁舎ア ベ ト撤去工事 向け 設計業務を委託した  

 

 目標又 改善策 

  民サ ビ 主要拠点 本庁舎及び庁舎付属設備機器 い 昭和  

７ 建築後 ７ 経過し劣化 見 修繕 工事 保守点検及び清掃等

維持管理を行い 良い事務環境 確保 努  
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02-01-06(03) 

行政課 

 容 

  冷暖 機 電気 消防等各種設備 保守点検 清掃等 委託業務 い 概

前 並 実施した た 成 度 実施す 庁舎ア ベ ト撤去工事

設計業務を委託した  

 

 成果及び評価 

  成 度 庁舎耐震補強改修工事 ア ベ ト撤去工事を計 し い

緊急 修繕を必要 す 箇 い 個別 対応した  

  庁舎 冷暖 機 運転状況 春 寒波 影響 大 く 暖 使用す Ａ

重油 前 ７７％増加した 冷 機 運転時間を小間目 調整したこ

電気料 ％減少した  

  事務改善検討会議 検討さ た取組を実践した結果 在庫消耗品 支出 ７％減 

少した 今後 ユ し 不足す 購入す  

  事務改善 検討 些細 こ こ を地道 け いくこ 重要

あ 自主的 必要 考え  
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款 0平 総務費 予 算 額 17,70平,000

項 01 総務管理費  算 額 15,117,159

目 06 財産管理費 国 県支出金 47,5平年

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

04 公用車管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 15,069,6年6

大 類  効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類 － － 

 目的 

大口 公用車管理規程 基 業務 使用す た 所 及び保管す 車両

保守点検等を行う  

 

 成 度 経過 

(1) 成 ８ 公用車利用 効率化を図 た 各課 配置し いた公用

車 うち 総務部所管 一部を集中管理方式 換え そ 段階的 拡大し

成 度末現在 台中 台 集中管理 っ い  

(平) 燃料価格 頻繁 変動す た 毎 行っ いた契約を毎 契約 し

変化 対応 う 改 た  

 

 目標又 改善策 

(1) 購入 以上 公用車 全体 ８ ％ 所 車 台中 台 を占

い た ス車 含 た今 買い替え計 及び全体 台数を検討す  

 (平) 成 度 普通車 台を軽自動車 替え ス車 台を廃車す
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02-01-06(04) 

行政課 

 

 容 

(1) ス車 長期的 経費 た 今 一部小型 環境対策  

車 替え 財産 し 維持管理を行っ いく  

(平) 成 公用自転車を設置したた 効率的 利用す  

 

 成果及び評価 

  公用車 集中管理方式 定着し 計 的 効率的 利用 う

っ い  

  た 公用車 更新計 を 適 維持管理を図 こ 必要 あ  

 

※   環境対策車 低燃費達成車 エネ ギ 使用 合理化 関す 法

基 く早期達成車 又 低排出ガス認定車 低排ガス車認定実施要領 基 く

認定車 をいう  
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款 0平 総務費 予 算 額 平平7,49年,000

項 01 総務管理費  算 額 平平0,09平,476

目 07 電子計算費 国 県支出金 17,981,148

使用料等 0

そ  0

事

 

業

 

04 電子計算運用事業 

財

源

訳

 

一般財源 平0平,111,年平8

大 類   効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

類  － － 

 目的 

  今日 行政事務 不可欠 要素 一 あ 情報網 接続さ た電子計算機器

電子計算組織 情報処理 ム 滑 運用及び安 稼働を目的 す

 

 

 成 ま 経過 

  職員 ノ ソコン そ 管理機器 更新 伴い 認証印 ム及び無線

ＬＡＮ認証 ムを追加し 認証キ を 種類 ＩＣカ 集約す こ

職員 利便性を図 た  

 また 既 住民情報 ム 汎用機 構成さ い た 一般的 ソ

コン サ 比 高額 機器 必要 あ 対応 Ｅ ムエン

ニア 減少し い た 標準的 ム ッケ え 必要

いた  

 

 目標又 改善策 

 新住民情報 ム 以下 Ｇコア いう 大口 独自 様を盛 込

改正 高額 修正費用 発生し く た 今後 電算 ム 開発

修正委託料を抑 す た 標準的 ム ッケ 運用 合わせ 各

課業務 見直しを図 必要 あ  

  Ｇコア タ抽出機能 搭載さ ッケ い機能等 い  
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02-01-07(04) 

行政課 

抽出した タを加工し 対応す 必要 あ た 職員研修を行う  

また 帳票 全 新規作成 た 納付書 い 将来コンビニエン

ア対応 必要 た時 限 修正 済 う調整す  

 

 容 

  Ｇコア 入 あた 各課 十 打合せを行い 可能 限 要望等を反 

 映す う行 た  

 また 口 振 依頼 タを全国共通 様 改 併せ 保育料 口 振 を 

追加す 納付書等 封筒 統一化を図 た 送付物 名等 印 位 

置を調整した  

 さ 抽出 タを業務 幅広く活用し う う 入業者 研修会を 

実施した  

 

 成果及び評価 

  Ｇコア 入 業務 タ抽出 容易 対象者 確認作業等を担当 

 課 行うこ 可能 た一方 タ作成 対す 機器操作 知識 習得  

 必要 研修会 勉強会 を通し 効率的 ムを活用 う す  

 こ 求  

 また 納付書等を送付す 封筒を統一化したこ 封筒在庫管理 手間を 

省くこ 郵便料 削減 繋 た  
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款 0平 総務費 予 算  44ん481ん000

 01 総務管理費  算  4年ん平96ん850

目 08 住民自治費 国 県支出金 0

使用料等 4ん600

そ  5ん594ん749

事

 

業

 

0年 地域自治推進事業 

財

源

訳

 

一般財源 年7ん697ん501

大分類  人 知恵 技 情報 活 元気コ ュ ティ 創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 参 協働 ち く 推進 住民自治 確立 

 目的 

大口 ち く 基本条例 規定 基 地域自治組織 区域 組織 制度

い 検討し 住民自治 確立 目指す  

 

 成 度 経過 

  成 度 地域住民 わ 行 区 学共施設等 管理運営 所管

課 行 課 生涯学習課 分 いた た一部 学共施設等 協働委託事業

し 行 手 借 こ く自主的 管理運営し いた 成 機

構改革 地域住民 わ 民安全課 大口 あ 地

域自治 姿 考え 形 整えた  

 

 目標又 改善策 

地域 取 巻く環境 変化 今求 い 地域自治 い 認識 深

大口 あ 地域自治 姿 そ 実現 向け 行 区交付金 学共施設等

管理 今 組 活 し 今後何 必要 検討す  

 

 容 

地域自治組織 区域 組織 制度等 い 検討 行うた 行 区 選

出した委員 名 構成す ち く 考え 会 成  

日 発足させた  
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02-01-08(03) 

町民安全課 

活動 容 

回  日   容 

 成 平1  

11 平7 日 金

大口 ち く 基本条例 概要説  

ち く 考え 会 設置目的等 説  

 1平 1平 日 土 ○高浜市 ち く ンポ ウ 参加 

 成 平平  

15 日 金  

○豊田市足助地域自治区 視察 向けた事前勉強会 

 平9 日 金  ○豊田市足助地域自治区 視察 

※翌 年0 日 志 自治 考え ンポ ウ 参加 犬山市

 平 16 日 火  ○ ル プワ  

豊田市自治 テ 検証 

大口 地域 問 点 洗い出す 

 年 16 日 火  ○ ル プワ  

地域課 原因 探  

 年 平6 日 金  ○ ル プワ  

地域課 解 策 考え  

 

 

 成果及び評価 

地域コ ュ ティ 活性化 住民自治 確立 目的 し 交付し た行 区交

付金 地域自治組織 活動拠点 あ 学共施設等 常時開 目指し進 た協

働委託事業 統合 検討す 時期 ち く 基本条例 施行さ 地域自治組

織 改 検討す こ た 昨 発足した ち く 考え 会 調

課 等 検討 進 評価 今後 セ 等 開催 経過 整理

報告 通し 地域住民等 発信す こ 更 組織等 具体的 検討 必要 あ
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款 0平 総務費 予 算 額 4,0平年,000

項 0干 総務管理費  算 額 年,976,年0年

目 09 交通安全対策費 国 支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 交通安全対策推進事業 

財

源

訳

 

一般財源 年,976,年0年

大分類   健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 犯罪を抑止す 地域力 向上 交通安全 推進 

 目的 

大口 交通安全条例 基 運転者へ 啓発活動 高齢者 子 を対象 し

た交通安全教育 実施及び広報活動等を行う 悲惨 交通事故 防止を目

的 す  

 

 成 度ま 経過 

大口 交通安全推進協議会を昭和 発足し 長を会長 し 区長 学校

企業 職員を委員等 し 交通事故 抑制 た 街頭監視活動等を行

い 事務局 成 度 民安全課 設置し い  

間行事 し 交通安全 関す 様々 事業を江南警察署及び各種団体 商工

会女性部 丹羽ライ ンズクラブ等 連携し し 行 い  

  毎 主 活動 交通安全街頭監視活動 交通安全啓発活動 交通安全教室

開催 交通安全用品 配布 交通安全施設 整備等 あ  

 

 目標又 改善策 

大口 交通安全条例 第 条 目的 掲 交通安全対策基 法 規

定 基 民 安全 快適 生活 実現を図 を目標 し い  

  危険箇所 把握 警察 連携 並び 協力団体 表彰等 活動を通し

効果的 交通安全対策 推進を図  
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02-01-09(03) 

町民安全課 

 容 

朝 通勤 通学時間帯 大口 交通安全推進協議会委員 主要交差点

所 交通安全街頭監視活動 交通安全啓発を 回実施した  

  交通安全 民運動期間中 春 月 夏 月 秋 ９月 月

大型店舗等 啓発活動を実施した  

  シ ト ルト着用徹底強化旬間 月 シ ト ルト関所を設

シ ト ルト着用を呼び掛 た  

  交通安全教室 し 保育園及び幼稚園 い 幼児を対象 した教室を

回開催した 信号 意味 道路を歩 時 注意点をわ す 説 した  

また 幼児 新小学 生 交通安全用品を配布し 各保育園 い 自転車点

検を行 た そし 高齢者を対象 した教室を 回開催した 老人クラブを対象

した教室 自転車 運転 交通安全 関す 事を説 した  

  また 交通安全施設 設置を行 た ブミラ 道路 関す 整備 建

設農政課 ぼ 旗 啓発 板 取付 民安全課 設置を行 た  

  定期的 道路標識及び道路標示を調査し 必要 い 江南警察

署 修繕又 再 イントを依頼し 交通事故を 然 防 う努  

 

 成果及び評価 

  交通事故総件数 

人身事故 

死亡事故 重傷事故 軽傷事故 合計 

物損 

事故  

件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 

平0  0  0 干4 干4 平57 年干年 平7干 年平7 98平

平干   平   平 干0 干0 平67 年年7 平79 年49 950

成 約 間 た死亡事故 発生し 人身事故 若 増加した

物損事故 減少した  

最近 間を見 交通事故件数 成 をピ ク 減少し い

民 安全安心を確保す た 特 事故防止 啓発 力を注 交通安全を推進し

い  
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款 0平 総務費 予 算  571ん000

 01 総務管理費  算  490ん平75

目 09 交通安全対策費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 平4平ん460

事

 

業

 

04 交通共済事業 

源

訳

 

一般 源 平47ん815

大分類  健康 安心 暮 災害 犯罪 強い社会 創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 犯罪 抑止 地域力 向 交通安全 推進 

 目的 

  住民 半期 加入 掛金 納付 こ っ

交通事故 遭った場合 入院また 通院 た日数 応 見舞金 支給 相

互共済 実施 住民 生活安定 福祉 増進 寄与 こ 目的  

 

 成 度ま 経過 

  交通共済事業 昭和 月 設立さ た尾張地方 市 構成 尾

張市 交通災害共済組合 実施 い  

成 ９ 度 高齢者 子 対 実施 いた 費 担 無く 全

加入者 担 た  

成 度 生活課 民安全課 所管 変更 った  

成 月 庁舎 電算システム変更 随時 納付書打ち出

民安全課 可能 った  

 

 目標又 改善策 

  通常 交通事故証 書 発行さ ケ ス 問 い 警察 現場確認 く

交通事故証 書 発行さ いケ ス こ 交通事故 いう判断 難

い こ こ 含 手 ま たマニュアル 作成 べ あ  
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02-01-09(04) 

町民安全課 

 容 

  毎 月 各世帯 申込書 発送 月 日 加入申込 受け付け い

また 広報 月号 チラシ 折 込 加入 呼び掛け い  

  申請 交通事故証 書 自動車運転安全センタ 発行 診断書 医療機関発

行 必要 見舞金 給付 定 尾張市 交通災害共済組合 行う  

 

給付金支給状況 大口               成 平平 年 月 年1 日現在  

 

度 

人口 

人  

加入者数

人  

加入率 

％

共済会費 

千

交付金 

千

受給者 

数 人

支給  

千  

給付率

/ －

19 平平ん167 8ん176 年6.9 4ん084 平年平 60 年ん570 9平.7

平0 平平ん490 7ん940 年5.年 年ん968 平平7 ※ 5平 年ん490 9年.年

平1 平平ん560 8ん086 年5.8 4ん041 平年平 ※ 平1 平ん150 56.4

※受給者数 交通事故 あった 度 っ 治療 完治 申請

た 成 度分 受給者数 支給 等 今後増え 可能性 あ  

給付金支給状況 全体                               成 平平 年 月 年1 日現在 

 

度 

人口 

人  

加入者数

人  

加入率 

％

共済会費 

千

交付金 

千

受給者 

数 人

支給  

千  

給付率

/ －

19 580ん494 168ん967 平9.1 84ん年9平 4ん769 1ん1年5 6年ん765 80.1

平0 586ん5平年 158ん694 平7.1 79ん平67 4ん1年6 994 50ん070 66.6

平1 589ん16年 150ん474 平5.5 75ん168 4ん年01 480 平平ん7年0 年平.1

 

 成果及び評価 

  加入率 給付率 大口 組合構成市 全体 均 回っ い  

事業 滑 進 加入率 向 交通事故 減少 必要 あ

今後 事業 周知 図っ 行 加入率 向 目指 交通安

全対策 推進 い け い  
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 取 9,079,000

項取 01取 総務管理費取 取 算取 取 7,7イィ,876

目取 10取 広報費取 国 県支出金 0

使用料等取 0

そ 他取 1,81ィ,8イ7

事

取

業

取

0年取 広報 広聴事業取

財

源

訳

取

一般財源取 イ,9ィ0,019

大分類 取 取 人 知恵 技 情報 活 元気コ ュニ を創造 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

分類 取 (1) 参 協働 ま 推進 住民自治 確立取

取 目的取 取

行政施策 行事 行政 情報を 分 い 容 住民

方々 自宅 届 共 住民相互 情報 信を ポ 取

取

取 成 度ま 経過取

住民 近い視点 材を こ う 成 ８ 度 ま 話

紙面作 一部を 録団体 Ｚ へ委託し 取

い 成 ８ 度 を担当課 更新

を 入し運営 管理し い 取

取

取 目標又 改善策 

広報 い 数 々増加傾向 あ を削減し 容を

精査 こ 最 限 情報量 分 簡潔 表現 う コ

面 い 数 抑 必要 あ 考え  

Ｚ 協働委託 い 住民視点 編集を 共 人件費

削減 効果 期待 委託範 を拡大
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02-01-10(03) 

地域振興課 

取 容 

広報 を毎月 回 成 度版ま 財布 を 月 行し

ま を更新 を利用し 常時最新 容

更新 ま 各課へ更新依頼を こ 全体を管理し い 取

広報 行 最新 行政情報を住民 届 こ

Ｚ 委託 こ ま 話 充実し 多 住民 地域 元

気 活動を紹 こ 委託範 を拡大し こ 容 住民

目線 ン 改善さ さ 特集を協議し共 編集 こ

コ ュニ バ 五条川堤 桜 交通事故緊急 等 特集を掲載

こ 取

取

取

取

ま 財布 い 全戸配布し ニ 勢要覧 い

成 度 行 し 取

い こ ま 同様 管理 運営を行い 様々

情報を タ 掲載 こ 努 取
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02-01-10(03) 

地域振興課 

望ましい提供情報 行時期 見直 ほ 行部数等 削減 定型的 情報

い 様式を統一化 事務 効率化を 取

い 常 最新 情報 信 う各担当課 主

体的 へ 掲載 更新を行うこ を 入し い

わ 最新 情報 更新さ い い 情報 信 必要 事業

掲載さ い い 職員間 対 意識 温度差 見

改 管理 運営面 定期的 掲載情報を点検し 情報

掲載 更新を積極的 呼び掛 い い 取

取
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款 0平 総務費 予 算 額 平ん年60ん000

 01 総務管理費  算 額 平ん平0年ん70ィ

目 10 広報費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0ィ 地域情報化推 事業 

財

源

訳

 

一般財源 平ん平0年ん70ィ

大分類   人 知恵 技 情報 活 元気コ ュニ 創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 参 協働 まち 推 住民自治 確立 

 目的  

元気 まち ち 積極的 情報 信 共 サ バ ウン

ン第 章 住民 参 参加 まち 推 新た コ ュニ 創造

誰 い こ 参加 ネッ ワ ク 構築 そし 元気 まち

サ バ ウン ち 実現  

 

 成 度ま 経過 

1年 11 月 サ バ ウン ン策定 

1ィ ィ 月  サ バ ウン ク エ 委員会 足 

1ィ 9 月～16 年 月 ロ バン 加入世帯 補助金支給 

16 1 月  住民参加型サ Cyber Cマmmunity ち 開設 

16 11 月 動 サ ッ ュ ン 場！前 クセ 件数 平0 倍 記録 

18 ィ 月  ち ュ 開設 

18 8 月  携帯電話向 情報配信 あ し 安全 運用開始 

 以降 Cyber Cマmmunity ち ち ュ あ し

安全 運用 利用者 閲覧者 数 調 伸び い  

 

 目標又 改善策 

ク エ 委員会最終報告 世紀 大口 目指し 基 サ バ

ウン ち 実現 た 動 配信サ さ 充実 図  
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02-01-10(04) 

地域振興課 

 容 

(1) あ し 安全  

成 月 運用開始以降 防災 防犯 消防 生活 気象情報 配信

成 月 消防情報 消防署 直接配信 う い  

(平) Cyber Cマmmunity ち 

舞い大祭 ふ あい祭 憩い 四季ま 等 撮影し 配信した  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成果及び評価 

(1) あ し 安全 成 平平 年 月 年1 日現在  

 録者数［対前 度］ 防災 1ん06ィ 件[＋16ィ] 防犯 1んイ67 件 全校区 校区

別計 ［＋186］ 消防 1ん1年7 件［＋1イ6］ 生活 96年 件［＋1ィィ］ 気象 1ん0平平 件［＋

1イ8］ 

 配信件数［対前 度］防災 7 件［＋イ］防犯 ィ年 件［－平年］消防 平7 件［＋6］

生活 平7 件［＋9］ 気象 平7 件［＋年］ 

(平) Cyber Cマmmunity ち 成 平平 年 月 年1 日現在  

 動 本数［対前 度］ 1ィイ 本［＋18］ 

 動 閲覧件数［対前 度］ 8平ん078 件［＋平平んイ91］ 

あ し 安全 録者数 動 閲覧件数 い 調 増加し い

今後 住民参加型 サ 運営 模索し 積極的 情報 信 幅

広い団体 協力し 今ま 以 元気！ ち 信したい  
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款 0平 総務費 予 算 額 61ん1平9ん000

項 01 総務管理費  算 額 イ6ん619ん7年0

目 11 地域振興費 国 県支出金 1イん平0平ん平0平

使用料等 0

そ 他 イん9年1ん1年8

事

 

業

 

0年 コミ テ 運行事業

源

訳

 

一般 源 年イん外86ん年90

大分類  未来へ引 環境保全 活力 創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然 共生 地域社会 良好 生活環境 確保 

 目的 

 公共交通機関 い本 暮 足 う 成 コ

ミ テ 運行 ト 子 登 校 高齢者 公共施設利用 買

い物 通院又 通勤 通学 あ ゆ 生活 場面 活用さ コミ テ

実現 目指  

 

 成 度 経過 

 コミ テ 一層 利用 進 政収支 改善 図 回数券

等販売所 拡充 企業 連携 協定締結 停標識 車 へ 料広告掲

載等 実施 毎 目標 設定 収入増 経費削減  

■運賃収入 推移            ■利用者 推移 

 

 

 

 

 

 

 目標又 改善策 

運行サ 質 低 さ 運行経費 担額 低減 図 成

度運行委託契約額 イ外ん61平ん年78 今後 年年ん000ん000 台 引  
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02-01-11(03) 

地域振興課 

［具体的 目標値 前 度比 ］運賃収入 1平ん年イ7ん700 10％増 広告収入

平ん79外ん000 年年％増 運行支援費 年ん年60ん000 年6％増 補 金 年ん外89ん000

18％減 乗車人員…110ん000 人 外％増  

 

 容 

(1) 中部 部 ト沿線企業 協定 新 利用意向 あ

南部 ト沿線企業 ソ ッ ロ テ 協定締結 行  

(平) 停標識 車 へ 料広告 い 更新 募集

新 車両 ッ ン 広告 獲得 取 組  

(年) 朝 通勤通学 輸送力 向 さ 現行車両 エ コミ

人乗 う 台 地域活性 経済危機対策臨時交付金 活用

中型 エッセ 人乗 更新 購入  

 

 成果及び評価 

(1) 運行経費 対 担額…年外ん8外8ん外外0 目標 年年ん000ん000 台  

※ エッセ 償却経費 1ん186んイ00 含  

［実績値 目標達成率 ］運賃収入 1平ん019ん年00 97％ 広告収入 平ん0イ1ん9年8

7年％ 運行支援費 年ん879ん平00 11イ％ 補 金 年ん000ん000 8イ％

乗車人員 111ん外08 人 101％  

(平) 着実 地域 企業 利用 定着 増加 さ 利用者 利便性

向 企業 連携強 重点 置い 取 組 次 実施  

 車両 大型 伴う便数減 減少 転 乗車人数 増加さ

利用者 意向調査 そ 結果 基 改正等 利便性 向 図

 

 企業協定 無い基幹 ト 利用 意向 把握 協定締結 図  

ウ コミ テ 運行 業務 部機関へ移譲 進 い  
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 額取 拡ん0ィイん000

項取 01取 総務管理費取 取 算取 額取 7ん拠7平んイ61

目取 11取 地域振興費取 国 県支出金 ィ拡7ん拡拠平

使用料等取 0

そ 他取 年ん776ん年ィ拡

事

取

業

取

0ィ取 活動推進事業取

財

源

訳

取

一般財源取 年んイ拡拠ん平年0

大分類 取 取 人 知恵 情報 活 元気コ ュニ 創造 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (1) 参 協働 推進 住民自治 確立取

取 目的取

住民 参 参加 大口 大 一 あ

民 企業 行政 互い 役割 自覚 連携 い 考え 基

推進 組 取

取

取 成 度 経過取

(1)取 録団体 実施 事業 う 公益性 あ 事業 大口 元

気 事業 支援 団体 助成金 交付 こ 実施

大口 元気 事業 件数 々増加 元気 事

業 関係課 協働委託事業へ 展 ケ 見 う

取

取

■元気 事業 推移取 取 取 取 取 取 取■協働委託事業 推移取

取

取

取

取

取

取
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(平)取 活動 点施設 民活動センタ 整備 い 成

月 具体的 検討 ワ ク ョッ 成 月 出会い

ふ あい 場 活動サ 場 場 コンセ 民活

動 センタ 健康文化センタ 平 階 設置 試行運用 開始 取

取 こう 住民主体 推進 い 際 基 的 考え方

役割 責務等 基 条例 い 成

９ 月 地区懇談会 始 細 住民参加 条例 定

組 取

取

■ 民活動 センタ 取 取 取 取 取 取 取 取 取 ■地区懇談会 様子取

取

取

取

取

取

取

取

取

取

取 目標又 改善策取

取 民活動 センタ 開設 そ 運営母体 得 団体 組織 こ

経緯 踏 え 民活動 せ ネッ 自立 事業 性 鑑

関 情報 信事業 協働 関 啓 事業 活動センタ 管理運営

事業 民活動 せ ネッ 協働 実施 取

取 基 条例 基 い 地区懇談会等 開催 実施 取

取

取
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取 容取

(1)取 民活動 センタ せ 広場 成 月 民活動

せ ネッ 管理運営 格活動 開始 次 協働事業 組

活動 点機能 充 う緊急 用対策事業 活用

月 月～金曜日 午前 時 午後 時 常駐

職員 名 配置 取

取 民活動センタ 研究啓 事業取

せ 広場 事務管理 研修会～ い協働 ～

月 月 大口 来 考え ォ 月 パネ カッ

ョン等 取

取 情報 行事業取

取 取 行 回 取

ウ取 団体情報 信事業取

せ 広場 管理運営取

取

(平)取 基 条例 い 仮称 大口 民参加条例策定会議

中心 次 組 経 条例案 策定 月議会 上程 可

成 月 日 附則 基 規則 定さ 条例 完全施行

体 整 取

取

取

取

取

取

取

取

 ○職員意見 約 

○意見公募手 パ ックコ ン 実

施 

条例策定会議 

第 15 回～第 17 回  

条例案 修正 

H21 年度 

○ 議会議員 懇談会 

条例案 完成 上程 
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取 成果及び評価取

録団体数及び元気 事業 協働委託事業 件数 い 次

あ 元気 事業助成件数 減少 い 以外 助成金

交付 協働契約へ 展 い 事業 活 行わ い 取

■ 団体 録数 推移取

取 Ｈ1拡 度 取 Ｈ平0 度 取 Ｈ平1 度 取

団体 録数取 平拠 団体 年平 団体 年ィ 団体

団体 録数取 ィ 団体 7 団体 7 団体

■元気 事業等 推移取

取 Ｈ1拡 度取 Ｈ平0 度取 Ｈ平1 度取

元気 事業 件数取 6 団体 1平 事業 拡団体 平0 事業取 拠 団体 1イ 事業

元気 事業助成件数取 ィ 団体取 ィ 事業 6 団体取 6 事業取 ィ 団体取 ィ 事業

元気 事業助成金額取 イ6平んイ拠1 拠6拡ん1イ7 取 ィ6拡ん60拡

道具箱整備事業助成件数取 平 団体 平事業 年団体取年 事業取 該当 取

道具箱整備事業助成金額取 拠んィ66ん年拠イ 1ィん拠ィ年んイ拠拠 取 該当 取

協働委託事業件数取 拡 事業 平1 事業取 平7 事業

取

取 団体数 増加 伴い 自立性 活動 容 団体間 格差 生 い こ

大口 基 条例 施行さ 基 的 理念 原則

定 こ 大口 団体活動へ 支援 助成金 在 方 協働契

約 事業 容 精査 検討 必要 あ 取

取 録団体 民活動 せ ネッ 管理運営 格稼働

民活動センタ い 団体 自治会 社会福祉協議会

録団体等 コ 印 会議等 利用 活動サ 場

役割 果 始 い 今後 運営母体 民活動 せ ネッ

広い視 幅広いネッ ワ ク 持 中間支援組織 共 センタ

ソ 事業 充実させ こ 場 活性化させ 必要

あ 取
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 額取 8ん887ん000

項取 01取 総務管理費取 取 算取 額取 8んィ6平ん676

目取 11取 地域振興費取 国 県支出金 70年ん000

使用料等取 0

他取 161んィィ1

事

取

業

取

0イ取 活動団体支援事業取

源

訳

取

一般 源取 7んイ98ん平年イ

大分類取 取 人 知恵 技 情報 活 元気 ュニテ 創造 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

小分類取 (平) 地域 根付い 多様 民活動等 促 取

取 目的取

地域振興団体 大口 子 会連絡協議会 大口 老人 連合会 大口さく

メ 自主性 活動理念 尊重 ま く 地域 く 寄与 団体

活動 支援 取

ま 老人福祉センタ 憩い 四季 ンセ 憩う 学 働く 基

い 指定管理者 パソ ン教室 憩い処さく 屋 利用 企 積極的

自主事業等 展開 活気 あ 施設運営 目指 取

取

取 成 ま 経過取

(1)取地域振興団体支援取

自主的 様々 事業 展開 こ 事業 各団体 自立

活動 う支援 行 取

(平)取老人福祉センタ 管理運営取

取 取 取 録団体 憩い 四季 指定管理者 施設 管理運営 び老人

連合会 事務支援 行 指定管理者 パソ ン教室 自主事業

行い 成 教室延べ ， ９９人 講 い 他 毎

水曜日 憩い 四季 朝市 定着さ 施設 活性 さ

事業 積極的 行 い 取

取
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取 目標又 改善策取

(1)取地域振興団体取

取 取 取 老人 連合会 団塊 世代 老人 いう メ 抵抗感 あ

加入者 伸び 悩 い こ 世代 地域参加 今後大 力 思

わ 健康 く 愛活動 メ 改善 図 必

要 あ 取

(平)取老人福祉センタ 管理運営取

自主事業 展開 運営 可能 い 一方 収入合計

千万 超 ほ 事業費 任意団体 無理

生 い 憩い 四季 安定 組織 法

人格 得 取

取

取 容 

(1)取地域振興団体 

取 大口 子 会連絡協議会取

子 会活動 活 展 寄与 く健全 考え 行動 子

育成 こ 目的 活動 い 取

取 大口 老人 連合会取

地区老人 等 員 生 い 健康 く 生活 豊

楽 い活動 い ま 員 知識 経験 生 世代交流

図 地域 豊 社会活動 い長 社会 く 保健福祉 向上

寄与 活動 実施 い 取

ウ取 大口さく メ 取

女性 地 向上 大 く 献 大口 婦人会 前身 く豊

地域 く ま く 寄与 団体 活動 け く会員相互 交

流 資質向上 目指 活動 び公益性 あ 各種教室等 事業 各

活動 間 通 行 い 取
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エ取 老人福祉センタ 管理運営取

取 取 取 取 前 引 録団体 憩い 四季 指定管理者 施設

管理運営 び 老人 連合会 事務支援 行 取

取 取 取 取 ま 成 月 当該団体 法人 行い 組織

力 強 さ こ 一層安定 施設 管理運営 責任 持 事

業展開 行わ い 取

取 成 19 取 成 平0 取 成 平1 取

憩い 湯利用者数取 1平んイイ6 人 1平んィ07 人取 1ィんイ86 人

利用者数取 1ん877 人 1ん7イ8 人取 1ん70年 人

施設利用料取

憩い 湯 取

平ん0イ1ん1イ0 平んィ9イん660 取 平ん696ん796

パソ ン等自主事業費取 ィん991んイ00 7ん7年イん6年年 取 10ん1年6ん6イ1

収入合計取

施設管理事業費 取

1イん881んィ8ィ

ィん0年イん979

平0ん平平平んイ98 取

年ん09平んィ00 取

平1んィ98んィ年平

年ん年9ィん平68

取

取 成果 び評価取

(1)取地域振興団体取

取 取 取 各団体 加入者数 当該 当初 主 活動 容 次 あ 取

取 大口 子 会連絡協議会 ， 取

取 取 ッ ボ 審判講習会取

高学 学 ッ ボ 大会取

ウ キャン 研修会取

エ あい ウン 大会参加取

あいま 参加取

愛知県子 会大会参加取

取 取 取 ▲キャン 研修会 様子取
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取 大口 老人 連合会 ９ 取

会報 行取

尾張 地区老人 大学講 参加取

ウ 愛知県 ボ 大会参加取

エ チャ テ ウン 大会 回 取

愛知県老人福祉大会参加 女性代表者会取 県知事感謝状 賞 取

保育園 会取

キ 趣味 写真展取 等取

ウ取 大口さく メ 取

さく メ 通信 行取

各種体験講 取

ウ 盆踊 講習会取

エ ニ ン 開催取

成 実行委員会 中心 大口 老人 連合会創立 周

念事業 開催 予定 こ 機会 老人 いう メ 抵抗 あ

団塊 世代 中心 会員 拡大 図 必要 あ 取

ま 現在 地域振興団体活動費補 金交付要綱 団体 補 金 交付

さ い 団体 現状 考え 応 補 金制 検討 必要

あ 取

取

(平)取老人福祉センタ 管理運営取

取 取 取 施設管理 委 料 必要最小限 い 関わ

収入金額 前 様 千万 超え 団体 力 積極的 自主運営

効果 あ 評価 憩い 四季 法人 組織力 強

さ こ 今後 一層安定 施設 管理運営 責任 持 事業展

開 期待 取

成 指定管理 協定期間 満了 こ 協定 容 見

直 等 必要 取
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款取 0平取 総務費取 予取 算取 取 平60ん000

項取 01取 総務管理費取 取 算取 取 184ん441

目取 11取 地域振興費取 国 県支出金 0

使用料等取 0

そ 他取 184ん441

取

業

取

06取 男女共同参 社会推進 業

財

源

訳

取

一般財源取 0

大分類 取 取 新しい時代 担う次世代 育 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (平) 一人 尊重さ 社会 地域 子育 環境 実現

取 目的取

取 成 月 改訂し 第 次 男女共同参 ン～共 生 取 共

輝 基 すべ 人 さしい視点 施策 業 展開

し 男女 共 尊重し合い 協力し合い 個 尊重 目指し 男女 共

生 取 共 輝 取 組 取

取

取 成 経過取

取 男女共同参 ン取 ～共 生 取 共 輝 基 男女共同

参 いう堅いイ 問 分 すい 容 紹 し 取

取 成 情報技術 し 近 若者 間 問 い

ＤＶ 上 啓 ッ 作成し 成人式 配布し 取

取

取 目標又 改善策取

取 男女共同参 社会 形成 地 啓 必要 録団体

男女共同参 懇話会 協働し 住民目線 誰 分 す 興味 持

容 啓 活動 実施す 取

取 成 組 ＤＶ い 理解 認識 深

う 調査研究及 啓 す 啓 資材 作成 組 取

取
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取 容取

取 男女共同参 懇話会 大口 人権教育研究委員会 組織し 愛知県

人権 ンク ョン委員会 業 指定 ＤＶ 啓 資材

ッ ハン ック ＤＶＤ 作成し 取

■ ＤＶ講 誠信高校 様子 ハン ック取

取

取

取

取

取

取

広報 主 高齢者 男女共同参 ック 上 取

物語 し △Timピ 連載し 取

取 成果及 評価取

取 男女共同参 懇話会 協働す 住民 立場 読 すい △

Timピ 広報紙 連載 諸問 気 取

取 指定 作成し ＤＶ 啓 資材 高校等

教材 し 活用さ 評価 高い 取

(1)取大口 人権教育研究委員会 回 取

(平)取 ＤＶ講 ～素敵 大人 ～ 回 取

取 第 回愛知サ セ 取 同朋学園 月 日開催 取

イ取 誠信高校 ９月 日開催 取

(年)取啓 資材 作成取

取 ッ ＤＶ 何 簡単 理解 取

イ取 ハン ック ＤＶ 認識 深 問 対応 う す 取

ウ取 ＤＶＤ 誠信高校 実施し 講 様子 収 取

取 後 同懇話会 協働し ック 婚活等 上 地

啓 業 推進し 男女共同参 社会 実現 目指す 取
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款 0平 総務費  算 額 6,ィ平1,000

項 01 総務管理費  算 額 6,平11,ウ10

目 11 地域振興費 国 県支出金 0

使用料等 0

他 6,平11,ウ10

事

 

業

 

0ウ フ ン ップ 承事業 

財

源

訳

 

一般財源 0

大 類  新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類 (平) 一人 尊重さ 社会 地域 子育 環境 実現

 目的  

 愛 地 博 一市 一国フ ン ップ事業 理念を 承 展させ

こ 本 国際理解 多文 共生を推進す  

 

 成 経過 

 フ ン ップ事業 成果を 承 展させ 各市 国際交流を定着

させ こ を目的 交付さ 愛知県フ ン ップ 承交付金を活用し 事業展

開し い  

 協働事業を行 ｏ． 河 コ 会

愛 地 博フ ン ップ事業 一環 実施し 大口 フ ン

ップ 事業 企 運営を 結成さ 団体 当該事業 参加を

本 フ ン ップ相手国 あ 方 交流を

し い 団体 あ  

 

 目標又 改善策 

 愛 地 博を機 育 草 根 国際交流 多文 共生 取 組 を

す こ 中学生を対象 し い 海外派遣事業 い 多文 共

生 観点 派遣対象者 派遣先等を見直し 再 を図  
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 容 

(1) 海外派遣事業： 月 日 月 月 日 月 日間

ン 中学生 名 高校生 名 大学生 名 を派遣

し  

 コ バ … 自然活動 体験 

 ン …ヤ ッ 訪問 現地校交流 ＆ プ 現

地大学生 市 散策 テ フ 交流  

自 体験 得 気 を地域 信し 多文 共生 理念を波及さ

せ 報告会 報告書 作成を行  

(平) 国際理解講 地 テ ：貧困 紛 中 生 い 世界 子

しい姿を 案 役自 撮影し 映像 自作 曲 語 構成し 貧

困 紛 揺 人々 姿を心 伝え 映像 音楽 ン テ 地

テ を開催し  

(年) 多文 共生啓 事業： 録団体 ｏ． 協働し 国際理

解講 大人編 子 編 を開催し  

(ィ) フ ン ップ 承事業： 録団体 河 コ 会 協

働し 田植え 稲 等を体験し 方 交流を深  

 

 成果及 評価 

(1) 海外派遣事業：多文 共生社会を担う次世代育成 観点 派遣対象を大学生

拡大 事前研修 報告会 約半 間 ンバ 中心 苦労し 自

的 活動を ンバ 満足 非常 高 今 国際交流関

連事業 積極的 参 参加す 意思 表 さ い 今 こうし 人

活躍 さ 輪 広 い う事業 改善を図 い  

(平) 国際理解講 地 テ ：今 地 テ 鑑賞を通し

次代を担う子 こ 関わ 一人 多 方 生 こ 大

さ を改 体感し い 次代を担う児童生徒 贈 ッセ

事業 し 開催し い い  
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款 0平 総務費 予 算 額 年48,761,86平

項 01 総務管理費  算 額 年年8,551,平66

目 1年 定額給付金給付事業費 国・県支出金 年年5,4平5,404

使用料等 0

そ 他 年,1平5,86平

事

 

業

 

0年 定額給付金給付事業 

財

源

訳

 

一般財源 0

大分類   健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰 自立し 生活 健康長 ・生涯現役社会 構築 

 目的 

  景気後 住民 不安 処す 住民 生活支援を行う

あわせ 住民 広 給付す こ 地域 経済 策 資す こ を目的

す  

 

 成 度ま 経過 

  定額給付金 国 経済 策 し 成 定さ 生活 策

を受け 国 次補正予算 実施さ こ し し 国 次補正

予算 成立 遅 成 事業 開始  

  こ う 状況 中 本 成 度 事業 完了 見込

繰越 許費 し 予算措置し事業を実施し 成 度中 給付事務

準備を行い 成 度 給付を行  

 

 目標又 改善策 

(1) 過誤給付を防 す 支給 象者 確実 給付す こ  

 (平) 最小 経費 最大 効果 を常 意識し 給付事務費 削減 努 こ  

 

 容 

 (1) 実施 容 

ア 基 準 日 成 日 
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02-01-13(03) 

政策推進課 

イ 給付条件 基準日 い 本 住所を す 者及び外国人 録原票

録さ 在留資格を す 者 短期滞在 在留資格者を除  

ウ 給付金額 人あ 万 千  

し 歳以 及び 歳以 者 い 万  

エ 受付期間 成 日 成 日ま  

  オ 給付方法 日本人世帯 そ 世帯主 外国人 そ 個人 し 給付し  

(平) 給付状況 

   成 日 回目 給付を行 そ 後 回 わ 給

付を行い 成 日 給付を完了し  

 象 給付済 給付率 

給付世帯 8,054 世帯 7,865 世帯 97.7％ 

給付金額 年年7,748,000 年年5,平5平,000 99.年％ 

(年) 事務費 訳 

科 目 平1 度支出額 平0 度支出額 合 計 

職員手当等・賃金 1,年80,741 654,88平 平,0年5,6平年

需用費 57,平6年 年44,408 401,671

役務費 1,59年,年年9 1,168,945 平,76平,平84

委託料等 平67,9平年 1,90年 平69,8平6

合 計 年,平99,平66 平,170,1年8 5,469,404

 

 成果及び評価 

  す 象者 し 給付す いう目標を達成す こ

住民票等 あ 居住実態 い 象者 存在を考慮す 給付率 ． ％

高い結果 考え  

  ま 事務費 電算システムを独自 開 し こ 国 示し 事

務費 目安 あ ， 千 事業費 約 ％ を大幅 回 課を超え

職員 協力 工夫をし 経費 削減 努 効率的 行うこ  
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款 0平 総務費 予 算  平4,平年9,000

項 0平 徴税費  算  平4,平19,平89

目 0平 賦課徴収費 国・県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

06 税務対応事務事業 

財

源

訳

 

一般財源 平4,平19,平89

大分類  効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類   

 目的 

  納期前納付報奨金 個人 民税 普通徴収分 及び固定資産税 い 税収

早期確保 効率的 行財政運営 資 自主納税意欲 向上を図

こ を目的 設け た制度 あ  

 

 成 度ま 経過 

成 度 制度改 報奨金交付率を 分 分

改 報奨金 対象を第 期納期 期間 一括し 納 た第

期分 第 期分 税 した  

 成 月 条例改 県民税 普通徴収 係 報奨金制

度 成 度 交付率 ％ 上限 万 成 度 交付率 ％

上限 万 減 成 度 制度廃 こ ま い  

 

 目標又 改善策 

  固定資産税 前納報奨金 い 収納窓口 多様化 合わ 制度 見直し

を検討  
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02-02-02(06) 

税務課 

 容 

  納期前納付報奨金 上限 万 次 算定式 交付さ  

   各期 税 ×0.5 0.年 100×前納月数 固定資産税 平1 月 民税 1年 月    

報奨率  書 民税 

                                                    単位：件 千  

固定資産税 県民税 合 計 

度 

件数 報奨金 件数 報奨金 件数 報奨金 

19 6,011 平0,年平4 平,108 5,646 8,119 平5,970

平0 6,1平年 平1,平6平 平,191 6,年平年 8,年14 平7,585

平1 6,平平平 平0,995 平,平平8 年,066 8,450 平4,061

 

 成果及び評価 

納期前納付報奨金 利用件数及び支給 々増加し 特 固定資産

税 い 納税義務者 ％ あた 人 社 利用し

税収 早期確保 効率的 収納事務 寄与し い  

前述 県民税 普通徴収 い 従来 特別徴収 納税

者 適用さ 税 公 性 課 あ た 成 月 新た 始

ま た公的 金 特別徴収 い 同様 こ あ 成 度を

最後 し段階的 廃 こ した  
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款 0平 総務費 予 算  11,7年4,000

項 0年 戸籍住民基 台帳費  算  11,68年,年94

目 01 戸籍住民基 台帳費 国 県支出金 0

使用料等 6,707,400

そ 他 40,000

事

 

業

 

0年 戸籍住民基 台帳等事業 

財

源

訳

 

般財源 4,9年5,994

大 類   効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類    

 目的 

  住民 社会生活を営 上 い 重要 身 事項等 記載さ た戸籍 居住関

係 記録さ た住民基 台帳 を 各種届出 基 作成 管理 必要 諸証

書等 交付を行うこ 住民 安心し 生活 た 基盤  

 

 成 度ま 経過 

  全庁的 住民情報 ＷＥＢ版新 へ 替え 伴い 成

稼働した住民記録 新 移行し 成 度中 稼働

う計 した 新 旧 操作方法 全く違うた ン

ョン機 イ を見た 操作等 説 会へ 出席 業者 概

要マニュア 作成 移行 う模索した  

 

 目標又 改善策 

 窓口事務 適 化 能率化を図 さ 新 へ 移行を目

標 具体的 転出等 け 窓口 待ち時間を短縮 う事務を

行う 適 確認 誤記入を防 こ また戸籍関係届出 い

速 審査を行い新戸籍 編成 戸籍 異動事項 記載を行い 住民 必

要 戸籍関係書類を短期間 交付 う努  
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02-03-01(03) 

戸籍保険課 

 容 

新 へ移行 あた ま 日時点 旧 タ 複

写及び確認を行 た そ 以後 旧 へ 異動入力 並行し 操作練習を

兼 新 へ 異動入力及び タ確認を行 た 始 休日を利用し

新 へ 完全移行作業 他業務 連携 確認作業を行い 成

日 稼働を迎えた また 稼働後 不具合 バグ 解消 操作

わ い事例 解消 さ 操作性 向上を図 た 対応 あた た  

(1) 戸籍事務 成 日現在  

籍数    戸籍          籍人口   人 

ア 戸籍関係届出件数 ( 成平1 4 1日～ 成平平 年 年1日)    単位：件  

区           種目 出生 死亡 婚姻 離婚 転籍 そ 他 計 

籍 1平7 1平7 9年 年0 89 114 580窓

口 
非 籍 98 年4 年年 4 0 9 178

他市 村 送付 74 平年 1年8 16 69 57 年77

計 平99 184 平64 50 158 180 11年5

イ 戸籍 関 証                    単位：件  

件              数 

種    類 

  料 無  料 計 

金        

全部事項証 書 平,6年0 176 平,806 1,18年,500

個人事項証 書 866 9 875 年89,700

部事項証 書 0 0 0 0

戸

籍 

計 年,496 185 年,681 1,57年,平00

全部事項証 書 平84 年1 年15 平1年,000

個人事項証 書 7 0 7 5,平50

部事項証 書 0 0 0 0

謄  1,平8平 平6平 1,544 961,500

抄  平年 1 平4 17,平50

除

籍 

計 1,596 平94 1,890 1,197,000

記 載 事 項 証  0 0 0 0

受 理 証  40 0 40 14,000

届書 基 く証  68 0 68 平年,800

合    計 5,平00 479 5,679 平,808,000
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(平) 住民基 台帳事務 

ア 人口 世帯数 成平平 4 1日現在  

区   住民基 台帳 外国人登録 計 

男 11,平51人 平平9人 11,480人 

女 10,857人 平17人 11,074人 

人 

 

口 

計 平平,108人 446人 平平,554人 

世  帯 7,8平0世帯 平96世帯 8,116世帯 

                                         外国人 世帯主 場合 世帯数 

イ 人口推移 各 4 1 日現在               単位：人  

  成 16  成 17 成 18 成 19 成 平0  成 平1  成 平平

総  数 平1,平11 平1,平46 平1,平75 平1,588 平1,71年 平平,018 平平,108

男 10,707 10,754 10,756 10,90年 10,964 11,154 11,平51

女 10,504 10,49平 10,519 10,685 10,749 10,864 10,857

 

ウ 住民異動状況 成平1 4 日～ 成平平 年 年1日      単位：人  

そ 他 区  

度 

出生 死亡 転入 転出 転居

世帯主

変更

世帯合併 

世帯 離 増 減 

計 

平1 平平9 16平 961 946 年15 平平1 4平 18 6 平,900

 

エ 住民基 台帳 関 証 書等交付状況                  単位：件  

件          数 件数 金  

区    料 無  料 計 

金     

広域交付 8 0 8 1,600

写し 9,674 640 10,年14 1,9年4,800住民票 

閲覧 50 年45 年95 5,000

戸籍附票写し 年91 平年4 6平5 78,平00

諸証  平67 4 平71 5年,400

身 証  1年8 0 1年8 平7,600

住基カ  98 0 98 49,000

計 10,6平6 1,平平年 11,849 平,149,600
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02-03-01(03) 

戸籍保険課 

(年) 印鑑登録証 事務 

印鑑登録者数 1年,198 人 成 平平 4 1 日現在  

登録証交付状況 869 件 17年,800  

件   数 

 料 無 料 

金    

証 書交付状況 

7,6平年 件 15 件 1,5平4,600  

 

 成果及び評価 

新 稼働後 動 く た 住民票 出力さ い いう

う 大 問 た また 新 た 待ち時間 増した い

う苦情 今 こ い し し 住民 番接点 多い部署 あ た サ ビ

マン あ いうこ を忘 寧 公 迅速 接客 当た こ

必要 あ  
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款 0平 総務費 予 算 額 9,750,000

項 04 選挙費  算 額 9,7年5,55年

目 0平 衆議院議員総選挙費 国 県支出金 9,7年4,6平1

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 衆議院議員総選挙事業 

財

源

訳

 

一般財源 9年平

大分類  効率的 行財政運営 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

分類   

 目的 

公職選挙法 基 厳正 適正 選挙事務 執行を行うこ を目的  

 

 成 度ま 経過 

過去 選挙 成 日執行 第 回衆議院議員総選挙 

 

 目標又 改善策 

(1) 期日前投票所 い 投票用紙 度交付を実施  

(平) 期日前投票所 い 投票録をプ ンタ出力 事務 軽減を図  

(年) 開票事務 い 集計係 パソコンを配置 集計 開票録作成ま を連

動 行い 開票時間 短縮を図  

 

 容 

(1) 選挙 概要 

ア 当日 権者数 , 人 

イ 投票者数等 

ア 選挙区 人 うち期日前投票 平,650 人 不在者投票 64 人  

日午後 時 分結了 投票率 ％ 

イ 比例代表 人 うち期日前投票 平,650 人 不在者投票 6年 人  

日午前 時 分結了  投票率 ％ 
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02-04-02(03) 

行政課 

ウ 国民審査 人 うち期日前投票 平,年74 人 不在者投票 51 人  

日午前 時 分結了  投票率 ％ 

 

(平) 投票関係 

選挙期日 前回 成 17 9 11 日 今回 成 平1 8 年0 日

投票事務時間外経費 平,平57,7平6 平,平59,405

投票事務従事者数 64 人 61 人

   当日 本部要員を減 経費 削減を図 た 結果 前回相当額 た  

(年) 開票関係 

選挙期日 前回 成 17 9 11 日 今回 成 平1 8 年0 日

開票事務時間外経費 819,8平年 780,949

開票事務従事者数 6年 人 50 人

    集計係 表計算ソフトを 入 事務従事者を減 経費 削減

を図 た 国民審査 自動 取機 不調 あ 結了時間 遅 た  

  開票速報 ム  アクセ 数 8/平9～8/年1  件 

 

 成果及び評価 

(1) 期日前投票を含め 投票事務 計画 執行 こ た  

(平) 開票事務 国民審査投票用紙自動 取機 不調 事務 支 生 た

ため 今後 表計算ソフト等 利用 対応 こ た  

(年) 権者 わ い う 以下 点 い 今後改善を図 こ た  

ア 最高裁判所国民審査等 投票期間 異 選挙を同時 執行 入

場券 案 チ 記 権者へ 周知徹底を図  

イ 近隣以外へ 転出者 不在者投票 遠隔地投票 案 を行う  

ウ 郵便投票を初め 利用さ 方へ 証 書 発行 投票用紙 請求 投票

ま 手続 い 文書を送付  
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款 0平 総務費 予 算 額 8,050,000

項 04 選挙費  算 額 8,0年7,5平平

目 0年 長選挙費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 長選挙事業 

財

源

訳

 

一般財源 8,0年7,5平平

大分類   効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類    

 目的 

公職選挙法 基 厳正 適正 選挙事務 執行を行うこ を目的 す  

 

 

 

 成 度ま 経過 

過去 選挙 成 日執行 大口 長選挙 大口 議会議員一般選

挙 

 

 

 

 目標又 改善策 

急 選挙 あ たため 適正 選挙事務 執行さ よう留意した  
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02-04-03(03) 

行政課 

 容 

(1) 選挙 概要 

ア 当日 権者数 人 

イ 投票者数等 人 うち期日前投票 1,600 人 不在者投票 68 人  

        日午後 時 分結了  投票率 ％ 

 

(平) 投票関係 

選挙期日 前回 成 19 4 平平 日 今回 成 平1 11 1 日

投票事務時間外経費 平,平5平,556 平,045,年41

投票事務従事者数 6平 人 5平 人

(年) 開票関係 

 前回 成 19 4 平平 日 今回 成 平1 11 1 日

投票事務時間外経費 585,619 平4年,911

投票事務従事者数 55 人 45 人

 開票速報 ム  アク 数 10/年1～11/平  件 

 

前回 選挙 種類 異 ため 一概 比較 い 最小限 人員

投開票事務を執行す こ た  

 

 成果及び評価 

民 身近 選挙 あ 投票率 向上す よう啓発を行 いく  

また 今回 選挙 投開票事務 ム 執行す こ た  
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款 0平 総務費 予 算 額 年,077,000

項 05 統計調査費  算 額 平,71年,144

目 01 統計調査費 国・県支出金 平,711,年11

使用料等 0

他 0

事

 

業

 

0年

～

07 

各統計事業 

財

源

訳

 

一般財源 1,8年年

大分類  効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 － － 

 目的 

  (1) 経済センサス事業 

   統計法 基 く基幹統計調査 すべ 事業所・企業を対象 し 活動

を 確 し 国 け 包括的 産業構造を 確 す 事業所等

を対象 す 各種統計調査実施 集団情報を整備す こ を目的 す  

  (平) 全国消費実態調査事業 

 統計法 基 く基幹統計調査 国民 暮 し向 を 家計 所得 消費 資

産 面 総合的 把握す こ を目的 す  

  (年) 国勢調査調査区設定事業 

    月 実施さ 国勢調査調査区 見直しを目的 す  

  (4) 工業統計調査事業 

   事業所数 従業員数 製造品出荷額 原 料使用額等を調査し 工業 実態を  

す 工業 関す 施策 基礎資料を得 こ を目的 す  

  (5) 世界農林業センサス事業   

    農林業 生産構造 就業構造を す 農林業 実態を総合的

把握し 農林行政 企 ・立案・推進 基礎資料を作 提供す こ

を目的 す  

 

 度ま 経過 

  (1) 経済センサス事業 
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02-05-01(03～07) 

行政課 

  実施さ 前回 企業・事業所統計調査 いう名称 実施さ い

基礎調査 本調査 あ 調査 容 異 前回 本調査を行 い  

  (平) 全国消費実態調査事業 

    実施さ ９月 月ま 月間 わ 指定 国

勢調査 調査地区利用 さ 地区 世帯を対象 行 い  

  (年) 国勢調査調査区設定事業 

  国勢調査 実施さ 前 調査区 見直しを行 い  

  (4) 工業統計調査事業 

    経済産業省 月 日を基準日 し 実施さ 度 調査

容 異 い  

  (5) 世界農林業センサス事業 

    農林水産省 実施さ  

 

 目標又 改善策 

  社会・経済情勢 変化 合わせ 各統計 調査項目 見直し 行わ こ

うし 統計資料 行政 教育機関 企業 幅広い分野 利用さ い 一方

個人情報保護法 施行以降 個人を対象 す 調査 行い く 調査員

確保 難しく い 登録調査員 確保を図  

 

 容 

  調査員 確保 い 登録調査員 ふさわしい方を紹介し 頂く う依頼す

調査員確保を図 ま 世界農林業センサス事業 い 調査 容及

び調査対象者 詳しい農事組合長 依頼し 殆 方 協力を得 こ 無事

終了し  

 

 果及び評価 

  統計調査員 協力 各調査を無事終え こ  

  ま 登録調査員 し 新 人 方 いす こ  
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款 0平 総務費 予 算  1,平07,000

項 06 監査委員費  算  1,1年0,740

目 01 監査委員費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ  0

事

 

業

 

0年 監査事務事業 

財

源

訳

 

一般財源 1,1年0,740

大分類   効率的 行財政運営 
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類  － － 

 目的 

公 合理的 能率的 行政運営を確保す た 監査基準 基 検査 監

査 審査等を実施す  

 

 成 度 経過 

  成 大口 監査基準を施行し 法令 制度改 等 情報を

成 成 成 適宜監査基準 見直しを図 毎 作成す

監査実施方針 監査計 基 監査 向 た  

 

 目標又 改善策 

本 財政 極 厳しい状況認識 会計経理 合規性及び 確性 事務処理

組織運営 合理化 経済性 効率性 効性 観点 立 監査を実施す

又 事務 機械化 伴う問 不 等 防 た 各部署 け 部監査

部牽制体制 確立を監査 合わせ 指 す  

 

 容 

(1) 例 出納検査 

会計管理者 保管す 現金 保管状況及び出納関係諸表等 係数 確性及び

出納 容を検証し 現金 出納事務 適 行わ い を毎 回検査した  

(平) 定期 定例 監査 

財務 関す 事務執行 適 能率的 行わ い 又 経営 係 事

業 管理 合理的 効率的 行わ い を監査した  
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02-06-01(03) 

監査委員事務局 

ア 第 回 成 日 日 生涯教育部 各課 議会事務局  

イ 第 回 成 日 日 地域協働部 建設部 各課  

(年) 算審査 

算そ 関係諸表等 確性を検証し 予算 執行又 事業 経営 適法

適 効率的 行わ い を主眼 審査した 又 財政健全化判断比率等

審査 合わせ 実施した  

ア 実施日 成 日～ 日 

(4) 行政監査 行政評価  

事務又 執行機関 権限 属す 事務 執行 合理的 効率的 行

わ い う を主眼 し 定期 定例 監査時 監査 い部課

い 算審査時 併せ 実施した 第 回定期監査 成 度 算

係 主要施策 成果報告書 事業評価 兼 容 たた 自治事務

し 事務事業評価 を 法定受託事務 し 合理化を図 た  

(5) 工事監査 

工事 技術調査を外部委託し 書類審査及び現地調査を行い 設計 施工等

設計図書及び 様書 基 い 適 行わ い を主眼 監査した  

ア 実施日 成 日 建設部 都市整備課  

イ 対象工事  大口 公共 水道汚水幹線築造工事 国庫第 － 工区 及び付帯工 

(6) 財政援 団体監査 

補 事業 執行状況 資金 出納状況 補 効果を主眼 監査した  

ア 実施日 成 日 

イ 実施団体 大口 商工会 地域協働部 地域振興課所管  

 

 成果及び評価 

成 度監査実施方針 沿 監査等を実施し 長及び議長へ監査及び審

査結果を報告した 更 各監査時 監査委員 指 等 加え 事務局

事前検査 担当課 部監査 部牽制体制 充実を喚起した 又 工事監査

技術士 専門的 立場 指 を受け 職員 技術向 今後 工事施工 参考

た  

監査事務全般 い 成 度監査実施計 基 間業務 ケ

ュ ル表を作成し 実施した結果 事務 合理化 効率的 執行 繋 た  
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款 0年 民生費 予 算  ィ0ん685ん000

項 01 社会福祉費  算  年9ん平56ん年0平

目 01 社会福祉総務費 国 県支出金 67ん700

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 社会福祉推進事業 

財

源

訳

 

一般財源 年9ん188ん60平

大分類  健康 安心 暮 災害 犯罪 強い社会 創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰 自立 生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 

●民生委員児童委員協議会 

 目的  

民生委員 児童委員 各地区 名 担当 地域 生活上 問 家族

問 高齢福祉 児童福祉 あ ゆ 分野 相談 応 言 調査 行うこ

び児童健全育成 主任児童委員 協力 地域活動 行うこ 目的

 

主任児童委員 全域 名 担当 児童福祉 関 事項 専門 児童関

係機関 連絡調整 地域 担当 民生委員 児童委員 一体 児童福祉

推進 こ 目的  

 

 成 度ま 経過 

  成 度 任期 初 度 あ 高齢福祉 児童福祉 あ ゆ 分野 相

談 応 こ う視察 研修 実施 資質 向上  

 

 目標又 改善策  

  地域 い 援 必要 生活困窮者 高齢者 子 父子家庭 障 い者 

 等 ま ま 理由 社会的 支援 必要 考え 人 相談

援 行 い 地域福祉 増進 図 活動 行うこ 目標 い  

96



03-01-01(03) 

福祉こども課 

 容 

(1) 民生委員児童委員協議会定例会( 月) 

(平) 身高齢者 高齢者世帯 状況確認( 成 1 月) 

(年) 各種研修会 福祉大会 参加(随時) 

(ィ) 敬老事業 協力 随時 祝い金配布 ９月  

(5) 特 養護老人 ム 愛訪問( 月 回) 

(6) あい 運動 地域安全パトロ ル活動( 月) 

(7) 県外研修 ７月 日 日 北海道勇払郡安 民生委員協議会 

北海道空知郡 富良野  

就労 支援(B 型) 香  

(8) 県 研修 月 日 名古屋地方裁 研修 裁 員制度 い   

 

 成果 び評価 

  誰 安心 暮 こ 地域 く 目指 地域 け 相談 支

援 ランテ 上述 う 様々 事業 実施 地域 安全

寄与 福祉分野 け 地域力 期待 今後ま ま 増大 こ 考

え 民生委員 児童委員 方々 地域 安全 担い手 活躍 こ

期待 支援 い い  

  

名古屋地方裁 裁 員制度 い 研修 
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款 0年 民生費 予 算  40,555,000

項 01 社会福祉費  算  年8,99年,598

目 0平 高齢者福祉費 国 県支出金 0

使用料等 57年,600

他 544,690

事

 

業

 

0年 高齢者福祉事業 

源

訳

 

一般 源 年7,875,年08

大分類   健康 安心 暮 災害 犯罪 強い社会を創造  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰 自立 生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 

 目的 

敬老事業 多 わ 社会 献さ 高齢者 長 を祝い 自 生活意

欲を高 実施  

単身高齢者 高齢者 閉 こ うつ状態 陥 い う 地域活動を通

地域社会 一員 積極的 コミュニケ ション 図 場

歳以 高齢者 ふ あい つ い事業を実施  

  

 成 度ま 経過 

  敬老祝い金事業 成 度 支給 象 齢を 段階 歳～ 歳

敬老券 歳～ 歳 千 歳～ 歳 万 歳以 万 を支

給 成 度 節目 支給 象 齢を設定 歳 千 歳

歳 歳 万 歳以 万 を支給 高齢者ふ あい

つ い事業を開始  

 

 目標又 改善策 

高齢者ふ あい つ い事業を通 高齢者 自発的 参加 各地区 敬

老事業 定着 う  

 

 容 

従来 敬老事業を 祝い金事業 高齢者ふ あい つ い事業 本立  
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03-01-02(03) 

健康生 い課 

(1) 敬老祝い金事業 

多 わ 社会 献さ 節目 齢 高齢者 長 を祝い 自 生活意

欲を高 祝い金を支給  

 齢 80 歳 85 歳 90 歳 95 歳 100 歳 合計 

象者 人  1年平 7平 年年 9 0 平46

事業費  660,000 7平0,000 年年0,000 90,000 0 1,800,000

 

(平) 高齢者ふ あい つ い事業 

各区長を始 区役員 民生委員 住民等 協力を得 地区 特性

独自性を生 高齢者ふ あい つ い 開催さ 事業 象人数 ，

人 うち 約半数 あ 人 高齢者 自発的 参加  

地区名 象人数 人 参加者数 人 補 ( ) 

秋  田 147 76 147,000 

豊  田 平08 85 平08,000 

大 屋 敷 1平9 67 1平9,000 

外  坪 95 45 95,000 

河  北 118 11年 118,000 

余  野 平19 9年 平19,000 

小 口 1年年 67 1年年,000 

中 小 口 156 11平 156,000 

小 口 平5年 107 平5年,000 

垣  田 61 平平 61,000 

さつ ケ丘 81 年9 81,000 

合  計 1,600 8平6 1,600,000 

 

 成果及び評価 

ふ あい つ い事業 地域 高齢者 コミュニケ ションを図 閉 こ

こ く い い 暮 せ 地域社会を創 こ を目的 高齢者

自発的 参加 各地区 独自性 特性を生 事業 実施さ  

こ 事業 つい 現行 け 地域 実施状況 問 点 整理を行い 一括

交付金 取 扱い 含 検討 必要 あ  

祝い金事業 つい 高齢者福祉施策を考慮 見直 を 必要 あ  
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款 0年 民生費 予 算 額 年年,114,000

項 01 社会福祉費  算 額 年平,449,607

目 0年 障 い者福祉費 国 県支出金 年76,887

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 障 い者福祉事業 

源

訳

 

一般 源 年平,07平,7平0

大分類  健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰 自立した生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 

 目的 

  主 福祉手当 支給 外出支援サ ビ 事業及びレ パイト利用料助成事業を行

うこ 障 い者 福祉 向上を図  

 

 成 度 経過 

(1) 福祉手当    

 成 18 度 成 19 度 成 平0 度

象者 人  5年1 5年年 55平

事業費  平8,767,000 平8,年89,000 平9,平年6,000

 (平) 外出支援サ ビ 事業  

 成 18 度 成 19 度 成 平0 度 

利用回数 1,6年平 1,761 1,678 

事業費  1,054,960 1,048,060 1,045,890 

 (年) レ パイト利用料助成事業 

 成 18 度 成 19 度 成 平0 度 

登録者数 人  1平 1平 9 

実利用者 人  1平9 170 1年7 

助成額  18年,560 177,5年0 165,060 
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03-01-03(03) 

福祉こども課 

 目標又 改善策 

  事業 障 い者 ニ を調査 研究し 使い すい事業 し いく  

 

 容 

(1) 福祉手当 

   福祉手当を支給す こ 障 い者 福祉向上 寄与す こ た  

   実績… 象者数：575 人 事業費：平9,968,000  

(平) 外出支援サ ビ 事業 

外出支援サ ビ 助成券(タクシ―料金 初乗 料金分)を交付す こ  

障 い者 外出促進をす こ た  

実績…利用回数：1,780 回 事業費：1,1平9,060  

(年) レ パイト利用料助成事業  

障 い者を日常的 護し い 護者 担を一時的 軽減す た 利用

料 一部を助成す こ 支援す こ た  

実績…登録者数：9人 実利用者数：95 人 助成額：97,7年0  

 

 成果及び評価 

障 い者及び 護者 し 経済的支援 し 福祉手当 支給 外出支援サ ビ

事業 レ パイト利用料助成事業を実施したこ 支障 く日常生活を送

こ 地域社会を目指す一助 った  

  後 おい 単 現金給付 く 現物給付を 含 た違う方法

障 い者 護者 快適 生活 住環境を目指し いく  
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款 0年 民生費 予 算 額 14年,966,000

項 01 社会福祉費  算 額 1年0,年44,平0平

目 0年 障 い者福祉費 国 県支出金 84,444,575

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

04 障 い者自立支援事業 

源

訳

 

一般 源 45,899,6平7

大分類   健康 安心 暮 災害 犯罪 強い社会を創  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰 自立 た生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 

● 護給付費等 

 目的 

  障害者自立支援法 基 護給付等 障害福祉サ ビ 提供 費用を

給付  

  利用者 担 い 原則 割 あ 各種軽減策 あ  

 

 成 度 経過 

  成 度 現在 事業を行 い  

給付 定を行うプロ 地域包括支援 ンタ 行う相談支援事業を組 込

ニ 沿 た支給 定を行 た  

 

 目標又 改善策 

  地域包括支援 ンタ 行う相談支援事業を有効活用 サ ビ

利用 適正化及び効率化を図 護給付費等を減 う  
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03-01-03(04) 

福祉こども課 

 容 

事業  延利用人数(人) 利用回数等 事業費( ) 国 県支出金( )

居宅 護 14年 1,461 時間 4,1平9,817 

行動援護 平年 平56 時間 1,0年7,740 

生活 護 年5 775 回 5,888,645 

児童デイサ ビ  6 1年 回 70,488 

短期入所 平0 105 回 9平6,平年1 

共 生活 護 1平 年65 回 1,087,6年0 

施設入所支援 47 1,年91 回 年,平05,7平1 

就労 支援 年6 66年 回 年,711,657 

旧体系施設支援 年68 8,09年 回 6年,976,545 

特定障害者特別給付費 145 年,987 人 1,711,445 

国 

4年,550,000

県 

平1,775,000

 

  

 

合     計 85,745,919 65,年平5,000

  

●自立支援医療給付費等 

 目的 

障害者自立支援法 基 主 腎臓機能障 い 人工透析含 人工関節置換術

及び心臓機能障 い等 手術費用等を自立支援医療給付費 更生医療

給付 障 い者 経済的 担を軽減  

  利用者 担 い 原則 割 あ 課税状況 応 担上限 設定

あ  

 

 成 度 経過 

  障害者自立支援法 基 身体障 い者 心身 状態 自立支援医療を

受け 必要 あ 障 い者又 世 他 世 員 所得 状況 治療状況そ 他

事情を 案 自立支援医療 種類 支給認定を行 い  
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 目標又 改善策 

  誰 自立 た生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 向け 障

い者 自立 た生活を送 うえ 必要 支援 給付を行う 安心 暮

送 う 力  

 

 容 

障害者自立支援法 基 滑 業 を行う た  

障 い部位 申請数(件) 利用者数(人) 更生医療費 担額( ) 国 県支出金( )

腎臓機能 

人工透析含  

18 18 4,0平6,平64 

肢体 自由 4 4 平04,979 

心臓機能 1 1 平4,平6平 

国  

平,500,000

県  

1,平50,000

合計 平年 平年 4,平55,505 年,750,000

 

●補装具給付費 

 目的 

  身体障 い者 失わ た身体機能を補完又 代償 た 補装具を購入 修理

費用を給付  

  利用者 担 い 原則 割 あ 課税状況 応 担上限 設定

あ  

 

 成 度 経過 

  購入 修理 合計件数 昨 件 件増加 全体 給付額 昨

， ， 比 ． ％増 た  

 

 目標又 改善策 

  生活向上 た 購入 た補装具 必要 時 アドバイ を 生活向上

改善を行え う  
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03-01-03(04) 

福祉こども課 

 容 

障 い部位 

購入 

件数 

修理 

件数 

件数 

合計 

購入支出額

 

修理支出額

 

支出合計額

 

国 県支出金  

    

義肢 0 1 1 0 5,768 5,768 

装具 年 1 4 年58,1年1 50,4平8 408,559 

遮光眼鏡 1 0 1 11,1平4 0 11,1平4 

盲人安全 え 1 0 1 4,8平0 0 4,8平0 

補聴器 4 0 4 平67,5年1 0 平67,5年1 

車い  4 1 5 577,101 平年,175 600,平76 

歩行補 え 1 0 1 9,8平6 0 9,8平6 

 国 

500,000

 県 

平50,000 

合計 14 年 17 1,平平8,5年年 79,年71 1,年07,904 750,000

 

●地域生活支援事業 

 目的 

  障 い者 自立 た日常生活又 社会生活を営 う 地域 特 

 性 利用者 状況 応 た柔軟 事業形態 事業を実施  

 

 成 度 経過 

  成 度 現在 事業を行 い  

支給 定を行うプロ 地域包括支援 ンタ 行う相談支援事業を組 込

ニ 沿 た支給 定を行 た  

 

 目標又 改善策 

  障 い者 自立 た日常生活並び 日常生活を営 う ニ

把握 ニ 合 たサ ビ 提供  
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 容 

(1) 相談支援事業 

障 い者 障 い児 保護者 護者 相談支援 情報 提供 言 を

行 た  

(平) コミュニケ ション事業 

聴覚 言語機能 音 機能等 意思疎通 支障 あ 方 た 手話通訳者及

び要約筆記者 派遣を行 た  

(年) 日常生活用具給付事業 

障 い者 日常生活 便宜を図 た 日常生活用具 給付を行 た  

(4) 移動支援事業 

屋外 移動 困難 障 い者 地域 自立支援及び社会参加を

を目的 外出 支援を行 た  

(5) 地域活動支援 ンタ  

創作的活動又 生産活動 機会 提供 社会 交流を 進 た 事業

等を行 た  

(6) 日中一時支援 

障 い者 日中 け 活動 場を確保 そ 保護者 就労支援及び一時的

休息を図 た  

(7) 更生訓練費 

身体障害者更生援護施設 入所 い 方 更生訓練費を支給 社会

復 進を図 た  
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03-01-03(04) 

福祉こども課 

事業  利用回数等 事業費( ) 国 県支出金( ) 

精神障害者相談支援事業 相談支援事業 年平年 回 867,114

地域包括支援 ンタ 相談支援事業  年47 回 6,780,8年7

コミュニケ ション事業 68 回 年平7,400

日常生活用具給付事業 141 件 年,平89,818

移動支援事業 1,67年 時間 5,598,858

地域活動支援 ンタ  1,709 回 1平,475,006

日中一時支援 5 回 49,104

更生訓練費 7 回 51,190

国 6,604,000

県 年,年0平,000

合計 平9,4年9,年平7 9,906,000

 

 成果及び評価 

  障害者自立支援法 基 く障害福祉サ ビ 利用 障害者医療及び身体障

い者 日常生活を容易 た 補装具購入 修理 費用 担 給付事業

大口 地域福祉 あ た地域生活支援事業を実施 た 障 い 有無

わ 人 人 当た 前 普通 生活を送 共

生社会 実現 寄 た 後予想 制度改正 い 情報収集

を正確 行い 迅 応を図 いく  
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款 0年 民生費 予 算 額 1平4,594,000

項 01 社会福祉費  算 額 118,844,554

目 04 福祉 療費 国・県支出金 年0,576,000

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 子 療費助成事業 

源

訳

 

一般 源 88,平68,554

大分類  健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰 自立し 生活 送 健康長 ・生涯現役社会 構築 

 目的  

子 健康 保持 増進を図 子 療費 一部を支給し子育 支

援 一助 す こ 並び 福祉 向上 寄与す こ を目的 す  

 

 成 度 経過 

  助成 象・方法 経緯 

 県 費 助 成  費 助 成 

象 齢 4 歳 誕生月末  8 歳 誕生月末  成 18 度 

成 19 度 

(乳幼児 療  

支給方法 

療機関窓口支払い無し

現物給付 

役場窓口申請 療費自己

担分 平/年 償還支払 

象 齢 

0 歳～6歳 達す 日以後

最初 年 月 年1 日  

15歳 達す 日以後 最初 年月

年1 日  

成 平0 度 

(子 療) 

支給方法 療機関窓口支払い無し 現物給付 

 

 目標又 改善策 

県費助成 単独助成 わ う 受給者番号を 別し 小学校就学時 受給

者証 更新を行 そ 折 受給者 し 啓発チ 助成金 税金

あ こ ェネ ック 薬品 利用を勧 療費 軽減を図  
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03-01-04(03) 

戸籍保険課 

 容 

中学校卒業 歳 度末 子 も 対し 保険診療 医療費等

自己負担分 全額助成を行 し 小学校入学前 通院 中学校卒

業 入院 対し 県費対象事業 し 小学校 中学校卒業 通

院 対し 成 月 町単独事業 し 対象 齢 拡大を行  

現物支給 い県外受診等 い 引続 償還払い 申請を役場窓口

受付けし  

(1) 受給者数 間 均                   単位：人  

 

 

県費対象分 町単独分 合  計 

成 平1 度 年,681     平,061 5,74平

成 平0 度 年,19平     1,9年7 5,1平9

増 減 489   1平4

61年

(1平.0%増)

 

 

(平) 助成額                         単位：  

 

 

県費対象分 町単独分 合  計 

1 人当  

助成額 

成 平1 度  60,年年5,886  55,81年,7平7 116,149,61年   平0,平平8

成 平0 度  56,91年,157   44,081,平97 100,994,454    19,691

増 減 年,4平平,7平9  11,7年平,4年0 15,155,159

  5年7

(平.7％増)

 ※ 成 度 乳幼児等医療分を含  

 

 成果及び事業評価 

子 も医療費 対象 齢 拡大 子育 をす 中 経済的負担を軽減す

も 少子化 核家族化 進行す 中 ゆ を持 子 もを生 育 こ

環境 整備 こ 大 成果 あ  
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款 0年 民生費 予 算 額 年平,67平,000

項 01 社会福祉費  算 額 年平,平80,85年

目 04 福祉医療費 国・県支出金 15,997,000

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

04 障 い者医療費助成事業 

源

訳

 

一般 源 16,平8年,85年

大分類   健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰 自立した生活 送 健康長 ・生涯現役社会 構築 

 目的  

心身障 い者 健康 保持 増進を図 た 医療費 一部を支給し福祉 向上

寄与す こ を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

成 度ま 単独 行 た精神障 い者へ 医療費助成 所得制限

い 成 県費助成制度 改正 さ 障 い者医療

別 新た 精神障 い者医療 す 助成 開始さ た  

 

 目標又 改善策 

福祉こ 課 障害者手帳交付者情報 受給者証発行 象者 し

案 し 漏 無い う受給者証 交付手続 事務を 滑 行 た  

 

 容 

一定 障 い あ 方を 象 受給者証を発行し保険診療 医療費等 自

己 担分 助成を行 た  
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03-01-04(04) 

戸籍保険課 

(1) 受給者数 間 均                   単位：人  

 

県費対象分 町単独分 合   計 

成 平1 度 平19 平19

成 平0 度 平平6 平平6

増 減  △7

△7

(年.1%減)

 

 

(平) 助成額                         単位：円  

 

県費対象分 町単独分 合  計 
１人当た

の助成額 

成 平1 度 年平,04年,971  年平,04年,971 146,年平0

成 平0 度 年1,984,197  年1,984,197 141,5平年

増 減 59,774 59,774

 4,797

(年.4%増)

 

５ 事業成果及び事業評価 

  支援を必要 す 方々 安心し 生活 ように 障 い者の医療に係 経済

的負担を軽減し 健康の保持増進に寄与した  
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款 0年 民生費 予 算 額 平0,年75,000

項 01 社会福祉費  算 額 19,年14,58年

目 04 福祉医療費 国・県支出金 9,616,000

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

05 子家庭等医療費助成事業

源

訳

 

一般 源 9,698,58年

大分類  健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰 自立した生活 送 健康長 ・生涯現役社会 構築 

 目的 

子家庭 及び父子家庭 父並び こ 家庭 児童 健康 保持 増進を

図 た 医療費 一部を支給し 福祉 向上 寄与す こ を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

  成 月 所得制限を設け 月 受給者証 更新を行っ い  

 

 目標又 改善策 

  月 受給者証更新時 養育費を含 た所得金額を基 受給資格審査を適正

行う  

  

 容 

児童 歳 度末ま 父 子家庭 父 児童及び 歳 度

末ま 父 い い児童を 象 受給者証を発行し 保険診療 医療費等

自己 担分 助成を行った  
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03-01-04(05) 

戸籍保険課 

(1) 受給者数 間 均                    単位 人  

 

 
県費 象分 単独分 合  計 

成 平1 度 486 486

成 平0 度 468 468

増 減 18

18

(年.8れ増)

 

 

(平) 助成額                          単位  

 

 
県費 象分 単独分 合  計 

1 人当た  

助成額 

成 平1 度 19,015,796  19,015,796 年9,1平7

成 平0 度 17,平95,980  17,平95,980 年6,957

増 減 1,719,816  1,719,816 

 平,170

(5.9れ増)

 

 成果及び評価 

父 子家庭 父 こ 家庭 児童 健康 保持増進を図 た

経済的 担を軽減し 生活 安定 寄与した  
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款 0年 民生費 予 算 額 1平,754,000

項 01 社会福祉費  算 額 1平,74年,年64

目 04 福祉医療費 国 県支出金 年,046,000

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

06 

精神障 い者医療費助成 

事業 

源

訳

 

一般 源 9,697,年64

大分類   健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰 自立した生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 

 目的  

  精神障 い者 健康 保持 増進を図 た 精神障 い者 医療費 一部を支

給し福祉 向上 寄与す こ を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

成 度ま 障 い者医療助成 中 単独 行 た精神障 い者へ

精神疾患 係 医療費助成 所得制限 い 成 新

た 独立した県費助成 精神障 い者医療制度 所得制限無し た  

 

 目標又 改善策 

受給者証 交付及び更新 い 福祉こ 課 自立支援受給者情報等を

得 漏 い う 案 す  

 

 容 

一定 精神障 いを持 方を 象 し 通院 自立支援受給者証を保持す 方

入院 医師 診断 あ た方 し 精神疾患 係 医療費等 自己 担分

助成を行 た  
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03-01-04(06) 

戸籍保険課 

(1) 受給者数 間 均                   単位 人  

 

 

 

県費 象分 単独分 合   計 

成 平1 度 57 147 平04

成 平0 度 47 149  196

増 減 10 △平

  8

(4.1れ増)

 

 

(平) 助成額                         単位  

  

 

 

県費 象分 単独分 合  計 

人当た

助成額 

成 平1 度   6,064,709 6,5平4,994  1平,589,70年 61,714

成 平0 度   平,941,195 6,平71,4年平   9,平1平,6平7 47,00年

増 減 年,1平年,514 平5年,56平  年,年77,076

  14,711

 (年1.年れ増)

 

 事業成果及び事業評価 

  福祉医療制度 見直し 入院 す 所得制限 廃止 アルコ ル等 依

存症 加えた新制度を 成 スタ トさせ 精神障 い者 医療 係

経済的 担を軽減し 自立した日常生活 社会生活 送 う支援を行 た  
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款 0年 民生費 予 算 額 年平,7年4,000

項 01 社会福祉費  算 額 年平,年年9,平06

目 04 福祉医療費 国・県支出金 1年,976,000

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

08 

後期高齢者福祉医療費助成

事業 

源

訳

 

一般 源 18,年6年,平06

大 類  健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類 (1) 誰 自立した生活 送 健康長 ・生涯現役社会 構築 

 目的  

  後期高齢者医療制度 加入者 うち 障 い者 精神障 い者等 方 健康 保

持増進を図 た 医療費 一部を支給し 福祉 向上 寄与す こ を目的 す

 

 

 成 度ま 経過 

  成 月ま 老人保健・老人医療制度 象者 うち 援護 必要 一定

条件 方 し 福祉給付金制度 し 医療費 助成を行 た 成 月

後期高齢者医療制度 開始さ 福祉給付金制度 精神障 い者

象 した後期高齢者福祉医療費助成制度 替わ た  

 

 目標又 改善策 

  歳以上 障 い あ こ 後期高齢者医療制度 加入す 資格 あ

方 し 福祉医療制度 周知を適正 行う  
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03-01-04(08) 

戸籍保険課 

 容 

後期高齢者医療制度の加入者のうち 障 い者 精神障 い者等の方の保険診療

医療費等の自己負担分の助成を行 た  

成２０ 月 こ ま の福祉給付金制度 後期高齢者福祉医療費助成

制度へ 変わ 給付方法を償還払い 現物給付 変更した  

成２０ ８月 県費助成 く た 暮し高齢者 い も 町

単独助成の経過措置 し 旧制度対象者 新制度対象者への助成を行 た  

(1) 受給者数 間 均                  単位：人  

 

 

県費対象分 町単独分 合  計 

成 平1 度 平5年 41 平94

成 平0 度 平69 47 年16

増 減 △16 △6

△平平

(7.0れ減)

 

 

(平) 助成額                        単位：  

 県費対象分 町単独分 合  計 

1 人当た  

の助成額 

成 平1 度 平8,0年9,908  年,907,065  年1,946,97年   108,66年

成 平0 度  平7,91平,408   1,606,860  平9,519,平68    9年,415

増 減 1平7,500  平,年00,平05  平,4平7,705

    15,平48

(16.年れ増)

 

 成果及 評価 

後期高齢者医療制度の加入者のうち 障 い者 精神障 い者等の方の医療費

係 一部を支給す こ 経済的負担を軽減し 健康の保持増進 寄与した  
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款 0年 民生費 予 算  年平んィ6ィん000

項 0平 児童福祉費  算  年1ん7ィ1んィ0イ

目 01 児童福祉総務費 国 県支出金 拡んィ拠7んイ00

使用料等 0

 平ん70拠ん拠ィ拠

事

 

業

 

0年 子育 支援事業 

財

源

訳

 

一般財源 1拡んイィイん0イ7

大 類   新 い時代 担う次世代 育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類  (平) 一人 尊重さ 社会 地域 子育 環境 実現

 目的 

誰 安心 子 産 育 社会 構築 目指 度

成 月 定 大口 次世代育成支援行動計 い 近 大

変化 あ 子育 環境 多様化 ニ 対応 再整備

子育 団体 協働 子育 支援策 進 同時 子育 団体 育成 図  

 

 成 度 経過 

大口 次世代育成支援行動計 定 役立 地域子育 情報提供事業

子育 孤立化防止支援事業 子育 文化総合 点 事業 子

育 安心 働 環境作 目指 実施  

特 保育園 放課後児童クラ 補完 サ ビ サ 事

業 実施 子 病気時 診察及 預 保育 病児 病

後児保育 実施 子育 情報 発信 子育 団体 協働

情報誌 作成  

 

 目標又 改善策 

  第 目標 成 月 作成 大口 次世代育成支援行動計

計 期間 中間 あ 次世代育成支援後期行動計 策定委員会 立

上 見直  
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第 目標 子育 団体 連絡協議会 作 子育 団体同士 連絡 連

携 図 体制 支援  

第 目標 サ 事業 い 事業 周知 更

利用 い方法 検討 い  

 

 容 

(1) 大口 次世代育成支援行動計 見直  

   次世代育成支援後期行動計 策定委員会  回実施 

 事業 

子育 文化総合 点 事業  

子育 孤立化防止支援事業  

 新規追加事業 

子 発達 成長 応 目 い支援事業  

保育園 幼稚園 小学校 中学校 連携 

大口 地域包括支援 ンタ 核 相談支援体制 充実 

中高生 自尊心 役立 感 主体性 育 事業  

赤 抱 体験 乳幼児 交流 育児体験  

中高生 自 居場所 感 場所 提供 様々 活動 通 多

様 価値観 生 力 育  

ウ 地元企業 協働 ワ ク ラ バラン 啓発事業  

子育 ベン 等へ 地元企業従業員 ラン 参加 協力 大

ッ 労働者 事 育児 バラン 生活 送 う 子

育 講演会等 開催  

(平) 大口 子育 団体連絡協議会 結成 

愛知県 子育 ネッ ワ カ 活用モ ル事業 委託 受 子育

団体 大口 子育 団体連絡協議会 結成 事業 通 情報交換 家

庭教育支援 図  
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 主 事業 

命 授業 

中学生 赤 芽生え 誕生 成長 過程 い 産師さ

様々 経験 話 い 子 持 親 気持 触 誕

生 喜 命 輝 感  

 

赤 抱 体験 

赤 親 触 合う 命 あ さ 重 思

春期 あ 中学生 感 い 命 尊さ 知 早い時期 子育

い 関心 持  

 

ウ 講演会 

演 ： 子育 脳科学 成果 利用 う  

講師：久保田 競 氏 

詳細： 脳 ？ 歳 大事 ？  
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赤 何 う教え 良い ？ 教育 母親

父親 参加 家族全員 い

脳科学 解説 子 育 大 学  

 

(年) サ 対象 齢 大 

地域 ニ 預 対象 子 前 度 就学前

上限 生 大 更 利用 幅  

ンケ 利用経験 少 い 利用意向 高い

 

 

 成果及 評価 

上述 う 成 度 大口 次世代育成支援行動計 計 期

間 中間 あ 施策展開 計 見直 重点 置 多方面

意見 聞 実効性 あ 大口 次世代育成支援後期行動計 策定

本 優秀 子育 団体 多数存在 立場 活動

さ い 団体個々 活動 県 事業受託

団体相互 集 大口 子育 団体連絡協議会 結成 今後 本

子育 支援策 展開 大 力 考え  

今後 子育 団体 始 地域 力 協働 大口 次世代育成支

援後期行動計 着実 実行 誰 安心 子 産 育

社会 構築 目指 い  
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款取 0年取 民生費取 予取 算取 額取 年ん845ん000

項取 0平取 児童福祉費取 取 算取 額取 年ん709ん年45

目取 01取 児童福祉総務費取 国 県支出金 0

使用料等取 0

そ 他取 7年8ん0平0

事

取

業

取

04取 母子通園事業取

源

訳

取

一般 源取 平ん971ん年平5

大分類取 取 新 い時代 担う次世代 育 取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

小分類取 (平) 一人 尊重 社会 地域 子育 環境 実現

取 目的取

国籍 性別 齢 障 い わ い 一人 人権 尊重

共生社会 実現 目指 就学前 心身 発達 遅 心配 あ 児童 対 ふ

あい 場 え 保護者 日常生活 必要 習慣 養う 心身

発達 長 保護者 対 子育 対 担感 安感 軽減

図 目的 取

取

取 成 度 経過取

取取取取対象 児童 園児 弟妹 い 子 多 一緒 連 参加

保護者 園児 集中 向 合え い状態 見 う 通

常 教室 い 療育 容 保護者 伝え い わ い点

理解 え い点 あ 取

取

取 目標又 改善策取

目標 保護者 園児 集中 療育 環境 取

保護者 他 施設 祖父母等 預 い 促 預

い場合 更生保護女性会 託児 行う 取

保護者 わ い療育 提供 そ 都度 母子通園 療育

容 目的 意味 伝え 心掛 う 共 理解 深

う 療育 容 わ 解説 便 発行 目指 取
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取 容取

(1)取集中 組 環境 取

ア取 対応取 託児 必要 保護者 通園時 更生保護女性会 託児 設置取

イ取 教室 様子取 別室 託児 行 親子 集中 療育 組

特 音楽療育 い 弟妹 い い分 人数 少

音楽 合わせ ゆ 過 せ母親 向 合う

取

ウ取 託児利用者取 組中 組取

(平)取 便 発行取

ア取 対応取 保護者 方 教室 行 い 療育 い 理解 深 頂

う 便 発行 取

イ取 教室 様子取 便 発行 教室 行わ い 一 一

容 意義 理解 え 取

ウ取 発行回数取 回発行取(11 月 月 月)取

取

取 成果及 評価取

成 度 スタ ト 本事業 上述 う 事業 容 検証及 改善

繰 返 徐々 あ 事業効果 向上 い 特 成 度

い 託児 いう形 更生保護女性会 方々 事業協力 得

住民 協働 地域 子育 支援 観点 特筆 べ 言え 託

児 側 側双方 喜 感  

取   今後 い 母子通園事業 乳児期 就園 就学期 含

子 継 目 い支援 う 体制 求 取
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款 0年 民生費 予 算 額 11,年85,000

項 0平 児童福祉費  算 額 11,平41,000

目 01 児童福祉総務費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

05 母子福祉事業 

財

源

訳

 

一般財源 11,平41,000

大分類   新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (平) 一人 尊重さ 社会 地域 子育 環境 実現

 目的 

  母子家庭及 父子家庭等 生活 安定を目指し 支援す こ を目的 す  

た 経済的支援 就業支援等 よ 保護者 児童一人 尊重

さ 自立した生活 送 よう 支援 充実を図 こ を目的 す  

 

 成 経過 

児童扶養手当受給者等                  (人) 

 成 18  成 19 成 平0

受給者数 平07 平平6 199

児童数 年平0 年40 年08

※各 年 年1 日現在 

 

 目標又 改善策 

  児童扶養手当受給者数 い 過去 間 大 変動 い状況 あ

そ た 経済的支援 い 前 同様 支援を行うこ し 就業

支援 い 県 行う就業 た 資格講 を周知す  
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 容 

(1) 児童扶養手当 

ア 支給対象 

児童及 養育し い 方 住所を し 次 要件 あ

歳以 歳到達 末日 児童を監護養育し い 方  

※受給資格者 前 所得 よ 支給制限あ  

ア 父 た 母 死亡した児童 

イ 父 た 母 重 障 い 状態 あ 児童 

  ウ 父母 婚姻を解消した児童 

  エ 父 た 母 引 続 以 行方不 あ 児童 

  父 た 母 引 続 以 拘禁さ い 児童 

父 た 母 引 続 以 遺棄さ い 児童 

キ 婚姻し い 生 た児童 

イ 支給額 

 児童 人  ， 額  

ウ 支払  

   

エ 受給者数等 

受給者数 人 児童数 人 

 (平) 就業支援 資格講 受講希望者  

   医療事務 1 人 ヘルパ 級 人 

 

 成果及 評価 

親家庭へ 支援 い 経済的支援 し 従来 児童扶養手当

を支給した 一方 就業支援 い 県福祉制 よ 母子家庭自立給付金 資

格講 受講 紹介 周知を図 た し し 就業支援 県福祉制 周

知 十分 いた 周知方法 い 一考を要す  
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款 03 民生費 予 算 額 14,323,000 円

項 02 児童福祉費 決 算 額 13,866,453 円

目 03 児童センター費 国・県支出金 782,500 円

使用料等 0 円

その他 19,500 円

事

 

業

 

03 児童センター運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 13,064,453 円

大分類 １ 新しい時代を担う次世代を育む 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (2) 一人ひとりが尊重される社会・地域ぐるみの子育て環境の実現

１ 目的 

児童に健全な遊びを与えて、子どもたちが個性を伸ばしながら、豊かな人間性と 

自ら学び考える力を身につけることにより、その健康を増進し情操を豊かにする。 

また、未就園児の親子に遊びを通してよりよい親子関係・友だち関係づくりの援

助や育児相談を行い、子育て支援することを目的とする。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

  地域の子育て支援の拠点として、各小学校区に設置された児童センターは、小学

生の児童にとどまらず、就学前の乳幼児やその親たちにも利用されその役割を果た

してきた。近年は比較的利用の少ない平日の午前中について、親子で触れ合う広場

事業の回数を増やしたり、町内で活動する子育て団体に積極的に利用してもらうな

どその有効利用に努めてきた。さらに、平成２０年度からは、南児童センターにお

いて、「住民の参画と参加のまちづくり」の実践としてＮＰＯ登録団体による協働事

業を実施し、一定の成果を挙げている。 

 また、北児童センターでは、中学生や高校生も多く利用しており、世代間交流が 

図られている。 
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３ 目標又は改善策 

  比較的利用の少ない平日の午前中については、その有効利用を考え、町内で活動

する子育て団体ともコミュニケーションを図り、地域での子育てを実践する活動拠

点を目指したいと考えている。 

  また、北児童センターで実施している「すくすくサポート事業」については、今

一度、利用者の目線に立ち、事業を再考していく。 

 

４ 内容 

  利用の少ない平日の午前中は、元気なまちづくり事業の助成期間を経て子育て団

体の自主事業として、「ふらっとルーム」を南児童センターで展開するなどし、その

有効活用に努めてきた。 

 (1) 利用状況（開館日数 287 日）                （単位：人） 

 

乳幼児 小学生 中・高生

団体利用

（乳、幼、小）

大 人 

（一般、団体）

計 

一日平均 

利用者数 

南児童センター 2,602 4,415 302 1,019 2,702 11,040 38

北児童センター 2,474 3,943 2,103 671 3,167 12,358 43

西児童センター 2,499 5,182 775 244 2,222 10,922 38

合  計 7,575 13,540 3,180 1,934 8,091 34,320 120

＊児童センターまつりの人数は含まない。 

 (2) 子育て支援事業 

 事 業 名 対 象 者 開 催 日 利用者 

めだか広場 3 歳までの親子

毎週月曜日･金曜日 

  67 回開催 

平均 15 組 

南児童センター 

なかよし 満 3 歳の親子 

第 1･第 3 火曜日 

  16 回開催 

平均 12 組
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コアラ広場 3 歳までの親子

毎週月曜日･金曜日 

  67 回開催 

平均 24 組 

北児童センター 

なかよし 満 3 歳の親子 

第 1･第 3 火曜日 

  16 回開催 

平均 16 組 

ちびっこ広場 3 歳までの親子

毎週月曜日･金曜日 

  69 回開催 

平均 21 組 

西児童センター 

なかよし 満 3 歳の親子 

第 1･第 3 火曜日 

  16 回開催 

平均 13 組 

(3) センターまつり 

  ア 北児童センターまつり・・・・ ５月２３日（土） 

  イ 南児童センターまつり・・・・１０月２４日（土） 

  ウ 西児童センターまつり・・・・１１月２８日（土） 

(4) 北児童センター創作活動室利用状況（午後９時まで） 

高  校  生 中  学  生 団 体 利 用 

  1,425 人（月平均 119 人） 83 人（月平均 7 人） 520 人（月平均 44 人） 

   ライブコンサート（３回開催）、 参加者数 ２５０ 人 

(5) 主な行事・事業 

ア 季節の行事 一年生歓迎会、母の日・父の日プレゼント作り、七夕会、敬老

の日プレゼント作り、クリスマス会、お別れ会 

イ 夏休み企画 ゼリー作り、木のおもちゃ作り、わくわく工作、うちわ作り、 

ふうりん作り、なるこ作り、ソフトバレー教室、ジェンガ大会、

流しそうめん、オセロ大会、スライム作り、国際理解講座（児

童向け）「おやつ付、外国のお話と楽器遊び」 

ウ 健 康 増 進 卓球、一輪車、ドッジボール、大なわとび、なわとビンゴ、玉

入れ、なんでもバスケット、体力測定、うらうらゲーム、鬼ご

っこ、ドッチビー 
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エ チャレンジ 分けリング、風船わり、二人三脚、新聞あそび、缶つみ、かる

たとり、はきリング、ストラックアウト、輪投げ、まきとり、

はんかち落とし、ボーリング、ドミノ倒し、缶ポックリ、豆つ

かみ 

オ そ の 他 センターまつり、Ｍｒスコップのほりあいコンサート、なんじ

ゃもんじゃ公演、ひと組（ほんわかシアター）観劇、野点（茶

会）、移動児童館、卓球大会、こま回し大会、折り紙教室、川柳

の日、おやつ作り（おはぎ・ミニシフォンケーキ・ロールケー

キ・プリンケーキ・焼きショコラ・バレンタインショコラ・フ

ルーツポンチ・ボールカステラ・ホットケーキ・焼きそば・ピ

ザ・クッキー・たこ焼き・おに饅頭・五平餅・パン等） 

 

５ 成果及び評価 

  児童の健全育成の場として、又は地域の子育て支援の拠点として、小学生の児童

にとどまらず、就学前の乳幼児やその親たち、そして、中・高生にも利用され、そ

の役割を十分果たせた。また、乳幼児健診の折に児童センターのＰＲをするなどし

て啓発に努めた結果、乳幼児とその親の利用者や子育て支援事業である広場事業の

参加者が増え、地域の子育て支援の拠点としての機能充実につながった。 

  今後は、児童という概念に捉われることなく、多彩な経験や技術を持った高齢者

を児童センターに招き、そのノウハウを子どもたちに伝承していくとともに、世代

間交流も図っていきたい。 
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款 03 民生費 予 算 額 11,743,000 円

項 02 児童福祉費 決 算 額 11,335,854 円

目 03 児童センター費 国・県支出金 4,588,000 円

使用料等 0 円

その他 2,642,650 円

事

 

業

 

05 児童クラブ運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 4,105,204 円

大分類 １ 新しい時代を担う次世代を育む 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (2) 一人ひとりが尊重される社会・地域ぐるみの子育て環境の実現

１ 目的 

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学１年生から３年生までの児童に対し、

授業の終了後や長期休みに児童センター等を利用し、適切な遊びや生活の場を与え、

健全育成を図ることを目的とする。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

  小学校のクラブハウスを利用してスタートした本事業も、その後、各小学校区に

設置された児童センターを中心に町内４か所で事業展開してきた。保護者の働き方

は多岐に渡るとともに利用ニーズも様々になり、それらに柔軟に対応するため本町

独自の制度として、一時利用制度を設けてきた。 

  また、利用形態については地域差があり、北児童クラブの利用者が増加傾向にあ

るため、北小学校の移転に合わせて北児童クラブも移転し、広いスペースで事業展

開を図る見通しができた。 

 

３ 目標又は改善策 

  北小学校の移転改築に伴い、北児童クラブも同小学校内へ移転することとなり、

これを機に室内の環境整備とともに児童定員数を見直すことなどを目標とし、関係

機関との調整を進める。 

  さらには、これまで休日としていた土曜日やお盆期間の開設について論議をし、 
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運用形態の改善に意を用い、翌年度から試行的に取り組むことができるよう、これ

に係る要綱等の整備を目標として取り組む。 

   

４ 内容 

名 称 開設場所 定員 開設時間 利用料 

南児童クラブ 南児童センター 35 名

北児童クラブ 北児童センター 35 名

西っ子ファミリー 西児童センター 35 名

西児童クラブ 

西小学校クラブ

ハウス 

35 名

平日（月～ 金曜日） 

授業終了後から 

午後 6 時 30 分 

夏・冬・春休み期間

（月～ 金曜日） 

午前 8 時 30 分から 

午後 6 時 30 分 

1,500 円／月 

 

＊一時利用は、

200 円／日

                                 （単位：人） 

 

南 児 童 
ク ラ ブ 

北 児 童 
ク ラ ブ 

西っ子フ

ァミリー 
西 児 童 
ク ラ ブ 

計 

申込利用者数 27 42 22 29 120

年

間 

総数 5,231 7,845 4,373 5,260 22,709

一時利用延べ人数 367 669 522  1,558

申込利用者数 8 25 17  50夏

休

み

期

間 

総数 134 448 284  866

            ※ 年間申込利用者数は、平成２２年３月１日現在である。 

 

５ 成果及び評価 

３小学校区で４か所の児童クラブ開設は、近隣市町に比べ充実した環境にあり、

ワーク・ライフ・バランスの推進に寄与できた。また、かねてから懸案事項であっ

た、北児童クラブの定員超過や土曜日のクラブ開設についても対応策の目途がつい

たことは大きな成果といえる。 

  しかし、児童クラブを利用する方の働き方は多岐に渡っており、それらのニーズ

に対応するには、他の保育サービスとの連携及び地域力の醸成が必要と考える。 
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款 0年 民生費 予 算  1イイんィ拡拡ん000

項 0平 児童福祉費  算  1イ平ん拡ィイん拠平ィ

目 0ィ 保育園費 国 県支出金 ウん平イ6んィイ拠

使用料等 110ん拠拠0ん0ウ拠

他 10んイウイん年年0

事

 

業

 

0年 保育園 営事業 

財

源

訳

 

一般財源 平ィん平年年ん拡イ拠

大 類  新 い時代 担う次世代 育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

類 (平) 一人 尊 さ 社会 地域 子育 環境 実現

 目的 

保護者 就労 昼間家庭 子 面倒 い場合 保護者

代わ 保育 行い 子 健全育成  

心身共 子 いう子 像 目指 新保育所保育

指針 養護 教育 一体 一人 個性 育 豊

人間性 育 生 力 礎 い  

家庭 連携 密 子 心身 状態 把握 保護者 対

支援及 地域 子育 家庭 対 支援等 行う役割 担う  

 

 成 経過 

  保育園 地域 子育 支援 点 観点

あ う！ わ う ッ 講 開設 実施  

  保育所保育指針 改正 伴い 教育 充実 大口 保育園 独自性 折

込 指 計 作成  

  日々 保育 中 人 人 わ 活動 行事 通 一人

成長 達 い  
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 目標又 改善策 

  養護 教育 一体的 う保育 進 豊 人間性 生 力 礎

う う  

  子育 支援 充実 向 子 成長 線 支え 学校 他機

関 連携強 目指  

新保育所保育指針 施行 伴い 作成 指 計 実践 合わ 保

育所児童保育要録作成 教育カ キュ 保育士チ ッ い

大口 独自 作 い  

 

 容 

  通常保育 乳児保育 延長保育 他 事業 行  

(1) 園児数及 保育士数 

 園児数              成 平平 年 1 日現在 位：人  

 保育園 中保育園 西保育園 保育園 合 計 

0 歳児 6 平 0 0 拠

1 歳児 10 拡 1年 拡 ィ1

平 歳児 拡 11 1イ 16 イ1

年 歳児 年6 ィ0 イィ 平ウ 1イウ

ィ 歳児 平拡 ィ6 ィ拡 年拠 16平

イ 歳児 年1 ィ拠 イ0 年0 1イ拡

合 計 1平1 1イ6 1拠1 1平0 イウ拠

 

 保育士数              成 平平 年 1 日現在 位：人  

 保育園 中保育園 西保育園 保育園 合 計 

正規保育士 6 ウ 拡 ウ 平拡

臨時保育士 10 1平 1平 拠 ィ平

調理員 平 年 年 平 10

栄養士 0 0 0 1 1

合 計 1拠 平平 平ィ 1拠 拠平
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(平) 特 保育 

 障 い児保育 

    心身 障 い 軽 あ 子 う い子 一緒 生活

互い 認 合い 共 育 合え 場 統合保育 実施  

    広場 参加 い 他機関 連携 強  

 

   地域交流保育 世代間交流保育  

地域 行事 参加 様々 方 交流 深 地域 開 保育園

推進 地域 掛 い 増え 交流

展 見  

七夕 夏祭  米 (田植え 稲 餅 ) 秋祭  

収穫祭 茶会 地区夏 舞い大祭 民体育祭 

御桜乃 交流 伝統芸能 表会  

中学生 職場体験及 家庭科授業 

中学生 ンテ  

堀尾金  
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(年) 日常保育活動 

保育所保育指針 領域(健康 人間関 環境 言語 表現) 網羅 指

計 作成 実践 齢 応 達 実現 様々 人 関わ

中 心 豊 さ 育  

 笑顔 い いわ 唄 元気作  

講師：中日子 会講師  

宅 邦夫先生  山崎 治美先生 

    実施： 成 日 火  

       成 日 水  

容：歌 合わ 楽 い動作 行 身近 あ 新聞紙 使

祖父母 触 合い 和 雰 気 中 楽 園児

祖父母 存在 大 感 う あ  

 

(ィ) 食育活動 

い  楽 食  心 体 元気 育 い 体育 知育

徳育 柱 食育活動 進  

日常保育 中 給食場面 紙芝居 通 食指 加え 献立

サンプ 展示 園 食育ニュ 家庭 意識 啓 協力

食育 関心 浸透 目指  

子 食育 い 農業体験 通 食育 推進 農業 活性

いう目的 地域 

団体 協働事業 始 園 あ  

種 苗植え 生長過程 世話 

収穫 行い 植物 地域  

方 触 合い 大  
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(イ) 保育士勉強会 

 保育所児童保育要録 作成 

新保育所保育指針 子 成長 線 支え 学校

連携 充実 う  

就学後 子 適 処遇 参考 う 幼稚園 保

育園 合同 会議 持 大口 独自 保育所児童保育要録 作成  

 

  齢 領域 設定表 作成 

   成 実施 向 現在 保育 容 確認 齢 応 経験さ

い 容 充実 今 積 大口 伝統

承 い 齢 領域 設定表 作 進  

   指 計 振 返 Ａサ 部 担い 日常保育

チ ッ 機能 位置 日常保育 充実  

   指 手引 精査 行い 新指 手引 活用

う 見直 行う  

 

  チ ッ 作成 

   成 実施 向 保育士 自己評価 大口 独自 チ ッ

作成 進  

新保育所保育指針 網羅 日常保育実践 振 返 他

養護 環境 食育 部 充実 う い  

    

  保育士勉強会報告書 作成 

過去 間 渡 プ 研究テ 設定

勉強会 行い 成果 報告書 作成  

今 保育 振 返 今後 保育 手引 い い  
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(6) 子育 支援事業 

 園庭開放 

就園 い い同 代 子 親 

交流 場 ～ 回 園 

庭 戯室 開放  

在園児 一緒 絵本 見 

親子 指 行  

子育 関 相談 行  

  園庭開放参加者数   各園 回開催 

   

 

 

 

 子育 講  

心 子育 う 子 育 親 家庭 果 役割 親

子 関 い 学  

あ う！ 

対象 入園前 子 保護者 

     実施 成 日 日  

参加者 組 

        成 日 土  

参加者 組 

     容 親 気付 子 一面 成長 見 子育 喜

自信 支援  

        土曜日 父親 様子 見 え さ 欲

い 感想 聞  

 

    

保育園 中保育園 西保育園 保育園 合 計 

平ィ拠 組 年イ0 組 平00 組 1ウイ 組 拡ウ年 組 
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子 心 育 ニコンサ 集い 

     対象 在園児 入園前 子 保護者 

     実施 成 日  

        西保育園  

参加者 保護者 人  

未就園児 人 

        成 日 火  

        中 保育園  

参加者 保護者 人  

未就園児 人 

容 ゆ 心地 い わ う 童謡 聴 親

子 一緒 歌 共感 あ 感性豊 子育 秘訣

中 学  

 

 成果及 評価 

保育所保育指針 改正 伴い 保育課程 中 教育 各保育園 独自性 さ

昔 伝承 あい 等 折 込 指 計 作成

保育 気付 質 向 今後 チ ッ

シ チ ッ 行い 実践 改善 い い 考え い  

以 総合計 示さ い 尺 照合 成果等 検証  

全 命 生活 いう視点 交通 全教室 避難訓練 不審者対

応 計 立 保育園児 保護者 啓 行 食育

取組 日々 保育 中 位置付 食 体 対 興味 知識 大

十 成果 見 さ 長児 行 い フッ 物洗口 実践 虫歯

減 い 数値的 成果 言え  

協働 共生 公 ンテ 団体等 協力 得 活動 増

え 徐々 協働 対 意識 醸成さ あ 中 今 西保育園

い 録団体 食育サ 皆さ 協働委 事業 実施  
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恒例 い 御桜乃 祖父母 交流 収穫祭 世代間交

流 生 人 対 思い 優 さ 感謝 生 い 癒 等 感 地域

全体 子育 行う機 感 統合保育 中 互い 刺激 合

い 触 合い 支え合い 成長 一人 自立 向 働 掛

行  

展 保育園 地域 子 子育 支援 観点 園

庭開放 子育 講 行い 子育 場 提供 保護者 ニ 把握

さ 母子 関 性構築 子育 等

点 置 課 整理 い い 考え い  

幼 保 中 連携 今後 情報共 留 目 い

支援 う い い  
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款 0年 民生費 予 算 額 14,5年9,平94

項 0平 児童福祉費  算 額 1年,年51,105

目 05 子育 応援特 手当費 国 県支出金 9,696,000

使用料等 0

そ 他 年,655,105

事

 

業

 

0年 子育 応援特 手当事業 

源

訳

 

一般 源 0

大分類   新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (平) 一人 尊重さ 社会 地域 子育 環境 実現

 目的 

現下 厳しい経済情勢 鑑 多子世帯 幼児教育期 子育 を支援す

こ を目的 し 幼児教育期 あ 第 子以降 子 い 世帯 世帯主 対し

子育 応援特 手当を支給す  

 

 成 度 経過 

  成 月 法案成立 成 月 月支給 向 申請等 準

備をした  

 

 目標 

  第 目標 し 受給者数 対象児童数 対象者全員 支給

う 周知 申請を促す  

第 目標 し 最初 支給日を 月 支給 う 目指す  

 

 容 

(1) 支給対象 子 成 月 日 い 小学校就学前 間 属す

子 す わち 成 月 日 成 月

日 間 生 あ 第 子以降 あ 児童 

※ 第 子以降 定 い 高校卒業 歳 子を基礎 す  
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※ 外国人 い 外国人登録原票 登録さ い 者 あ 正規在留

者 限 短期滞在 在留資格を除  

(平) 支 給 額 支給対象児童一人 万 千万  

(年) 受 給 者 支給対象 子 属す 世帯 世帯主 住民基本台帳 外国人登

録原票 情報を活用  

(4) 所得制限 し 

(5) 周知方法 支給対象者 申請書を郵送 幼稚園 保育園 周知リ フレ

ットを配布 

(6) 専用受付 成 月 日 月 日 日 役場 階第 会 

議室 定額給付金 時 受付 

 

 成果及 評価 

第 期支払を 成 月 日振込 第 期支払 月 日を最後 全対

象者 支給す こ た  

支給実績 

    

 

 

 

 

    受給対象者全員 支給 たこ 制度 周知方法 非 無 評価

た 施策 し 評価 い 一部 施策 意見もあ たも

そ 目的 多子世帯 子育 担 対す 配慮 あ 目 見えた効果

実感 いも 多子世帯 多少 恩恵 あ た 考え  

 

 対象者 支給者 

受 給 者 年49 人 年49 人

対 象 児 童 年61 人 年61 人

金 額 1平,996,000 1平,996,000
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款取 04取 衛生費取 予取 算取 取 1ん505ん000

項取 01取 保健衛生費取 取 算取 取 1ん平46ん平54

目取 01取 保健衛生総務費取 国 県支出金 0

使用料等取 0

そ 他取 1年エん6エ0

事

取

業

取

0年取 健康 推進事業取

財

源

訳

取

一般財源取 1ん106ん564

大分類取 取 健康 心 暮 災害 犯罪 強い社会 創造 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

分類取 (1) 誰 自立 た生活 送 健康長 生涯現役社会 構築取

取 目的取

住民一人 自分 健康 自分 いう意識 持ち 豊 人生

送 た 主体的 健康 組 支援 健康

環境 整え 目的 取

取

取 成 度 経過取

取 取 成 度 策定 た大口 健康 計 健康 ち 事業

基盤 成 度 健康分 運動 食生活 た ア

歯 健康 組 母子 成人 高齢者 保健事業 入

地域 中 健康 浸透 い う 健康推進員活動 健康

ち 作業部会 方 協働 推進 た 成 度 計 見直

大口 健康状態 住民 あ た計 う 新た 生活習慣病

予防分 ッ ン 骨粗 う症予防分 追加

住民 健康意識 健康水準 向上 う事業 展開 た 取

取

取 目標又 改善策取

取 取 中間評価 目標値 達 い い 点項目 塩分 減 組 た 害

啓 特定健診 検診 診率向上 強化目標 掲 健康 笑顔

健康推進員 活動 展開 取

取
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健康生 い課 

取 容取

(1)取 健康 ち 推進実施状況取

取

分 取 計取 取 取 取 推取 取 取 進取 取 取 取 取 取 容取 取

運

動

生

活

活

動

取

生活 中 運動効果 あ た 提案 住民検診 骨密度測定時 取

ン 紹 普及取

ン ッ 活用取

た 会 活用取

元気体操 広 う！ 体育祭 活用 体育指 員 協力要請 元気

体操 教室開催 取

取

食

生

活

取

味覚 ッ 住民検診 健康 時 取

塩分 減 方法 提案 取

歯部会 一緒 い 取

大口 産 旬 菜情報 効用 行 啓 広報等 取

菜 1 日 年50ｇ 摂 普及取

食事 ン イ 用い 適 周知取

取

早起 早寝 朝 推奨取

一日 ュ 立 取⇒取 私 日 目標 用紙 作成

活用 う取

一日一回誰 話そう 心 い 気 い ュ ョン 取

た

酒

取

動喫煙防止 組 た 録機関 拡大 紹 取

取 ⇒薬局 療機関 金融機関等 取

た 健康被害 周知 動喫煙防止 組 取

生活習慣病予防 歯周病予防 絡 活動取

喫煙指数 高い人 喀痰検査 勧奨 取

多 飲酒 体 及ぼ 影響 啓 ア 依存度 ッ 取

ッ ン 予防 酒

啓 取
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ア取 周知 啓 取

ア 私 健康 健康川柳 俳句 活用 広報掲載 取

イ 広報無線 ワン イン ア イ 取

広報誌 掲載 健康 ち 取

民 ャ 活動 ＰＲ取

健康 時 ッ ン 予防 絡 た健康 ち

推進取

取

イ取 点事業取

ア 生活習慣病予防 策 健診 診率アッ た 健診 啓 取

イ 中間評価 踏 え 推進取

計 推進者 健康管理取

特定健診等各種健診 診 特定保健指 参加 取

健康 笑顔 体制 構築取

歯

健

康

取

歯間 糸 う 普及 健康 時 啓 取

歯 健康 関 ン 掲 取

生

活

習

慣

予

防

取

ッ ン 予防取

特定健診 特定保健指 周知 啓 取

骨粗 う症予防取

骨密度測定時 筋力 ン 食生活 ア イ 取

予防取

情報 信 検診 た う 信 容 工 取

講演会 機会 商店等 出向 健診ち 配布 取
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04-01-01(03) 

健康生 い課 

(平)取健康推進員活動実施状況取

ア取 研修会取 回取

イ取 代表推進員連絡会取 回取

取 主 地 活動取 ン 大会 ン 健康教室 極拳等取

取 取 取 取 地 総延 参加人数取 約 ん 人 取

取 健康推進員全体 活動取 健康 ン 大会 住民検診取

取

取 成果及 評価取

取 取 健康 笑顔 健康推進員等 健康 担い手 人材育成 行

た 活動 通 個々 健康意識 健康水準 底上

い う 評価 い い 取

取 取 た 関係団体 抜本的 施策 見直 時期 い 取

後 戸籍保険課 関係部署 連携 療費分析等 い 中

地域 健康課 見 そ 施策 反映 地域 根 た活動 い

要 取

取

取
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款 04 衛生費 予 算 額 年平ん54平ん000

項 01 保健衛生費  算 額 年1ん平平1ん084

目 0平 予防費 国 県支出金 平64ん000

使用料等 0

そ 他 0

 

業

 

0年 予防 業 

財

源

訳

 

一般財源 年0ん957ん084

大分類   健康 安心 暮 災害 犯罪 強い社会 創  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 誰 自立 た生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 

 目的 

予防接種法等関係法 規定 基 感染症予防 た 乳幼児 学童 高齢

者 安定的 予防接種 機会 提供 安全 効 予防接種 実施  

 

 成 度ま 経過 

 予防接種法 規定 基 い 的確 実施 感染症予防 努 い 乳幼児期

予防接種及び高齢者インフ エン 予防接種 尾北医師会管 学童期 大口

及び扶桑 委託医療機関 間 通 接種 Ｇ及びポ オ 保健

センタ 集団予防接種 方法 実施 い  

成 麻 風 定期予防接種 象 齢 現行

加え 間 経過措置 中学校 生 高校 生相当 齢 拡大さ た  

また 日本脳炎予防接種 成 ７ 従来 日本脳炎ワクチン接種

積極的勧奨 差 控え い 接種 特 希望 場合 意書 署

定期接種 可能 あ  

  法 改正 国 通知 迅 応 接種率 向 接種漏 策 情報

周知 努 た 個 予防接種 い 市 接種可能 あ 主治医

高度 医学的 断 必要 場合 委託医療機関 外 接種 う 

 制度 整えた  
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04-01-02(03) 

健康生 い課 

 目標又 改善策 

  今後 法 改正 国 通知 迅 応 接種率 向 接種漏 策  

情報 周知 努 いく  

 

 容                           単 人 ％  

種     象者 被接種者 完了者接種率

Ｇ 平60 平40 9平.年 

ポ オ 回  5年1 48平 90.8 

種混合 第 期 回  8年8 7年1 87.平 

種混合 第 期追加 年16 平47 78.平 

麻 風 ＭＲ 第 期 平57 平54 98.8 

麻 風 ＭＲ 第 期 平46 平平8 9平.7 

麻 風 ＭＲ 第 期 平85 平59 90.9 

麻 風 ＭＲ 第 期 平10 187 89.0 

乳

幼

児

 

日本脳炎 第 期 回  

(年 歳～7歳ま

希望者) 

4年9 － 

種混合 平55 平年7 9平.9 

学

童

 

日本脳炎 第 期 － 9年 － 

高齢者インフ エン  4ん平平1 平ん676 6年.4 

 接種回数  

種混合第 期( 回) 種混合 人含  

 

 成果及び評価 

  個 予防接種 市 医療機関 接種 う たた

医 接種 可能 民 ビス 向 た 今 度

新型インフ エン 予防接種 開始さ たた 高齢者 インフ エン 接種率

％程 た 青 期 麻 流行 受 た麻 撲滅 策 国 緊急措

置 迅 応 割 接種率 た また 象者及び未

接種者へ 個 通知 周知啓発 行い 感染症予防 接種率 確保

努 た  
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款 04 衛生費 予 算 額 19ん748ん000

項 01 保健衛生費  算 額 18ん平04ん659

目 0平 予防費 国 県支出金 4ん年04ん000

使用料等 0

そ 他 887ん年00

事

 

業

 

04 成人保健事業 

財

源

訳

 

一般財源 1年ん01年ん年59

大分類  健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会 創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰 自立し 生活 送 健康長 生涯現役社会 構築 

 目的 

早期発見 早期治療 結び 予防 い 知識

普及啓発 行い 意識 向上 図  

 

 成 度ま 経過 

受診率 ％  

度 

胃  大腸  肺  前立腺 子宮  乳  

成 17 度 11.1 15.0 平年.0 － 11.5 11.6 

成 18 度 7.平 10.0 15.7 4.9 8.5 11.9 

成 19 度 8.6 1年.0 18.0 4.5 8.7 8.6 

成 平0 度 7.9 1平.6 17.1 5.4 8.年 8.8 

 

 目標又 改善策 

 受診率 向上 図 早期発見 早期治療 受診 向 啓発

精密検査 象者 ォロ 体制 検診 精度管理等 検診体制 整備 行 う  

ま 検診 受診機会 拡大し 受診し すい体制 く 行 う  
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04-01-02(04) 

健康生 い課 

 容 

実施回数等 分 

項目 集団検診 療機関 

実施回数 

実施機関 

＜ 胃 ＞ 

＜ 子 宮 ＞ 

＜乳:ＭＭＧ＞ 

＜乳：超音波＞ 

＜ 大 腸 ＞ 

＜ 肺 ＞ 

 

＜前立腺＞ 

4回 検診車  

4回 検診車  

年回 検診車  

平回 

民検診時 

胸部Ｘ線 民検診時

喀痰 民検診時  

回 

委託 療機関 い  

 成平 6 1日  

 成平平 平 平8日ま  

9 間

女性特 検診事業

 成平平 年 年1日ま  

国 女性特 検診事業 受 特定 齢 達し 女性 し

ク ポン券 検診手帳 発行 行う ま 女性特 検診 実施す 委託

療機関 所 所 拡大す  

 

 成果及び評価 

成 平1 度 検診実施状況               単 ：人 ％  

種 別 受診者数 受診率 要精検者数 精検受診率 発見数

胃 検診 4年5 8.9 58 8平.8 0

子宮 検診 587 1年.6 年 100 0

乳 検診 588 16.平 65 76.9 0

大腸 検診 698 14.5 45 86.7 4

肺 検診 965 平0.年 1年 100 1

前立腺 検診 80 5.年 8 87.5 1

 

受診 療機関 拡大 女性特 検診推進事業 乳 子宮 検

診 受診率 向上し  

周知啓発 い 健康クラ 笑顔 活動 い 機会あ ご チラ

シ 周知等 協力 得  

ま 精密検査 受診勧奨 療機関 本人 し 精密検査受診状況 確認

行う ォロ 体制 整え  

し し 受診率 県 国 均 比べ ま ま い状況 あ 今

後 未受診者 し 検診受診行動 結び くア ロ チ 広く周知す 方法

検討 検診 成 い 検討す 必要 あ  
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款取 04取 衛生費取 予取 算取 額取 平7ん587ん000

項取 01取 保健衛生費取 取 算取 額取 平4ん059ん年0平

目取 0年取 母子保健費取 国 県支出金 4ん581ん000

使用料等取 0

そ 他取 0

事

取

業

取

0年取 母子保健事業取

源

訳

取

一般 源取 19ん478ん年0平

大分類 取 取 新 い時代 担う次世代 育 取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

分類 取 (平) 一人 尊重 社会 地域 子育 環境 実現

取 目的取

多様化す 子育 環境 中 妊娠 出産 育児 通 母性 父性 育

乳幼児 皆 愛 心身 健 育 こ 目指 個々 発達 親

育児力 合せた保健指 行い 子育 総合的 支援す た 機

会 通 子育 すい環境 行う 取

取

取 成 度 経過取

乳幼児期 子 発育 発達状況 確認 疾病 心身障 い 早期発見

す た 乳幼児健診 月 月 歳 月 歳 実施 い

た 歳 月児 対象 た歯科健診 発達 育児 確認 行う場 位置

実施 成 月 事前通知 行う 診率 向上 図 た 取 取 取 取

そ フォ 必要 親子 対 健診後 フォ 教室 子育 相談室

充実 せ 的 支援体制 福祉こ 課 連携 進 い 取

た 少子化対策 組 成 度 一般不妊治療助成事業

開始 妊婦健診費用 公費 担 成 度 回 回へ拡大 た 取

取

取 目標又 改善策取

乳幼児健診 精神発達 要観察 挙 子 増加 伴い 健診後 フォ

体制 軽度発達障 い 子 対す 支援体制 整備 充実 図 取
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04-01-03(03) 

健康生 い課 

取 容取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取(単位 回 人 ％)取

健診 教室等取 間回数取 診者 診率 健診 教室等取 間回数取 参加者数

月児健診取 1平取 平年6 98.年

パパママ教室 取

取 プ ママ交流会取

1平取 64

月児健診取 1平取 平48 96.9 フ ッシュママ 会 6取 65

歳 月児健診取 1平取 平41 100.0

た 教室取

(健診事後フォ 教室)取

平年取 年18

歳児健診取 1平取 平60 98.1 離乳食教室取 1平取 155

歯科健診取 1平取 平平9 90.5 妊婦相談取 平4取 平平9

赤ち 訪問取 平16取 平16 90.8 子育 相談室取 平4取 1年4年

妊婦健康診査取 14

※

取 平657 71.8

育児サ ク 取

取 中学生等健康教育

5取 54

乳児健康診査取 平

※

取 417 8平.平 た 広場取 平1取 107

一般不妊治療助成事業取

申請者取 19 組取 うち 7 組 平0 度 あ 10

組 妊娠 繋 い 取

※一人当た 診限度回数取

取

取 成果及 評価取

取 取 月 月 歳 月 歳 健診 い 診率 ％以上 歯科

健診 い ％以上 昨 同様 高い 診率 維持 い 虐待 早期発

見 再発防止 観点 健診等 支援 見守 行い 必要 ケ ス 対 福

祉こ 課 連携 ケ ス検討 行 た 取

乳幼児健診 い 精神発達面 要観察 挙 子 増加 伴い 健診事後

教室 新規対象者数 増加 健診事後教室後へ 参加人数 前 度 比較 約

倍増加 た 教室参加後 必要 支援 う相談体制 整え 的

支援体制 福祉こ 課 関係部署 共 進 た結果 フォ 体制 整備

充実 図 あ 今後 親 育児支援 子 個々 発達 合わせた支

援 妊娠期 行 い 必要 あ 取
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款 04 衛生費 予 算  平6,610,000

項 01 保健衛生費  算  平5,平平8,91年

目 04 環境衛生費 国 県支出金 9平平,000

使用料等 1,065,440

そ 他 411,14平

事

 

業

 

0年 環境保全対策事業 

財

源

訳

 

一般財源 平平,8年0,年年1

大分類  未来へ引 環境保全 まち 活力を創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然 共生 た地域社会 良好 生活環境 確保 

 目的 

  環境 維持 向 を図 た 水質 大気を た環境衛生 向 を

目指  

 

 成 度ま 経過 

  水質調査 い 水系 状況を把握 い 必要 あ こ 近隣市

組織 尾張西部環境保全連絡協議会 市 一斉調査を実施 結果

検討 い 合同 実施 た  

 

 目標又 改善策 

  公共 水道 普及 伴い 河川等 水質 通水期 い 良好 推移 い

渇水期 水量 不足 魚 死骸 見受 水利権 問

あ 渇水期 水量 確保を図 必要 あ  

 

 容 

(1) 水質調査 回 月 月  河川 用水 地点を調査 

(平) 大気調査 回 月 月  地点 
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04-01-04(03) 

環境課 

 成果及び評価 

  水質 大気 調査結果 い 長期 わた さ い こ 経

的 水質 大気 状態変化 分 環境変化 デ タ 蓄積さ い こ

今後 環境施策推進 役立 考え  

  犬 猫等 道路 死体回収 い 住民 情報 対 的確 処理

こ 交通事故等発生 誘因排除 た  
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款 04 衛生費 予 算 額 181,649,000

項 0平 清掃費  算 額 179,859,平45

目 01 塵芥処理費 国・県支出金 0

使用料等 9,484,8年0

そ 他 10,00年,000

事

 

業

 

0年 廃棄物処分事業 

源

訳

 

一般 源 160,年71,415

大分類   未来へ引 継 環境保全 ち 活力を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然 共生した地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的 

廃棄物 適正処理を目的 可燃 共同処理及び廃棄物 最終

処分 埋立 処分 を委託 取 組  

成 新た 可燃 処理施設供用開始を目標 新た 処分場 

建設を進  

 

 成 度 経過 

  可燃 祝日回収を行う 回収時間 一定 う努 た た

近 可燃 を ラス 散 す 多いた ラス ネットを必要 場所

配 した  

  犬山 江南 大口 及び扶桑 新た 可燃 処理施設を建設す た

建設候補地 い 協議した  

 

 目標又 改善策 

  新た 可燃 処理施設 成 供用開始 向 協力し 取

組  
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04-02-01(03) 

環境課 

 容 

(1) 江南 扶桑 可燃 を共同処理す 江南丹羽環境管理組合

へ 担金 

(平) 陶磁器 割 ラス 埋立 埋 立 処分を三重県伊賀 民間処分

場へ委託 

(年) 新た 可燃 処理施設建設 た 尾張 部地域 焼却処理広域 第 小ブ

ロック会議へ 担金 

 

 成果及び評価 

  住民 協力 的確 塵芥処理 た  
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款 04 衛生費 予 算 額 84ん685ん000

項 0平 清掃費  算 額 76ん平5平ん6年9

目 0平 循環型社会形成費 国 県支出金 0

使用料等 1ん679ん100

そ 他 5ん459ん415

事

 

業

 

0年 減量 資源化事業 

財

源

訳

 

一般財源 69ん114ん1平4

大分類  未来へ引 環境保全 ち 活力 創造す  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 持 可能 循環型社会 創造 

 目的 

  資源 有効利用 可燃 減量 目的 廃棄物 分別 徹底 図 よ

循環型社会 構築 目指す  

 

 成 度 経過 

  焼却 減量 図 た 資源 サイク センタ 設置 有機資源保管場所

設置等 実施した  

 

 目標又 改善策 

  引 資源 徹底した分別 取 組 生 堆肥化 進 た

検討 行う  

 

 容 

  資源 サイク センタ 利用者 ， 人 成 度 ， 人  

   有機資源保管場所利用者 ， 人 成 度 ， 人  
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04-02-02(03) 

環境課 

 成果及び評価 

  可燃 減量 成 度比 ％ 減量 目標 進 い 各施策

浸透し 住民 方々 分別意識 高 一定 成果 表 可燃

減量 進 い 成 度 可燃 量 比較す 約 ． れ 減量

っ お 今後 循環型社会 構築 向 取 組 い  
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款 05 労働費 予 算 額 6,345,000  

項 01 労働諸費 決 算 額 6,126,264  

目 01 労働諸費 

財

源

内

訳

 

国・県支出金 0  

事 

業

 

03 勤労者支援事業 

使用料等 0  

そ 他 5,000,000  

一般財源 1,126,264  

総

合

計

画 

体 
 

系 

大分類   未来へ引 継ぐ環境保全 まち 活力を創造する 

小分類  (2) 環境 共生した産業 発展 

 目的 

町 在住する勤労者及び事業者 対し 必要 生活資金 融通を 滑 し生活

条件 維持及び改善 寄与するため及び勤労者 親睦 生活向上 福祉増進等 た

め 必要 事業を行うため 補助事業を行う  

 

 成 度ま 経過 

  町 事業所 代表者 組織する勤労青少 運営委員会 委託をし 毎 ボウリ

ング大会を開催し いる  

 

 目標又 改善策 

  勤労者協議会 

規約 則った会運営 会員 ため 事業展開 活発 るよう協議会 連絡を密

し 会議等を行う  

 

 

- 158 -



05-01-01(03) 

地域振興課 

 容 

 (1) 勤労者協議会 

  緩慢 会運営を改善す た 会長 替わ た を機 再構築 会員拡大を図

た 幹事会を実施した  

 (平) 勤労青少 日大口 大会 

 勤労青少 日大口 大会運営委員会 中心 勤労青少 日

設 い 月 ボウリン 大会を開催した  

 

 成果及び評価 

 (1) 勤労者協議会 

ア 実施事業 バスレ リエ ション 家族向  名 

イ 五条川 リ ンキャンペ ン 名 

ウ 幹事会 総会 回 

  家族向 バスレ リエ ションを新た 実施し 会員 好評 あ た こ

を機 会員へ 会 周知 会員拡大及び活発 事業展開 図 う補助を

し い  

 (平) 勤労青少 日大口 大会 

ア ボウリン 大会 参加人数 名 

  大会運営 た 運営委員 事前打合せ等 多 参加者 あ 働 若者

福祉向上 寄与し い  

 (年) 住宅資金 生活資金 預託事業 

  融資制度 あ 融資実績 い状態 あ 制度 見直し 預託金額

見直し 必要 あ  
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款 05 労働費 予 算 額 6ん568ん000

項 0平 失業対策費  算 額 5ん998ん186

目 01 一般失業対策事業 国 県支出金 平ん年年6ん年1年

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 

生活 用支援緊急対策 

事業 

財

源

訳

 

一般財源 年ん661ん87年

大分類  未来へ引 環境保全 ま 活力 創 す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (平) 環境 共生し 産業 発展 

 目的  

 米国 金融危機 端 発し 世界的 経済不況 日本 経済 用情勢

急 悪化し そ 影響 大口 及 い こ う 状況 緩和し 用

維持 生活 安定 資す 緊急的 措置 し 生活 用支援緊急対策

事業 実施す  

 

 成 ま 経過 

 事業主都合 解 用契約満了 止 離職さ 人 又

さ 人 対象 独自 緊急的 対策 し 次 事業 実施し  

(1) 生活 用支援相談窓口 設置 

(平) 宅 提供 ヵ月間 最長 間  

(年) 融資 伴う保証料及び利子 貸付利率 ％ 補助 

※解 等 居喪失者 対す 就職安定資金融資事業 厚生労働省 基

融資 限  

(4) 臨時職員 用 ヵ月間 最長 間  

(5) 事業所説 会 開催 

(6) ホ ヘ パ 級養成講 開催 
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05-02-01(03) 

地域振興課 

 目標又 改善策 

 宅 提供 臨時職員 用 引 実施す 経済 用情勢 実態

外 う ハロ ワ 連携 就職活動者 情報 収 し 事業実施

タイ ン 逸し い う留意す  

 

 容 

 引 生活 用支援緊急対策事業 し 次 こ 取 組  

(1) 生活 用支援相談窓口 設置 

(平) 宅 提供 ヵ月間 最長 間  

(年) 融資 伴う保証料及び利子 貸付利率 ％ 補助 

(4) 臨時職員 用 ヵ月間 最長 間  

(5) 農作業支援事業補助金 

 成 新 農作業支援事業補助 対策 加え 緊急

用創出事業 活用し 臨時職員 用 い 対象 未就職卒業者ま 拡大

し  

 

 成果及び評価 

(1) 提供す 宅へ 入居戸数… 戸 提供戸数 戸  

(平) 融資 伴う保証料及び利子 補助へ 申請件数… 件 

(年) 農作業支援事業補助金… 件 ，  

(4) 臨時職員 用人数… 人 

訳 生活 用支援緊急対策 係 事務 名 

資源 サイ センタ 業務    名 

道水路除草作業          名 

用情勢 依然 し 迷状態 い い 緊急 用創出事業 積極的

活用し 離職 余儀 さ 方 次 用ま 一時的 用 就業機会 創出

図 ま 就職安定資金融資 伴う保証料及び利子 補助 い 申請

い 中止す  
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款 06 農業費 予 算 額 14,59年,000

 01 農業費  算 額 1年,466,年64

目 0年 農業振興費 国 県支出金 100,840

使用料等 0

そ 他 年1,500

事

 

業

 

0年 農業振興事業 

財

源

訳

 

一般財源 1年,年年4,0平4

大分類   未来へ引 環境保全 ち 活力を創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 持 可能 循環型社会 創造 

 目的 

地域農業 持 可能 発展を支え た 支援を行う 経営感覚 優

た効率的 安定的 農業経営者 育成を目指  

 

 成 度 経過 

国 食糧施策 あ 米穀 生産調整方針 生産調整 要件を満た た

農家 対 成を行 た た 農作物 被害を ぼ ア ア イ

グマ等 地域 民 提供さ た出没情報を 江 猟 会 協力 駆除

被害防除 た  

 

 目標又 改善策 

国 支援策 併せ 担い手農家 経営安定を図 実需者 求 品質

収 応え う六条大麦 大豆 土地利用型作物 産地確立 う支

援を行う  
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06-01-03(03) 

建設農政課 

 容 

 (1) 水田農業経営確立対策 

成 度 大口 対 ｔ 米生産数 目標 割 当 基

準 収 ｋｇ a 面積換算 た後 各農家 対 保有水田面

積 約 ％を米生産目標面積 配分 た  

米生産目標面積以 作付 を行い 残 水田 主食用米以外 麦 大

豆 菜 何 作付 を行 た農家 対 成を行 た  

成 度 国 施策 合わせ 食料自給力向 た 自己保全管理 調

整水田等 不作付 水田 対 成 行わ た  

生産調整達成農家戸数 戸 うち 成対象農家数 戸 成対

象水田面積 び 成額 次 た  

 

ア 基本 成 生産調整を実施 た面積 応 成 

 
区  分 

補 金 

(10a 当た / ) 

成対象 

水田面積(㎡)

成金 

( ) 

麦 大豆 4,000 6平1,789 平,487,156

稲作認定農業者 

そ 他 作物 平,000 10,4年7 平0,874

麦 大豆 14,000 平6,平47 年67,458

景観作物 10,000 41,945 419,450記以外 者 

そ 他 作物 7,000 5年,6平6 年75,年8平

計 年,670,年平0
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イ 品質向 対策 稲作認定農業者 麦 大豆 品質別出荷 応 成 

 
区分 

補 金 

(1kg 当た / ) 

成対象 

出荷 (kg) 

成金 

( ) 

等 1平 17年,750 平,085,000

等 10 0 0大 麦 

合格 7 15,580 109,060

等 等 15 0 0

等 1年 1,年80 17,940大 豆 

合格 10 510 5,100

計 平,平17,100

 

(平) 農業近代化資金利子補給等 

農業者 対 融資機関 行う長期 金利 施設資金等 融資を 滑

地域農業 安定的発展を図 た 融資機関 貸付 た農業近代化資金等

利子補給 新規 借 入 申 込 対 審査 取 を行 た  

実績 利子補給額 ，  

 

(年) 有害鳥獣駆除 

農作物 被害を ぼ 有害鳥獣 駆除を江 猟 会 実施 た  

実績 カ ス 羽 ア 頭 バ 羽 
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06-01-03(03) 

建設農政課 

 成果 び評価 

大規模経営体を主体 土地利用型作物 六条大麦 大豆 生産振興を図

実需者 求 品質水準 応 た 大麦 大豆 産地確立体

制を強化 い 成 度 天候不 影響 前 実績を 回 た  

た 現在 不作付 水田 麦 大豆作 適合 い水田 ンゲ キカ

シ タ 等 地力増進効果 あ 景観作物 作付 を奨励 地力 向 生産

基盤 維持を図 た  

成 度 米 戸別所得補償モ 事業 実施さ 成 度 水

田以外 対象を広 た戸別所得補償 本格実施さ 予定 あ  

地域農業 持 可能 発展を支え た 支援 直売所等 販売経路 開

拓を検討 い 必要 あ  
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款 06 農業費 予 算 額 1平古平98古000

項 01 農業費  算 額 10古99平古667

目 0年 農業振興費 国 県支出金 年古508古150

使用料等 0

他 平84古99年

事

 

業

 

04 農業公園構想事業 

財

源

訳

 

一般財源 7古199古5平4

大 類  未来 引 環境保全 まち 活力 創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類 (1) 持 可能 循環型社会 創造 

 目的 

先人 ち 深い愛情 多 手間 保 広 美 豊

農地 財産 大 守 農地 持 多様 機能 十 活用

人々 ふ あい 健康 喜び 感 まち 行う 目的  

 

 成 度ま 経過 

(1) ま   成 度 開催 播種 成 度  

(平) 景観事業    成 度 播種 

(年) 朝市      成 月 日 開催 

(4) 代米     成 開始 

(5) 生 ミ堆肥   成 度 実施 

         成 月 河 エ ステ ション 開始 

(6) 豆狩     成 度 開催 

(7) ふ あい農園  成 度 開催 

(8) 野菜 ンテスト 成 度 開催 

(9) ＢＤＦ精製事業 成 度 開始 
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06-01-03(04) 

建設農政課 

 目標又 改善策  

大 自然 恵ま 田園風景 中 農業 魅力あ 産業 育成

循環型社会 構築 推 農業 通 地域住民 憩い

場 提供 転作等農業施策 調和 農業公園 具現  

Ｋ 環境 景観 交流 健康 教育 集約 結び 事業 通

農業 活性 図 食料 自給力 高  

 

 容 

(1) ま   毎 月 日 昭和 日 開催 

(平) 景観事業    成 度 作付面積 ， ㎡ 

(年) 朝市      毎 土曜日 午前 時 午前 時 ま  開催 

(4) 代米     成 度 オ ナ 数 組 

(5) 生 ミ堆肥   成 度 ｔ生産  

(6) 豆狩     成 度 名参加 

(7) ふ あい農園  所 開設 

(8) 野菜 ンテスト 名 入賞 

(9) ＢＤＦ精製事業 成 度 ， ℓ 精製 

(10) 農機具 ンタ  成 月 開始  件利用 

 

 成 及び評価 

事業 さ い 容 視点 え方 生

い  

農業公園構想事業 全体 推 い 容 あ 一 部署

関連 事業 推 い 合理的 い 今後 Ｋ

野 農業 軸 循環型社会 対応 検討 い  
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款 06 農業費 予 算 額 9年年ん000

項 01 農業費  算 額 79年ん750

目 0年 農業振興費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

05 農地流動化事業 

財

源

訳

 

一般財源 79年ん750

大 類   来へ引 環境保全 まち 活力 創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

類  (1) 持 可能 循環型社会 創造 

 目的 

優良 農地 確保 保全し 担い手 安定的 経営 向 た農地 利用集積 推

進す 大口 農業振興地域整備計 基 農業振興 た 各種施策

計 的 推進す 目的 す  

 

 成 度ま 経過 

担い手 育成 農業委員会 中心 昭和 農地銀行 創設

利用権設定 農地 流動化 促進し 担い手農家 大規模経営 実現 取

組 た  

また 大口 農業振興地域整備計 概 見直し 行わ 成

度 見直した現在 計 上位計 あ 第 次大口 総合計 基 農

業的土地利用 そ 以外 土地利用 確 区 し 自然的 社会的 経済的諸

条件 配慮し 農業 多面的機能 大 す 合理的 生

産性 高い農業 展開す た 計 的 土地利用 推進 目指し た  

 

 目標又 改善策 

合理的 生産性 高い農業 展開す た 面的 ま ま た優良農地 保全

し 担い手 安定的 経営 向 農地 利用集積 進 耕作放棄地 発生防止

努  
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06-01-03(05) 

建設農政課 

 容 

(1) 成 度 利用権 設定状況 

農地面積約 ｈａ うち 更新 含 ． ｈａ 利用権 設定 

(平) 成 度 大口 農業振興地域整備促進協議会 協議した件数及び面積

次 不況 影響 農振除外 相談件数自体 少 た  

ア 農家住宅及び 家住宅 件 ， ㎡  

イ 農産物加工工場 件 ㎡  

ウ 駐車場 件 ㎡  

エ 資材置 場 件 ㎡  

 料老人ホ ム 件 ， ㎡  

 学校用敷地 件 ， ㎡  

キ ル プホ ム 件 ， ㎡  

 用途変更 農業用倉庫  件 ㎡  

(年) 大口 農業振興地域整備促進協議会 農業振興地域整備計 変更 農振

除外 い 協議 行うた 成 度 回

会議 開催した  

 

 成果及び評価 

農地流動化推進委員 各農事組合 組 通し 農地 貸し手農家 掘 起

し 行い 成 度 ． ｈａ 件 水田 貸し手希望 あ 農

地 荒廃化 然防止及び担い手農家 規模拡大へ 誘 た 今後 貸し

手農家 掘 起 し 行い 耕作放棄地 発生防止 努 必要 あ  

また 総合計 都市計 マスタ プラン等 調整 図 計 的 土

地利用 推進し い い  
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款 06 農業費 予 算 額 年4ん786ん000

 01 農業費  算 額 年年ん156ん947

目 04 農地費 国 県支出金 6ん500ん000

使用料等 0

そ 他 195ん149

事

 

業

 

0年 土地改良事業 

財

源

訳

 

一般財源 平6ん461ん798

大分類  未来へ引 継 環境保全 ま 活力 創 す  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然 共生し 地域社会 良好 生活環境 確保 

 目的 

老朽化 進 土地改良施設 い 地元 要望 緊急性 事業効果 考

慮し 国庫及び県費補助 採択基準 基 施設 更新 行い 農作業労力 軽

減 農業用車両 安全確保 用排水 通水不良 改善等農業経営 合理化 目的

す  

 

 成 度ま 経過 

用排水路施設 含 土地改良施設 加 度的 老朽化等 進 補助採択

基準 基 健全 営農 支障 す恐 あ 緊急性 高いゲ ト及び用排水

路等 改修工事 次行 い  

 過去 実績 

  成 度 

   い排水工事 路線 ． メ トル 

   農村総合整備工事 路線 ． メ トル 

   ゲ ト維持工事     件 

   農業用施設修繕工事  件 

 

 目標又 改善策 

補助 示率 減少 工事 進捗率 低下 懸念さ 施工箇所選定

及び計画的 施工 合理的 事業 進  
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06-01-04(03) 

建設農政課 

 容 

土地改良施設 改良 改修工事 行  

(1) い排水工事  路線    メ トル 

 

 

 

 

 

 

着手前                  完了 

(平) 農村総合整備工事  路線    メ トル 

 

 

 

 

 

 

       着手前                  完了 

(年) ゲ ト改良及び維持工事   件 

(4) 農業用施設維持修繕工事  件  

水路維持工事 用水路維持工事  

(5) 農道整備工事        件 

 

 成果及び評価 

土地改良施設 改良 改修工事 用水路へ 土砂等 流入防止 農業車両

安全確保 成果 し 見 土地改良施設 老朽化 進 農業経営

合理化 図 日 ま 基金 活用し 土地改良施設 整備及

び維持管理 計画的 実施し い 必要 あ  
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款取 07取 商工費取 予取 算取 取 年09ん000

項取 01取 商工費取 取 算取 取 平6イん18ィ

目取 01取 商工総務費取 国 県支出金 0

使用料等取 0

そ 他取 1ィ9ん年00

事

取

業

取

0年取 消費生活推進事業取

財

源

訳

取

一般財源取 11イん88ィ

大分類 取 取 未来 引 環境保全 ま 活力 創造す 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (年) 自然 共生し 地域社会 良好 生活環境 確保取

取 目的取

消費生活 安定 目指し 消費者意識 高揚 消費者問 解 等 促進す 取

取

取 成 ま 経過取

成 ９ ま 消費生活団体 事業 委託し い 成

行政 消費生活団体 協働し 事業 行 取

取

取 目標又 改善策取

取 取 消費者団体 消費生活 関わ 事業 民 巻 込 展開し

い ま 民 消費生活上 ト 巻 込ま い う チ 広報

啓発す 消費生活相談員 充分活用し え う 周知 努

い 取

取

取 容取

取 取 取 消費生活団体 育成 び消費生活相談 多 債務者相談 開催し 消費者問

解 等 努 ま 消費者意識 高揚 愛知県発行 情報誌 あい

暮 し 広報誌 一緒 配 し 取

(1)取消費生活団体 活動取

取 大口 消費生活ク 会員９人 取

ＥＭ菌 入 廃油せ 作 事業 協働委託 取
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町民安全課 

ク わし 製作取

ウ 廃油せ び ク わし 販売 普 促進活動 朝 あい

ま 等 取

取 大口 し 会 会員 人 取

講演会開催事業 あ 脳 若返 取 回連 講 実施取 延 1イ年 人取

学校等 清潔 快適 暮 し 目指す ご 団子 配 し 取

ウ ボ ンテ 活動取 取 拾い 御桜乃 陶芸教室 取

(平)取消費生活講 取取

若者 消費者ト 対処法 大口中学校 生対象取 延 平年8 人取

取 講師取 尾張消費生活 相談員取

(年)取消費生活相談 付件数 件 取

取 相談員取 高木 美氏取

取 相談日取 毎月第 木曜日取 午前９時 午取

相談 容 不当請求 教室 講 解約 時代 反映し い 取

(ィ)取多 債務者相談 付件数 件 取

取 相談員取 特定非営利活動法人ク あし 会取

取 相談日取 毎月第 水曜日取 取 午後 時 ９時ま 取

(イ)取商品量目立入検査取

計量 基準 定 適 計量 実施 確保 目的 し 商品量目検査

店 検査対象店舗 し 実施し 取

取

取 成果 び評価取

各消費者団体 協働 趣旨 理解し い 諸事業 組 実施

消費生活相談 携帯電話 架空請求 不当請求 多 占 被害

未然防 更 啓発 必要 あ 次 消費生活相談員 処

遇 環境 改善 テ し 組 進 い 取
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款 0ウ 商工費 予 算 額 1イ6,0平年,000

項 01 商工費  算 額 1イィ,ウェウ,ウェイ

目 01 商工振興費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 イ1,ィ年6,ィェ6

事

 

業

 

0ィ 商工業振興事業 

源

訳

 

一般 源 10年,年イ1,平エエ

大分類  来 引 継 環境保全 まち 活力を創 す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類 (平) 環境 共生した産業 発展 

 目的  

(1) 商工業振興補助事業 

事業 合理化 設備近代化 進及び経営 滑化を図 た 融資を受 た

中 企業者 対し 担軽減 事業 振興 た 信用保証料及び利子 一部

を補助す こ を目的 す  

 (平) 商工会補助事業 

大口 事業を営 規模事業者 経営 改善発達を総合的 支援し 社会一

般 福祉 増進 資す こ を目的 組織さ た商工会 行う事業 対し 補助

金を交付す こ を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

 (1) 商工業振興補助事業 

   中 企業者 担軽減 事業 振興 寄与し 地域経済 維持 発展す た

成 月 緊急保証制度 信用保証料 利子補給補助制度を設 た

また 利子補給 期間を 成 月 こ ま 月間 月

間 した  

 (平) 商工会補助事業 

成 度 補助金交付要綱を見直し 補助事業 容 補助率を設

効率的 運用 さ う工夫をした  
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07-01-01(04) 

地域振興課 

 目標又 改善策 

 融資を受 た中 企業者 担軽減 た 補助業務を迅 行う  

 

 容 

 (1) 商工業振興補助事業 

  要綱 基 信用保証料 利子 一部 補助を行った  

(平) 商工会補助事業 

 規模事業者を主 した巡回 窓口指 相談 特 力を入 共

金融特別相談窓口 を 月 日ま 延長し 開設し 緊急保証等 資金

繰 相談 対応した また 一時的 休業等を行った中 企業者 対し支給さ

中 企業緊急 用安定助成金制度 対象 講習会を開設し 企業 従業

員 用維持 当たった そ 他 経営 情報 税務 講習会 税理士 弁護

士 相談会を開催した 地域 活性化 た 夏 ふ あいフ ステ バル

を行った  

 

 成果及び評価 

 (1) 商工業振興補助事業 

 商工業振興資金融資保証料補助金   年6 件 1平,エ年年,100  

 商工業振興資金融資利子補給補助金  平6 件  平,ウ06,エ00  

 緊急保証制度融資保証料補助金    10平 件 イウ,ウイ年,ィ00  

 緊急保証制度融資利子補給補助金   6ウ 件 1平,イェ平,ウ00  

県 商工業振興資金融資制度及び国 セ フテ ネット資金制度 基 実施

し い 経済状況 最 影響を受 すい中 企業 担軽減 寄与 た  

 (平) 商工会補助事業 

 商工業振興事業補助金           平6,ウ6ェ,ウウ1  

経営指 員 巡回指 件 窓口指 件 金融 税務 労

働等 規模事業者 事業経営改善を図 共 講習会 団 個別 延

回開催し 規模事業者 経営全般 関し寄与 た  
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款 07 商工費 予 算  45,555,000

項 01 商工費  算  4年,967,年18

目 0平 観光費 国・県支出金 6,771,000

使用料等 0

そ 他 900,000

事

 

業

 

0年 環境共生事業 

財

源

訳

 

一般財源 年6,平96,年18

大 類   未来へ引 継 環境保全 まち 活力を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類  (年) 自然 共生した地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的 

  春夏秋冬 五条川 せせ 心を潤し ふ あい 遊歩道 う

整備を実施す 五条川 桜 保全を図  

 

 成 度ま 経過 

  成 度 計 的 尾 自然歩道約７ｋｍを 愛知県観光施設費補助金

を受 整備した  

  五条川桜 保全 い 団体 協働委託を行い 実施した  

 

 目標又 改善策 

  尾 自然歩道 整備工事 い 成 度 整備計 終了す 今後

適 維持管理を行う  

 

 容 

  五条川 和橋 長 橋ま 尾 自然歩道を整備した また桜保存事業 い

大口 登録団体 協働 事業を実施した  
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環境課 

 成果及び評価 

  尾 自然歩道 整備 完了した 桜 木 老 目立ち始

住民 方々 大口 桜を保存す こ 今後 大 課  
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款 08 土木費 予 算 額 101,591,000

項 0平 道路橋 ょう費  算 額 99,6年8,平55

目 01 道路橋 ょう維持整備費 国・県支出金 0

使用料等 17,871,年年平

そ 他 0

事

 

業

 

0年 道路維持管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 81,766,9平年

大 類  未来へ引 継 環境保全 まち 活力を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類 (年) 自然 共生 た地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的 

各行政区 要望を基 現地調査を行い 緊急性 事業効果を考慮 道路及

び道路施設 補修 維持工事を行い 快適 安全 住環境 整備を促進 道路樹

木 適正 維持管理を行い 潤い あ 道路景観を確保す を目的 す  

 

 

 成 度ま 経過 

地元 要望を基 安心 安全 確保を図 た 事業 容 す事業を実施

い  

また 住民 方 最 身近 緑 日常生活 潤い 憩いを与え 道路植栽

管理を適 実施 い  

 

 

 目標又 改善策 

道路樹木及び河川敷併用道路部 維持管理 い 地元団体へ 委

い 積極的 発注を行い 委 箇所を随時増 い  
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建設農政課 

 容 

舗装工事 側溝整備工事 道路維持修繕等工事 交通安全 策工事 側溝横断管

浚渫工事 また 道路補修及び清掃 草 道路 樹木管理 除草

消毒 剪定等を行 た  

(1) 舗装工事       件 

(平) 側溝整備工事     件 

(年) 道路維持修繕等工事  件 

(4) 交通安全 策工事    件 

(5) 側溝横断管浚渫工事   件 全域  

 

 

 成果及び評価 

住民 要望 多岐多彩 わた 中 道路維持修繕 交通安全 策 側溝横断管浚

渫 い 住民要望 応 た  

快適 安全 住環境を た交通安全 策・道路施設 長 命化 た 維持

管理等 今後 重要 事業 あ 老朽化 い 道路を維持管理す た 基準

を策定す 必要性 あ  

また 河川敷併用道路部 維持管理 い 成 度 実施 た地

元団体等へ 委 目標以上 成果を挙 今後 拡 期待  
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款ょ 08ょ 土木費ょ 予ょ 算ょ 額ょ 16年,164,01平

項ょ 0平ょ 道路橋 う費ょ ょ 算ょ 額ょ 1年9,859,876

目ょ 01ょ 道路橋 う維持整備費ょ 国 県支出金 8,500,000

使用料等ょ 0

そ 他ょ 平0,781,1平0

事

ょ

業

ょ

04ょ 道路整備事業ょ

財

源

訳

ょ

一般財源ょ 110,578,756

大分類 ょ ょ 未来へ引 継 環境保全 まち 活力を創造す ょ
総

合

計

ょ

体

ょ
ょ

系

ょ

小分類 ょ (年) 自然 共生 た地域社会 良好 生活環境 確保ょ

ょ 目的ょ

各行政区 要望を基 緊急性 事業効果を考慮 地元調整を行い 県費補助

採択基準 基 道路 改良 拡幅等 工事を行い 快適 安全 環境 整

備促進す こ を目的 す ょ

ょ

ょ 成 度ま 経過ょ

成 度 ょ 道 合線交通安全施設 歩道設置 整備工事を実施 い

途中 成 度 度 緊急性を考慮 大之瀬橋橋 う

改築工事 伴う 道 袋小牧線等 改築を県費補助事業 行 た 成

度 再開 道 合線交通安全施設 歩道設置 整備工事を行 い ょ

ょ

ょ 過去 事業実績 道 合線交通安全施設 歩道設置 整備工事 ょ

ょ ょ 成 度ょ Ｌ＝ メ ルょ

ょ ょ 成 度ょ Ｌ＝ょ メ ルょ

ょ ょ 成 度ょ Ｌ＝ょ メ ルょ

ょ ょ 成 度ょ Ｌ＝ょ メ ルょ

ょ ょ 成 度ょ Ｌ＝ メ ルょ

ょ

ょ

ょ
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08-02-01(04) 

建設農政課 

ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 成 度ょ ょ 成 度ょ ょ 成 度ょ

道路改良工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ょ ょ 道路拡幅工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ょ ょ 道路新設工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ょ ょ 歩道設置工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ょ ょ 歩道改良 歩道 面 ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ょ ょ 道路整備 た 用地購入ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ょ

ょ

ょ 目標又 改善策ょ

補助 示率 減少 工事 進捗率 下 懸念 た 施工箇所選定

及び計 的 施工 合理的 事業を進 ょ

ょ

ょ

ょ

ょ
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ょ 容ょ

(1)ょ現況 道 合線 大型車を含 一般交通 滑 通行 歩行者 安全を確

保す こ 出来 いた 地元 強い要望 あ 成 度 交通

安全施設 歩道 整備 た 交通安全施設 歩道設置 整備工事 幅

員 ． ｍ 歩道設置を行 い 全体延長 ｍ うち今 度 ｍ

を施工 道 合線 整備 い 完了 た ょ

ょ

ょ

 

 

 

 

 

ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 着手前ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 完了ょ

ょ

(平)ょ整備実績ょ

アょ 道路用地 購入ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

イょ 道路拡幅工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ウょ 歩道設置工事ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 路線ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ

ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 着手前ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ ょ 完了ょ

ょ
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08-02-01(04) 

建設農政課 

ょ 成果及び評価ょ

道 合線 い 国道 号線 大口 仲沖 河 地 及び犬山 椿地区

を結ぶ 要 路線 大型車を含 車 交通 多 付近 河 グラウン

仲沖集会所 自動車学校 あ 尾張広域緑道 交差 歩道利用者 多

こ 歩行者 安全を確保す こ た ょ

また 道路 必要 用地 購入 水路等を有効 活用 た既設道路 改良 拡幅

工事 歩行者 安全確保 た 道路整備工事を行 た ょ

道路拡幅 緊急車両 進入路 確保等 快適 安全 環境を す道路整

備事業 今後 要 事業 あ 考え ょ

今後計 的 道路整備を実施 い た 道路整備計 を策定す 必要性

あ ょ
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款ょ 08ょ 土木費ょ 予ょ 算ょ 額ょ 60,998,000

項ょ 0平ょ 道路橋 う費ょ ょ 算ょ 額ょ 10,574,741

目ょ 01ょ 道路橋 う維持整備費ょ 国 県支出金 0

使用料等ょ 0

そ 他ょ 0

事

ょ

業

ょ

06ょ 橋 う整備事業ょ

財

源

訳

ょ

一般財源ょ 10,574,741

大分類ょ ょ 未来へ引 環境保全 まち 活力を創 ょ
総

合

計

ょ

体

ょ
ょ

系

ょ

小分類ょ (年) 自然 共生 た地域社会 良好 生活環境 確保ょ

ょ 目的ょ

築 さ 数 経ち老朽 た橋 う 長 命 た 補修又 改築

及び緊急車両を 歩行者及び大型車を含 車両 安全 通行を確保 た

橋 う 拡幅 快適 安全 住環境 整備促進 こ を目的 ょ

ょ

ょ 成 度ま 経過ょ

(1)ょ大之瀬橋橋 う改築工事ょ

ょ ょ ょ 成 度ょ ょ ょ 橋 う改築工事 部工 [県費補 ]ょ

ょ ょ ょ 成 度ょ ょ ょ 仮歩道橋設置工事ょ

ょ ょ ょ 成 度ょ ょ ょ 橋 う改築工事 部工 ［県費補 ］ょ

ょ ょ ょ 成 度ょ ょ ょ 仮歩道橋撤去工事ょ

(平)ょ堀尾橋橋 う拡幅工事ょ

ょ ょ ょ 成 度ょ ょ ょ 実施設計ょ

ょ ょ ょ 成 度ょ ょ ょ 橋 う拡幅工事 部工 ょ

(年)ょ大口橋橋 う整備工事ょ

ょ ょ ょ 成 度ょ ょ ょ 予備設計ょ

ょ

ょ 目標又 改善策ょ

本 管理 道路橋 現在 橋あ こ うち建設後 を経過 橋

う 橋 ． ％を占 今後 後 こ 割合 ％を占
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08-02-01(06) 

建設農政課 

急 橋 う 高齢 進 こ う 背景 今後増加 い こ 見

込ま 橋 う 修繕 架 替え 要 経費 コスト縮減を図 た 道路交

通 安全性を確保 こ ま 事後保全的 応 計 的 予防的

応 転換 長 命 修繕計 を策定 い ょ

ょ

ょ 容ょ

(1)ょ堀尾橋 歩道 車道部 い 堀尾橋 側 道路線形 悪いた

大型車 違い 困難 あ こうい た状況を改善 う地元 強い

要望 あ 歩行者 大型車を含 車両 安全 通行を確保 た 堀尾橋

歩道を設置 車道線形 見直 を図 た 成 度 引

堀尾橋 部工 架設を行 た ょ

(平)ょ大口橋 築 さ 数 経ち老朽 また現在 幅員 緊

急車両 通行 十分 いた 橋 う改築 向 橋 位置 周

辺整備 至 ま を地元 方 ワ クショップ 成果 基 成

度 予備設計 引 実施設計を行 た ょ

 

ょ 成果及び評価ょ

堀尾橋橋 う拡幅工事 部工 施工 い 一部 度を繰 越 こ

た 作業中 安全確保 た 通行止 作業を行い短期集中 施工

工程計 交通規制 期間を極力短 こ 度 架設ま 完了

こ た ょ

大口橋 架 替え 向 実施設計を作成 た ょ

実施設計 い 地元住民 方 参加 ワ クショップを実施 こ

合意形成 図 た実施設計 完了 こ た また 橋 う維持

管理事業 橋 う 長 命 を計 日 まち 基金を活用 た

整備計 策定 向 ょ
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款 08 土木費 予 算 額 15,950,000

 0年 河川費  算 額 15,4年5,000

目 0平 河川維持整備費 国・県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

04 河川排水路整備事業 

財

源

訳

 

一般財源 15,4年5,000

大分類   未来へ引 環境保全 まち 活力を創造す  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然 共生した地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的 

各行政区 要望を基 現地確認を行い 緊急性 事業効果を考慮し 排水路

河川施設 改修及び維持工事を行い 快適 安全 住環境 整備促進す こ を目

的 す  

 

 成 度ま 経過 

成 ９ 度 吹 水路 改修工事を 大口中学校 建設 伴う道路改良 同

時 整備した 成 度 郷浦排水路 接 す 下流側 整備を行 た  

 

 目標又 改善策 

流下能力 不足す 水路 い 各行政区 要望を基 緊急性 事業効

果を考慮し 次排水路 河川施設 改修及び維持工事を行う  
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08-03-02(04) 

建設農政課 

 容 

浸水被害を排除す た 吹 水路 改修工事(約 ｍ)を実施した  

 

     

着工前                   完了 

 

       

着工前                   完了 

 

 成果及び評価 

吹 水路 改修工事 完了したこ 付近 浸水被害 減少す こ 期待

 

近 多発す 集中豪雨 被害を最小限 す た 排水路 河川施設 改修

及び維持工事 今後 要 事業 あ 考え  
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款 08 土木費 予 算 額 117,9平5,950

項 0年 河川費  算 額 117,79年,平00

目 0平 河川維持整備費 国・県支出金 年7,000,000

使用料等 0

そ 他 80,平平6,平00

事

 

業

 

06 調整池整備事業 

財

源

訳

 

一般財源 567,000

大分類  未来へ引 継 環境保全 まち 活力を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然 共生した地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的 

都市化さ た宅地等 面積増加 伴う雨水 流入 浸水被害 発生を防止す

た 河川 水路 改修・整備等を計 的 進 い 必要 あ 同時 雨

水を河川 直接流入させ いた 対策 取 組 こ 要 あ  

そこ 調整池 整備 雨水排水 調整機能を充実させ こ 浸水被害

を軽減し安全 住環境 整備促進す こ を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

成 度 調整池基本設計業務委託 

成 度 調整池詳細設計業務委託 

成 度 調整池整備工事 

仮設工法 変更 伴い 成 度 繰 越し った  

 

 目標又 改善策 

大口 流域水害対策計 基 成 ま ， ㎥分 調整池

整備を進 こ を目標 成 度 繰 越した余 調整池 工事を完了

す  
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08-03-02(06) 

建設農政課 

 容 

余 1 号緑地 調整池( ， ㎥)を建設した  

            

着工前                    施工中 

 

                   

           完了                                内部 

 

 成果及び評価 

余 号緑地(余 地 ) 余 調整池( ， ㎥)を建設す こ 被

害 軽減 期待  

また 日 まち 基金 設置 そ 基金を活用す こ 今後 整

備計 策定し す ったこ あ 整備計 策定 向 努  
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款 08 土木費 予 算 額 8年0,000

項 04 都市計画費  算 額 7年5,000

目 01 都市計画総務費 国 県支出金 50,000

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 都市計画推進事業 

財

源

訳

 

一般財源 685,000

大 類   未来へ引き継 環境保全 まち 活力を創造す  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小 類  (年) 自然 共生した地域社会 良好 生活環境 確保 

 目的  

  都市計画法第 条 都市計画 関す 基礎調査 基 き 都市計画区域

土地利用 都市施設 法適用状況等 い 調査を行い 都市計画行政 基礎的

デ を整備す 以下 都市計画基礎調査 いう  

 

 成 度ま 経過 

  度別主 都市計画現況調査項目 

  成 度  ン別人口 齢 性別人口 建物用途別現況 建物構造

階数 

  成 度  居住状況 土地利用現況 宅地開発 開発許可状況 農地転用

状況 建物用途別床面積 建ぺい率 容積率 

  成 度  道路 整備状況 

  

 目標又 改善策 

都市計画基礎調査 成 度 ヵ 計画 実施し 成 度

都市計画道路 現況を把握す ため 密集市街地 状況 幅員別道路現況 い

調査を行う  
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08-04-01(03) 

都市整備課 

 容 

  成 度愛知県都市計画基礎調査要綱 基 き調査を実施した  

 

 成果及び評価 

  都市計画マス プラン 見直し時 使用す 大 デ あ 成果品

を効率的 利用し いきたい  
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款 08 土木費 予 算 額 9,平48,000

項 04 都市計画費  算 額 9,平年7,400

目 01 都市計画総務費 国・県支出金 0

使用料等 0

そ 他 7,0年5,000

事

 

業

 

04 国土調査事業 

財

源

訳

 

一般財源 平,平0平,400

大分類  未来へ引 環境保全 ま 活力を創造す  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然 共生 地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的  

  国土調査法 基 地籍 確化を図 め 一筆 土地 い 科学

的 総合的 調査 公共事業 滑化 災害復旧等多目的 成果を利活用す

を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

成 ９ 度 替地･

豊田(雉子 ・狭間)地区

地籍調査 着手 地元

説 会を経 一筆地調査

官民界立会 民々界立

会 を実施 い 境

界確認等 時間を要

い 状況 あ  

 

 目標又 改善策 

当該地区 字区域及び名称地番 変更 向 早急 境界確認を行い 地籍簿

地籍図 閲覧を実施 地籍調査 成果 認証を得 新 名称地番 共

登記所 成果を提出 当該地区 完了を目指す  
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08-04-01(04) 

都市整備課 

 

 容 

替地･豊田(雉子 ・狭間)地区      

い 引 未 確認 い

官民及び民々境界 確認を実施  

ま 本 度 新 い地区 あ 城

屋敷 城屋敷・山中他 地区 着手  

 

 成果及び評価 

替地･豊田(雉子 ・狭間)地区 い

官民及び民々境界 確認 終了

今後 当該地区 事業完了 め

更 努力 必要 あ  

ま 城屋敷 城屋敷・山中他 地

区 い 成 度 現地測 説 会・一筆地調査 向

準備を整え  

両地区 い 事業 完了す 不動産 取引 土地 関す

ま ま 行政分 連携 成果 利活用 期待  
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款 08 土木費 予 算 額 年,年70,000

項 04 都市計画費  算 額 年,0年1,800

目 0平 街路費 国・県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 街路整備事業 

源

訳

 

一般 源 年,0年1,800

大分類   未来 引 環境保全 まち 活力を創造す  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然 共生した地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的 

  街路整備事業 滑 交通 確保 豊 公共空間を備えた良好 市街地 形

成を図 安全 快適 都市生活 機能的 都市活動 寄与す こ を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

成 ９ 度 県道小口岩倉線 南側 都市計画道路小口線 道路整備

着手した 成 ９ 度 道路測量 関係者 説 会を行い 道路整備 基礎

現況測量を行い 測量成果 利者 最 担 掛 い道路線形を勘案

し こ を基 成 度 入 愛知県公安委員会 県警本部 協議を行

た そこ 交差点形状 樋田橋付近 及び道路線形 い 更 検討を要す こ

た  

  

 目標又 改善策 

安全 道路を整備す た 江南警察署並び 県公安委員会 協議を重

都市計画道路小口線・役場前線 道路線形を 定す  
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08-04-02(03) 

都市整備課 

 容 

県公安委員会 回 わた 協議を行 た 本 度 成 ９ 度 都市計画

道路小口線 予備設計 中心線測量 ＩＰ設置測量 縦断・ 断測量等 引

橋梁 樋田橋 予備設計を実施す 道路用地 残地 維持管理

努 た  

 

 成果及び評価 

  計 回 県公安委員会 協議 結果を反映し 樋田橋付近を含 た交差点詳細

図等 資料 整理さ た こ こ 安全 快適 道路 整備を早期 実

現すた 見直す こ 見直しを行い 安全 滑 交通 寄与し

たい  
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款 08 土木費 予 算 額 年9,06年,000

項 04 都市計画費  算 額 年7,797,年0平

目 05 公園費 国 県支出金 8平9,000

使用料等 60,66年

他 0

事

 

業

 

0年 公園維持管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 年6,907,6年9

大分類  未来へ引 継 環境保全 まち 活力を創造  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (年) 自然 共生 地域社会 良好 生活環境 確保 

 目的 

公園利用者 自由 時間 利用 交流 場 自然 ふ あい

場 安心 快適 利用 う利用者 目線 維持管理 努

楽 豊 を感 公園 こ を目指  

 

 成 度ま 経過 

成 度 堀尾跡公園 水景施設 材入 え 小口城址公園 物見櫓塗装

工事 成 度 余野中央公園 ュ ント 中点検 成 度

堀尾跡公園 裁断橋 塗装工事 点検整備 清潔 公園を目指 ま

公園 維持管理 関 地域 民 自主的 管理 増え あ  

 

 目標又 改善策 

  維持管理費 削減を目標 い 老朽化 い増加傾向 あ 地域

利用さ 場 い 公園施設を 行政 地区 協力 あ コスト削減

努 い  

  児童遊園 遊具 い 老朽化 目立ち 管理者 撤去 方 い 判

断 い 撤去 方向 検討  
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08-04-05(03) 

都市整備課 

 容 

公園 樹木等 緑化推進 い 配慮 限 剪定を行い 安全面

見通 い公園 う維持管理 努  

余野 号公園 照 を老朽化 伴い 環境 さ い省エネタイプ ソ ッ

ク製エ ライト 電灯 え  

 

 成果及び評価 

  観光名所 い 堀尾跡公園 開園 小口城址公園 開園

経過 児童遊園等 い 経過 あ 施設全体 老

朽化 い う 状況 中 コスト意識を 安心 安全 施設

あ う維持管理 努  

  余野 号公園 省エネタイプ 電灯 い 今 こ 電気料金 改修前 

％ あ 成果 十分あ  
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款 08 土木費 予 算 額 16,560,000

項 04 都市計 費  算 額 16,464,000

目 07 水道費 国・県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

 

業

 

0年 

郷浦排水路整備・維持管理

業 

財

源

訳

 

般財源 16,464,000

大分類   来へ引 継 環境保全 まち 活力を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (年) 自然 共生した地域社会 ・良好 生活環境 確保 

 目的  

近 頻繁 起こ 集中豪雨 流域 田畑 宅地化 大御堂及び

竹田地区 郷浦排水路 能力不足 同地区 を中心 都市 水 水氾濫

発生す ため 治水対策を行うこ 水被害を抑制す こ を目的 す

 

 

 成 度ま 経過 

  総延長 ， ｍ うち 道大屋敷線 流 ｍ い 成

度ま 改修さ いた 成 ９月 発生した東 豪雨 整備地区

あ 大御堂及び竹田地区 甚大 水被害を受 たため そ 流 ，

ｍ い 成 度 計 的 整備を行い 成 度 整備済延長

， ｍ 水被害 抑制 軽減 努め い  

 

 目標又 改善策 

  成 度 業完了を目標 す   
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08-04-07(03) 

都市整備課 

 容 

  竹田 目地 い 前 度施工を行 た個所 流部等 ．９ｍ 整備

を行 た  

 

 成果及び評価 

  総延長 ， ｍ 成 度 整備済延長 ， ９ｍ 排水

能力 向 したこ 都市 水 水氾濫 軽減を図 こ た 成

度 奈良子川調節池ま ｍを整備し 業完了す  
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款 08 土木費 予 算 額 6,979,000

項 05 住宅費  算 額 6,8平4,055

目 01 住宅管理費 国 県支出金 平,950,000

使用料等 年,平89,055

そ 他 0

事

 

業

 

0年 住環境整備事業 

財

源

訳

 

一般財源 585,000

大分類  健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (平) 災害 強い地域社会 形成 

●民間木造住宅耐震診断委託料及び改修費補 金 

 目的 

  東海 東南海地震 発生 予測さ 地震 建築物 倒壊等 被

害 住民 生命 身体及び財産を保護 た 旧基準 昭和 日

以前 建築さ た木造住宅 耐震改修 進を行うこ 地震 対 安全性

向上を図 災害 強い地域社会 形成を目的  

 

 成 度 経過 

  い 建築物 耐震改修 進 関 法 耐震改修 進法 基

成 度 国及び県 補 成

制度を活用し 対象建築物 耐震診断 無料

耐震改修工事 費用 一部 補 を行

い  

  た 耐震化 更 進を図 た 成

９ 度 大口 耐震改修 進計 策定並び

地震防災マップ 作成を行 た  

計 い 目標 次を 成 度

定 木造住宅 耐震化率９ パ セントを目指
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08-05-01(03) 

都市整備課 

た 成 度当初 い 地震防災

マップ を全戸へ配布し 耐震化 必要性 事前

け 耐震診断 重要性 い 啓発を行

た  

 

 目標又 改善策 

棟 多く対象建築物 耐震診断 を受診し

え う 機会 あ 毎 啓発 間

目標を 棟 した  

 

 容 

  愛知県 協力し 対象住宅 無料耐震診断を実施 国 補 制度

あ 住宅 建築物耐震改修事業 愛知県 補 制度 あ 木造住宅 耐震

診断補 事業 耐震改修補 事業 を活用し 大口 耐震改修 進計 実

現 向け 事業を引 続 実施し い  

 

 成果及び評価 

耐震改修 い 棟 い 補 金 ， 棟 を交付し

無料耐震診断 い 申込 あ た 棟 ， 棟 委託を

実施した  

耐震診断を実施した建物 い 改修 必要性 無 概算耐震改修工事費

用を把握し た 耐震診断を こ 改築 補 対象外 あ い 耐震

改修 補 対象 を実施 将来 方向性を考え け く た  

  今 い 先 耐震診断を！ 診断 重要性を唱え 無

料耐震診断 更 啓発  
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款 09 消防  予 算 額 年7,984,000

項 01 消防   算 額 年6,99年,589

目 01 非常備消防  国 県支出金 年,年68,000

使用料等 1,500

そ 他 1,104,894

事

 

業

 

0年 消防団活動事業 

財

源

訳

 

一般財源 年平,519,195

大 類   健康 心 暮 災害 犯罪 強い社会を創造  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

類  (平) 災害 強い地域社会 形成 

 目的 

  民 生 財産を いう使 消防団員 各自職業を持 中 日

夜訓練 励 火災 災害等 非常時 備え い  

  消防団員 非常時 消防活動を充 行え う 消防資機材等 不備

い う万全 態勢 努 地域住民 全 心 快適 暮 いけ う

いくこ を目的  

 

 成 度 経過 

  消防団員 間 出動延人数 い             単位 人  

度 火 災 風水害等 警 戒 訓 練 そ 他 合 計

17 116 0 108 年47 年91 96平

18 平96 0 116 平68 年18 998

19 11 平 108 57平 年17 1,010

平0 109 0 165 41平 5年7 1,平平年

平1 11年 16 1平平 4平平 年平9 1,00平

警戒 夜警 啓発活動 そ 他 式典 ポンプ点検等を示  

 

 目標又 改善策 

消防団員一人 さ 消防技術 向上 た 各種訓練を実施
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09-01-01(03) 

町民安全課 

消防団員 条例定数 確保及 民 火災予防意識 高揚 た 啓発活動

を実施 大会式典等を開催 いく  

 

 容 

(1) 各種訓練 

ア 実践操法訓練( 月)を丹羽消防署 ポンプ操法大会 向け 訓練を行 た  

イ 部隊訓練( 月～ 月)を観閲式 向け 訓練を 回行 た  

ウ 中継訓練( 月)を 日間 団 ポンプ 台を中継 訓練を行 た  

(平) 啓発活動 

ア 火災予防 間(秋季 月 春季 月) 啓発活動を各地区 行 た  

イ 路上駐車車両指 啓発( 月)を行い 路上駐車車両 ステッ を た  

ウ 末夜警( 月) 火災予防を目的 た夜警を行 た  

エ 防火パレ ド( 月)を 春季火災予防 間 保育園 幼稚園 実施 た  

(年) 大会式典等 

ア ポンプ操法大会( 月)をポンプ操法技術 向上を目的 実施 た  

イ 消防観閲式( 月) 部隊訓練等を行 た  

ウ 丹羽郡消防出初式( 月) 各種表彰を行い 無火災を 掛けた  

(4) 消防団活動を通 消防体制 強化及 火災予防啓発 努 た  

  た 自動車 ｘ 法 排 ス規制 型ポンプ付積載車を 台更新

た  

 

 成果及 評価 

  建物火災 発生件数 成 度 件 成 度 件 減少 た

そ 訳 全焼 件 部 焼 件 ぼ 件 全焼 件 車庫 民家 全焼

た 火災予防 成果 あ 火災 発生を抑制 こ た  

  消防団 地域 消防 防災活動 要 あ 大 存在 あ た 今後 充実

た活動 行え う支援 災害 強い地域社会 形成を目指  
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款 09 消防費 予 算 額 4,651,000

項 01 消防費  算 額 4,189,650

目 01 非常備消防費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

04 県操法大会出場事業 

財

源

訳

 

一般財源 4,189,650

大分類  健康 心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類 (平) 災害 強い地域社会 形成 

 目的 

  民 生命 財産を いう使命 消防団員 常 消防技術 向上

求 い  

  消防団 愛知県消防操法大会 出場 向け 早朝 夜間訓練を実施し 更

技術 団結力 向上を図  

 

 成 度ま 経過 

  愛知県消防操法大会 大口 扶桑 木曽川 交代し 出場し い

た 木曽川 合併 成 度 成 度ま 大口 扶桑

交互 出場し いた 県大会 上 全国大会 あ 大口 出場す 型ポ

ンプ操法 扶桑 出場す ポンプ車操法 種目 あ 共 一度全国大

会 あ た 全国大会 合わせ 成 度 交代 変更した  

  愛知県消防操法大会 結果 

成 度  位 チ 中  

成 度  位 チ 中  

成 度  位 チ 中  

 

 目標又 改善策 

  訓練を通し消防団員 技術 団結力 向上を図 前回以上 成果を目指す ま

た 選手 固定化 齢層 上 っ い た 選手 育成 必要 あ
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09-01-01(04) 

町民安全課 

 容 

   月 愛知県消防操法大会 向け 選抜チ 丹羽消防署職員 指 員

名 指 を受け 前 度 月 日 月 日ま 夜間訓練 体力 く

基本操作等を行い 月 日 早朝訓練 放水訓練等を行った 選抜チ

ンバ 他 団員 訓練 サポ トを行い 日間 訓練 延 ，

人 参加した  

 

 成果及び評価 

  訓練を通し消防団員 技術 団結力 向上を図 こ 前回以上 成果を

収 こ た こ 調子 翌 度 さ 上を目指し 民 全 心を確

保す 消防団 礎 したい  
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款 09 消防費 予 算 額 1,964,000

項 01 消防費  算 額 1,90年,6平8

目 0平 消防施設費 国・県支出金 0

使用料等 8,000

そ 他 0

事

 

業

 

0年 消防施設管理事業 

財

源

訳

 

般財源 1,895,6平8

大 類   健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類  (平) 災害 強い地域社会 形成 

 目的 

  火災及び大規模災害 必要 消防水利 防火水槽 消火栓 飲料用耐震性貯水槽

設置及び維持管理をす こ 民 安全安心を確保す こ を目的 す

 

 

 成 度ま 経過 

  成 度ま を ｍ メッシュ た図を基 設置を進め

た 成 度 実際 道路等 状況 水利 距離を判断し 必要箇

所 見直しを行 た  

 

  消防水利設置場所 成 平1 年 月  

 防火水槽 消火栓 飲料用耐震性貯水槽 

管区 平7 年0  

中管区 47 79 1(中学校) 

南管区 年9 58  1(南小学校) 

計 11年 167 平 
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09-01-02(03) 

町民安全課 

 目標又 改善策 

  消防水利 防火水槽及び消火栓 維持管理を行うこ 緊急時 水利 使用

状態 す また 水利 遠い場所 い 水利を設置 う

調整を進め  

 

 容 

  今 度 消火栓 基 中小口新宮地区 を設置した 水利 設置状況

防火水槽 基 消火栓 箇所 飲料用耐震性貯水槽 基 あ  

  修繕 い 中小口三 目地 あ 防火水槽 制水弁 取替及び下小口四

目地 防火水槽 蓋 修繕を行 た  

 

 成果及び評価 

水利 設置地域へ 消火栓 基を設置 中小口新宮地区 した  

  老朽 した防火水槽 制水弁及び蓋を修繕した  

  水利 設置地域を無くす う 計 的 消火栓を設置し い また そ

同時 消防団 中継訓練を実施し 水利 離 た地域 火災を想定した訓練を行

い 非常時 消防水利 使用 う 常 維持管理 留意し 民 安

全安心 寄与す 施設 け い  
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款 09 消防費 予 算 額 平1,98平,000

項 01 消防費  算 額 15,87年,年70

目 0年 災害対策費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 災害対策事業 

財

源

訳

 

一般財源 15,87年,年70

大分類  健康 安心 暮 し 災害 犯罪 強い社会を創造す  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類 (平) 災害 強い地域社会 形成 

 目的 

  地震 風水害等 災害 対応 う 通信施設 維持管理及び備蓄品 購

入を行い災害時 おけ 体制を強化す こ を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

災害時 体制を整備す た 備蓄品 購入及び住民へ 情報手段 あ 防災

行政無線 同報系 及び情報伝達 防災行政無線 移動系 維持管理及び整備を

実施した  

備蓄品 つい 成 度 災害救助物資 緊急調達等 関す 協定を

業者 締結し 備蓄数及び品目 検討を行い カンパンをクラッカ フ

米 つい 一部缶詰パン 変更した  

 

 目標又 改善策 

  災害時 情報 伝達手段 し 同報系無線 維持管理及び各家庭 配布す 個

別受信機 管理を行う また 情報 収集手段 あ 移動系無線 つい 電波

状況 連絡 い場所 あ た 代替え手段等 検討を行う  
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09-01-03(03) 

町民安全課 

 容 

(1) 移動系無線 代替え手段 を コスト面及び使用方法等を検討した

そ 結果 ＭＣＡ無線 移動系無線 使い勝手 く 防災訓練時 借用し

実証をした  

(平) 防災行政無線戸別受信機購入  台 

(年) 保 し い 備蓄品等 成 平平 年 年1 日現在  

災害用トイ 大型  8 基 毛布 750 枚 

災害用トイ 一般  9 基 フ 米 4,650 食 

投光器 平 基 缶詰パン 1,51平 食 

防災ライト 1 基 クラッカ  10,500 食 

 

 成果及び評価 

日 発生した駿河湾沖地震 おい 同報系無線 維持管理及び 成

度 入した全国瞬時警報システム 情報を住民 伝達す こ た  

  災害 備え 備品等を整備す 同様 自主防災会 各家庭 おい

防災用品 備蓄さ う啓発及び紹介を進 け い  
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款 10 教育費 予 算  4年,①①5,000

項 01 教育総務費  算  4平,平④④,平平4

目 0平 事務局費 国 県支出金 ②,000

使用料等 0

そ 他 平,③①0

事

 

業

 

0年 学校教育管理事業 

源

訳

 

一般 源 4平,平③④,年①4

大 類   新 い時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

類  (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推  

 目的 

  学校 家庭 地域社会 連携 開 学校 授業改革を目指

教員 資質向 を図 確 学力 定着 豊 心 育成

健康 体力 全 い 調和 取 子 を育 子 一人

個性を伸 教育を  

 

 成 度 経過 

  生涯学習基本構想 基本目標 あ 学 を創 学 集う 学 を

を目標 各種事業を展開  

 

 目標又 改善策 

 (1) 適応指 教室 

   不 校児童生徒 中 保護者 協力 あ 通室 子 完全 不 校

そ 不 校 恐 あ 児童 保健室及 相談室 校等 多様 児童生徒

い 今 学校 連携を深 必要 あ  

 (平) 英語指 助手派遣 

   国際 一層 社会 い 児童生徒 国際理解を育成 特 学校

外国文 対 興味 関心を高 中学校 正 い 音を学ぶ

派遣 い 中学校 教科担任 主 授業を行い 助手 配置さ

い 教科担任 助手 頼 こ 今 授業を 必要 あ  
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10-01-02(03) 

学校教育課 

 (年) 私立高等学校等授業料補助事業 

   公私立学校間 保護者 担 格差是正 教育 機会均等 原則を確保

いうこ 始 制度 近 個性豊 多様 教育を行う私立高等

学校等を希望 学 生徒 あ 時代的 社会的 制度 始 当時

状況 変わ い 現状 所得 水準 あ 保護者一方 所得

補助 あ 補助基準 見直 必要 あ  

 

 容 

 (1) 適応指 教室 

   不在 あ 室長を 採用 人 指 員 人体制 運営  

   適応指 教室嘱託員報酬             ， ，  

 (平) 英語指 助手派遣 

   成 度 新学習指 要領 完全実施さ こ 伴い 移行措置 対

応 完全実施 い授業 学校 南 日

日 西 日 中学校 常時 を派遣  

   英語指 助手臨時講師派遣委託料        ， ，  

 (年) 私立高等学校等授業料補助事業 

    毎 日現在 私立高等学校及 専修学校 高等課程 在籍 学生

本 所を 保護者 対 生活保護世 当該 度 県民税 非課

税 均等割 世 場合 ， 当該 度 県民税 課税

標準 万 以 世 場合 ， 当該 度 県民

税 課税標準 万 以 世 場合 ， 当該 度

県民税 課税標準 万 以 場合 ， を生徒一

人 支給  

   私立高等学校等授業料補助金   支給   ， ，  
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 成果及 評価 

 (1) 適応指 教室 

   当初 スタ ト あ 学期 中

学期 中 利用 学生 在室児童 1

あ 他 子 関わ 子 指 員 生活 主

子 士 学 合う環境 い い 交流を図 こ 課 残

引 続 保護者 学校 学校教育課 情報交換を行い 預

学校復 を契機 社会生活 適応 力を身 う

対応 目的地 こ を確認 合い 指 い

い 現施設 部屋 手狭 他施設 移転 必要 あ  

 (平) 英語指 助手派遣 

   国際理解 学校 外国文 対 興味 関心を高 中

学校 正 い 音を学 授業 充実を図 事業 あ 以前

学校 英語指 派遣 学校 学級担任 授業を

あ 学級担任 役割 英語指 助手 役割を 確 興味 関心を高

授業を こ 大 あ 外国人 英語指 助手 外

国語 堪能 地域 人々 活用を検討 必要 あ  
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10-01-02(03) 

学校教育課 

 (年) 私立高等学校等授業料補助事業 

公私立学校間 保護者 担 格差是正 教育 機会均等 原則を確保

いうこ 始 制度 多様 教育を行う私立高等学校等を希望

学 例 あ 制度 始 当時 状況 変わ い こ う 中

所得者 補助を厚 前 度 一 万 補助を見直

高校無償 法 成立 成 日 施行さ こ 私立高

等学校 世 所得 応 生徒一人当 ， ～ ，

授業料 減 さ こ こ 事業自体 見直 を

図 必要 あ  
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款 10 教育費 予 算  1イ7ん1年平ん000

項 0平 学校費  算  1イ平ん年88ん9イ平

目 01 学校管理費 国 県支出金 年年ん9イ年ん60イ

使用料等 0

他 平んィ60

事

 

業

 

0年 学校運営事業 

財

源

訳

 

一般財源 118んィ年平ん887

大 類  新 い時代 担う次世代 育  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

類 (1) 個性 伸 豊 人間性 育 学校教育 生涯学習 推  

 目的 

  学校 家庭 地域社会 連携 開 学校 く 授業改革 目指

教員 資質向上 図 学校教育 目的 成す 適 効果的

教育事務 推 す  

 

 成 度 経過 

  各 学校 学校経営案 教育目標 経営方針 重点 力目標 設定

学校 特色 生 学校 く 地域 開 学校 く 力

 

 

 目標又 改善策 

  学校経営案 基 地域 根 学校 く 更 充実 図  

 

 容 

 (1) 少人数指 等授業 

   学校 複数 指 者 集団 指 す 少人数指 実施

主 算数 国語 授業 採用 習熟度 う児童 対 すい

授業 実施す 南 学校 西 学校 各 名 学校 名配置  
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10-02-01(03) 

学校教育課 

 (平) 教具 教材備品 購入 

   学校情報通信技術環境整備事業補 金 活用 児童生徒 教職員用 ソコ

ン 周辺機器及び学校サ 等 整備 授業 使用す 教具 教材

備品 整備充実 図  

 (年) 特色あ 学校 く  

   学校 地域 特性 生 創意工夫 富 教育活動 展開す  

 南 学校… 図書館教育 読書指 通 教育活動 推  

   学校… 環境  

  ウ 西 学校… ビオト プ 中心 環境教育  

 (ィ) ネット 

   ネット推 事業嘱託員 回 割合 各校 派遣

使 開 学校 く 情報教育 関す 授業 く 緊急 配信

使 児童 安全確保等 取 組  

  

 成果及び評価 

 (1) 少人数指 等授業 

少人数指 テ テ チン 指 指 法改善 一手法 あ

担任 指 員等 連携 児童 理解度 高 指 法 あ 担任 教科

担当 授業 あ 十 事前打 合わせ 重 授業 あ

事後打合せ け い 打合せ け 課 等 未解

授業 繰 返 結果 指 法 改善 いこ 教師

児童 ット あ 授業 担任 指 員 い 当 指 法

い 力 け け い 教師 力量 発揮 授業法 少

人数指 あ 当 事業 性 考え う け 見直

行う必要 あ  
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 (平) 教具 教材備品 購入 

   校 整備状況 十 掌握 耐用 数 指 要領等 基 い 必要 物品

適正 購入す  

 (年) 特色あ 学校 く  

   学校 特色 学校 事業 定着 学校経営 柱 事業

こ 活動 こ 中 学校 対す 地域 関心 深

今後 地域 根 学校 く 更 充実 図  

 

 

 

 

 

 

     

    ▲辞書引 大会            ▲ビオト プ活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

    ▲稲                 ▲読 聞 せ 
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10-02-01(03) 

学校教育課 

 (ィ) ネット 

   授業 学校 情報発信 成果 あ 携帯電 所有 々低

齢 い 中 家庭 含 情報 い 意識改革 必要

あ ソコン機器 更新 教職員 利用 う講

習会等 実施 い授業 う 力す  

 

 

 

 

 

 

            ▲大口南 学校  

 

 

 

 

 

 

 

    ▲大口 学校        ▲大口西 学校  
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款 10 教育費 予 算 額 45,平18,000

項 0平 小学校費  算 額 44,971,500

目 01 学校管理費 国 県支出金 851,000

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

05 小学校整備事業 

財

源

訳

 

一般財源 44,1平0,500

大分類   新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸 し豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

児童 学習 場 し 一日 大半を過 す学校施設を安全 安心 場所 す た

快適 過 せ よう整備す  

 

 成 度ま 経過 

   屋 動場 い 災害時 避難所 し 指定 い た 耐震工事を優

先し 行い 整備 終了した 校舎 耐震調査 耐震実施設計 を実施した  

  

 目標又 改善策 

  今後 児童 安全を第一 既存施設 安心 安全確保 潤い あ 教育環境

く を推進す  

 

 容 

(1) 大口西小学校正門設置及び付帯工事        ， ，  

(平) 大口西小学校プ ルサイ 改修工事         ， ，  

(年) 大口西小学校 具改修工事             ， ，  

(4) 西小学校シャワ 室設置工事            ， ９，  

(5) 西小学校機械室アスベス 撤去工事         ， ，  
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10-02-01(05) 

学校教育課 

 成果及び評価 

  児童 学校生活を安全 よ 衛生的 送 よう 今後 施設 整備 改修を行

う  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

           ▲大口西小学校正門 
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款取 10取 教育費取 予取 算取 取 9,988,000

項取 0平取 小学校費取 取 算取 取 9,4年9,165

目取 0平取 教育振興費取 国 県支出金 平91,776

使用料等取 0

そ 他取 0

事

取

業

取

0年取 小学校教育振興事業取

源

訳

取

一般 源取 9,147,年89

大分類取 取 新 い時代を担う次世代を育 取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

小分類取 (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進取

取 目的取

学校教育 生涯学習 基礎を築く場 使命を う う そ 流

中 地方分権社会へ 移行 そ 伴う規制 緩和 地域 根 た特色あ 教

育 実現を け 子 たちを 巻く安全 環境 く 将来を見据えた活力

溢 学校 く 学校 け 様々 教育課 応え た 本事業

組 た 今 地域 く 一体 た基本構想 一層 具体化を進

生涯 渡 学び続け 人を育 こ を目的 た生涯学習社会 構

築を目的 取

取

取 成 度 経過取

取 取 昭和 度 無償給与 教科書以外 保護者 経済的 担を軽減

児童 学習 一助 う た ゆ あ 豊 学習 う 副読本

支給を行うた 教育振興事業をスタ ト た 取

取 取 昭和 度 国 就学奨励事業 事務 扱規程 整備 経済的 就

学 困難 児童 当時特殊学級 在籍 児童 保護者 対 学用品 給食費

援助 体育的 活動 文化的 活動を通 心身 豊 児童を

育成 組 を実施 た 取

取 取

取
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10-02-02(03) 

学校教育課 

取 目標又 改善策取

取 取 要保護及び準要保護児童就学援助 特別支援教育就学奨励費 対象 要件

法 等 制度 多いた 改 柔軟 対応 いく た 義務

教育を均一 け 機会 提供 寄与 取

取

取 容取

取 取 要保護及び準要保護 認定 た保護者 対 学用品費 通学用品費 給食

費 援助を行 た た 特別支援学級 在籍 児童 保護者 うち 担

能力 応 一部 保護者 対 就学援助費 同 費目 半 を特別支援教育

就学奨励費 支給 た 取

取 取 た 全児童 対 学校 使用 副読本を無償 配布 た 取

(1)取要保護及び準要保護児童就学援助費取 人取 取 取 ， ， 取

(平)取特別支援教育就学奨励費取 取 取 取 取 取 人取 取 取 取 取 ， 取

(年)取副読本無償配布取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 種類取 取 取 ， ， 取

 

取 成果及び評価取

取 取 学用品費 通学用品費 い 学期 分け 支払 い 転居 支援停

等 返納 担を け い た 給食費 い 毎月 実食数分

担を事 支援 い 給食費 未払い 生 い 世帯 あ た 事業

主旨を理解 う う保護者へ 周知を更 進 取

取 取 た 保護者 教材費 担軽減を図 た 副読本 無償配布 を実施 い

教育 現状 社会情勢等を考慮 真 必要 支援 あ 方を模索

必要 あ 取

取
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款 10 教育費 予 算 額 1,468,511,000

項 0平 小学校費  算 額 1,440,年年5,84平

目 0年 学校建設費 国 県支出金 481,平07,000

使用料等 0

そ  650,000,000

事

 

業

 

0年 

日 学校 く 施設整備

事業 

財

源

訳

 

般財源 年09,1平8,84平

大分類   新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸 し豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

  学校 次代を担う子 たち 仲間 共 学 を通し 成長す 場 あ

人 子 基礎 基 を身 付けさせ 場所 あ た 夢 あ 学校

く を目的 す  

 

 成 度ま 経過 

  日 学校 く 施設整備事業 し 成 度 大口中学校 建設を検

討し 成 月 新生大口中学校 開校 新大口北小学校 い 旧大

口北部中学校跡地 移転す いうこ 実施設計を実施した また 大口西小

学校校舎耐震補強工事設計 を実施した  

  

 目標又 改善策 

  計 的 施設整備計 を立 先延 しす こ く定期的 整備す  

 

 容 

(1) 児童 生 安全確保 教育環境 整備 た 北小学校 移転 し 旧

大口北部中学校校舎 改修 耐震補強 校舎棟増築 既設屋 動場 プ ル改

修 新生大口北小学校を 成 月 開校した  
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10-02-03(03) 

学校教育課 

ア 大口北 子わくわく小学校整備工事 第 工区  

， ， ，  

イ 大口北 子わくわく小学校整備工事 第 工区  ， ，  

  ウ 大口北 子わくわく小学校整備工事 第 工区  ， ，  

  エ 大口北 子わくわく小学校整備工事 第 工区  ， ，  

    大口北 子わくわく小学校整備工事監理委託料   ， ，  

(平) 南小学校 い 全面改築 教育環境整備を行うた 用地拡張 買

収を完了し 設計 着手した  

  ア 用地購入 大口 奈良子 目 ， ㎡ 

， ，  

  イ 大口南小学校建設工事実施設計委託料       ， ，  

              うち 成 度支出 ， ，  

 

 成果及 評価 

(1) 大口北小学校 移転 伴う旧大口北部中学校改修工事等を行 た 容 既設

校舎 全面改修 耐震補強工事及 普通教室 特別支援学級室 職員室 校長室

等 教室棟 増築を行 た また プ ルを小学校 様 改修し 成

月 移転す こ た  

(平) 大口南小学校 改築 い 学校敷地南側 農地を買収 用地拡張

校舎棟 屋 動場 プ ルを新築す こ 南小学校 環境整備を図

こ 可能 た 月補正 ＰＦＩ方式 来方式 を検討す た 予

算を計 した 早期 用地拡張 たこ 来方式 実施す

こ を確認し 成 月開校を目標 月補正予算 設計業務 着

手す こ た 既設校舎を利用し 建設工事 た 騒音等

授業 支障 い う 工程 また 動場 工事現場 し 狭く た 学

校外 施設 利用 必要 建設事業 い 成

度～ 度 わた 長期的 工事 た 保護者 地域 建設 関

す 情報を逐次発信し 理解 協力を得 必要 あ  
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款 10 教育費 予 算 額 116,766,000

項 0年 中学校費  算 額 114,年48,5年1

目 01 学校管理費 国 県支出金 年5,958,110

使用料等 0

そ 他 0

事

 

業

 

0年 中学校運営事業 

財

源

訳

 

一般財源 78,年90,4平1

大 類  新 い時代を担う次世代を育  
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

類 (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

学校 家庭 地域社会 連携 開 た学校 く 授業改革を目指

た教員 資質向上を図 学校教育 目的を達成す た 適 効果的 教育

事務を推進す  

 

 成 度 経過 

  学校経営案を 教育目標 経営方針 重点 力目標を設定 学校 特色を

生 た学校 く 地域 開 た学校 く 力 た  

 

 目標又 改善策 

  学校経営案 基 地域 根 た学校 く 更 充実を図  

 

 容 

 (1) ク ルネット 

   ク ルネット推進事業嘱託員を派遣 を使 た開 た学校

く 情報教育 関す 授業 く 緊急 ル配信を使 た児童 安全確保

等 取 組  

 (平) 特色あ 学校 く  

   地域 寄与す 活動 地域 教育力を生 す活動 地域 発信す 活動等 取

組 地域 共 歩 学校体制 確立  
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10-03-01(03) 

学校教育課 

 (年) 教具 教材備品 購入 

   学校情報通信技術環境整備事業補 金を活用 生徒教員 パソコン等を整備

た た 授業 使用す 教具 教材備品 整備充実を図 た  

 

 成果及び評価 

 (1) ク ルネット 

   授業 学校 情報発信 成果 あ た 携帯電話 所有 々低

齢化 い 中 家庭 含 情報 ラル い 意識改革 必要

あ た パソコン機器 更新 教職員 利用 う講

習会等を実施 い授業 う 力す  

 (平) 特色あ 学校 く  

   学校 特色 た 学校 事業 定着 学校経営 柱 事業

を進 た こ 活動 こ 中 学校 対す 地域 関心 一層

深 た 今後 地域 根 た学校 く 更 充実を図  

 (年) 教具 教材備品 購入 

   校 整備状況を十 掌握 耐用 数 指 要領等 基 いた必要 物品

を適正 購入す  
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款取 10取 教育費取 予取 算取 取 14,514,000

項取 0年取 中学校費取 取 算取 取 1年,5平8,98平

目取 0平取 教育振興費取 国 県支出金 14平,平平4

使用料等取 0

そ 他取 0

事

取

業

取

0年取 中学校教育振興事業取

源

訳

取

一般 源取 1年,年86,758

大分類 取 取 新 い時代を担う次世代を育 取
総

合

計

画

取

体

取
取

系

取

小分類 取 (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進取

取 目的取

学校教育 生涯学習 基礎を築く場 使命を う う そ 流

中 地方分権社会へ 移行 そ 伴う規制 緩和 地域 根 た特色あ 教

育 実現を け 子 たちを 巻く安全 環境 く 将来を見据えた活力

溢 学校 く 学校 け 様々 教育課 応え た 本事業

組 取

た 今 地域 く 一体 た基本構想 一層 具体化を進

生涯 わた 学び続け 人を育 こ を目的 た生涯学習社会 構築を

目的 取

取

取 成 度 経過取

取 取 昭和 度 無償給与 教科書以外 保護者 経済的 担を軽減

生徒 学習 一助 う た ゆ あ 豊 学習 う 副読本

支給を行うた 教育振興事業をスタ ト た 取

取 取 昭和 度 国 就学奨励事業 事務 扱規程 整備 経済的 就

学 困難 生徒 当時特殊学級 在籍 生徒 保護者 対 学用品 給食費

援助 体育的 活動 文化的 活動を通 心身 豊 生徒を

育成 組 を実施 た 取

取 取

取
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10-03-02(03) 

学校教育課 

取 目標又 改善策取

取 取 要保護及び準要保護児童就学援助 特別支援教育就学奨励費 対象 要件

法 等 制度 多いた 改 柔軟 対応 いく た 義務

教育を均一的 け 機会 提供 寄与 取

取

取 容取

取 取 要保護及び準要保護 認定 た保護者 対 学用品費 通学用品費 給食

費 援助を行 た た 特別支援学級 在籍 生徒 保護者 うち 担

能力 応 一部 保護者 対 就学援助費 同 費目 半 を特別支援教育

就学奨励費 支給を た 取

取 取 た 全生徒 対 学校 使用 副読本を無償 配布 た 取

(1)取要保護及び準要保護生徒就学援助費取 人取 取 取 ， ， 取

(平)取特別支援教育就学奨励費取 取 取 取 取 取 取 人取 取 取 取 取 ， 取

(年)取副読本無償配布取 取 取 取 取 取 取 取 取 種類取 取 取 ， ， 取

 

取 成果及び評価取

学用品費 通学用品費 い 学期 分け 支払 い 転居 支援停

等 返納 担を け い た 給食費 い 毎月 実食数分

担を事 支援 い 給食費 未払い 生 い 世帯 あ た 事業

主旨を理解 う う保護者へ 周知を更 進 取

た 保護者 教材費 担軽減を図 た 副読本 無償配布 を実施 い

教育 現状 社会情勢等を考慮 真 必要 支援 あ 方を模索

必要 あ 取

取
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款 10 教育費 予 算 額 128,877,000 円

項 04 学校給食費 決 算 額 123,884,954 円

目 01 給食センター費 国・県支出金 0 円

使用料等 0 円

その他 102,099,110 円

事

 

業

 

03 給食センター運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 21,785,844 円

大分類  １ 新しい時代を担う次世代を育む 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸ばし豊かな人間性を育む学校教育・生涯学習の推進 

１ 目的  

 (1) 日常生活における食事について、正しい理解と望ましい習慣を養うこと。 

 (2) 学校生活を豊かにし、明るい社交性を養うこと。 

 (3) 食生活の合理化、栄養の改善及び健康の増進を図ること。 

 (4) 食料の生産、分配及び消費について、正しい理解に導くこと。 

 (5) 児童生徒の嗜好及び地域の実態を的確にとらえ、栄養に配慮しながら魅力ある

給食とするための工夫に努めること。 

 (6) 学校給食の意義を家庭に周知し、また、家庭との密接な連絡を図り、学校給食

に対する関心を深めるとともに食生活の改善に役立てること。 

 (7) 衛生管理の徹底に努め、給食に起因する伝染病または、食中毒の皆無を図るこ

と。 

 (8) 町内でとれた食材を生かした献立を考え、健やかな食習慣を推進する。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

  平成１９年度には、児童生徒に食に関する正しい理解とそれに関する家庭・学校・

地域との連携を深めるため、学校栄養職員が、学校に出向き担任の先生とのＴＴ授

業を行ってきた。平成２０年度から、栄養教諭として、１名が配置され、関連教科

や食に関する指導が個別指導も含めてできるようになった。 

  また地産地消をさらに進めるため、これまで取り入れてきた、米・黒米・大豆・ 

 キャベツ・ブロッコリーに加え、新たに水菜・奈良漬をとり入れた。 
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10-04-01(03) 

学校給食センター 

３ 目標又は改善策 

(1) 大口町産の食材利用を拡大する。 

(2) 施設や機械器具類の適正な維持管理に努める。 

 

４ 内容 

(1) 安心安全な学校給食の実施 

  調理総数              ４２７，２２０食 

   内訳  小学校分         ２８９，６４３食 

       中学校分         １３４, ４７５食 

       給食センター分        ３，１０２食 

(2) 学校給食センター運営委員会の開催 

給食センターの運営に関し重要な事項を審議するため、運営委員会を２回開催

した。委員は議会代表２名、有識者１名、学校長４名、ＰＴＡ代表４名の１１名 

ア 平成２１年７月７日（火）  委員１１名出席 

イ 平成２２年２月１０日（火） 委員１１名出席 

(3) 学校給食献立委員会の開催 

毎月の献立の反省と今後の献立について協議するため、献立委員会を５回開催

した。委員は、学校の給食担当の教諭４名、栄養教諭１名、栄養士１名、調理員

代表１名、所長の８名 

(4) 学校給食物資選定会の開催 

平成２２年度購入する給食物資の選定を行った。委員は、献立委員会の８名に

学校長の代表１名が加わり９名 

ア 平成２２年２月２６日（金） 委員９名出席 

(5) 大口町産の地場産物を取り入れた給食の実施 

その地域で育まれた旬の農産物を食べるのは、健康に良く、おいしいといわれ、

安心安全な給食の提供や環境への負担の軽減にもなる。 

  平成２１年度の使用量は次のとおりである。 
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ア 使用野菜等  合計 ５，５６１ｋｇ 

（内 容） キャベツ  2,006kg    黒米         125kg 

         大豆      467kg   精白米        2,421kg 

         水菜      422kg    ブロッコリー      63kg 

           奈良漬         57kg 

※なお、この他にご飯のときに使用する米は、大口町産米をほぼ１００％使用し

ている。 

(6) 学校での給食試食会の実施 

全小学校では、１年生の保護者を対象に給食についての理解を深めていただく

ため、給食試食会（無料）が行われた。その時に栄養教諭が講師となり学校給食

や、家庭での食事の大切さなどをわかりやすく説明した。 

ア 平成２１年６月１２日（金）  南小学校 ５４名    

イ 平成２１年６月１１日（木）  北小学校 ７１名 

ウ 平成２１年６月１８日（木）  西小学校 ４４名 

(7) 食に関する指導 

  ア ＴＴ授業…栄養教諭が学校に出向き、担任の先生とともに授業を行った。 

    北小学校     ２２回 

  イ 給食時訪問 

    栄養教諭、栄養職員が給食時に学校を訪問し、約１０分間程度の栄養指導を 

行った。 

    南小学校      ６回     北小学校      １８回 

    西小学校     １８回     大口中学校     １１回 

(8) 衛生管理検査の実施 

調理員の手洗い消毒後の手指の一般細菌検査や調理器具や作業着等の一般細

菌・大腸菌・黄色ブドウ球菌の検査を実施し、意識の向上に努めた。 

ア 平成２１年９月１０日（木）  検査件数      １６件 
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10-04-01(03) 

学校給食センター 

 

５ 成果及び評価 

食に関する児童生徒への指導として、２０年度から「栄養教諭」が１名配置され、

学校栄養職員、学級担任と協力して、学校でのＴＴ授業の実施や、給食時に児童生

徒と給食を共にし、指導案に基づき日常生活の中での食生活の大切さを楽しく指導

できた。 

地産地消を推進するために、従来の精白米、黒米、キャベツ等に加え、水菜・奈

良漬を新たに取り入れた。 

こうした様々な「食」に関する取り組みが認められ、平成２１年１１月に、「第６

０回全国学校給食研究協議会」において文部科学大臣表彰を受け、一定の評価を得

ることができた。 
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款 干0 教育費 予 算  8ん9イ年ん000

項 0イ 社会教育費  算  8ん77干ん平ィィ

目 0干 社会教育総務費 国 県支出金 6ん6干イん000

使用料等 0

他 イ平9ん年00

事

 

業

 

0年 家庭教育推進事業 

財

源

訳

 

一般財源 干ん6平6ん9ィィ

大 類   新 い時代 担う次世代 育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

類  (平) 一人 尊重 社会 地域 子育 環境 実現

 目的  

  家庭 地域社会 役割 大 現在 子 学校外 様々

学習活動 機会 え 活動 参加 豊 社会性

育 親子 あい 時間 持 せ 大人 役割 子

役割 持 事業 展開 図 教育 基 あ 家庭教育 向

目指 学校 地域 連携 図 家庭教育 充実 目指  

 

 成 経過 

  成 始 自然体験教室 日間賀島 段体験 い 容

根強い人気 あ 事業 行 う 自然

体験教室 新 取 組 成 親子 自然教室 親

子雪遊 教室 開催 わ 家庭教育講 父親 参加 促進 う

取 組  

親 幼児 あい 親子 あい広場 幼児講 ～音楽

遊 う 各種 家庭教育講 開催 親子 あい 深 う

う家庭教育 推進 努  
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10-05-01(03) 

生涯学習課 

 目標又 改善策 

  親子 参加 講 等 企 場合 親 参加 多 父親 参加 少 い

常 あ 父親 興味 示 父親 出番 必要 講 等 企 家庭教育

推進事業 充実 図  

 

 容 

(干) 自然体験教室 日間賀島  

 期 間 成 日 日  

 会 場 知多郡南知多  日間賀島 

ウ 指 者 日間賀島観 協会 

エ 参 加 者 家族 人 大人 人 高校生 人 中学生 人 学 

生 人 園児 人 幼児 人  

 容 魚 コ 物作 体験 浜辺 エ ョン

 所 感 離島 訪 子 達 魚 触 いう         

段経験 い 体験 親子 昼食

物 体験 親子共通 コ

ュ ョン 養う  

キ 経 費 ， 委託料 賃借料  

 

(平) 日食 観測 会 

 対 象 学 生 

 参加人数 人 

ウ 期 日 成 日 日  

エ 場 所 大口中学校 

 容 日食 い 学習及 遮 板 望遠鏡等 観察 
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 所 感 皆既日食 見 う 微妙 候 あ  

ン 陽 観測 子  

大変興味 持 取 組 自然 思議 素晴 体感

 

キ 経 費  

 

(年) 親子 自然教室 

 竹  

対 象 学生以 子 親 一般成人 

参加人数 家族 人 

ウ 期 日 成 日 日  

エ 場 所 大口 広場 

容 竹 使 筍 飯  

所 感 参加者 多 特 父親 参加 目立 親子 自然

教室 前 回目 徐々 全 的 周知

い 実感  

キ 経 費 ， 報償費  

 

 竹筆  

対 象 学生以 子 親 

参加人数 家族 人 

ウ 期 日 成 日 日  

エ 場 所 大口 広場 中央公民館Ｃ会議室 

容 竹 採集 竹筆 紙 文字 書  

所 感 父親 参加 目立 子 積極的 竹  

叩い 竹筆 励 い  

キ 経  費 ， 報償費  
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10-05-01(03) 

生涯学習課 

ウ 竹笛  

対 象 学生以 子 親 

参加人数 家族 人 

ウ 期 日 成 日 日  

エ 場 所 中央公民館Ｃ会議室 

容 笛 Ｗ 笛 笛 笛 作  

所 感 親子 協力 真剣 取 組 姿 見 家族 温 い あ

い 時 感  

キ 経 費 ， 報償費  

 

エ 竹紙 賀状  

対 象 学生以 子 親 

参加人数 家族 人 

ウ 期 日 成 日 日  

エ 場 所 中央公民館Ｃ会議室 

容 竹 繊維 竹紙 賀状  

所 感 親子 競い合 作 い 家族 あ 心 あい 十

感  

キ 経 費 ， 報償費  

 

 竹 ン  

対 象 学生以 子 親 

参加人数 家族 人 

ウ 期 日 成 日 日  

エ 場 所 大口 広場 

容 ン生地 竹 直火焼  
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所 感 親子 自然教室 講 家族 非常

参加者 あ 回 開設 成果 感

 

キ 経  費 ， 報償費  

 

(ィ) 放送 ン  

 対 象 学生以  

 参加人数 人 

ウ 期 日 成  

 回 

エ 場 所 中央公民館研修視聴覚室 

 容 愛知 Ｆ 放送 生放送 出演 聞  

基本 学 コ ュ ョン 楽 体験  

 所 感 子 実際 番組 中 出演 学校  

授業 い 貴重 経験 思う  

キ 経 費 ， 報償費  

 

(イ) 大口 企業見学講  

 対 象 学 生～ 生 

 参加人数 延  名 

ウ 期 日 成 日 水  

エ 見学企業 東海理 ン 青山製作所 

 容 大口 あ 企業 見学 対 興味 関心  

高  

 所 感 自 暮 大口 い 学 機会 対  

興味 関心 高 地域 一員 自覚  

 

キ 経 費  

236



10-05-01(03) 

生涯学習課 

(6) 親子 夏 キ ン  

 期 日 成 日 日  

 会 場 岐阜県関市 之保 山林 

ウ 指 者 大口 団体桜口魂 

エ 参 加 者 家族 人 大人 人 学生 人 桜口魂 人 

 容 ン ン 魚 丸 工 

 所 感 大口 企業 所 い 山林 借 生涯学習課 桜

口魂 協働事業 親子 キ ン 行 あい あ

い わ あい教室 青 親子 自然 中

あい 微笑 い  

キ 経 費 ， 委託料  

 

(7) 親子ペ  

 

 

 

 

 

 

 対 象 学生以 子 親 

 参加人数 家族 人 

ウ 期 日 成 日 日  

エ 場 所 大口南 学校 

 容 ペ 作 飛  

 所 感 現役 学校 生 講師 招 ペ

作 飛 原理 説

い 良 親 童心 え 取 組 い  

キ 経 費 ， 報償費  
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(8) 親子 ン 教室 

 対 象 親子 

 参加人数 家族 人 

ウ 期 日 成  回 

エ 場 所 中央公民館調理室 

 容 時期 ン 親子  

 所 感 回 親子 楽 ン 取 組 い 作 ン

土産 持 帰  

キ 経 費 ， 報償費  

 

(9) 親子 雪遊  

   期 日 成 日 日  

 会 場 岐阜県郡 市  

鷲ヶ岳  

ウ 指 者 鷲ヶ岳  

ン  

エ 参 加 者 家族 人 

一般 人 四歳以 人  

 容 ン ュ 滑 遊

雪合戦  

 所 感 昨 雪 足 中 今回 雪 十 候

恵 親子 雪 わ 良  

キ 経 費 ， 委託料  

 

(干0) あい 家庭教育推進事業 

 参加人数 約 ， 人 

 期 日 成 日 日  午前 時～午後 時 

ウ 場 所 健康文 ン 駐車場 
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10-05-01(03) 

生涯学習課 

エ 容 あい い 学校 校 中学校 校 開い

玉入 コ 作 親子 木

作 輪 手作 コ ン販売

い 盛大 行わ  

 所 感 参加 ＴＡ役員 ン 生徒 多

参加者 あ 楽 活動 満足 い 感想 多

寄せ 親子 あい 場 あ 子 喜

姿 見 本当 良  

 経 費 ， 委託料  

 

 成果及 評価 

家庭教育 関連 各種 講 教室 開催 多 参加者 家

族 絆 意義 体験 中 回 行 親

子 自然教室 一日教室 行 親子ペ

生涯学習課 重点目標 い 父親 講 積極的参加 見 成

果 あ  

山 自然体験教室 初 行 親子 夏 キ ン 大口

団体桜口魂 協働事業 家族 青 あい 意義

時 過 全体 事業 見直 行

幼児講 ～音楽 遊 う～ 民間 他 子育 支援 団体

行う事業 親子 あい広場 福祉 課 行う事業

本事業 除外  

今後 各事業 ン い う ン 調査等

あ 各種事業 展開 親子 あい 場 設 い い  
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款 1ｆ 教育費 予 算  エｂエ年平ｂｆｆｆ

項 ｆイ 社会教育費  算  エｂェ年6ｂェ6ィ

目 ｆ1 社会教育総務費 国 県支出金 ｆ

使用料等 ｆ

他 ｆ

 

業

 

ｆィ 生涯学習活動推進 業 

源

訳

 

一般 源 エｂェ年6ｂェ6ィ

大分類  新 い時代 担う次世代 育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性 伸 豊 人間性 育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的  

  生涯学習 生涯 通 人々 自 意思 自分 適 方法 生 い

創 自己実現 生活 豊 学習活動 あ 学習活動 習得

知識 技術 生 活動 民 行 協働 進 大 力

引 続 大口 生涯学習基本構想 基 い

生涯学習 目指  

 

 成 経過 

  従来 生涯学習課 行 教室 講 業 企 実施主体 成

文化的学習活動 展開 団体 関わ う取 組

特 芸能文化 業 い 従来 外部 出演者 招い 鑑賞会 実施

い 拠点 活動 い 団体 地域 住民 一体 形 日

練習 成果 発表 う 協働 業 開催 う

成 途中 各行 区 あ 公民館分館 位置付 あ 学習

等共 利用施設 常時開 目指 子 寄 幅広い 齢層 方々

気楽 立 寄 う公民館分館活動 各行 区 協働委託 各種講

教室等 体験 う 出前講 生涯学習活動 機会 提供  
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10-05-01(04) 

生涯学習課 

 目標 び改善策 

  引 続 い 生涯学習

幅広い世代 人々 学 び 実感 う い

更 う び 取 組 中 大口 芸能 文化 発展 向

目指 い  

   

 容 

(1) 文化協会補  

成 成金 見直 公益的 業 対 成

作品展 教室 業 昨 比 業増 発表会 慰問

業 昨 比 業増 実施 各団体 工 活発 業

展開  

 文化協会所属 各              位 人  

 人数  人数 

詩吟 1ｆ 歌謡 好会 エｆ 

将棋 1平 盆栽 1ェ 

読書 11 1ｆ 

碁 年エ 中国語 1ｆ 

 平ｆ 書道 1ェ 

大口民踊会 会 1平 悠美会 ィ6 

日本 鼓研究会 年1 成民歌  1ｆ 

水彩  1年 豊淑五民踊 好会 平平 

大口  1平 川柳 ェ 

水彩  1ｆ 俳句 1エ 

芙蓉句会 ェ 和楽会 イ 

大口 愛 年ウ 俳  1平 

琴生流大 琴 年平 せい 会 ェｆ 

   成 平1 ィ 月現在  総数 平6 会員総数 イエイ 人 
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 県文連美術展 

会 場 愛知県芸術文化 階 愛知県美術館  

会 期 成 月 日 火 ～ 月 日 日  

 ※洋 部門 水彩 入選  

 

 文化祭 

会 期 成 月 日 土 日 日  

会 場 中央公民館 び駐車場付近 

参 加 者  団体 

出 品 数 点 

容 文芸部 団体 日 練習 成果 発表 盆栽

将棋 碁 体験 実施

芸能部 あい 果物 販

売 盛  

 

 芸能発表会 

 

 

 

 

 

 

期 日 成 月 日 日  

会 場 民会館ホ  

出演団体 団体  

容 芸能部 団体 日 練習 成果 発表 今

あい 行 果物販売 売 金 来場者

無料 最後 観覧 方 粗品 提供
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10-05-01(04) 

生涯学習課 

作 手作 販売 行い 観客 動因

 

 

 県民茶会 尾張部  

会 場 知多市勤労文化会館 

期 日 成 月 日 日  

          本 あい 日 重 不参加 

 

 老人 連合会芸能鑑賞会 

期 日 成 月 日 金  

場 所 老人福祉 憩い 四季 娯楽室 

出演団体 団体 

容 老人 連合会 依頼 芸能部 老人  

踊 民踊 歌謡等 発表  

 

(平) 施設利用 成 

   在住 小学生以 企業等 以 勤務 方 対象施設 利

用 場合 宿 年ｂｆｆｆ 日帰 1ｂイｆｆ 回 成  

 利用者数  計 ， 人 

 宿  日帰  

昼神温  年ェ6 人 ィ6 人

日間賀島 イィ平 人 1年 人

呂温  ィウィ 人 平6 人

犬山温  イ平 人 ェ1ィ 人

計 1ｂィイィ 人 ェエエ 人

 

 所 感 昨 比較 利用 宿 減 日帰 増

利用者数 割合 宿 日帰 あ  

 経 費 ， ， 交付金  
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(年) 芸能文化 業 

  拠点 文化活動 い 様々 団体 日 練習 成果 発表

機会 団体 協働主催 あ  

  

ほほえ  

 日 時 成 月 日 日 時～ 

 入場者  

成 月 日 日 時～ 

 入場者  

成 月 日 日 時～ 

  入場者  

 場 所 健康文化  階 あい  

 

あい 協賛  

 日 時 成 月 日 土 時 分～ 

 出 演 者 組  

独奏 連弾 複音

胡 線 

 観 客  約  

  

日 時 成 月 日 日 時 分～ 

場 所 大口 民会館 

参加者数 出演者 一部含  

容 若者 中心 親 機会

う 活動 行う団体 発表 機会  

経 費 ，  
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10-05-01(04) 

生涯学習課 

 第 回 合唱祭～届 心 ！～ 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 成 月 日 日 時 分～ 時 分 

場 所 民会館ホ  

参加団体 団体 

 女 合唱団 ョ  

 山 ワ  

  

 少 少女合唱団  

 藤  

 櫻組  

入 場 者  

協力団体 大口 応援隊 大口 会 

経 費 ，  

 

(ィ) 青少 教育 

  次代 担う青少 人間味溢 思い 心 持 豊 青少

あ い 関係機関 団体 連携 深 地域

業 推進  
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 成人 集い 開催 

新成人 青 自 企 立案 自主性 尊重 催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

新成人地域 献 業 誓夜祭  

 期 日 成 月 日 土  

 場 所 中央公民館集会室他 

 容 今 世話 大口 感謝 気持 込 中央

公民館 ベ 行い 花火 打

 

大口 成人 集い 絢爛  

 期 日 成 月 日 日  

 場 所 民会館 階ホ  

 成 人 者 男 人 女 人 合計 人 

成元 月 日 成 月 日 出生 者  

 容 成人代表者 成人 集い実行委員会 企 運営

開催 桜口魂 企 保護者

実行委員向 映会 行わ  

 経 費 ， ， 委託料  
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10-05-01(04) 

生涯学習課 

 成果 び評価 

  成 大口 組織 業 見直 青少 問 関

民安全課 移管 各行 区 あ 学習等共 利用施設 課

管理 移管 公民館分館 位置 廃 従来 各種講

教室等 開催 生涯学習活動 推進  

  生涯学習 携わ 芸能 文化 団体 い 自主的 活動 団体

成長 大 成果 言え  
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款取 10取 教育費取 予取 算取 取 1古年ィ6古000

項取 0イ取 社会教育費取 取 算取 取 1古平66古年平イ

目取 01取 社会教育総務費取 国 県支出金 0

使用料等取 0

他取 171古000

事

取

業

取

0イ取 生涯学習講 事業取

財

源

訳

取

般財源取 1古09イ古年平イ

大分類 取 取 新 い時代 担う次世代 育 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

分類 取 (1) 個性 伸 豊 人間性 育 学校教育 生涯学習 推進取

取 目的取 取

民 人 変化 多い社会 中 く 楽 く 豊 生

い 様々 分 各種講 開設 個々 教養 技術 習得

目的  

取

取 成 経過取

取 取 主 中央公民館 講 開催場所 外 様々 分 講師 招

前期 期 分け 各種講 実施 容 い 幅広い

齢層 対応 う 時々 住民ニ 配慮 定 実

施回数等 日教室 数回 渡 シ 変化 持 せ 結

果 講 終了 自主活動団体 サ 活動 展 講 大 文化協会

加盟 至 講 開設 施設 効活用 図

地域 あ 学共 公民館分館 会場 講 実施 毎回 講 終了

事業評価及 今 計 策定 参考資料 講者 ン

実施 取

取

取 目標又 改善策取

取 取 職員 企 運営 講 文化協会 く 団体等 協働

委託 更 自主活動 組織作 開催 各種講
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10-05-01(05) 

生涯学習課 

等 情報 集約 整理 情報 信 学習機会 得 い環

境 く 取

取

取 容 

(1)取高齢者教室取 ～ く 大学～ 

取 対 象取 在住 歳以上 方取

取 参加人数取 取

ウ取 期間 回数取 成 ～ 成 回  

エ取 容取 講話 仏教 老人 笑 脳 健康 知 得 高

齢者 療福祉 詐欺 く  

演奏会 ンサン 大正琴 伴奏 集い 舞踊鑑

賞  

毎 第 金曜日午前中 中央公民館娯楽室 高齢者 楽 い

時 過 せ う講話 演奏会 行  

取 所 感取 大 録団体憩い 四 当日 企 運営 委託

閉校式 方 終了証書 授  

取 経 費取 ， 委託料  

取

(平)取竹 作 取

取 対 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成 日 日  

エ取 場 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 容取 竹 編 物入 ンテ 竹細工 体

験  

取 所 感取 時間 予想以上 最 全員 満足

作品  

取 経 費取 ， 報償費  
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(年)取幸せ シ ～ ～取

取

 

 

 

 

 

 

取 対 象取 般 

取 参加人数取  

ウ取 期間 回数取 成 日 木  

エ取 場 所取 中央公民館取 調理室 

取 容取 料理 人気 あ 店 協力 得 本 的

く 挑戦  

取 所 感取 技 店 ッ 総出 指 い 多

く 講生 満足 料理教室  

取 経 費取 ， 報償費 取

取

(ィ)取山 草 寄せ植え教室取

取 対 象取 般取

取 参加人数取  

ウ取 期間 回数取 成 日 土  

エ取 場 所取 中央公民館取 娯楽室 

取 容取 鉢 種類 山 草 寄せ植え  

取 所 感取 文化協会所属 盆 方 委託 実施

人 時間 完成 せ 全員 満足 い う

 

取 経 費取 ， 委託料  
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10-05-01(05) 

生涯学習課 

(イ)取 美 緒 ッ ン取

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成 日 日 日 日  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 取 取 容取 自分 合う色 学 ッ ン け  

取 所取 取 感取 女性独特 容 講生 質問 多く ン 時

間 足 い いう感想 多 次回 時間配分 考慮

い 感  

取 経取 取 費取 ， 報償費  

取

(6)取日常生活 役立 心理学～話 上手 聞 上手～取

取 対取 取 象取 般取

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成 日 木  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 研修視聴覚室 

取 取 取 容取 相手 気持 通わせあう 

簡単 技術 習得  

取 所取 取 感取 参加人数 少 初 

積極的  

参加者 徐々 積極的 話せ 

う  

取 経取 取 費取 ， 委託料  

 

 

251



(7)取ウッ ニン 取

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取  

ウ取 期間 回数取 成 ～ 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 取 取 容取 木 焦 焼 絵 作成  

取 所取 取 感取 ウッ ニン あ 知 い い 参加者 少

分指 進 技術 習得

 

取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(8)取高 中国家庭 飲茶取

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取  

ウ取 期間 回数取 成 ～ 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 調理室 

取 取 取 容取 本場中国料理 飲茶 く 体験  

取 所取 取 感取 以前 人気 あ 講 講師 意思疎通 図 参加者

本場中国家庭料理 熱心 組 い 良  

取 取 取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(9)取暮 役立 書道 

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成 ～ 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 取 取 容取 電子文字 全盛期 今 書道 見直  
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10-05-01(05) 

生涯学習課 

取 所取 取 感取 最終日 ニ色紙 作成 参加者 非常 満

足 様子  

取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(10)取樹脂粘土教室取

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取  

ウ取 期間 回数取 成 ～ 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 取 取 容取 樹脂粘土 用い 花 作  

取 所取 取 感取 参加者 少 講師 指 ゆ 渡 樹脂粘土独特

風合い あ 花 く  

取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(11)取 シ ッ ン 

 

 

 

 

 

 

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成 ～ 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 集会室 研修視聴覚室 

取 取 取 容取 式 体 ゆ 直 ン 血液 流 刺激

代謝 高 運動 足 解消 体 中 い
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取 所取 取 感取 女性 大変人気 あ 講 講 終了 自主活動 続け い

く  

取 取 取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(1平)取樹脂粘土教室取

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取  

ウ取 期間 回数取 成 土  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 取 取 容取 樹脂粘土 花 テ シュボッ 作  

取 所取 取 感取 参加人数 本講 い数 回 教室 時間

完成 せ  

取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(1年)取松竹梅 寄せ植え教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取  

ウ取 期間 回数取 成 日 日  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 娯楽室 

取 取 取 容取 新春 飾 縁起物 松竹梅 寄せ植え  
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10-05-01(05) 

生涯学習課 

取 所取 取 感取 前期講 引 続 大 文化協会 盆 方 委託

実施 出来上 個性 出 作品 参

加者 大変喜 い  

取 取 取 経取 取 費取 ， 委託料  

  

(1ィ)取日常生活 学ぶ法  

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成  

～ 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 取 取 容取 法 身近 問 捉え 日常生活 う役立 いく 学

屋地方裁 所 法 傍聴体験  

取 所取 取 感取 法 特 専門分 思わ せい 参加者 少

講師 熱意 十分 参加者 伝わ 思わ

屋地方裁 所 法 傍聴 大変貴 体験

思う  

取 取 取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(1イ)取高 楽 い中国語会話 

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成 ～ 成 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館取 Ｃ会議室 

取 取 取 容取 け 知 い中国語 日本 生活習慣 違い

交え 楽 く学ぶ  

取 所取 取 感取 人 楽 う 熱心 参加 い 講

終了 好会 展  
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取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(16)取 玉入門取

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成  

～ 成 回  

エ取 場取 取 所取 中央公民館Ｃ会議室 

取 取 取 容取 玉 色 華麗 模様 施  

取 所取 取 感取 参加者 主婦 余暇 利用 う

細工 趣味 溶け込 う 意欲 敬服 せ  

取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

(17)取流木 灯  

 

 

 

 

 

 

 

取 対取 取 象取 般 

取 参加人数取 人 

ウ取 期間 回数取 成 日 土 日 土  

エ取 場取 取 所取 大 中学校取 理科室 

取 取 取 容取 流木 竹紙 灯 作  

取 所取 取 感取 大 中学校 初 開設 大人向け 講 参加者

少 く 残念 容 募集方法 考 必要 感  
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10-05-01(05) 

生涯学習課 

(18)取 ヶ丘地 出前講  

取 対取 取 象取 歳以上 地 住民 

取 参加人数取 毎回 ～ 人 

ウ取 期間 回数取 成 ～ 成 回  

エ取 場取 取 所取 ヶ丘地 集会所 

取 取 取 容取 独老人 く う 立 上 自主活動団体 元気会 講

師 派遣 高齢者 健康 生 い い 話 体操

等 行  

取 所取 取 感取 う 講 他 地域 開催 本

元気 寄 増え いく 感  

取 経取 取 費取 ， 報償費  

 

取 成果及 評価 

社会教育講 公民館講 統合 生涯学習講 成

講 開講 多種多様 ニ 対応 講者 ン

結果 参考 新 い企 講 開講 高 楽 い中国

語会話 シ ッ ン う 講 終了 参加者 中心 自主

活動 展 講 あ 評価  
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款 10 教育費 予 算 額 5平,587,000

項 05 社会教育費  算 額 48,110,85平

目 0平 生涯学習施設費 国 県支出金 166,950

使用料等 年,年68,年平5

他 年81,48平

事

 

業

 

0年 中央公民館管理事業 

源

訳

 

一般 源 44,194,095

大分類  新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性を伸 し豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

  民 自由 時間 学習 生涯学習 充実 拠点

施設 し 民 安全 快適 学習 う 施設 一 し 中央

公民館を生涯学習活動拠点施設 し 整備し 民一人 教養 技術を習

得す 積極的 学 個人 能力を伸 す 変化 多い社会 中

く 楽しく 豊 生 こ 一 す  

 

 成 度ま 経過 

  成 度 施設 予約方法及 利用料金 さ 減免規程 い 見

直しを図 こ 既存団体 既得権的優先利用 料金 不均衡を是正し  

 現在 至 多く 利用者 け 担 少 く済 う 料金

利用 ム 会館運営 い  

 

 目標又 改善策 

  開館 す 経過し 施設全体 老朽化 否 い 現状

施設利用者 要望 応え こ い部分 多々存在し い 修繕 対応

可能 部分 い 積極的 修繕し 改修 必要 場合 限 対応し

い い  
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10-05-02(03) 

生涯学習課 

 容 

(1) 開場時間及 休館日 

  午前 時 午後 時  月 火曜日休館 

(平) 会館 施設名称 

  集会室 小体育室 研修視聴覚室 Ｃ会議室 Ｃ教室 和室 礼法室 調理室 

 

 成果及 評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

   述べ総件数 ， 件  延べ総利用者数 ， 人 

(平) 評価 

   細 修繕 い 積極的 実施し 施設 維持管理 し し

大規模 改修 必要 考え 箇所 あ 実施さ い い部分 あ 利

用者 要望 い 十分 いえ いま 最低限 対応 い

思わ  

開館日数 平64 日 

集会室 1,平年0 件 平5,495 人 

小体育室 750 件 16,400 人 

研修視聴覚室 平1年 件 5,年47 人 

Ｃ会議室 平8年 件 4,189 人 

Ｃ教室 平50 件 平,468 人 

和室 1平年 件 1,706 人 

礼法室 49 件 490 人 

利

 

用

 

者

 
 

数

 
調理室 147 件 平,570 人 
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款 10 教育費 予 算 額 平9,054,000

項 05 社会教育費  算 額 平8,平85,71平

目 0平 生涯学習施設費 国 県支出金 0

使用料等 1,949,平00

他 1,009,958

事

 

業

 

04 民会館管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 平5,年平6,554

大分類   新 い時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的  

  民 自由 時間 学習 生涯学習 充実 発表

場を提供 こ 施設 ま 民 安全 快適 学習

う 学 場 施設 一 民会館を整備 民一人 教養

技術を習得 積極的 学 個人 能力を伸 変化 多い社会

中 く 楽 く 豊 生 こ 一  

 

 成 度ま 経過 

  成 ９ 度 こ ま 規則 記さ い 営利目的 利用

い 確 料金設定を こ 営利目的 利用 可能 施設

活用 幅 広 現在 地域 民 生涯学習 発表 場を提供 施設

一層活用 う整備 い  

 

 目標又 改善策 

  開館 経過 施設全体 老朽化 否 い 現状

施設利用者 要望 応え こ い部分 多々存在 い 修繕 対応可

能 部分 い 積極的 修繕 改修 必要 場合 限 対応

い い  
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10-05-02(04) 

生涯学習課 

 容 

(1) 開場時間及 休館日 

  午前９時 午後９時  月 火曜日休館 

(平) 会館 施設名称 

  ホ ル 移動椅子設備 テ 音響 照 設備 会議室 

 

 成果及 評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

(平) 評価 

   積極的 修繕を実施 施設 維持管理 ま 予防的 改修 い

必要 応 実施 いく 利用者 要望 い 十分 いえ い

ま 最 限 対応 い 思わ  

開館日数 平65 日 

ホ ル テ  141 件 14,900 人

会議室 平91 件 4,405 人

利

用

者

数合計 4年平 件 19,年05 人
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款 10 教育費 予 算 額 37,297,000 円

項 05 社会教育費 決 算 額 36,733,123 円

目 03 図書館費 国・県支出金 0円

使用料等 0 円

その他 26,601 円

事

 

業

 

03 図書館運営事業 

財

源

内

訳

 

一般財源 36,706,522 円

大分類 ３ 健康で安心な暮らしと災害や犯罪などに強い社会を創造する 
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 誰もが自立した生活が送れる健康長寿・生涯現役社会の構築 

１ 目的 

生涯現役として誰もが自立した生活が送れるよう、生活圏を共有する近隣市町の

住民を対象に、生活に「役に立つ」情報が提供できるよう資料の収書管理、貸出・

返却サービス、予約・リクエスト並びに資料の参考業務など利便性向上を目的に事

業展開を図っている。 

特に、運営にあたっては、資料の在庫管理や利用者への督促管理、事務の効率化

を重点に実施している。 

 

２ 平成２０年度までの経過 

平成２０年４月から施行した「週６日開館」に向け、平成１９年度は蔵書全体を

在庫管理の視点から抜本的に見直し、併せて利便性向上のために、①利用者カード

発行手続の簡素化、②インターネットによる図書発注の導入、③予約対象の図書以

外への拡大、④定期的なリサイクルの実施、⑤館内照明器具取替による照度改善、

⑥書架の転倒防止の耐震対策修繕、⑦業務マニュアルの作成と実践など、運営にお

けるさまざまな業務改善を実施した。また、平成２０年度は、「週６日開館」に対応

すべく利用者への接遇意識の向上や業務マニュアルの作成に取り組んだ。 

 

３ 目標又は改善策 

(1) 「週６日開館」２年目を迎え、更なる利便性の向上を図る 

(2) 地域に“役に立つ図書館”をめざす 
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10-05-03(03) 

図書館 

貸出点数,

232,026

貸出点数,

260,896

貸出点数,

284,791

利用者数,

41,284

利用者数,

47,619

利用者数,

53,949

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H19年度 H20年度 H21年度

４ 内容 

(1) 雑誌及び視聴覚資料の貸出点数と貸出期間の変更 

(2) 利用者管理の整備 

ア 未返却者への督促の強化と貸出制限を規定 

イ 利用者データの確認及び更新作業 

(3) 在庫管理の視点からの収書（選書）と除籍を一元化できる仕組みを作成 

(4) 施設環境の整備（前年度からの継続事業） 

ア 室内照度の改善…ホール等照明器具の取替及び増設 

(5) 全員で業務マニュアルを整備 

 

５ 成果及び評価 

「週６日開館」への取り組みを平成

１９年度から実施してきた結果、利用

者数及び貸出冊数が２か年連続で前

年比９～ １５％伸びた。また、近隣市

町の利用者も全体の３０％以上を占

めた。一方、未返却者が増加したため、

１２月に利用制限規定を制定した結

果、減少傾向が出始めている。 

また、機器更新が近づいていること

もあり、利用者すべてのデータ更新作業を１年かけて利用者に直接確認する方法で

進めた結果、順調に進んでいる。 

また、施設面では、前年の継続事業として館内ホールの照明器具の取替を進めた

結果、照度が改善され館内が明るくなった。 

「週６日開館」も施行後２年が経過し、利用者にも周知され運営も円滑に進める

ことができたので、今後は利用者ニーズをさらに研究し、地域のほか「生活に」役

立つ図書館づくりにつながるよう努めていきたい。 

263



款 10 教育費 予 算 額 7古平年6古000

項 05 社会教育費  算 額 6古99平古165

目 04 文 財保護費 国 支出金 0

使用料等 0

そ 他 9古年00

事

 

業

 

0年 文 財保護事業 

財

源

訳

 

一般財源 6古98平古865

大分類   新 い時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類  (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

先人 遺産 あ 貴 文 財 遺跡を保護 活用 文 財 対

理解 関心を深 次世代 引 伝統芸能 保存 伝承

を目的  

 

 成 度 経過 

(1) 文 財 対 理解 関心を高 成 度 成 ９ 度

指定文 財 説 板を 基 設置 歩い 回 コ スを文 財

マップ 掲載 子 調 学習 い 現地 行 説 板 あ

いう状況 大人 子 わ 活用 い  

   文 財 指定 い 成 度 木製 獅子狛犬 余 神社 を指

定文 財 い 今後 指定 値 文 財を探 力 必要 あ  

   指定文 財 交付金 い 成 ９ 度 見直 を実施 維

持費 い 一定 基準 基 交付金を交付 修繕 い

必要 応 補  

 (平) 伝統芸能を維持 承 春 秋 発表会を開催 い 秋 成

実施 軌道 乗 い 実際 承 各地区 差  

(年) 過去 実施 発掘調査 報告書 未刊行 あ そ 計

度 過去 発掘調査 出土品 整理を行い 度 図面等 整理を

報告書 刊行を計  
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10-05-04(03) 

歴史民俗資料館 

 目標又 改善策 

(1) 新規 指定文 財 う 物件 調査 

(平) 過去 発掘調査 報告書 刊行 

(年) 伝統芸能 保存 承 い 模索 

 

 容                      

(1) 新規 指定文 財 得 物件       小学校 伝統芸能 披露 

小 竹田 薬師堂 安置  

い 不動 王像 鑑定を依頼           

(平) 過去 発掘調査を 成 度 遺物 整理事業 成果を 大 遺

跡調査報告書 を刊行  

(年) 伝統芸能 保存 承 い 模索を 会議 意見交換 春 秋 伝統

芸能発表会以外 小学校 伝統芸能 披露 交流会を行  

 

 成果及び評価 

小 竹田 薬師堂 安置 い 不動 王像 南 朝時代 大変 い仏像

あ 確認 新 指定文 財 専門家 鑑定 仏像 中 最

い仏像 あ 判 収穫 あ 過去 発掘調査

報告書 刊行 い い 長 懸案を解消  

伝統芸能 保存 承 い 地域 承 差 出 い 少

承者 現 い 会議 意見交換 春 秋 伝統芸能発表会以外 小

学校 伝統芸能 披露 子 関心を持 保存会 活気を

今後 学校 交流を い い そ 各地区 自発的

承 取 組 を促 徐々 自立 方向 持 い  

総体的 民 中 大 歴史 文 何 い いう意識

強い 仁所 遺跡を中心 弥生時代 大集落群 点在 墳 堀尾氏

小 城 戦国時代 優 仏像 近代 工場誘致 桜 植樹 郷土 歴

史 文 をアピ ル 誇 あ 大 言え 施策を講 い   
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款 10 教育費 予 算 額 1年古857古000

項 05 社会教育費  算 額 1年古661古889

目 04 文化 保護費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 11平古000

事

 

業

 

04 歴史民俗資料館 営事業 

源

訳

 

一般 源 1年古549古889

大分類  新しい時代 担う次世代 育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性 伸 し豊 人間性 育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

先人 営 伝え た 郷土 歴史 関す 美術的 展示す

民 知的欲求 応え 文化 創造 質 高い生活空間 形成 一

助 う様々 企 展 開催す 小中学校 授業 プ学習

場 し 学校教育課 連携し 子 たち 教育 献し い 目指す  

 

 成 度 経過 

史研究 大 歴史 編纂 重点 時間 費 した結果 現在

第 巻 原始 代編 小学 生 歴史 副読本 い そし  

資料館活動 学校 授業 ン し マ 持 た資料館 見学 プ学習

又 出前授業 交流 深 い  

  近 企 展 充実 同時 収蔵庫 資料 整理方法 改善し電算 登録 成

果 上 い 企 展 あ 家族 楽し 資料館 一環 し

冬 企 展 恒例 た 展 開催し 実際 裏様 雛様

衣装 着 写真 撮 コ ナ 設置し好評 得た 成 度

展 多 来館者 要望 あ 成 度 春 企 展 端午

節 展 開催した 実際 甲冑 陣羽 着 写真 撮 コ ナ 設置し

冬 春 家族 楽し 企 展 し 好評 得 い  
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10-05-04(04) 

歴史民俗資料館 

 目標又 改善策 

(1) 入館者数 さ 増加 

(平) 家族 楽し 資料館 子 楽し 資料館  

(年) 収蔵品 整理 タ化 促進 

 

 容 

(1) 常設展示 解放 子 たち 昔 道具 触 せ  

(平) 4 回 企 展 開催 

ア 春 端午 節 ～子 健 成長 ～ 

  イ 夏 紙 モン タ 展 

ウ 秋 郷土 ゆ 現代作家シ  

～倉地比沙支 世界～ 

エ 冬 展示 

(年) 一日教 開催 遺跡             

(4) 学校授業 見学受 入 回 人  

(5) 文化 収蔵庫 樋 修                夏 企 展 

 

 成果及 評価 

  生涯学習 家庭教育 一助 し 家族 楽し 資料館 具現化し あ

し し 入館者数 成 度 ， 人 成 度 ， 人

成 度 ， 人 ， 人台 ， 人台 推移し い

民 資料館 認知度 低い 又 企 展 伝 足 い い い た

原点 立ち返 多 民 来館し 工夫 し う一 ン 高い水

準 1 万人以上 入館者 推移 目指したい  

  資料館 調査 研究 展示 車 両輪 あ 後 大 歴史 伝承

研究 展示 生 し い 夏 秋 企 展 質 高い芸術 企 展 昔

伝わ 物語 掘 起 し 紹 し心 癒す一服 清涼剤 したい 心 穏 さ

安全 安心 ち 一助 考え  
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款 10 教育費 予 算  1年ん1イ6ん000

 06 保健体育費  算  11ん110ん年ィ平

目 01 保健体育総務費 国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 1ん平7イん600

事

 

業

 

0年 社会体育振興事業 

財

源

訳

 

一般財源 エん8年ィん7ィ平

大分類   新 い時代 担う 世代 育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類  (1) 個性 伸 豊 人間性 育 学校教育 生涯学習 推進 

●社会体育振興 

 目的 

暮 中 体育 取 入 定着させ 人々 生 い く 図

目的 民 結び い 社会体育 ン 各種講習会 大会

開催 民 ツ参加 機会 普 努  

 

 成 度 経過 

  多く ツ事業 行わ 各事業 容 洗い出 重複

い 事業 団体事業 推進 う事業 見直 廃止 事業 来 目的

理解 参加 え う事業展開 進 い  

 

 目標又 改善策 

  体育事業 重要課 い 総合型地域 ツ 普 事業実施

難 い さ ～ 代 ツ教室 講習会 行う  

事業企 体育指 委員 中心 気軽 ツ 学び 検討

事業展開  

各種大会 い 関係団体 主 ツ 提供

う事業 容 吟味 いく  

 

268



10-06-01(03) 

生涯学習課 

 容 

(1) 体育指 委員活動 

楽 ツ 普 目標 体育 ン 指 手

軽 ツ 指 普 中心 体育 ツ 通 生 い く 健

康 く 仲間 く 努  

 委員人数  

 活動 容 大口 体育指 委員会 回  

愛知県 西尾張地区 葉地区体育指 委員連絡協議会 計 回 

         第 回東海四県体育指 委員研究大会 岐阜県 呂市 日間  

協力事業 ツ教室 祭 民体育祭  

第 回愛知県市 村対抗駅伝競走大会 

 

 (平) ツ教室 

 目 的 大人 対象 ツ教室 

   容 体育指 委員 指 者 バ ン ン ソ バ  

  ウ 開催期間 ～ 月 計 回 

   参 加 者 歳以  

   所 感 女性 参加者 大半 占 い種目 い 点

教室終了後 自主 ツ 始

今後 望 い 感  

 

(年) ノ 講習会 

   目 的 普段行う 出来 いウ ンタ ツ 学ぶ 泊

日 実施 達 士 思い出作 場 提供  

   容 び ノ 講習 

  ウ 開 催 日 月 日 水 日 木  

 参 加 者  学 生～中学 生  

 所 感 参加者 日間 朝 晩 滑 概 好評
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あ 参加申 込 数 く減少 事

業 実施 検討 必要 あ 感  

 

(ィ) 愛知万博 第 回愛知県市 村対抗駅伝競走大会  

 目 的 愛知県 市 村 交流 県民 ツ 振興 普  

 容 監督 中心 選手 補 選手 世代 超え 一

練習 大会 県 市 村チ 位 区間 録

競い合  

ウ 開 催 日 月 日 土 場所 愛 地 博 念公園  

 所 感 学生 参加 い い 聞く あ 学校

企業 協力 チ 編成 練習時 監督 中心

あ チ 編成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 祭 ウ 大口 ツ 事業委  

 目 的 海 日 度 施設無料開 ョンコ

設 利用 作  

 容 臨時 ョンコ 設置 

ウ 開 催 日 月 日 月 海 日 
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10-06-01(03) 

生涯学習課 

   来 場 者  

 所 感 対象 子 絞 込 ョン 子供向

絞 込 今後 多く 方々 利用

う う 考え い  

 

(6) 地区別ソ 大会 大口 ソ 協会 事業委  

 目 的 各地域 行わ ソ 行 区間 交流 親睦 図  

   開 催 日 月 日 日 日 日  

ウ 方 法 男性 チ 女性 チ ン 戦 実施  

 所 感 チ 数 多い地区 早い時期 地区大会 行い 大会当日

地区応援 訪 非常 盛 大会  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (7) 民体育祭 大口 民体育祭実行委員会主催  

 目 的 体育 祭典 地域間交流 親睦 深  

 開 催 日 月 日 日  

271



ウ 容 活動 く 団体 一緒 企 運

営 行う方法 団体 総勢約 ，

参加 賞品等 協賛品 絞込 行い 経費節減 努

 

 所 感 行 区 中心 各団体 協力 大 混乱 く無事

終了 賞品 一部 物品 協賛 得

例 比 数量 差 生 購入 分 多く  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8) 民水泳大会 ウ 大口 ツ 事業委  

 目 的 ン 技術向 競技 推進 

 開 催 日 月 日 日  

ウ 容 ウ 大口 ツ 中心 大口 水泳協会 び中学生

ンテ 一緒 運営 行い 競技種目 絞 日頃 練習

成果 発揮 場  

 参 加 者 人 

 所 感 開始時間 早く 一般利用者 大 混乱 く 細 く

競技種目 分 い 例 く早く終了  
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10-06-01(03) 

生涯学習課 

(エ) 桜並木健康 ョ ン  

 目 的 手軽 取 組 ョ ン 通 運動 関心 高  

 開 催 日 月 日 日 成 月 日 日  

ウ 容 大会 桜 開花時期 合わせ 度当初 回目 開催

回目 例 度 月 開催 コ

走 ペボ び ペボ コ 並び ウ ン 主体

． ペボ 回目 仮装部門 参加 募

大会 盛  

 所 感 月 桜 開花時 他 ン 重 参加者 少

度 月 回目 開催 学校 協力依頼

行 参加者 予定数 超え 結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 成果 び評価 

ツ団体 行う事業 わ 各事業 い 目的 再確認

実施 大会 一 団体 運営 難 い

関連 団体 協議 進 創 事業 展開 いく う進 い  
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●補助事業 

 目的 

ス 団体間 連携 ス 通し 事業 積極的 進  

 

 成 度 経過 

  助成 容 成 団体助成 事業助成へ 替え 行い 当初 各

団体 大 混乱 あ 成 度 定着化し  

活動 い 公益性 高い事業 増え 趣味中心 活動 一般 巻 込

幅広い活動へ広 定着し あ  

体育 会 生涯学習課 行 い 各事業助成申請 い 手続

確認 い 事務 事務局員 用し行う う し  

 

 目標又 改善策 

  各団体 行 い 事業件数 非常 多い 一般 対象 し 事業 公益事業

件数的 少 い 一般 巻 込 事業展開 う 既存 事業 容

工 す う バ スし 活動 活性化 行う  

  体育団体 子供 大人 活動団体 い 現状把握 し 団

体 活動方針 将来像 プ ン 検討す  

 

 容 

(1) 体育 会補助 

 補助金   

 対象事業 町 方々向け 何 事業 行う公益事業 加盟 会員

技術向上及び親睦 自主事業 

       一般募 行い 実施し い 定期練習助成 

ウ 事業 容 

団体 加盟 

軟式野 連盟 ソフ 会 バ ミン ン 会 ソフ テニス 会
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10-06-01(03) 

生涯学習課 

会 剣道 会 水泳 会 ゲ 会 硬式テニス 会

極拳 会 グ ウン ゴ フ 会 

主 事業 

 春季町民総合体育大会                   月～ 月  

 第 回扶桑町 大口町親善体育大会     月  

 秋季町民総合体育大会                   月～ 月  

 加盟団体対抗 ング大会 講習会 ンテ 清掃活動 

エ 所 感 会 事務員 用し 目 会長 理事長 い 役員

巻 込 事務局運営 事業 容 い 審議す

こ う 安定し 事務局運営 考え  

 

 

 

 

 

 

ゴミ拾い 総合運動場他       講習会 

 

(平) 大口町ス 少 団補助 

 補助金  対前 比増減 し  

 対象事業 補助積算 加盟団体割 加盟人数割 中心 あ  

ウ 事業 容 

団体 加盟 

大口ＦＣ 大口オ ングス 大口タ ス 大口 バ ス  

     大口女子ス 少 団 
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主 事業 

 各団 活動助成 

     ス 少 団交流大会 テ チビ 綱  

     体力テス  

エ 所 感 各団 活動 活動拠点 学校施設 し こ 安定し 活動

行え い 全体 事業 事務局 生涯学習課 主導

い こ 全体事業 見直し 事業数 今 度一時

的 減 し そ 結果 役員 事業 容 見直し展開す

必要 あ い 意見 得 こ 事務局頼 事業

自 行う事業 へ 徐々 役員 意識 変化 見  

 

 

 

 

 

 

 

 

体力テス  

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会 
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10-06-01(03) 

生涯学習課 

 成果及び評価 

  体育 会 い 事務局 事務員 用し 事務局体制 安

定し 各活動 安定し 度  

し し 活動 中 子供 一緒 行 い 活動 あ 現時点 会

規約 会員 し 一緒 活動 い現状 あ 団体 活動

制限 出 し う い 課 残 い  

 ス 少 団 い 全体事業 見直し 行 結果 役員 全体事業へ

関心 高 こ  

総合的 間 通し 各団体 活動 事業 現状 確認及び調査し こ

現在課 い 団体 一本化 向け 課 事務局 役割 会員 範

各事業 容 整理 抽出す こ  
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款 10 教育費 予 算 額 4年,06年,000

項 06 保健体育費  算 額 41,89年,59年

目 0平 生涯学習施設費 国 県支出金 年,465,000

使用料等 平1,年61,10平

そ 他 0

事

 

業

 

0年 温水 ル管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 17,067,491

大分類  新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類 (1) 個性を伸 し豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推  

 目的 

  スポ ツ振興を図 上 誰 気軽 スポ ツ 親し た 安心し 使

用 施設 必要 あ 民 安全 快適 スポ ツを楽し こ

う 施設 一 し 一 を通し 活用 温水 ルを整備す こ 民

体力 く 健康 く 努 スポ ツ いまち く を推 す  

 

 成 度ま 経過 

  スポ ツ施設 指定管理者制度 入 向け そ 契約 容及び方法 い

検討し 施設自体 整備 関し 制度 入 向け 整備 重点を置い

た 成 度 指定管理者制度を 入す こ た  

 

 目標又 改善策 

  スポ ツ施設 指定管理者制度 入 向け そ 契約 容及び方法 い

検討し 施設自体 整備 関し 制度 入 向け 整備 重点を置い

実施し いく  
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10-06-02(03) 

生涯学習課 

 容 

(1) 開場時間 

   月 月  水曜日 土曜日 午前 時 午後 時 

           日曜日 月曜日  午前 時 午後 時 

   月 月 水曜日 土曜日 午前 時 午後 時 

           日曜日 月曜日  午前 時 午後 時 

(平) 休館日  毎 火曜日及び 月 日 翌 月 日ま  

 

 成果及び評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

 

 

 

   間 年0平 日開場  総利用者数 1平9,575 人 

 

(平) 評価 

   ル監視及び受付業務を 法人ウィル大口スポ ツクラ 委託し い

こ 法人 併せ ルを活用した事業 数多く実施し い ル

運用等 含 毎 改善を 一層 民 身近 運動施設 し 温水

ルを活用し いく し し開館 大規模改修工事 経

過し 施設全体 老朽化 否 い 現状 施設利用者 要望 応え

こ い部分 多々存在し い  

成 度 指定管理者制度を 入す こ た 一層利用

者目線 施設管理 運営 図 期待す  

開館日数 年0平 日

一  般 70,平94 人

中学生 55,年50 人

幼  児 年,9年1 人

計 1平9,575 人

利

用

者

数

 

一日当た 利用者数 4平9 人
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款 10 教育費 予 算  6平,平57,000

項 06 保健体育費  算  61,平58,766

目 0平 生涯学習施設費 国 県支出金 平,00年,000

使用料等 8,0年0,9年8

そ 他 6平年,000

事

 

業

 

04 グラン 等管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 50,601,8平8

大分類   新しい時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類  (1) 個性を伸 し豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推進 

 目的 

  スポ ツ振興を図 上 誰 気軽 スポ ツ 親し た 安心し 使

用 施設 必要 あ 民 安全 快適 スポ ツを楽し こ

う また 多種多様 スポ ツ種目 要望 応え う 施設を整備し 民

体力 く 健康 く 努 スポ ツ いまち く を推進  

また スポ ツ人口 増加 そ 活動 場 し 学校体育施設を積極的

開放し スポ ツ施設 不足分を補う  

 

 成 度ま 経過 

  スポ ツ施設 指定管理者制度 入 向け そ 契約 容及び方法 い

検討し 施設自体 整備 関し 制度 入 向け 整備 点を置い

た 成 度 指定管理者制度を 入 こ た  

 

 目標又 改善策 

  スポ ツ施設 指定管理者制度 入 向け そ 契約 容及び方法 い

検討し 施設自体 整備 関し 制度 入 向け 整備 点を置い

実施し いく  
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生涯学習課 

 容 

(1) スポ ツ施設 

ア 開場時間 グラウン テ スコ わ し ち国体 念運動公園

河北グラウン 秋田グラウン  

  午前 時 分～午 時 分 

総合運動場 総合テ スコ  午前 時 分～午 時 分 

イ 休場日  月 日 月 翌 月 日 水 ま  

 

(平) 学校体育施設 

大口中学校 大口南 学校 大口北 学校 大口西 学校 

  ア 開場日 

    屋 運動場 昼間 屋外運動場 

    土曜日 日曜日及び国民 祝日 関 法 規定 休日  

    屋 運動場 夜間  

    国民 祝日 関 法 規定 休日を除く火曜日 土曜日  

    ※い 月 日 月 翌 月 日 月 ま 及び学校開校時

間を除く  
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 成果及び評価 

(1) 成果 

施 設 名 項  目 計 

件  数   平,71平 件 

テ スコ  

利用者数   平8,91平 人 

件  数   1,154 件 

総合運動場 

利用者数 60,4年0 人 

件  数     平平年 件 

 イタ  

利用者数  6,0平8 人 

施 設 名 項  目 計 

件  数   4,87平 件

総合テ スコ  

利用者数  年7,06年 人

件  数   1,547 件

 イタ  

利用者数   9,平61 人

件  数   4平6 件

グラウン  

利用者数   17,044 人

件  数   年46 件

 わ し ち国体 念運動公園 

利用者数   1年,平8平 人

件  数   平64 件

河北グラウン  

利用者数   9,平76 人

件  数   年55 件

秋田グラウン  

利用者数   9,7平8 人
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10-06-02(04) 

生涯学習課 

施 設 名 項 目 屋外 屋 昼 屋 夜 

件  数 51 件 平7 件 175 件

大口中学校 

利用者数 年,400 人 1,年50 人 4,年85 人

件  数 年55 件 平16 件 7年 件

大口北 学校 

利用者数 15,年05 人 11,615 人 平,490 人

件  数 平46 件 69 件 4平 件

大口南 学校 

利用者数 年,555 人 平,年60 人 1,6平0 人

件  数 平平4 件 117 件 150 件

大口西 学校 

利用者数 8,9平8 人 5,074 人 年,916 人

 

(平) 評価 

こ ま スポ ツ振興事業 成果 生活習 病予防 た 近 スポ

ツ 親し 方 人口 々増加し い また 施設 利用 休日 夜間 多い

た 施設 絶対数 性的 不足し い 体育施設 学校施設 改修等 こ

こ数 中 実施さ い 一部 施設 建設当時 目的以外 利用し

可能 限 利用者 利用形態 要望 合う う 施設 運営 努 い また

最 経費 最大 効果 得 う 職員自 施設 維持管理作業を多々

行 い そ 限界 あ 今 施設管理 在 方 し 指定管理者

制度 入を検討し 来た そ 準備段階 し 成 度 グラン 等

体育施設を一括し 管理委 した 概 問 く管理さ 成 度

指定管理者制度を 入 こ 見通し た  
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款 10 教育費 予 算  7,ィィ6,000

項 06 保健体育費  算  6,80イ,0イ7

目 0平 生涯学習施設費 国 県支出金 0

使用料等 1,平00

そ 他 0

事

 

業

 

0イ 野外活動施設管理事業 

財

源

訳

 

一般財源 6,80年,8イ7

大分類  新 い時代を担う次世代を育  
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類 (1) 個性を伸 豊 人間性を育 学校教育 生涯学習 推  

 目的 

民 自然 ふ あい 規 協調 愛 精神を養い 心身 健全

ま 豊 心を養うこ を目的 自然体験活動 場 白山ふ あ

い 森 を設置 安心 利用 施設管理を目的  

 

 成 度ま 経過 

  成 度 地元住民 志 日常管理を委託 大

ラ 等 く現在 同 日常管理を委託 い  

 

 目標又 改善策 

  施設 老朽化 対応 可能 限 早期 修繕を実施 い 地元地

域 要望等 早期 対応 心 け い  

  施設そ 特 キャン 場 存在意義そ 今 検討課 い

施設利用者 地元地域 意見 踏まえ 施設 管理 営を 良い方向

いく  
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10-06-02(05) 

生涯学習課 

 容 

(1) 開場時間 

     水曜日 日曜日 午前 時 午 時 

    水曜日 土曜日 午前 時 午 時 

(平) 休場日  毎 曜日 火曜日 び 日 翌 日 

 

 成果 び評価 

(1) 成果 

   

 

 

 

 

(平) 評価 

開場 既 経過 具 老朽化 い 部分 あ 可

能 限 早期 修繕 誰 安心 利用 い け う 施設 管理

努 ま 地元 志 清掃 を含 日常管理を行 い

地域 密着 視点 施設維持管理 施設 営を行 い け ま

く 活動 場 い 今 同様 管理を いけ う  

 

開 場 日 数 平6年 日

ス チッ 場 ィ,9ィィ 人

キャン 場 イ,709 人

利

用

者

数 合   計 10,6イ年 人

285





 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 一般会計の主要工事一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





主要工事一覧表 

一般会計 

一般会計主要工事一覧表 ３ 万円を超える工事  

 

款  民生費 ＜福祉 ども課＞ 

目 工  名 工 場所 工 期 

請負金額 

( )

摘    要 

補 助

 独

 別

中保育園 水道

接続工  

中保育園 

21.11. 7

22. 1.15

2,350,950 L=17.7ｍ 独

保育園費 

保育園 水道

接続工  

保育園 

22. 2.16

22. 3.30

4,293,450 L=61.7ｍ 独

 

款  衛生費 ＜環境課＞ 

目 工  名 工 場所 工 期 

請負金額 

( )

摘    要 

補 助

 独

 別

循環型社

会形成費 

サイク セン

ター資 置き場

及び駐車場整備

工  

小口六 目

21.11. 7

22. 1. 5

2,362,500 砂利舗装 1,400 ㎡ 独

 

款  農業費 ＜建設農政課＞ 

目 工  名 工 場所 工 期 

請負金額 

( )

摘    要 

補 助

 独

 別

農 業 

振 興 費 

草 堆肥 施設

等設置工  

小口六 目

21.11. 7

22. 1. 5

2,877,000 延床面積 32.70 ㎡ 独

ス イ ー

改良工  

西割地区 

河 目 

21. 4.11

21. 6.19

3,864,000

ス イ ー  

電動 工 基 

独

独土地改良

業農 総合整備

工  差柳地区 

奈良子 目

21.11.26

22. 3. 5

6,562,500

L=96.3m 

側溝 L=94.5m 

県費

町 独 業農

総合整備工  

大島地区そ  

伝右 目 

21.12.19

22. 3.13

1,764,000

L=30.0m 

側溝 L=30.0 

独

農 地 費 

独土地改良

業農 総合整備

工  大島地区 

そ  

伝右 目 

21.12.23

22. 3. 7

5,544,000

L=88.5m 

側溝 L=88.5m 

県補
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款  商工費 ＜環境課＞ 

目 工  名 工 場所 工 期 

請負金額 

( )

摘    要 

補 助

 独

 別

観 光 費 

尾 自然歩道環

境整備工  

大屋敷 目

他

21. 9.29

22. 2.18

22,575,000

L=432.0ｍ 

舗装 A=805.0 ㎡ 

県費

 

款  土木費 ＜建設農政課＞ 

目 工  名 工 場所 工 期 

請負金額 

( )

摘    要 

補 助

 独

 別

側溝整備工  

町道秋 48号線 

秋 目 

21. 4.11

21. 6.19

1,496,250

L=21.5m 

側溝 L=41.6m 

独

舗装工  

町道柏森大口線 

伝右 目 

21. 5.21

21. 8.23

12,988,500

L=147.0m 

舗装 L=1138.2m2 

独

舗装工  

町道余 71号線 

竹 目 

21. 6.18

21. 8.16

7,665,000

L=264.0m 

舗装 A=1684.1m2 

独

側溝整備工  

町道 小口58号

線 

小口七 目

21. 6.27

21. 9.14

2,677,500

L=56.5m 

側溝 L=56.5m 

独

道路維持工  

町道中小口19号

線 

城屋敷 目

21. 6.27

21. 8.25

1,890,000

L=55.2m 

L 型側溝 L=55.2m 

独

側溝整備工  

町道大屋敷13号

線 

大屋敷 目

21. 7.25

21.10.12

3,370,500

L=104.0m 

側溝 L=102.5m 

独

転落防 柵設置

工  

町道河 44号線 

河 目 

21. 8.22

21.10.10

1,680,000

転落防 柵 A=73.7m

転落防 柵 天=81.4m

独

舗装工  

町道中小口19号

線 

小口 目

22. 1. 9

22. 3.24

2,205,000

L=175.3m 

舗装 A=692.1m2 

独

舗装工  

町道住宅2号線 

余 目他

22. 1. 9

22. 3.19

2,940,000

L=250.5m 

舗装 A=571.66m2 

独

側溝整備工  

町道秋 120号線 

秋 目 

22. 1. 9

22. 3.19

3,762,150

L=121.5m 

側溝 L=119.9m 

独

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路橋

ょう維持

整 備 費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舗装工  

町道西武線 

豊 目 

22. 1.28

22. 3.28

14,542,500

L=180.0m 

舗装 A=1466.06m2 

独
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主要工事一覧表 

一般会計 

舗装工  

町道 小口82号

線 

竹 目 

22. 2.16

22. 3.30

1,827,000 舗装 A=517m2 独

道路改良工  

町道 小口97号

線 

竹 目 

21. 6. 4

21. 9.21

10,080,000

L=201.8m 

側溝 L=386.3m 

舗装 A=619.1m2 

独

道路改良工  

町道豊 線 

堀尾跡 目

21.11.12

22. 6.29

9,922,500

(0)

L=56.9m 

自 勾配側溝 

L=24.8m 

独

交通安全施設整

備工  

町道 小口51号

線 工区  

中小口 目

21.12.23

22. 3.22

19,552,050

L=164.3m 

L 型擁壁 L=43.6m 

水路 L=144.0m 

独

交通安全施設整

備工  

町道 合線 

河 目 

21.12.23

22. 3.27

19,477,500

L=119.85m 

函渠 L=119.9m 

歩車境界 L=80.1m 

県補

交通安全施設整

備工  

町道 小口51号

線 工区  

小口 目

21.12.23

22. 3.22

24,813,600

L=274.7m 

L 型擁壁 

L=248.5m 

水路 L=92.0m 

独

交通安全施設整

備工 付帯工  

町道 合線 

河 目 

22. 1. 9

22. 3.29

4,593,750

L=119.9m 

側溝 L=108m 

舗装 A=136m2 

独

道路改良工  

町道余 71号線 

工区  

竹 目 

20.10.23

21. 6.19

47,145,000

(7,875,000)

L=67.2m 

函渠 L=64.2m 

側溝 L=139.3m 

独

道路改良工  

町道余 71号線

工区  

竹 目 

20.10.28

21. 6.24

66,360,000

(11,130,000)

L=96.2m 

函渠 L=96.2m 

側溝 L=192.8m 

独

道路改良工  

町道余 71号線

工区  

竹 目 

20.10.28

21. 6.24

65,310,000

(10,920,000)

L=92.0m 

函渠 L=91.2m 

側溝 L=184.5m 

独

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路橋

ょう維持

整 備 費 

橋梁拡幅工  

部工  

堀尾橋 

堀尾跡 目

21.11.12

22. 6.29

44,940,000

(0)

橋長 L=27.0m 

桁長 L=26.9m 

独

排水路改修工  

吹 水路 

竹 目 

21.12.10

22. 3.24

15,435,000

L=110.7m 

U 型水路 L=100.2m 

独

調整池整備工  

余 調整池 

余 四 目 

20.10. 1

22. 1.31

113,280,300

(113,280,300)

調整池(鉄筋 ンク

ー ) 1,000 ㎥ 

国庫
河川維持

整 備 費 

側溝横断管浚渫

工  

町 全域 

21. 4.17

21. 9. 2

9,948,750

実施延長=12,864ｍ

除去 =123.46 ㎥ 

集落 清掃分処理

=133ｔ 

独
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款  教育費 ＜学校教育課＞ 

目 工  名 工 場所 工 期 

請負金額 

( )

摘    要 

補 助

 独

 別

大口西っ子 里山

道 整備工  

西小学校 

21. 8.18

21.11.15

30,271,500

門設置 駐車場整

備 

独

西小学校プー

サイ 改修工  

西小学校 

21. 9. 4

21.12. 2

6,457,500

プー サイ 床張

替等 

独

西小学校遊具改

修工  

西小学校 

21.7.25

21.9. 2

1,323,000

鉄棒 登 棒等遊具

補修 

独

学 校 

管 理 費 

西小学校機械室

アスベス 撤去

工  

西小学校 

21. 7.25

21. 9. 2

5,355,000

機械室壁 井アス

ベス 撤去 

国庫

大口 っ子わく

わく小学校整備

工 工区  

小学校 

21. 6.20

22. 3.19

1,177,279,950

校舎増築 既設校舎

耐震補強及び改修 

国庫

大口 っ子わく

わく小学校整備

工 工区  

小学校 

21. 6.20

22. 3.19

69,336,750

体育館屋 防水 プ

ー 槽底 等改

修 

独

大口 っ子わく

わく小学校整備

工 工区  

小学校 

21. 7. 2

22. 3.19

28,875,000

門築造 囲障工

遊具設置 

国庫

学 校 

建 設 費 

大口 っ子わく

わく小学校整備

工 工区  

小学校 

21. 8. 8

22. 3.19

10,185,000 陽光パネ 設置 国庫

 

款  教育費 ＜生涯学習課＞ 

目 工  名 工 場所 工 期 

請負金額 

( )

摘    要 

補 助

 独

 別

大口町温水プー

プー 系統空

調機 イ 取替

工  

温水プー  

22. 2.16

22. 3.30

5,775,000 空調機 イ 取替 独

生涯学習

施 設 費 

外活動施設

水道接続工  

白山ふ  

あい 森 

21. 5.30

21. 8.21

2,932,650 L=39.9ｍ 独

 

※ 請負金額欄に  書き あ も  外 契約総額  当該年度支払額 

であ  
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Ⅴ 一般会計の土地取得一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





土地取得一覧表 

一般会計 

一般会計土地取得一覧表 

 

款 ８ 土木費 ＜建設農政課＞ 

目 取得目的 場  所

所 有

者 数

(人)

筆 数

(筆)

面 積 

㎡

金 額 

 

摘 要

補 助

 独

 別

町道豊田22号線 

秋田字 

天王 

1 1 12.95 411,810  独

町道豊三線 

堀尾跡 

二 目 

1 2 69.86

2,962,064 

(2,073,445) 

 独

町道外坪1号線 

萩島 

二 目 

2 3 159.66 4,987,038  補助

道路敷 

余野 

二 目 

1 1 0.69 5,310  独

町道下小口97号線 

竹田 

三 目 

16

(1)

20

(2)

272.39

(37.98)

7,706,280 

(1,181,685) 

 独

道路橋

ょう維持

整 備 費 

町道豊田42号線 

堀尾跡 

目 

1

(1)

2

(2)

124.40

(124.40)

5,391,745 

(1,617,745) 

 補助

 

款  教育費 ＜学校教育課＞ 

目 取得目的 場  所

所 有

者 数

(人)

筆 数

(筆)

面 積 

㎡

金 額 

 

摘 要

補 助

 独

 別

学 校 

建 設 費 

小学校用地 

奈良子 

三 目 

2,929 61,801,900  独

 

款  教育費 ＜生涯学習課＞ 

目 取得目的 場  所

所 有

者 数

(人)

筆 数

(筆)

面 積 

㎡

金 額 

 

摘 要

補 助

 独

 別

生涯学習

施 設 費 

町民会館駐車場用

地 

下小口 

七 目 

330.00 9,570,000  独

表中に  書きも あ も  外 契約総額等  当該年度支払金額等であ  
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Ⅵ 特別会計の状況及び 

主要な施策の成果 





特 別 会 計 一 覧 表 

所属課 特別会計名 ページ 

行政課 土地取得特別会計 292 

地域振興課 国際交流事業特別会計 294 

戸籍保険課 国民健康保険特別会計 296 

戸籍保険課 老人保健特別会計 304 

戸籍保険課 後期高齢者医療特別会計 308 

健康生きがい課 介護保険特別会計 312 

都市整備課 公共下水道事業特別会計 328 

都市整備課 農業集落家庭排水事業特別会計 334 

学校教育課 社本育英事業特別会計 336 

 

特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計を

いい、地方自治法の中で「普通地方公共団体が特定の事業を行なう場合その他特定の歳入を

もつて特定の歳出に充て一般の歳入歳出と区分して経理する必要がある場合において、条例

でこれを設置することができる。」と規定されている。 

 大口町では、上記の９つの特別会計を設置しており、それぞれ下記の条例で特別会計を設

置している。 

○大口町土地取得特別会計条例（昭和 44 年大口町条例第 17 号） 

○大口町国際交流事業特別会計設置に関する条例（平成 2 年大口町条例第 18 号） 

○大口町公共下水道事業特別会計設置に関する条例（平成元年大口町条例第 6 号） 

○大口町農業集落家庭排水事業特別会計設置に関する条例（平成 7 年大口町条例第 13 号） 

○大口町社本育英事業特別会計設置に関する条例（昭和 58 年大口町条例第 10 号） 

 また、介護保険特別会計、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計及び後期高齢者医療

特別会計については、特別会計の設置が法律上義務づけられているため、条例制定による設

置はしていない。 
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款   予 算 額 年平9,000

項    算 額 平18,79年

目   国・県支出金 0

使用料等 0

そ 他 平18,79年

会

 

計

 

 土地取得特別会計 

財

源

訳

 

一般財源 0

大分類    
総

合

計

画

 

体

 
 

系

 

小分類    

 目的 

  用地先行取得事業 係る歳入歳出を経理する 土地取得 滑化を図る

こ を目的 する  

 

 

 

 成 度 経過 

  新た 土地取得 ったた 記載事項 し  

 

 

 

 目標又 改善策 

  新た 土地取得 予定 いた 記載事項 し  
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土地取得特別会計 

行政課 

 容 

  土地開発基金 預金利子収入 218,793 を同基金 積み立てた  

 

 

 

 成果及び評価 

  新た 土地取得 ったため 記載事項 し  

 

 

○収支状況                          単位： ・％  

区    分 21 年度 算額 20 年度 算額 増 減 額 増 減 率

歳 入 総 額 301,390 233,136 68,254 29.3

歳 出 総 額 218,793 233,136 △14,343 △6.2

歳入歳出差引額(A) 82,597 0 82,597 皆増

翌 年 度 繰 越 

す 財 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支(A ) - ( B ) 82,597 0 82,597 皆増

単 年 度 収 支 82,597 0 82,597 皆増 

単年度収支＝当該年度 実質収支－前年度 実質収支 
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款   予 算 額 8ィ9,000

項    算 額 1イ平,100

目   国 県支出金 0

使用料等 0

そ 他 1イ平,100

会

 

計

 

 国際交流事業特別会計 

財

源

訳

 

一般財源 0

大 類    
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類    

 目的  

  故青山利 氏及び株式会社青山製作所 寄付金並び 大口 積立金 設置

した大口 国際交流事業基金 次 事業を実施す  

(1) 教育 文化及びス 交流を目的 した海外派遣 

 (平) 民 国際感覚を醸成す た 講演会及び研修会 開催 

 (年) そ 他 長 国際交流 振興 必要 認 た事業 

 

 成 度 経過 

  成 度        国際交流事業基金 設置 

  成 度 度  海外派遣事業 

  成 度 度  合唱団等 コンサ 開催 

  成 度 度 ランテ グ プ 国際交流事業 実施 

成 度       ムステ 助成事業 ランテ 通訳登録制度 

 

 目標又 改善策 

 こ 教育委員会 い 中学生を対象 実施さ た海外派遣事業 い

国際理解 多文化共生 観点 事業 容 見直しを図  

※海外派遣事業 ほ 国際理解 多文化共生を推 す 事業 い 成

度 間 フ ン シ プ継承事業 一般会計 実施し

い  
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国際交流事業特別会計 

地域振興課 

 容 

(1) 大口 国際交流事業推 委員会 回開催 

海外派遣事業 い 派遣対象者 派遣 等 見直しを行 た た 派遣

対象者 選考 書類選考 面接 成果報告 対す 講評 検証 を行 た  

(平) ムステ 助成 件 

(年) 日本語教室を開催し い グ プ 場所 提供 

日本語教室 隔 土曜日午後 時 時  

 

 成果及び評価 

 今 度 事業 容を見直し 再スタ した海外派遣事業 実績 調

ムステ 助成等 個々 事業改善 必要 あ そうした改善を適 実行し

いくた 国際交流事業基金 設置 経過し こ 間 大口 を取

巻くグ バ 化 展を鑑 大口 実情 即した国際交流事業 あ 方

基金運用 あ 方を考え 必要 あ  

 

○収支状況                         単 ％  

区     平1 度 算額 平0 度 算額 増減額 増減率 

歳 入 総 額 986,平0平 8ィイ,年8平 1ィ0,8平0 16.7

歳 出 総 額 1イ平,100 年6,ィ00 11イ,700 年17.9

歳 入 歳 出 差 引 額 ( A ) 8年ィ,10平 808,98平 平イ,1平0 年.1

翌 度 繰 越 

す 財 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実 質 収 支 ( A ) - ( B ) 8年ィ,10平 808,98平 平イ,1平0 年.1

単 度 収 支 平イ,1平0 19年,791 △168,671 △87.0

単 度収支＝当該 度 実質収支－前 度 実質収支 
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款取 取 取 予取 算取 額取 1ん899ん471ん000

項取 取 取 取 算取 額取 1ん809ん9年6ん855

目取 取 取 国 支出金 440ん671ん年平0

使用料等取 106ん900

そ 他取 68年ん484ん0年9

会

取

計

取

取 国民健康保険特別会計取

源

訳

取

一般 源取 685ん674ん596

大分類 取 取 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

分類 取 取 取

取 目的取

取 国民健康保険 相互扶 精神 基 被保険者 疾病 傷 出産 死亡

関し 必要 給付 行う地域 療保険 あ 国民皆保険制 し 社会保

障及 地域住民 健康増進 寄 取

取

取 成 経過取

国民健康保険加入状況 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単位 世帯数 人 ％ 取

取 総世帯数取 加入世帯数取 割合取 総人口取 加入者数取 割合

成 17 取 7ん451取 年ん平7平 4年.9 平1ん686 6ん590取 年0.4

成 18 取 7ん6平8取 年ん平9平 4年.平 平平ん007 6ん5年1取 平9.7

成 19 取 7ん749取 年ん平74 4平.年 平平ん167 6ん49平取 平9.年

成 平0 取 7ん985取 平ん8平1 年5.年 平平ん490 5ん年平平取 平年.7

成 平1 取 8ん167取 平ん871 年5.平 平平ん554 5ん年71取 平年.7

※取各 年 月 年1 日現在 数値取 取

成 月 歳以 全 人 一定 障 い あ 方 歳

後期高齢者 療制 へ移行し 伴い 成 国民健康保険 加

入世帯 加入者数 減少し い 取

制 改正 国民健康保険税 療分 後期高齢者支援金分

護納付金分 立 取
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取 容取

(1)取税収 確保取

取 取 取 納税相談取 回 月 月取 他 短期被保険者証更新時 実施 取

取 取 取 収納強化月間取 回 月 月 月 取

(平)取 療費抑制 組 取

取 取 護師 保健師 時間対応可能 電話相談 開始取 取

取 取 被保険者証更新時 ジェネリック 薬品希望カ ド 配 取

(年)取特別調整交付金 確保取

取 取 取 成 取 特別調整交付金 特別事情 経営姿勢良好 申請取

(4)取保健事業 充実取

乳 子宮 健診 国保 人間ドック 併 診 う し 疾病

早期発見 特定保健指 療機関へ指 業務 委託

し し 指 い体制 取取

取 取 取 取 取

取 成果及 評価取

(1)取税収 確保取

取 取 収納状況 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単位 ％ 取

取

取

取

取

取

取

取

納税相談 実施 収納強化月間 組 行 社会全体 経済状況

思わし い中 雇用状況 悪化 収納率 伸 前 回 結

果 し し 調整交付金 減額対象 被保険者数 万人 満 村

基準 あ ． ％ 回 取

取 取 取 分取 療分取

後期高齢者

支援金分取

護取

納付金分取

計取

一般取 9年.8取 9年.5取 91.0取

成 平0

退職取 98.年取 98.1取 98.1取

94.0取

一般取 9年.年取 9年.平取 91.年取

成 平1

退職取 97.1取 97.年取 97.8取

9年.6取
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国民健康保険特別会計 

戸籍保険課 

(平)取 療費抑制 組 取

安易 療 診 抑制 療 安 解消 成 月

時間体制 電話相談 業務委託し実施し い 取

ジェネリック 薬品 利用促進 ジェネリック 薬品希望カ ド

被保険者証更新時 新規加入者 資格 得 届出時 配 し い 取

取 取 取 保険給付 状況 取

取 取 取 保険給付費取 一人当 給付費取

成 平0 取 1ん180ん平91ん466円 平平6ん196 取

成 平1 取 1ん年01ん51年ん71平 平40ん年5年 取

取 保険給付費 徴収金等 除 保険者支払義務額取

取 成 平0 保険給付費 平0 年 月診療分 旧制 療養給付費 含 取

保険給付 状況 い 療技術 発達等 療費 高額化 過

去 デ タ 予測 い状況 あ 保険給付費 削減 至

し し 療費抑制 被保険者一人 療 対 意識

重要 あ 引 啓発 必要 あ 取

(年)取特別調整交付金 確保取

国 特別調整交付金 経営姿勢 良好 認 特別事情 取

交付金 し 10ん000 千 交付さ 取

(4)取保健事業 充実取

取 取 取 特定健康診査 特定保健指 診率 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単位 ％ 取

取

取

取

取

取

取

取

取 成 平1 実績 成 平平 4 月 年0 日現在 暫定値取

成 特定健康診査 特定保健指 診率 暫定数値 成

回 目標値 近い数値 達成 い 取

後 診者へ 啓発 診し い体制 健康生 い課

連携 図 診率 向 い 取

特定健康診査取 特定保健指 取

取 取

目標値取 実取 績取 目標値取 実取 績取

成 平0 取 49.0取 48.7取 平5.0取 平年.年取

成 平1 取 5年.0取 5平.9取 年0.0取 平8.0取
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○収支状況

   単 度収支 ＝ 当該 度実質収支 － 前 度実質収支

度

一人当た

繰入金額

17 平4,589

18 平4,平78

19 18,041

平0 18,79平

平1 平1,49年

一般会計繰入金 職員給与事務費を含ま い額

    財政調整基金現在高 各 度 月 日現在 額

度

均被保

険者数

A)

一人当た

給付費

均被保

険者数

B)

一人当た

納付額

給付費 対す

国保税納付

額 割合

平0 5,平18 平平6,196 5,平年0 69,089 年0.54%

平1 5,415 平40,年5年 5,4平0 66,489 平7.66%

均被保険者数 A) 国民健康保険事業状況報告書 基づく 月か 月 均被保険者数

保険給付費 徴収金等を除く保険者支払義務額

成平0 度 保険給付費 月診療分 旧制度 療養給付額を含む

国保税納付額 後期高齢者支援金分・介護納付金分を含ま い 療給付分 額

単位：円・％

67,659,年5年

67,659,年5年

67,659,年5年

67,659,年5年

67,8平9,160

単位：円)

7.平

△4.年

単位：人・円

8,81平,平01

単 度収支

0.0

△4.年

△1年年.9

財政調整基金現在高

160,平8年,516

16平,4年年,449

1平6,平17,405

104,平平8,年19

91,081,456

一般会計繰入金額

保険給付費

年9,79平,718

1年,146,86年

△17,605,810

98,平79,9年6

△年5,1年5,949 117,878,875

国保税納付額

療給付分

実質収支

86,4平4,687

△4,458,947

0

増減額

116,5年0,1平5

1平0,989,07平

104,平平8,年19

99,769,年7平 104,平平8,年19

1年,146,86年

△4,458,947

度 算額1 度 算額

1,909,706,平平7

1,809,9年6,855

99,769,年7平

翌 度 繰越

す き財源 (B)

1,79年,176,10平

1,688,947,78年

0

分

歳入総額

歳出総額

歳入歳出差引額

(A)

増減率

6.5

0

△4,458,947

実質収支

(A)-(B)

99,769,年7平 △4,458,947 116,489,4平4

1,年01,51年,71平 年60,年7平,989

1,180,平91,466 年61,年年6,799

単 度収支
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国民健康保険特別会計

戸籍保険課

○歳入歳出 算額

　(1)　歳入

平1 度 平0 度

94,465 94,787

(177,655) (178,195)

平0 19

(年5) (年6)

67,895 6平,7年7

(1平7,685) (117,94平)

18,1年7 年4,年76

(年4,110) (64,6平5)

76,756 64,659

(144,年50) (1平1,556)

1年,410 14,年77

(平5,平19) (平7,0平7)

年0,971 平9,年4年

(58,平45) (55,16年)

平1 17

(40) (年平)

平7,平年1 平4,775

(51,平1平) (46,576)

19,平年0 17,415

(年6,165) (年平,740)

年,968 年57

(7,46平) (671)

平40 0

(45平) (0)

年5平,年44 年4平,86年

(66平,6年平) (644,564)

5,平年0 人 世帯数 平,78平 世帯

5,4平0 人 世帯数 平,88平 世帯

皆増　連合会支出金 1,年01,44年 0 1,年01,44年

19,6年7,平85 1,051.5

　繰入金

10　繰越金

　諸収入

147,59年,平58

104,平平8,年19

平1,504,90平

115,46平

年.年

単位 円・％　

率減増額減増額算度0平分　　区

被保険者1人(世帯)当たり

平1 度 算額

4平6,46平,61年04,7年7,594税険保康健民国　 51平,00平,0平7

4.5005,5004,101料数手び及料用使　 106,900

△45.年

平.平1平9年,578,9年144,年11,8平年金出支庫国　 年67,988,8年年

98,年04,000

　財産収入

047,年84,18△047,787,971金付交費付給養療　

416,016,78年

7平,68平,487

167,861,81年

△年.年

18,019,444

歳入合計

75,189,946

1平9,57年,814

90,平46

1,867,617

　県支出金

　共同事業交付金

1,79年,176,10平

91,081,456 1年,146,86年 14.4

△平,507,459

1年.9

15年,464,4年年 14,年97,年80 9.4

平5,平16 平7.9

0.年平771,848,77606,861,8年年金付交者齢高期前　

   成平0 度 間 均被保険者数

   成平1 度 間 均被保険者数

116,5年0,1平5 6.51,909,706,平平7

年01



平1 平0

6,40年 7,61平

(1平,041) (14,年09)

平40,558 平平6,0平6

(45平,40年) (4平4,916)

41,756 年9,年年7

(78,5平7) (7年,951)

119 5年

(平平年) (100)

年 年,年5平

(6) (6,年01)

15,0年4 14,648

(平8,平74) (平7,5年8)

平5,1年8 平7,0年8

(47,平76) (50,8年1)

平,78年 平,840

(5,平年4) (5,年年9)

1,741 1,6年平

(年,平74) (年,067)

平1 17

(40) (年平)

年81 年80

(716) (714)

年年年,9年7 年平平,9年5

(6平8,014) (607,098)

5,平年0 人 世帯数 平,78平 世帯

5,4平0 人 世帯数 平,88平 世帯

10

7

16,平年9

1,809,9年6,855

成平0 度 間 均被保険者数

成平1 度 間 均被保険者数

81,486,844

1年6,平49,平78

15,08年,105

9,4年6,0平4

115,46平

平,06平,740

年4,70平,4平平

1,年0年,8平6,平47

平平6,年14,99平

64年,50平

8-1

8-平

9 基金積立金

保健事業費

歳出合計

1

平

年

4

5

6

諸支出金

特定健康診査等事業費

介護納付金

単位：円・％　

増減率

総務費 年9,808,878 △5,106,456 △1平.8

被保険者1人(世帯)当たり

区　分

　(平)　歳出

平1 度 算額 増減額

10.年

17,5平9,95年 △17,51年,714 △99.9

平0 度 算額

90年,19年 10.6

平年0,948

76,611,平75

1平1,709,年年7

6.4

共同事業拠出金 141,411,平8年

前期高齢者納付金等

4,875,569

老人保健拠出金

保険給付費 1,18平,116,910

後期高齢者支援金等

1,688,947,78年 1平0,989,07平 7.平

△5,16平,005 △年.7

14,85平,157

1,985,545 77,195

1.6

90,平46 平5,平16 平7.9

年.9

平05,7年1,687 平0,58年,年05 10.0

平77,018 年66,484 1年平.年

8,5年平,8年1
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国民健康保険特別会計

戸籍保険課

○保険税収納状況

(現 度分

収納率

94.0

9年.6

滞納繰越分

収納率

9.7

9.6

○保険給付等 状況

件数 金額 件数 金額

療養給付費 71,9年7 1,049,0年5,69年 67,605 906,180,平0平 14平,855,491 15.8

療養費等 平,985 19,79年,641 平,555 17,4年5,109 平,年58,5年平 1年.5

高額療養費 1,61平 110,840,770 1,平61 8平,045,平5年 平8,795,517 年5.1

移 費 0 0 0 0 0 0.0

小 計 76,5年4 1,179,670,104 71,4平1 1,005,660,564 174,009,540 17.年

療養給付費 6,9平4 96,906,年8平 9,平96 1年8,77平,年66 △ 41,865,984 △ 年0.平

療養費等 年17 1,851,平77 565 年,617,76年 △ 1,766,486 △ 48.8

高額療養費 71 10,年68,1年4 平01 16,486,516 △ 6,118,年8平 △ 年7.1

移 費 0 0 0 0 0 0.0

小 計 7,年1平 109,1平5,79年 10,06平 158,876,645 △ 49,750,85平 △ 年1.年

年,080,758 平,954,平57 1平6,501 4.年

19 7,887,057 年0 10,650,000 △ 平,76平,94年 △ 平5.9

年5 1,750,000 4年 平,150,000 △ 400,000 △ 18.6

1,年01,51年,71平 1,180,平91,466 1平1,平平平,平46 10.年

15,08年,105 14,85平,157 平年0,948 1.6

9,4年6,0平4 8,5年平,8年1 90年,19年 10.6

出産育児一時金

葬 祭 費

合 計

特定健康診査等事業

保健事業費

  療養給付費・療養費等・高額療養費 徴収金等を除く支払い保険者支払義務額

審査支払手数料

平1 度 平0 度

16,54年,60年

職

155,0年0,048 14,810,平77

単位：円・％

区 分

一

般

平1 度

度

平0 度

平1 度

調定額

509,5年7,500

科 目

5年1,060,年00

収納済額

479,19年,800

 成平0 度収納済額に 過誤納金還付未済額19,900円を含む

単位：円・％

増減額 増減率

497,191,750

度 調定額 収納済額

平0 度 170,9年平,平79
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款   予 算 額 8,平19,000

項    算 額 年,94年,576

目   国・県支出金 967,平5年

使用料等 0

そ 他 6平年,000

会

 

計

 

 老人保健特別会計 

源

訳

 

一般 源 平,年5年,年平年

大 類   
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小 類   

 目的  

老人保健制度 本格的 高齢化社会 到来 対応 国民 老 健康

保持 適 療 確保を図 た 疾病 予防 治療 機能訓練 至 総合

的 保健事業を実施 国民保健 向上 老人福祉 増進を図 を目的

い  

 

 成 度 経過 

老人保健法 老人 療制度 い 昭和 月 発足 国・都

道府県・市 村 担金及び各 療保険者 拠出金 運営さ た 高齢

化 進展等 そ 政 担 増加 一途を辿 た そ た 被保険者

齢 窓口 担等 引上 等を行う 制度改 を幾度 行 た 増

え 高齢者 療費 政 担を抑制 た 成 月 療制度改革

老人保健制度を廃 高齢者 療 確保 関 法 基 く 期

高齢者 療制度 創設さ た  

 

 目標又 改善策 

期高齢者 療制度 成 月 施行さ た 老人保

健制度 く た 老人保健特別会計 成 度 精算事

務を行う  
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老人保健特別会計 

戸籍保険課 

 容 

成 度 い 月遅 等 療給付等 支払い 成  

度 国庫 担金等 精算金 処理を行 た  

歳入 い 当該 度 療諸費 支出予定額 応 社会保険診療報酬

支払基金 交付さ た た 今 度 国・県 担金及び基金

事務費交付金 い 翌 度精算交付 取扱い た  

歳出 い 療諸費 前 度対比 ％ 減

少 た た 一般会計繰出金 前 度 老人 療費

担金 不足額 国 追加交付さ た 一般会計 返還金 あ  

 

源過不足額 訳 基金交付金 療費            11   不足 

基金交付金 審査支払事務費         年年4   不足 

国庫支出金                 415,年40   不足 

県支出金                         10年,8年5   不足 
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○収支状況 

                        単位  

     19 度 算額 平0 度 算額 平1 度 算額 

歳 入 総 額 1,平平年,111,585 11年,474,566 年,94年,576

歳 出 総 額 1,平平年,111,585 111,744,599 年,94年,576

歳 入 歳 出 差 引 額 ( A ) 0 1,7平9,967 0

翌 度 繰 越 

源 ( B ) 

0 0 0

実 質 収 支 ( A ) - ( B ) 0 1,7平9,967 0

単 度 収 支 0 1,7平9,967 △1,7平9,967

単 度収支＝当該 度 実質収支 前 度 実質収支 

成 平0 度 成 平0 年 月診療 及び月遅 等 成 平1 度 月遅

等  

 

○歳入歳出 算額 

(1) 歳入                          単位 ・％  

     平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率 

1 支払基金交付金 6平年,000 67,平7年,平5年 △66,650,平5年 △99.1

平 国 庫 支 出 金 967,平5年 平9,平年7,477 △平8,平70,平平4 △96.7

年 県 支 出 金 0 7,668,470 △7,668,470 皆減

4 繰 入 金 6平年,年56 8,518,4年9 △7,895,08年 △9平.7

5 繰 越 金 1,7平9,967 0 1,7平9,967 皆増

6 諸 収 入 0 776,9平7 △776,9平7 皆減

歳 入 合 計 年,94年,576 11年,474,566 △109,5年0,990 △96.5
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老人保健特別会計 

戸籍保険課 

(平) 歳出                          単位 ・％  

     平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率 

1 療 諸 費 1,平46,年56 104,455,年46 △10年,平08,990 △98.8

 (1) 療 給 付 費 1,平年年,0平0 98,445,487 △97,平1平,467 △98.7

 (平) 療費支給費 1年,00平 5,610,475 △5,597,47年 △99.8

 (年)審査支払手数料 年年4 年99,年84 △年99,050 △99.9

平 諸 支 出 金 平,697,平平0 7,平89,平5年 △4,59平,0年年 △6年.0

 (1)償 還 金 1,7平9,967 年,84平,年57 △平,11平,年90 △55.0

 (平)繰 出 金 967,平5年 年,446,896 △平,479,64年 △71.9

歳 出 合 計 年,94年,576 111,744,599 △107,801,0平年 △96.5
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款   予 算  140,7平0,000

項    算  140,667,764

目   国 県支出金 0

使用料等 10,100

そ 他 0

会

 

計

 

 期高齢者 療特別会計 

源

訳

 

一般 源 140,657,664

大分類   
総

合

計

 

体

 
 

系

 

分類   

 目的 

  高齢者 療 確保 関す 法 基 成 日 歳

以 高齢者 療 い 従来 療保険制 独立させ運営主体を

全市 村 加入す 広域連合 す 期高齢者 療制 始ま た こ 療制

ま 到来す 超高齢化社会 高齢者 療費を中心 増加し い 国民

療費を背 国民皆保険制 を将来 わた 維持す た 現役世代 高齢者

支え合うこ また老人保健制 現役世代 高齢者世代 世代間 担

不公 指摘さ いたた こ 担を 確化し 公 分 す す こ

を目的 創設さ た  

 ○ 期高齢者 療制 療費 訳 

公費 割 国 都 府県 市 村＝  患者 

担 保険料 割 期高齢者支援金 保険者拠出  割 

 

 成 ま 経過 

  成 日 期高齢者 療制 施行 先立ち 出前講 実施

制 案 リ フレット 送付 広報 制 周知を積極的 進 たこ

開始当初 当 い 大 混乱等 避 た し し 全国的 制

認識さ 不 不満 混乱を招 成 政府 特別軽減対策

納付方法 変更 選択制 を 入した  
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後期高齢者医療特別会計 

戸籍保険課 

 目標又 改善策 

  問 点 解消 国民 納得 信頼を得 制 す た 国 い 期高

齢者 療制 を廃止し 成 新しい高齢者 療制 を構築す 方針

示さ 新た 制 検討さ い こ 伴 保険料 特別軽減対策 当

分 間 延長さ こ た  

 

 容 

  期高齢者 療制 愛知県 期高齢者 療広域連合 県 市 村 協力

し 運営し 事務を 記 う 分担し い  

(1) 広域連合 事務  保険料 定 療 給付及び保険証 発行 

(平) 市 村 事務   保険料 収納 保険証等 引 渡し 各種申請 届出 受

付及び制 関す 広報 窓口相談 

  また 市 村 期高齢者 療特別会計を設置し 主 期高齢者 療 被保険

者 徴収した保険料を受 入 愛知県 期高齢者 療広域連合 納入し い  

 

 成果及び評価 

期高齢者 療制 創設 目 概 制 周知 さ た

歳 齢到 期高齢者 療 加入 す 金 保険料 特別徴収さ

あ い 国民健康保険 加入し いた 口 振替 そ まま す

誤解さ 未納 場合 発生した そ た 督 状を発送す 前 未納 案

を送付す こ さ 未納 場合 臨戸訪問をし 制 説 をし 納

付を した 通徴収保険料 現 分 収納率 成 ポイ

ント 昇し ％ 高水準 た 一層 収納率 向 滞納を未然

防 た 制 周知 努 税務課 情報を共 し 協力し合い進 い 必

要 あ  
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○収支状況 

                        単位 ％  

    分 平1 算  平0 算  増 減  増 減 率

歳 入 総  14年,518,964 140,971,187 平,547,777 1.8

歳 出 総  140,667,764 140,59平,8年7 74,9平7 0.1

歳 入 歳 出 差 引  

(A) 

平,851,平00 年78,年50 平,47平,850 65年.6

翌 繰 越 

す 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支(A ) - ( B ) 平,851,平00 年78,年50 平,47平,850 65年.6

単 収 支     平,47平,850 平,47平,850 皆増 

単 収支＝当該 実質収支 前 実質収支 

 

○歳入歳出 算  

(1) 歳入                          単位 ％  

    分 平1 算 平0 算 増 減  増 減 率

1 期高齢者 療保険料 1平4,941,000 1平4,1年年,500 807,500 0.7

平 使 用 料 及 び 手 数 料 10,100 9,150 950 10.4

年 繰 入 金 18,119,914 16,8平7,9年7 1,平91,977 7.7

4 繰 越 金 年78,年50 年78,年50 皆増

5 諸 収 入 69,600 600 69,000 11,500.0

歳 入 合 計 14年,518,964 140,971,187 平,547,777 1.8
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後期高齢者医療特別会計 

戸籍保険課 

(平) 歳出                          単位 ％  

    分 平1 算 平0 算 増 減  増 減 率

1 期 高 齢 者 療 

広 域 連 合 納 付 金 

140,590,114 140,59平,平年7 △平,1平年 △0.0

 (1)保険料 延滞金 1平平,101,000 1平年,764,年00 △1,66年,年00 △1.年

 (平)保険基盤安定 担金 18,119,914 16,8平7,9年7 1,平91,977 7.7

 (年)保険料 担金精算金 年69,平00 年69,平00 皆増

平 諸 支 出 金 68,500 600 67,900 11,年16.7

歳 出 合 計 140,667,764 140,59平,8年7 74,9平7 0.1

 

○ 被保険者 状況 各 年 年1 日現在             単位 人  

  分 65 歳～74 歳 75 歳以      計 

成 平1  107 1,641 1,748 

成 平0  101 1,565 1,666 

 

○ 保険料収納状況                       単位 ％  

    分 調 定  収入済  収入未済  収 納 率 

特 別 徴 収 71,174,100 71,174,100 0 100.0

通 徴 収 5年,881,000 5年,471,100 409,900 99.平

 

現

分

 

計 1平5,055,100 1平4,645,平00 409,900 99.7

滞 納 繰 越 分 46平,500 平95,800 166,700 64.0
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款取 取 取 予取 算取 取 ェェ平んエ年1ん000

項取 取 取 取 算取 取 ウ11ん1ェ4んエ年年

目取 取 取 国 支出金 平平平ん1①0ん4①①

使用料等取 10ん①00

取 1ェ5んェ0年ん平ウ平

会

取

計

取

取 護保険特 会計取

源

訳

取

一般 源取 年0年ん平10ん5エ5

大 類 取 取 取
総

合

計

取

体

取
取

系

取

類 取 取 取

● 護保険事業 概要 認定及び保険料 状況 取

取 目的取

高齢者 慣 地域 い い 健康 心 暮

生 い あ 生活 送 う 高齢者 健康 護予防事業 推 取

護サ ビ 必要 高齢者 心身 状況 応 適 サ ビ

う 護サ ビ 質 向 確 公 護認

定審査 実施 取

取

取 成 経過取

護保険制 核家族化 行 護 家族 高齢化 家族 状

況 大 変わ あ 中 高齢化 長 化 展 伴い要 護 認知症 高

齢者 増加 護期間 長期化 護 増大

高齢者 護 いう問 社会全体 支え合う 組 成

タ ト 取

護保険制 見直 成 制 改

護予防 視 施策展開 実施 高齢者福祉 総合窓口 地

域包括支援 ンタ 設置 取

護保険制 総合的 運営 い あ 期 護

保険事業計 策定 事業 適 運営 護サ ビ 基 整備 計 的

い 取
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

成 第 期 護保険事業計 成 ～ 成

終 実績 検証 新 課 解 向 施策

展開 映 せ 第 期 護保険事業計 成 ～ 成 策

定 取

護保険制 基本理念 取

取 取 高齢者 自立支援取

取 護 必要 方 慣 地域 い 人 心身 状況

応 自立 生活 取

取 取 利用者本 サ ビ 選択取

取 利用者 自 意志 基 い 必要 サ ビ 選択 定 取

取 取 社会保険制 確立取

取 給付 護サ ビ 給付費 担 保険料 関 確化 取

取

齢 人口 推移 各 年 年1 日現 取取取 取取取取取取取取取取取取取取 単 ：人 ％ 取

取 取 取 取 平1 取 平0 取 1エ 取

総取 人取 口取

外国人 含 取

平平ん554 平平ん4エ0取 平平ん1①ウ

40 歳以 ①5 歳未満人口取 ①んエ平0 ウん005取 ①んェウウ

比取 取 取 率取 年0.ウ 年1.1取 年1.0

第 号被保険者数取

①5 歳以 取

4ん145 4ん01エ取 年んェ4エ

比取 取 取 率取 1ェ.4 1ウ.エ取 1ウ.4

う ウ5 歳以 取 1ん①平ウ 1ん54ウ取 1ん5平5

比取 取 取 率取 ウ.平 ①.エ取 ①.エ

取
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取 目標又 改善策取

歳以 高齢者人口 前 比較 人増加 ％増加

高齢化率 昇 い 要 護認定者数 認定件数 ほ 増減 推移

要 護認定者数 減少傾向 あ 現状 維持 身

体機能 維持向 体操教室 予防施策 積極的 推 取

認定調査 い 調査員 定 差 生 い う 研修 参加

調査員 情報共 化 取

護保険料 い 普通徴 納率 い 戸 訪問 実

施 納率向 必要 あ 取

取

取 容取

護保険料 法 定 原則 金 特 徴 定

高い 納率 保 い 普通徴 納率 納 損 増

加 い 担 公 性 定 保険 政基 保持 長期 滞納者

個 訪問 納 推 徴 体制 強化 納付相談

口 振 勧奨 保険料 滞納 護サ ビ 給付制限 い 周知啓発

等 実施 納率 向 い 取

取

取 成果及び評価取

高齢者人口 増加 伴い高齢化率 昇 い 要 護認定者数 ほ

増減 要 護認定者数 減少傾向 あ 利用者 護給付

費 通知 事業者 指 行い 適 護サ ビ 提供 組 い

護給付費 減少 考え 取

護保険料 い 納率 昨 納 損 多い結果

徴 体制 整え 徴 強化 間 設 納率向 取

取
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

○ 支状況取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ： ％ 取

取 取 取 取 平1 算 取 平0 算 取 増減 取 増減率取

歳入総 取 ウ50ん平①平ん0年年 ウ5エん年①5んウエ① △エん10年んウ①年取 △1.平

歳出総 取 ウ11ん1ェ4んエ年年 ウ平5んウエウんエェウ △14ん①1年ん054取 △平.0

歳入歳出差引 取

取取取取取取取取取取取

年エん0ウウん100 年年ん5①ウんェ0エ 5ん50エん平エ1取 1①.4

翌 繰越 取

源取取

0 0 0取 0.0

実質 支取 年エん0ウウん100 年年ん5①ウんェ0エ 5ん50エん平エ1取 1①.4

単 支取 5ん50エん平エ1 ウん年5ェんェ平エ △1んェ4エん5年ェ取 △平5.1

※取単 支取＝取当該 実質 支取 取前 実質 支取

単 ： 取

取 取 実質 支取 単 支取 護給付費支払準備基金

1エ 取 平①ん平0ェんエェ0 1ん平14んウ年年 ウ0ん401んウ00

平0 取 年年ん5①ウんェ0エ ウん年5ェんェ平エ ェェん155んェェ①

平1 取 年エん0ウウん100 5ん50エん平エ1 11年ん4ウ5ん平ェ①

取
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○歳入歳出 算 取

(1)取 歳入取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ： ％ 取

取 取 取 平1 算 取 平0 算 取 増減 取 増減率取

1取 護保険料取 1ウエんェ1①ん400 1ウェん年51ん000 1ん4①5ん400取 0.ェ

平取使用料及び手数料取 10ん①00 1平ん150 △1ん550取 △1平.ェ

年取国庫支出金取 1平1ん40ウんェ年平 1年0ん年0①んウ01 △ェんェエェんェ①エ取 △①.ェ

4取支払基金交付金取 1ェ0ん1平0んウ①平 1エ①んウウ5ん1ェ1 △1①ん①54ん41エ取 △ェ.5

5取 支出金取 100んウ5平ん①年4 100ん041んウ①ウ ウ10んェ①ウ取 0.ウ

①取繰入金取 1平ェんエ0年ん4ェ① 1平平ん平平平んウ1ウ ①ん①ェ0んウ①エ取 5.5

ウ取繰越金取 年年ん5①ウんェ0エ 平①ん平0ェんエェ0 ウん年5ェんェ平エ取 平ェ.1

ェ取諸 入取 5ん①ェ平ん510 5ん44ウん年00 平年5ん平10取 4.年

歳取入取合取計取 ウ50ん平①平ん0年年 ウ5エん年①5んウエ① △エん10年んウ①年取 △1.平

取

(平)取 歳出取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ： ％ 取

取 取 取 平1 算 平0 算 増減 取 増減率取

1取総務費取 51ん年エ0んウ0① 4平ん平4①ん54ェ エん144ん15ェ取 平1.①

(1)一般管理費取 44ん0ェ1ん40エ 年5ん4ェェん平平4 ェん5エ年ん1ェ5取 平4.平

取

(平) 護認定審査会費取 ウん年0エん平エウ ①んウ5ェん年平4 550んエウ年取 ェ.平

平取保険給付費取 5エェんエウエんエ45 ①平平ん年平0ん10ェ △平年ん年40ん1①年取 △年.ェ

年取地域支援事業費取 平ウん1①ェん年ウ年 平5ん平51ん1①ウ 1んエ1ウん平0①取 ウ.①

4取 政 定化基金拠出金取 0 ウ0ウん1ウウ △ウ0ウん1ウウ取 皆減

5取基金積立金取 平5ん年1エん400 平①ん平①ウんェ50 △エ4ェん450取 △年.①

①取諸支出金取 ェん年平①ん50エ エん005ん1年ウ △①ウェん①平ェ取 △ウ.5

歳 出 合 計取 ウ11ん1ェ4んエ年年 ウ平5んウエウんエェウ △14ん①1年ん054取 △平.0

取
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

○ 護保険料 状況取

(1)取 各徴 段階 人数表 各 年 年1 日現 取 取 取 取 取 取 取 単 ： 人 ％ 取

保険料 取 平1 取 平0 取 1エ 取

段階取 間保険料 象者数取 割合取 象者数 割合取 象者数取 割合取

1取 1ェん①00 平エ取 0.ウ 平5 0.① 平5取 0.①

平取 1ェん①00 平ウ5取 ①.① 平①① ①.① 平4平取 ①.年

年取 平ェんエ00 年1年取 ウ.① 平ウ平 ①.ェ 平①0取 ①.ェ

4-1取 年5ん100 ェェ4取 平1.年

4-平取 41ん400 ウ平4取 1ウ.5

1ん54平 年ェ.4 1ん4エ4取 年ェ.ェ

5取 4エん①00 5①年取 1年.① 取

①取 51んウ00 54年取 1年.1 1ん0ェエ 平ウ.1 1ん045取 平ウ.平

ウ取 ①平ん100 ①年4取 15.年 ①平1 15.4 ①10取 15.ェ

ェ取 ウ平ん400 1ェ0取 4.年 平04 5.1 1ウ年取 4.5

合取 取 計取 4ん145取 100.0 4ん01エ 100.0 年んェ4エ取 100.0

取

(平)取 保険料 納状況取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ： ％ 取

平0 取 調取 定取 取 入済 取 納 損 取 未取 取 取 納率取

特 徴 取 1①平ん①5ェんウ00取 1①平んウ5エんエ00 0取 100.0

普通徴 取 1①んェェ年ん100取 15ん年45ん150 1ん55平んェ50取 エ0.エ

現
取

計取 1ウエん541んェ00取 1ウェん105ん050 1ん55平んェ50取 エエ.平

滞納繰越 取 平ん4エエん①50取 平45んエ50 1ん04ウん①00 1ん平0①ん100取 エ.ェ

平1 取 調取 定取 取 入済 取 納 損 取 未取 取 取 納率取

特 徴 取 1①5んエ年エん400取 1①5んエ①①ん400 0取 100.0

普通徴 取 15ん5ウ4ん000取 1年んウ05ん400 1んェ①ェん①00取 ェェ.0

現

取

計取 1ェ1ん51年ん400取 1ウエん①ウ1んェ00 1んェ①ェん①00取 エエ.0

滞納繰越 取 平んウェ4ん550取 144ん①00 1ん1平平ん100 1ん51ウェ50取 5.平

平0 還付未済 取 特 徴 取101ん平00 取 普通徴 取14んエ00 取

平1 還付未済 取 特 徴 取取平ウん000 取
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○ 護認定 状況取

(1)取 要 護認定審査件数等取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：件 ％ 取

平1 取 平0 取

取

件取 数取 割取 合取 件取 数取 割取 合取

認定審査件数取 51エ 100.0 540取 100.0

う 新規申請取 104 平0.0 14年取 平①.5

う 変更申請取 年1 ①.0 1ェ取 年.年

う 更新申請取 年ェ4 ウ4.0 年ウエ取 ウ0.平

取 取

(平)取 要 護 認定 給者数 各 年 年1 日現 取 取 取 取 取 単 ：人 ％ 取

平1 取 平0 取

取

施取 設取 取 宅取 合取 計取 割取 合取 合取 計取 割取 合取

要支援 取 取 54 54 1年.エ 4ウ取 1平.平ウ

要支援 取 取 ①1 ①1 15.ウ ①平取 1①.平

要 護 取 平取 ウ5 ウウ 1エ.ウ ①5取 1①.エ

要 護 取 11取 4ェ 5エ 15.1 ①ウ取 1ウ.5

要 護 取 平平取 44 ①① 1①.エ ①4取 1①.ウ

要 護 取 平ウ取 1エ 4① 11.ェ 44取 11.5

要 護 取 1エ取 ェ 平ウ ①.エ 年4取 ェ.エ

合取 計取 ェ1取 年0エ 年エ0 100.0 年ェ年取 100.0

取

取

取
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

● 護保険サ ビ 取

取 目的取

要支援 要 護認定 方 心身 状況 合わせ 限

範 必要 護サ ビ 組 合わせ 利用 う 目的

取

取

取 成 経過取

成 実施 護保険制 改 新 護予防サ ビ

地域密着型サ ビ 創設 護サ ビ 利用 伴う費用 担 増大

い 中 護保険 政 健全性 維持 制 持 性 確保

護予防 視 施策転換 護 必要 状態 軽減 悪化防 向

軽 者 象 護予防サ ビ 提供 う 取

地域密着型サ ビ 市 村 権限 護事業所 指定 指 査

行わ 地域 特性 応 多様 柔軟 護サ ビ 提供 施設 整備

可能 取

居宅 護サ ビ 施設 護サ ビ 担 公 性 施設

護サ ビ 食費 居 費 護保険 象外 所得者

施設サ ビ 利用 経済的 担 い う 食費 居 費

担限 設 軽減措置 い 取

取

取 目標又 改善策取

護保険給付 前 比 居宅 護サ ビ 費 ％増加 い

施設 護サ ビ ％減少 護給付費全体 ％ 減少

い 宅 護 推 適 護サ ビ 給付

事業所 査 ア ン チ 必要 あ 取

取

取

取
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取 容取

事業所 指 査 実施 軽 者 福祉用具貸 実態調査等 行 い 護給

付費 適 化 必要 あ 取

居宅 護支援 目的 護 担 軽減 生活 質 向

市 村特 給付 護用品購入費支援 宅サ ビ 利用支援 食費補

加え 宅改修支援費 支給 実施 い 取

取

取 成果及び評価取

第 期 護保険事業計 成 ～ 事業方針 基 護サ

ビ 必要 高齢者 適 サ ビ う 護サ

ビ 供給体制 整備 伴う 護保険料 担 い 検討 い 必要

あ 利用者本 護サ ビ 提供 利用 サ ビ

種類 容 利用方法 相談窓口 護保険制 組 い 広報

チ 等 易 情報提供 実施 必要 あ 取

取

○ 護保険サ ビ 等利用状況取

(1)取 居宅サ ビ 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：件 日 ％ 取

取 取 取 取 延件数取 延日数取 給付 取 割取 合取 増減率

訪問 護取 1ん05① 11ん150 年ェんェェ年ん15エ取 11.5取 平①.1

訪問入浴 護取 1①ェ ウエエ ェんエ5年ん平0エ取 平.ウ取 △エ.①

訪問 護取 年①5 1んエ4ウ 10んェ①平んエ①4取 年.平取 △取①.4

訪

問

系

取

訪問 ハビ 取 154 エ1平 4ん年4エん151取 1.年取 平5.平

通所 護取 1んェ0ェ 1①ん①05 10①ん4平年ん410取 年1.5取 平エ.5
通

所

系

取 通所 ハビ 取 ウ54 ①ん45エ 4エん4ウ4んエウ1取 14.ウ取 45.エ

短期入所生活 護取 年ェ① 平んウ15 平平ん0ェエん015取 ①.5取 △取0.4
短

期

入

所

系

取

短期入所療養 護取 ウ1 4平年 4ん1平平ん平5平取 1.平取 △取5.エ
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

福祉用具貸 取 1ん40ウ 40ん44① 1①ん5エ平ん11① 4.エ取 ①.4

居宅療養管理指 取 平1年 504 1んウエ4ん4平0 0.5取 △14.4

特定施設入所者生活 護取 ①① 1んエ1平 1平ん05エんウェ4 年.①取 △取平.エ

認知症 応型共 生活 護取 111 年ん1ェ平 平5ん①1年ん年4年 ウ.①取 △取エ.4

居宅 護支援取 年ん年1平 平ェん①ウェん平①0 ェ.5取 年.ェ

福祉用具購入取 平ウ 1ん0平ウん年①0 0.年取 △年ェ.年

宅改修費取 平ウ ①んウ平5んエ0平 平.0取 10.ウ

合取取取計取 エんエ平5 年年ウん①平エん年1① 100.0取 0.4

(平)取 施設サ ビ 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：人 日 ％ 取

取 取 取 取 延人数取 延日数取 給付 取 割取 合取 前 比取

護老人福祉施設取 ①50 1ェん①4ェ 14ェん年ェ平ん50平 ①4.0取 △年.ウ

護老人保健施設取 年01 ェんウ1平 ウエん54①ん1ェ5 年4.年取 △取①.4

護療養型 療施設取 10 平ん①54 年んエ①ウん0年ェ 1.ウ取 △ウ年.平

合取取取計取 エ①1 年0ん014 平年1んェエ5んウ平5 100.0取 △取ェ.ウ

取

(年)取 特定入所者 護サ ビ 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：件 日 ％ 取

取 取 取 取 延件数取 延日数取 給付 取 前 比取

特定入所者 護サ ビ 費取 4年4 11ん平5エ 1ェん1年エんエ00取 △エ.年

取

取 (4)取 高 護サ ビ 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：件 ％ 取

取 取 取 取 件数取 給付 取 前 比取

高 護サ ビ 取 ①年年 5んエ50ん50年取 △エ.1

取

取

取

321



(5)取 市 村特 給付取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：件 ％ 取

取 取 取 取 件数取 給付 取 前 比取

宅改修支援費取 11 平ん1ェ4んウ50取 皆増

取 護用品購入支援費取 1①年 1ん51年ん年平1取 △取平年.エ

護 保 険 宅 サ ビ

利用支援費( 宅食費補 )取

100 ウエエんウエ0取 11.ウ

合取 取 取 計取 平ウ4 4ん4エウんェ①1取 ①①.年

取

●地域支援事業取

取 目的取

高齢者 慣 地域 い い 健康 心 暮

生 い 持 自立 生活 送 う 高齢者 健康 護予防事業

推 取

取

取 成 経過取

一人暮 認知症 高齢者 増加 地域 い 高齢者 見 必要性

高 中 取高齢者 地域 支え 総合相談窓口 取 成 取

大口 地域包括支援 ンタ 設置 社会福祉法人 福祉会

職員派遣等 専門職員 配置 専門性 活 護

健康 福祉 面 高齢者 総合的 支援 い 取

護予防 要性 高齢者 生活状況 健康状態 調査 護支援

必要 恐 高い 特定高齢者 把握 高齢者 健康

護予防 推 い 護予防事業 積極的 参加 地域

包括支援 ンタ 職員 象者 生活 心身 状況 合わせ 護予防計

作成 い 取

取

取
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

取 目標又 改善策取

地域 実情 応 市 村 独自 実施 事業 あ 本 高齢者

家族 慣 地域 い 心 暮 護 い 知識

普及 啓発 行い 宅 護 推 取 取 取

取

取 容取

健康 地域包括支援 ンタ 連携 特定高齢者 一般高齢者

象 地域 老人 等 護予防 必要性 啓発 取

取

取 成果及び評価取

総合的 護予防 テ 確立 要支援 要 護状態 前

護予防 要 あ 効果的 護予防サ ビ 提供

高血 高脂血症 糖尿病 生活習慣病 予防 策 連携 高

齢者 若い 護予防 健康 組 必要

あ 取

取

○地域支援事業 実績取

(1)取総合相談事業取

地域包括支援 ンタ 地域 高齢者 中心的 相談窓口 高齢

者 家族 相談 応 護支援専門員 護サ ビ 機関 連携

高齢者 必要 支援 護サ ビ 適 提供 体制 整備

取

高齢者 虐待 防 早期発見 高齢者 権利擁護 関

各機関 連絡調整 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：件 取

相談 容取 成 平1 取 成 平0 取

護保険 保健福祉サ ビ 取 平ん①ウ① 1んエ①0

権利擁護 成 見制 取 ェ 年

合取 取 計取 平ん①ェ4 1んエ①年
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(平)取 護予防特定高齢者事業取

要 護認定 い い 歳以 高齢者 象 生活機能評価 実施

日常生活 い 心身 衰え 高齢者 特定高齢者 把握 特定

高齢者 象 護予防教室 実施 要 護状態 い う予防 取

取

ア取 特定高齢者数及び該当項目取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：延 人数 ％ 取

取 取 取 取 取 成 平1 取 成 平0 取

特定高齢者数取 年0① 平エ1取

取 該当者取 割合取 該当者取 割合取

運動器取 平0年 ①①.年 1エ平取 ①①.0

栄養改善取 15 4.エ 平エ取 10.0

口腔機能取 1①① 54.平 1①4取 5①.4

閉 取 年5 11.4 5年取 1ェ.平

認知症取 1ウ年 5①.5 1①0取 54.エ

う 取 140 45.ェ 1年①取 4①.ウ

該

取

当

取

項

取

目

取

チ ト 定取 ①エ 平平.5 5ェ取 1エ.エ

取

イ取 特定高齢者把握経路取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：人 取

取 取 取 取 男取 性取 女取 性取 合取 計取

本人 家族 相談取 年 年取 ①

基本健康診査 生活機能評価 10ェ 1エ平取 年00

特定高齢者数取 111 1エ5取 年0①

取

取
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

取 通所型 護予防事業 ほほえ 教室 取

取 取 取 取 軽費老人 一期一会荘 委 取

ア 委 料取 平ん0ェェん000 取

イ 利用料取 回取 平00 取

取 容取 回 木 取 午 時 時 取

健康チ 体力測定 歌 運動 頭 体操 取

取

取

取

取

取

取 口腔機能向 教室取

教取室取 取 場取取所取 日取取時取 参加者人数取

い 食

健口教室取

健康文化 ンタ 取

機能回復訓練室取
成 平1 1平 1ウ 日取 10 取

い 食

健口教室取

健康文化 ンタ 取

機能回復訓練室取
成 平平 取年 11 日取 15 取

口教室取

① 回コ 取

保健 ンタ 取

歯科室取

成 平平 1 取5 日 平エ 日取

成 平平 平 1平 日 平① 日取

成 平平 年 取5 日 平① 日取

5 取

取

(年)取 護予防一般高齢者事業取

高齢者 自 護予防 向 組 実践 地域社会 目指

護予防 関 知識 普及 啓発 行い 護予防 意識 高

自発的 護予防活動 推 取

取

取

取

実参加者数取 延 参加回数取

年① 人取 1044 回取
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ア取 ハ ト ア 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：人 取

実施日時 場所等取 参加者取 取 取 容取

参加

人数

成 平1 5 1エ 日(火)取

取

憩い 四季取

老人 取

連合会取

講義取 家庭 事故 防 取

講師：板部取美紀子取

取

演習取 ョン 護取

取取取取取取取予防 考え 取

講師：江口取 巳取

40

成 平平 年 1平 日(金)取

取

健康文化 ンタ 取

取 多目的室取

一般参加者取

講義取 食生活 護予防 考え取

取取取取取取取 取

講師： 井取 恵子取

取

演習取 家庭 ハビ テ 取

取取取取取取取 ョン 工夫 取

講師：板部取美紀子取

平ウ

取

取

イ取 福祉講演会取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：人 取

実施日時 場所等取 取 取 容取 参加人数取

成 平1 ウ 平5 日(土)取

取

健康文化 ンタ 取

ほほえ 取

講義取 心 老 ！ 取

～知 い相 遺言 成 取

取取 見 知恵～取

取

講師： 取 実哉取

1エ年

成 平1 1平 ① 日(日)取

取

健康文化 ンタ 取

ほほえ 取

講義取 わ ！認知症 取

～ 療 護現場 現状～取

取

講師：長谷川取 嘉哉取

1①0

取

取
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介護保険特別会計 

健康生 い課 

(4)取任意事業取

ア取 護者教室取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 取 単 ：人 取

実施日時 場所等取 取 取 容取 参加人数取

成 平1 ① 1平 日(木)取

取

健康文化 ンタ 取

多目的室取

講義取 聞 体 心 楽 講 取

取

講師：大井取 秀樹取

平5

成平1 10 平1日( )取

取

健康文化 ンタ 取

多目的室取

取

講義 家 ハビ 取

取

講師： 取 純代取

4平

取

イ取 護者慰労会取

護者 士 交流 護 心 担 軽減 取 単 ：人 取

実施日時 場所等取 取 取 容取 参加人数

成 平1 1平 平5 日(金)取

取

健康文化 ンタ 取

多目的室取

護者慰労会取 ほ 一息！ 取

取 飾 作 護者 士 交流取

取

取講師：近藤取容子取

ワ ア ン ント講師 取

5ウ

取

取

取
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款   予 算 額 8平4,510,000

項    算 額 79年,548,平09

目   国・県支出金 71,500,000

使用料等 平86,5平8,410

地方債 1平7,年00,000

会

 

計

 

 公共 水道 業特別会計 

財

源

訳

 

そ 他 年08,平19,799

大分類   
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類   

 目的  

公衆衛生 向 に寄与し あわせ 公共用水域 水質 保全に資す こ を目的

す  

 

 成 度ま 経過 

中央部を南北に流 級河川五条川を境に 五条川左岸処理区 昭和

月に 五条川右岸処理区 成 月に流域関連公共 水道 業計

当初認可を受け 業着手し 処理区におい 鋭意 業 進捗に努め い  

 

 目標又 改善策 

(1) 五条川左岸処理区に い 外坪 新宮地区 集落に隣接す 区域 整備

を行う  

(平) 五条川右岸処理区に い 小口 目 部区域 整備を行う  

 

 容 

五条川左岸処理区に い 成 月 日初期供用を開始し 成

度外坪 目 外坪四 目 外坪五 目及び新宮 目 各 部 ． ｈａ 処

理区域 拡大を図 た  

また 五条川右岸処理区に い 成 月 日初期供用を開始し

成 月 日に 小口 目 部 ． ｈａを供用開始した  
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公共下水道事業特別会計 

都市整備課 

 成果及び評価 

五条川左岸処理区に い 成 度に ． ｈａ 計 区域 拡大を

行い 成 度末ま に ． ｈａを整備す 計 あ 成 度

末ま に ． ｈａ 完了し お 計 お 業を推進す こ た

また 水道 業認可区域 整備率 成 度末 ． ％ 前 度末 比べ

． ポイント向 した  

五条川右岸処理区に い 成 度に ． ｈａ 計 区域 拡大を

行い 成 度末ま に ． ｈａを整備す 計 あ 成 度

末ま に ． ｈａ 完了し お 計 お 業を推進す こ た

また 水道 業認可区域 整備率 成 度末 ． ％ 前 度末 比べ

． ポイント向 した  
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○収支状況

                   単位： ・％  

区    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額 79年,749,891 858,1年7,806 △64,年87,915 △7.5

歳 出 総 額 79年,548,平09 857,87平,8年5 △64,年平4,6平6 △7.5

歳入歳出差引額 (A)  平01,68平 平64,971 △6年,平89 △平年.9

翌 度 繰 越 

す き 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実 質 収 支 ( A ) - ( B ) 平01,68平 平64,971 △6年,平89 △平年.9

単 度 収 支 △6年,平89 △平87,066 平平年,777  △78.0

単 度収支＝当該 度 実質収支-前 度 実質収支 

 

○歳入歳出 算額 

(1) 歳入           単位： ・％  

区    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率

1 分担金及び 担金  71,8年年,平00 69,185,400 平,647,800 年.8

平 使用料及び手数料  平14,695,平10 189,平79,595 平5,415,615 1年.4

年 国 庫 支 出 金 71,500,000 91,750,000 △平0,平50,000 △平平.1

4 繰 入 金 年08,000,000 年年0,700,000 △平平,700,000 △6.9

5 繰 越 金 平64,971 55平,0年7 △平87,066 △5平.0

6 諸 収 入 156,510 平,670,774 △平,514,平64 △94.1

7 町 債 1平7,年00,000 174,000,000 △46,700,000 △平6.8

歳 入 合 計 79年,749,891 858,1年7,806 △64,年87,915 △7.5

 

(平) 歳出            単位： ・％  

区    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率

1 総 務 費 196,709,670 178,065,8平年 18,64年,847 10.5

 1 一 般 管 理 費 年5,071,1平0 4平,077,86平 △7,006,74平 △16.7

 平 維 持 管 理 費 161,6年8,550 1年5,987,961 平5,650,589 18.9

平 下 水 道 建 設 費 年11,49平,94年 年96,年16,151 △84,8平年,平08 △平1.4

年 公 債 費 平85,年45,596 平8年,490,861 1,854,7年5 0.7

歳 出 合 計 79年,548,平09 857,87平,8年5 △64,年平4,6平6 △7.5
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公共下水道事業特別会計 

都市整備課 

 

○下水道普及状況                  各 4 月 1 日現在  

区        分 成 平平  成 平1  増 減 増減率

行政区域 人口 住基人口 (a) 平平,108 人 平平,018 人 90 人 0.4％

処 理 区 域 人 口 (b) 16,007 人 15,5平年 人 484 人 年.1％

水 洗 化 人 口 (c) 10,654 人 9,480 人 1,174 人 1平.4％

普 及 率 (b/a) 7平.4％ 70.5％ 1.9％ 平.7％

水 洗 化 率 (c/b) 66.6％ 61.1％ 5.5％ 9.0％

整  備  面  積 46年.1ha 44平.7ha 平0.4ha 4.6％

 

○下水道建設事業 容 

区         分 国 庫 補 助 事 業 単 独 事 業

五条川 岸公共下水道 0 5,680,500

五条川右岸公共下水道 1年年,0年年,950 75,180,000

特定環境保全公共下水道 14,86年,800 平9,平09,950

事

業

費 

合      計 147,897,750 110,070,450

施 延 長 平,1平8.80ｍ 1,001.99ｍ

取 付 管 布 設 箇 所 数 - 89 か所

事業費につい 委託料及び 事請 費によるも す  
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公共下水道事業特別会計主要工事一覧表 ３ 万円を超える工事  

 

款 ２ 水道建設費 ＜都市整備課＞ 

目   名 場所  期 

請負金額 

(円)

摘    要 

補 助

単 独

の 別

大口町公共 水道 

汚水幹線築造  

国庫第2-1 区  

小口 目

21. 8.13

22. 2.28

9,009,000 立坑 2 基 国 庫

大口町公共 水道 

汚水幹線築造  

国庫第2-1 区付帯

小口 目

21. 8.19

22. 3. 1

11,550,000

薬液注入  1 式 

安全費 1 式 

単 独

大口町公共 水道 

汚水幹線築造  

国庫第2-2 区  

小口 目

21. 9.10

22. 2.26

34,769,700

L=91.50m 

人孔 1 号 2 基 

推進  L=83.2ｍ 

国 庫

大口町公共 水道 

汚水幹線築造  

国庫第2-3 区  

小口 目

他

21. 9.19

22. 2.15

38,640,000

L=65.90m 

人孔 1 号 1 基 

人孔 2 号 1 基 

推進  L=48.9ｍ 

国 庫

大口町公共 水道 

汚水幹線築造  

国庫第2-3 区付帯

小口 目

他

21. 9.29

22. 2.25

19,425,000 薬液注入  1 式 単 独

大口町公共 水道 

汚水枝線築造  

国庫第2-4 区  

小口 目

21.10.29

22. 3.17

12,539,100

L=341.90m 

人孔 1 号 5 基 

人孔 0 号 1 基 

国 庫

大口町公共 水道 

汚水枝線築造  

国庫第2-4 区付帯

小口 目

21.10.24

22. 3.22

1,365,000

水替  1 式 

安全費 1 式 

単 独

大口町公共 水道 

汚水枝線築造  

国庫第2-5 区  

小口 目

他

21.10.29

22. 3.17

12,463,500

L=435.80m 

人孔 1 号 11 基 

人孔小型 C二 5 基 

国 庫

大口町公共 水道 

汚水枝線築造  

国庫第2-5 区付帯

小口 目

他

21.10.24

22. 3.22

3,256,050

L=30.50m 

人孔 0 号 4 基 

取付管 28 箇所 

単 独

大口町公共 水道 

汚水幹線築造  

国庫第2-6 区  

小口 目

他

21.11.12

22. 3.16

11,252,850

L=213.60m 

人孔 1 号 3 基 

国 庫

大口町公共 水道 

汚水幹線築造  

国庫第2-6 区付帯

小口 目

他

21.11. 7

22. 3.16

1,656,900

水替  1 式 

安全費 1 式 

単 独

 
 

水

 
 

道

 
 

建

 
 

設
 

 

費

 

大口町公共 水道 

汚水枝線築造  

国庫第2-7 区  

小口 目

21.11.12

22. 3.16

14,359,800

L=505.10m 

人孔 1 号 4 基 

人孔 0 号 1 基 

副管  8 箇所 

国 庫
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公共下水道事業特別会計 

都市整備課 

大口町公共 水道 

汚水枝線築造  

国庫第2-7 区付帯

小口 目

21.11. 7

22. 3.16

3,771,600

L=63.00m 

人孔 0 号 1 基 

取付管 19 箇所 

単 独

大口町特定環境保全公

共 水道汚水枝線築造

 

(国庫第3-1 区) 

新宮 目 

他

21.11.12

22. 3.16

8,942,850

L=305.40m 

人孔 1 号 4 基 

人孔小型 C二 1 基 

国 庫

大口町特定環境保全公

共 水道汚水枝線築造

 

(国庫第3-1 区付帯 ) 

新宮 目 

他

21.11.12

22. 3.16

11,592,000

L=361.49m 

人孔 1 号 3 基 

人孔 0 号 10 基 

取付管 13 箇所 

単 独

大口町特定環境保全公

共 水道汚水枝線築造

 

(国庫第3-2 区) 

外坪 目 

他

21.11.12

22. 3.16

5,920,950

L=169.60m 

人孔 1 号 4 基 

人孔小型 C二 1 基 

国 庫

大口町特定環境保全公

共 水道 

汚水枝線築造  

(国庫第3-2 区付帯 ) 

外坪 目 

他

21.11.12

22. 3.16

11,592,000

L=424.00m 

人孔 1 号 6 基 

人孔 0 号 9 基 

取付管 21 箇所 

単 独

大口町特定環境保全公

共 水道汚水枝線築造

 

町単独第3-1 区  

新宮 目 

21.12. 5

22. 3.19

1,514,100

L=41.00m 

人孔 0 号 1 基 

人孔小型 C二 1 基 

取付管 3 箇所 

単 独

大口町公共 水道 

舗装  

右岸その 3  

大字小口 

21. 8.13

21.10.31

5,962,950

L=563.50m 

舗装  2,095.80 ㎡

単 独

大口町公共 水道 

舗装  

右岸その 4  

大字小口 

他

21. 8.27

21.11.24

7,717,500

L=429.50m 

舗装  2,106.00 ㎡

単 独

大口町公共 水道 

舗装  

右岸その 5  

余野 目 

他

22. 1.29

22. 3.19

2,289,000

L=250.50m 

舗装  583.26 ㎡ 

単 独

大口町公共 水道 

舗装  

右岸その 6  

小口 目

他

22. 1.14

22. 3.24

7,665,000

L=464.80m 

舗装  2,226.40 ㎡

単 独

大口町公共 水道 

舗装  

右岸その 7  

余野 目

他

22. 1. 9

22. 3.19

3,307,500

L=307.00m 

舗装  838.10 ㎡ 

単 独

大口町公共 水道 

舗装  

右岸その 8  

余野 目 

22. 1. 9

22. 3.19

4,284,000

L=457.50m 

舗装  1,215.40 ㎡

単 独

 

大口町公共 水道 

舗装  

岸その 1  

秋田四 目 

21.12.10

22. 3.24

5,197,500

L=309.00m 

舗装  894.40 ㎡ 

単 独
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款   予 算 額 平年,875,000

項    算 額 平1,6年0,077

目   国 県支出金 0

使用料等 1年,194,平05

地方債 0

会

 

計

 

 

農業集落家庭排水事業 

特別会計 

源

訳

 

そ 他 8,4年5,87平

大分類    
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類    

 目的 

農業用用排水 水質保全 生活環境 向 寄与し あわせ 公共用水域 水質

保全 資す こ を目的 す  

 

 成 度 経過 

  昭和 度 事業着工し 成 度 大口ク ンセンタ 供用開始を挟

成 度工事完了 成 月 日 全域供用開始 以後適正 機能

維持 努め い  

 

 目標又 改善策 

  供用開始後 以 を経過し い こ 計 的 整備及び修繕 努め  

 

 容 

 大口ク ンセンタ 処理場施設修繕 し 逆洗ブロワ 交換 脱水機ろ布交

換 細目スク ン交換 動力盤交換 高圧受電設備交換 脱水機加圧ロ 交

換 脱水機ろ布洗浄機交換 予備ブロワ 分解修繕 維持管理を行った  

水処理過程 発生す 脱水汚泥 ． ｔを炭化肥料 ． ｔ 再生資源

化を行い 主催 イベント等 広報活動及び肥料配布を実施し農地還元を行った  
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農業集落家庭排水事業特別会計 

都市整備課 

 成果及び評価 

 計 的 施設 整備及び修繕を行ったこ 適正 維持管理を図 こ

た 供用開始後 以 を経過し い こ 引 続 計 的 整備及び

修繕を行い適正 機能維持 努め 必要 あ  

  た 発生汚泥を材料 した炭化肥料を農家 提供し農地還元す こ 資

源循環 促進を図 こ た  

○収支状況 

           単位 ％  

区    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

歳 出 総 額 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

歳入歳出差引額(A) 0 0 0 0.0

翌 度 繰 越 

す 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支 ( A ) - ( B ) 0 0 0 0.0

単 度 収 支 0 0 0 0.0

単 度収支＝当該 度 実質収支-前 度 実質収支 

 

○歳入歳出 算額 

(1) 歳入           単位 ％  

区    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率 

 分担金及び 担金 989,年00 9平0,平00 69,100 7.5

 使用料及び手数料 1平,平04,905 1平,5平1,年65 △年16,460 △平.5

 繰 入 金 8,4年5,867 6,791,485 1,644,年8平 平4.平

 諸 収 入 5 平5 △平0 △80.0

歳 入 合 計 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

 

(平) 歳出           単位 ％  

区    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率 

1 総 務 費 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9

 1 一 般 管 理 費 8,599,96年 6,197,平平5 平,40平,7年8 年8.8

 平 施 設 管 理 費 1年,0年0,114 14,0年5,850 △1,005,7年6 △7.平

歳 出 合 計 平1,6年0,077 平0,平年年,075 1,年97,00平 6.9
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款   予 算 額 5,800,000

項    算 額 年00,000

目   国・県支出金 0

使用料等 0

他 1平8,000

会

 

計

 

 社本育英事業特別会計 

財

源

訳

 

一般財源 17平,000

大分類   
総

合

計

 

体

 
 

系

 

小分類   

 目的 

  大口 誉 民故社本鋭郎氏 遺族 寄付金を基金 し 昭和 発

足し 基金運用 生 益金等 大口 在住 立中学校 在学し 高等

学校等 進学を希望 生徒 中 奨学金を交付し 将来社会 一線 活躍

を目的  

 

 成 度ま 経過 

  昭和 度 成 度ま 間 奨学生 誕生し

社会 一線 活躍し い  

  

 目標又 改善策 

  奨学生 い 学校 地域 寄与 あ い 大口 民 し 社会

人 し 立場 活躍 い いう 一定 成果 あ

今後 更 故社本鋭郎氏並び 遺族 想い 応え う 事業を展開

望ま  

 

 容 

  中学校長 推薦 基 理事会 い 審査し 意見を徴し 長 定

奨学生 一人当 , 奨学金を交付  

 大口中学校    男子 女子  
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社本育英事業特別会計 

学校教育課 

 

 

 成果及び評価 

故社本鋭郎氏 遺志 遺族 厚意を受け 本事業 し 実施

少 奨学生 心 刻ま い ま 成 度新 奨

学生 誕生し 諸先輩方 様 彼 本 日を担い 本 寄与 人材

確信し い  

  昨 度ま 校生徒 奨学生 一人当 奨学金を交

付し 本 考え 生涯学習基本構想 中 若者 ち 期待

あ い 将来 彼 期待 を充分 理解し事業を進 改

将来 わ 本 寄与 人材 育成 一 う  

 

○収支状況                          単位 ・％  

区    分 平1 度 算額 平0 度 算額 増 減 額 増減率 

歳 入 総 額 5,848,671 6,070,671 △平平平,000 △年.7

歳 出 総 額 年00,000 年50,000 △50,000 △14.年

歳入歳出差引額(A) 5,548,671 5,7平0,671 △17平,000 △年.0

翌 度 繰 越 

財 源 ( B ) 

0 0 0 0.0

実質収支 ( A ) - ( B ) 5,548,671 5,7平0,671 △17平,000 △年.0

単 度 収 支 △17平,000 4,890,000 △5,06平,000 △10年.5

単 度収支＝当該 度 実質収支 前 度 実質収支 
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